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既 二雑誌結核第14巻 第1號 二於 テ、余等へ 生

化學的活性「スクアレン」テ結核罹患生膣 二注射

スルコトニヨツテ、其 ノ流血中 ヨリ、特異ナル

攣異性結核菌 テ分離 シ、之テ特殊 ノ培地二培養

ス ル コ トー ヨ ツ テ、 極 メテ優 秀 ナ ル結 核 補艦 結

合 性 抗 元 テ得 、 之 テSqualo-Tuberkulin(S.T.)

ト命 名 シ、之 二依 ル實 験 ノ詳 細 ラ報 告 シ タ.更

二、 本 業 績 ハ、 其 ノ第 二 報 トシ テ、「主 トシテ攣
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異性結核菌」 二關スル詳細ナル實験 テ論述 セン

トスルモ ノデァル。 「スクァレン」ノ生化學的性

歌 二關 スル仔細 ナル研究 ノ結果、生化學的活性

「スクアレン」ラ結核患者 二使用 シタル場合 ノ醤

療的数果二關スル問題、及之テ結核罹患動物 二

試 ミタル病理解剖學的所見等 二就 キテハ、更二

綾 報 トシテ、 近 々 公 表 久可 ク準 備 中 デ アル。 ㈲

ホ、 「ス ク ア レ ン」二關 ス ル詳 細 委 曲 ノ文 献 等 二

至 ツ デハ 、 辻 本 博 士 近 著 、 「肝 油 の 研 究 」(丸 善

畿 行 プニ登載 サ レテ アル、 読 者 諸 士1参 考 トシ

テ弦 二記 シ テ置 ク。

第一章 攣異性結核菌二關スル文献的概説

結 核 病 ノ病 原 菌 トシテKochガ 特 異 ノ 桿 菌 ヲ

螢見 シタ ル ハ、1882年 デ、今 テ去 ル五 十 有絵 年

前 デ アル。 然 ル ニ、 其 後 、 諸 家 ノ研 究 實 験 ノ結

果 一。ヨ ッ テ、 次 第 二其 ノ攣 異 性 二就 イ テ論 議 テ

生 ズ ル コ ト ・ナ ツ タ。 或 ハ、 其 ノ毒 力 ノ攣 異 二

就 テ、 或 ハ、 其 ノ染 色 的攣 遷 二關 シテ、 或 ハ其

ノ培 養 上 二於 ケル 肉 眼 的及 顯 微鏡 的形 態 乃 至 其

ノ生 化 學 或 ハ生 物 學 的 性 駄 ノ攣 轄 二及 ピテ、 或

ハ 其 ノ濾 過 性病 原 禮 二關 シテ探 究 論 議 セ ラル ・

情 勢 ラ現 出 ス ル ニ至 ッ タ。.

十撒 籐 年 前 ニ ァ リテハ 、 窄 レ ニ甚 ダ燗 眼 ナル學

究 者 ガ、 偶 々、 結 核 菌 ノ攣 異 二關 シテ、 其 ノ論

著 テ公 ニ スル モ、 斯 カル モ ノハ、 多 クノ・異 端 的

誤 謬 ノ實 験 ノ結 果 ト 目 セ ラ レ、 …概 二鎧 袖 一

鰯 、 迷蒙 ナ ル戸 惑 ヒ的 ノモ ノ トシテー 顧 ノ償 値

ス ラモ與 ヘ ラ レズ、 可 惜 、 名 業 績 モ、 多 クハ 嘲

笑 裡 二埋 レ去 ル ガ其 ノ辿 ル可 キ實 二悲 惨 ナ ル蓮

命 ノ如 ク デ ア ツ タ。

何 故 ニー 顧 ノ債 値 ス ラ モ與 ヘ ラ レザ リ シ カ、 何

故 二異端 覗 セ ラ レシ カ、 夫 レハ恐 ラ 久Cohn-.

Kochニ ヨ リテ建 設 セ ラ レ タル掲 断 的 細 菌 不 攣

読 二眩 惑 セ ラ レ、 之 ヲ妄 リニ因襲 的 二、 盲信 シ

テ來 タ結 果 トシカ思 ハ レナ ィ。

然 ル ニ、 爾 來 、結 核 菌 ノ攣 異 二關 シテ ハ、 世 ノ

聰 明 、 俊 敏 ナル 幾 多 ノ學 徒 二依 ツ テ、 着 々 トシ

テ其 ノ詳 細 ナ ル業 績 テ獲 表 セ ラル ・二及 ビテ、

從 來 斯 カル業 績 二封 シテハ、 一 晒 ラモ借 サ ナヵ

ヅ タ、 頑 迷 ナ ル細 菌 軍 一不 攣 論 者 モ、 是 ハ強 チ

戸 惑 ヒ的 ノ實 験 ノヤ ウ デ モ ナ イ ト牛 信 牛 疑 ナ ガ

ラモ、 漸 ク其 ノ迷 夢 ヨ リ醒 メ出 デ ン ト シツ ・ア

ル ノガ 現 歌 デ アル。 今 ヤ、Cohn・Kochニ ョ

リテ提 唱 セ ラ レタル、 傳 統 的 細 菌 學 設 二只事 ナ

ラ ヌ破 綻 テ生 ジ、 細 菌 多 形 説 ガ、 當 然 ノ餅 吉 ト

シテ羽 振 リ勇 マ シク、 撞 頭 シ タ ノ デ アル。 郎

チ、 古 ク既 二圭張 セ ラ レタル、Naegeli學 派 ノ

學 設 ガ如 實 トナ ッテ學 界 ノ革 新 二 向 ツ テ猛 然 タ

ル峰 火 テ鮎 ジ タ ノデ アル。 斯 ク ノ如 ク、 細 菌 多

形 墜 異 時 代 二於 テ、結 核 菌 ニ ア リ テ モ 亦 同様

二、 從 來 ノMonomorphisticノ 観 念 ハ、.次第

二籏 出 スル 貴 重 ナ ル幾 多 ノ實 験 的 確 謹 テ基 調 ト

シタルPl6morphistノ 威 力 二座 倒 セ ラ レテ、

・將 二其 ノ嚴 然 タ ル牙城 ニー 大 亀 裂 テ招 カ ン トシ

ツ ・アル。 結 核 菌 ガ不 攣 デ アル カ、 攣 異 性 ノモ
ピ

ノデ アル カ ト云 フ問題 ハ輩 ナ ル有 暇 學 者 ノ醗 技 .

的 ノモ ノナ ドデハ、 更 ニ ナ ィ、 實 二、 結 核 病 ノ

治 療 、 豫 防 、 病 理 、 診 断 等 二甚 ダ密 接 ナ ル重 大

關係 テ帯 ビテ居 ル。 即 チ、 本 問題 ヲ解 決 スル コ

トハ、 結 核 病 學 界 ニ モ亦 、 一 大 攣 動 テ惹 キ起 ス

ロ 足 ル 超重 大 問題 デ アル。
　

斯 ル ガ故 二、 余 等 ハ敢 テ、 其 ノ冗 長 二亙 ル コ ト

テ顧 慮 セ ズ、 事 頗 ル重 大 ナ ル本 問 題 ガ、 從 來 如

何 ナ ル経 緯 ト過 程 テ踏 ンデ現 在 二至 レル モ ノデ

ア ル カ ニ就 イテ、其 ノ文 献 的 叙 述 テ勉 メテ仔 細

二掲 ゲ テ、 之 二封 ス ル正 當 ナ ル考 察 卜論 議 テ諸

士 ト共 二試 ミ ン トス ル モ ノ デ アル。 而 シテ、 世

ノ頑 迷 ナル 、或 ハ牛 信 牛疑 的 ノ 「モ ノモ ル ヒス

ト」 學 徒 ノ者 二封 シテ、 徹 底 的 二充 分 ナ ル理 解

ト納 得 テ抱 カ シムル コ トへ 輩 ナ ル文 獣 ノ羅 列

ヤ机 上 ノ室 論 ナ ド ・事 攣 リ、 有 意 義 中 ノ有 意 義

ナ ル モ ノ ト思 惟 スル モ ノデ アル。 斯 ク スル コ ト
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ハ、 蓋 シ學 二忠 ナ～レ所 以 デ アル
。 確 乎 タ ル信 念

ノ存 スル モ ノハ、 克 明 二須 ラ ク断 定 的 デ アル可

キデゼ 科 學 二哲 學 的 ノ想像 詮 ヤ、 曖 昧 ナル端 摩

臆 測 ・}最モ忌 ム可 キ コ トデ アル ガ、 徒 ラナ ル、

狐 疑 、 猜 疑 、嫉 妬 心 ノ如 キ ハ純 眞 ナ ル學 問 ノ進

歩 テ阻 害 ス ル モ ノデ、 甚 ダ忌 避 ス可 キ コ トハ勿

論 デ アル。 況 ンヤ、 學 テ曲 ゲ テ、 世 二阿 ル ガ如

キ コ トハ、 蛇 蜴 覗 スベ キ行 爲 デ アル。且adley〔P

ガ其 ノ浩潮 ナ ル著述 ノ序 二於 テ、次 ノ如 ク記 シ

テ居 ル。

「細 菌 不憂 論 二惑溺 シタ學 徒 二 封 シテ
、 今 ヤ正

二細 菌攣 異 性 ノ時 代 ガ現 レ
、 頑 迷 ナ ル從 前 ノ陳

菖 ナ ル系 統 的 細 菌 學 者 ノ置 位 ハ、 危 殆 二瀕 セ ン

トスル恐 倥 時代 ガ建 設 セ ラ レ ン トシ テ居 ル。」

又 且enrici(2)ハ 其 ノ著 述 中 二、NiessenガL6h-

nisノ 業 績 二封 シテ 述 べ タ 次 ノ如 キ文 句f掲

グ テ アル。

、``ImprinzipNaegeliredivivus
,Best乞tig-

ungdeinerBefunde,v611igunabh乞ngigund

reinWissen忌chaftlich,und-rwaswirddie

fUhrendeKochscheSchuhledazusagen? ,.

此 ノ辛 辣 ナル 言僻 二封 シテ、所 謂 、 系 統 的 古 典

的 細 菌 不 攣 軍 一 設 ノ學 徒 ハ、 唯呆 然 トシテ、 答

フル可 ク何 物 テモ持 チ合 セ ヌ デハ ナ ィ カ。

第二章 結核菌ノ始原及結核菌ノ分類學上ノ疑義

所 謂 、 結 核 菌 ナ ル モ ノー、温 血 動物 結 核 菌 ト冷

血 動 物 結 核 菌 トノニ 種 類 テ分 チ、 温 血動 物 結 核

菌 ニ ハ更 二人 型 、 牛型 》.鳥型 ノ三大 別 ラ ナ セル

aト ハ周 知 ノコ トデ アル ガ、 元 來 人 型 、'牛型 、L

鳥型 ナル モ ノハ、 培 養 上 ノ磯 育 ノ遅 速 、 或 ハ菌

ノ形 態 及 夫 レ等 個 々 ノモ ノ ・
、動 物 二封 ス ル毒

ロノ

カ ノ相 違 ナ ド ノ瓢 カ ラ見 テ、 嘔 別 セ ラ レ ダモ ノ

デ、 此 ノ間 二極 メ テ徹 底 的 ナ劃 然 トシ タ囁 分域

ト云 フ モ ノハ認 メ ラ レ テ 居 ナ イ
。 特 別 ナル要

1讐灘 鐘鞠 儀ン鞍 慧 壷鴛章
得 ヌ トモ限 ラ レヌ。 確 實 二、 是 等 ノ種 類 相 互 間

済 攣化ガ起 ラナ イト云 フ實謹ハ未ダ何人モ断言
シ得 タ コ トデハ ナ ィ。 ノ ミナ ラズ

、 寧 ロ、 相 互

間 二於 テ攣 異 テ來 タ ス ト云 フ實 験 的 業 績 ガ多

イ。 故 二、 或 ル者 ハ、 人 型 、 牛 型 、鳥 型 ナ ドハ

元 來 ハ同 一種 ノモ ノ ヨ リ登 生 セ ラ レタ モ ノデ ァ

ル ガ・ 各種 ノ生 活 二適 慮 シタ状 態 二方冬テ
、其 ノ

性質 ガ比 較 的 固 定 セ ラ レタ結 果 、 各 々其 ノ特徴

テ不 ス ニ至 ツ タ モ ノニ過 ギ ナ イ ト論 断 スル者 ガ

アル 。Darwinismu§,Mendelismusノ 所 読 ガ

眞 實 トス レバ、 斯 カ ル コ トハ ア リ得 可 キ筈 デ ァ

ル ト首 肯 出來 ル。 更 二、 結 核 菌 ノ多 様 ナ ル攣 異

性 問題 ヨ リ推 シテ、 結 核 菌 ナ ル モ ノへ 生 物寄

生 ノ或 ル時 期 二於 テ ノ ミ所 謂 典 型 朗 コ ッボ桿 菌

ノ駄 態 トシテ謹 明 セ ラ レル モ ノデ、 謂 ハ"、 此

ノモ ノハ、 結 核 菌 ノ生物 寄 生 トシテ ノ成 熟 状 テ

取 レル或 ル唯 一 ツ ノ時期 二過 ギ ヌ ト認 ノル設 ガ

多 イ ガ、 ソ レ ハ 勿 論1コ ト ・思 バ レル。 然 ル

へ 結 核 菌 ガ、 一 旦 生 物 膿 外 二排 出 セ ラ レ タ場

合 ニ ハ、 各 種 ノ外 的條 件 二適 磨 セ ンガ爲 二、 自

由 一 自然 界 二生 活 シ得 ル様 々 ナル死 物 寄 生 性 菌

ソ状 態 二攣異 セ ラ レテ、 其 ノ子 孫 ノ紹 滅 テ防 衛

セ ン トスル》 是 モー 般 生物 界 二於 ケル適 慮 性 二

通 ズ ル法 則 二照 ラ シテ尤 モ至 極 ノコ ト・思 バ レ

ル。 即 チ、 斯 ク ノ如 キ ハ
、 一 般 生 物 二固有 ノ本

能 性 ト看 倣3可 キ モ ノデ アル。 一 盟 、 細 菌 厩 ナ

ル モ ノハ、 植 物 界 二於 ケ ル下 等 中 ノ下 等 ノ置 位

ニ アル モ ノデ・ ソ レ程 封外 的 二 自 己 ノ生 命 テ確

保 出來 ル状 態 ニ アル モ ノデ ナ イ ト云 フ コ トハ 明

白 デ アル。 從 ツ テ、 カ ・ル歌 態 ニ アル生 物 二封

シテ ハ、 天 賦 ノ賜 トシテハ
、 外 敵 乃 至 ハ外 界 ノ

環 境 二適 慮 ス可 久 多 檬 ナ ル攣 異 ノ相 テ現 ス性

質 テ多 分 二 備 へ 居 ル モ ノ デ ア ラウ ト云 フ コ ト

ハ、 一 般 的 ノ通 則 カ ラ見 テ常 識 的 ノ判 断 二於 テ

モ考 へ得 ラル ・事 柄 ト思 バ レル
。 余 等 モ各 方 面

ヨ リナ セ ル實 験 的 結 果 ヨ リ推 シテ
、 斯 カル議 論

ノ唱 ヘ ラル ・二至 ッ タ コ トハ
、 決 シテ不 當或 ハ
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迷 蒙 ナ ル臆 測 ノ類 デハ ナ クテ、恐 ラ ク、 斯 ク ア

ル 可 キ ガ當 然 デ ア リ、 且 ツ事 實 デ ア ル ト信 ズ

ノレo

試 ミー一'sLehmannu.Neumann〔3)ノ 細 菌 學

テ 繕 ク ー 、 次 ノ如 キ文 句 ガ ア ル 。 甚 ダ興 味 津 々

タ ル モ ノ 犬 流 石 ハ、其 ノ名 二恥 ヂ ヌ豫 言 的 ノ モ

ノ デ ア ル ト感 服 サ セ ラ レル 。 弦 二原 文 ト拙 繹 テ

併 記 シ テ 讃 者 ト 共 二Lehmannu.Neumann

ノ眞 意 ガ 其 ノ當 時 二於 テ ス ラ モ、 那 邊 ニ ア ツ タ

カ 味 ツ テ 見 タ イ ト思 フ.

'`ObdieTuberkelbazillenausdenfreile -

bendeArtenhervorgegangensindund

nochhervorgehen,dafUrsindzurZeit

nochkeineBeweiseerbracht.Zwarhaben

Kolle,Schlossbergeru.Pfannenstielωmit

achtverschiedenensaprophytischenSta-

mmenlangsameVirulenzzunahmeund

schliesslichmitdemechtenTb-B.durc-

hausifbereinstimmendeVer5nderungen

durchfortgesetzteenMeerschweinchenPa-

ssageerhaltenzuhabengeglaubt,auch

Sanfelice`5)undSchr6der(6}habenshnliche

Beofachtungengemacht,aberdieBefu-

ndesindbisherohneBeststigunggeblie-

ben.Nachpr廿fungenmitnegativemBef-

undeHeymann,Br.Lange,Strautzσ,sind

allerdingsnichtohneweiteresbeweisend,

dennwirwissennochnichts廿berJahre-

szeitlicheundklimatischeBedingungen,

unterdenensolcheUmwandlungenerfol-

gen,auchfehltdemNachprifferoftdie

z蕊heGeduld,welchenurdiezenigebesi-

tzenkann,deransolcheUmwandlungen

91aubt.

EsfehltExperimentenderBeweis,dass

keinespontaneMeerschweinchentuberku-

losevorlag.Auchistesbisher,nichtgel-

ungen,denechtenTb-Bzueinemsaprop。

hytischenWachstumunterBeibehaltung

derEigenschaftenderMykobakterienzu

bringen``

結核 菌 ナ ル モ ノハ、 元 來 自由 一 自然 界 一生 活 セ

ル種 屡 ヨ リ登 生 セ ラ レタ モ ノデ アル カ,將 又 、

現 在 二於 テ モ、 斯 カル モ ノヨ リ登 生 セ ラ レツ'

アル モ ノデ アル カモ 計 リ知 ル コ トハ 出來 ヌ ガ、

之 一 封 シテ ハ、 現 在 マ デ 遺 憾 ナ ガ ラ、 何 等 ノ

實 謹 ハ 提 示 セ ラ レ テ 居 ナ ィ。 實 ニ ヤ、Kolle,

Schlossbergeru.Pfannenstielハ 、 八 株 ノ異

ナ レル非 病 原 性 抗 酸 性菌 テ海 倶 二連 綾 的 二累 代

通 過 テ行 フ コ トニ ョ ツテ 、徐 々 一、 其 ノ毒 力 ラ

増 進 シ、 逡 二典型 的結 核 菌 二全 クー 致 ス ル攣 化

テ惹 起 セ シメ得 タ リ ト唱 フ.又 、Sanfelice,

Schr6der等 モ、 同様 ノ所 見 テ途 ゲ得 タ。 但 シ、

是 等 ノ所 見 ハ、 今 日マ デ爾 ホ …般 的 ノ確 認 テ経

ル ニ至 ラナ ィ。

Heymann,BrLa㎎e,Strautz等 ノ追 試 ・・陰

性 テ 示 シ テ 居 ル ガ、 其 ノ結 果 ハ悉 ク容 易 二信

ズ ル コ トガ 出來 ヌ。 何 トナ レバ、 斯 カル攣 化 テ

惹 起 ス可 キ四季 或 ハ氣 象 的 關 係 ナ ドニ至 ツ テハ

何 等 ノ考 慮 テ モ 加 ヘ テ 居 ラヌ カ ラデ ア ル。 且

又 、 追 試 者 ナ ル モ ノー ハ、 往 々、 斯 ヵル攣 化 テ

惹 起 セ シ ムル コ トー成 功 シ タ創 始 者 ノ如 キ執 拗

ナ ル忍 耐 力 二鋏 ゲ テ居 ル ト云 フ コ トモ陰 性 結 果

二立 チ到 ル ー 因子 トシテ考 ヘ ネ バ ナ ラヌ。 叉 、

實 験 ニ ハ、 海狽 二於 ケ ルf禺磯 性 結 核 ノナ イ ト云

フ確 謹 テ訣 イ デ居 ル、 又 、 從 來 二於 テ、 典 型 的

結 核 菌 テ「ミコバ クテ リア」ノ性 状 テ具 備 シ タ儘

二、 非 病 原 性 ノ叢 育 テ途 ゲ得 ル コ トニ成 功 シ タ

モ ノガ ナ ィ。

即 チ、Lehmannu.Neumann氏 ノ如 キ著 明

ナ ル 生 へ 抜 キ ノ細 菌學 者 二於 テ ス ラモ,既 二結

核 菌 ノ攣 異 ト云 フ問題 二關 シテハ 、 未 グ断 定 的

ノ確 謹 ハ得 ナ ィガ窃 カ ニ之 テ認 容 シテ居 ル ト云

ツ タ風 ナ記 載 振 リデ アル。

扱 テ、 所 謂 コ ッホ ノ定 型 的 結 核 菌 ナ ル モ ノハ、

自由 二生 活 スル死 物 寄 生 的 各檬 ノ細 菌 ヨ リ生 物

盟 内 二侵 入 セ ラ レ、 コ ノモ ノが長 期 間 ノ内 二、

要 約 ノ攣彊 二乗 ジテ、 次 第 二定 型 的抗 酸 性 結 核

○
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菌 テ作 リ上 グル ニ至 ル モ ノデ アル トノ設 テ ナ ス

學 究 者 モ多 イ。 例 ヘ バ、Ferranu.Petroff,

Doerr,Maher,Much,Calmette等 ノ・何 レモ

彼 等 ノ貴 重 ナ ル實 験 的 結 果 テ基 調 トシテ コ ・'ホ

ノ所 謂 抗 酸 性典 型 的 結 核 菌 ノ ミガ、 結 核 病 ラ起

スモ ノ ニ非 ズ シテ、 是 レ ヨ リ攣 異 シ タル菌 ノ侵

入 ニ ヨ リテ モ起 リ得 ル モ ノナ ル コ トテ大 イニ考

慮 スル必 要 が アル ト喝 破 セ ラ レタ。 余等 モ、廣

汎 ナ ル範 園 二亙 ツ テ行 ヘ ル實 験 的結 果 カ ラ推 シ

テ、 斯 カル事 象 ノ多 々有 リ得 ル ト云 フ コ トニ封

シテ へ 殆 ド疑 フ絵 地 テ認 メ得 ザ ル眞 理 デ アル

トノ論 結 テ下 ス ニ聯 カモ躊 躇 シナ イ。 所 謂 、 潜

伏 性乃 至KryptogenetischeTuberkuloseナ

ド ・唱 ヘ ラル ・モ ノハ、 其 ノ大 多 激 二於 テ、 定

型 的 結 核 菌 ノ侵 襲 二 因 ル モ ノデ ハ ナ クテ、 攣 異

セ ラレ タル結 核 菌 ノ淋 巴腺 系統 ナ ドニ潜 在 セル

時 代 ノモ ノニ該 當 シテ居 ル ニ過 ギ ヌモ ノ ト信 ズ

ル モ ノ デ アル。 或 ル學究 客 ハ、 「テ モ テ ー」菌 テ

家 兎 ノ角 膜 内 一累 代接 種 テ施 ス コ トニ依 ツ テ、

逡 二典 型 的 結核 病 攣 テ惹 起 セ シムル コ トニ成 功

シタ。 余 等 ハ、 後 述 スル ガ如 ク、 様 々 ナ ル形 態

テ示 セル攣 異 性 結 核 菌 テ、 海 狸 二直接 連 績 的 二

累 代 通 過 ラ行 フ コ トニ ヨ ツテ、次 第 二病 原 性 ラ

壇 進 シテ、i途二、 典型 的 ノ結 核 病 憂 ラ形 成 シ、

且 ツ、病 竈 部 ニ ハ、 定型 的抗 酸 性桿 菌 ラ認 メ タ

コ トガ多 イ。

J,Ohlsen{8)・ ・、 大 口魚 二寄 生 スル… 種 ノ統

駄 菌 ガ時 ト シテ「サ ル チー ナ」ノ形 態 ラ トル コ ト

ガ アル。 結 核 菌 ノ攣異 セ ル或 ル モ ノモ、 時 トシ

テ 「ザ ル チー ナ」歌 ノ攣 異形 ラ示 ス コ トニ就 イテ

ハ、 從 來 二 三 ノ者 ガ報 告 シテ居 ル
。 余 等 モ亦 、

斯 カ ル攣 異 形 テ厘 、認 メ タ。Ohlsenへ 以 上

ノ所 見 ヨ リ推 シテ、 統 状 菌 ト分 裂 菌 トノ間 ニ

ハ、 劃 然 トシ タ唾 別 テ設 ケ難 イ、 又 結 核 菌 ノ如

ヤモ、 恐 ラク動 物 膿 外 二於 テハ、 漁 潤 ナ ル場 所

二棲 息 スル ー種 ノ家 菌 ノ類 二過 ギ ヌモ イデ ア ラ

ウ ト推 断 シタ。 而 シテ、 「ピル ツ」ハ、 活 物 寄 生

トシテハ、 永 存 シ得 ラレズ、弦 二於 テ カ、更 新

一 番 、 再 ピ活 物 寄 生 トナ リ得 ンガ爲 二、 暫 時、

死 物 寄 生 ノ状 態 二復 蹄 スル モ ノデ アル ト思 惟 シ

タ。

Doerr・ ・、 土 壌 、枯 草 、 堆 肥 ナ ドノ・、結 核 菌 様

桿 菌 ノ重 用 ナ貯 藏所 デ アル ガ、 是 等 ノ抗 酸 性 桿

菌 ガ、 果 シテ悉 ク、 結 核 菌 ト關 連 ガ アル カ否 カ

バ 、爾 ホ不 明 ダ ガ、農 外 二於 ケ ル、 斯 カ ル抗 酸

性 菌 二封 シ テへ 甚 深 ナ ル考 慮 テ排 ツテ研 究 ス

可 キ問題 デ アル。

Maher・ ・納 屋 ノ掃 キ溜 ヨ リ得 タル ー種 ノ長大

ナ ル抗 酸 性 桿 菌 テ海狼 二接 種 シテ結 核 病 攣 テ起

シ、 此 ノモ ノガ、 非 常 二多 檬 形 態 ラ示 シタ。 故

二、 結核 菌 モ、 恐 ラ ク其 ノ登 育 環 ノ アル 時期 二

於 テ ハ、 多様 形 テ現 ハ ス モ ノデ、 吾 人 未 知 ノ形

態 ノ存 スル モ ノデ アル。

ArloingandCourmont(9)ハ 、或 ル人 型 菌 株

テ「グ リセ リン」肉 汁 ヨ リ普 通 肉 汁 二移 シ、 更 二

馬 鈴 薯 培 地 二移 ス コ トー ヨ ツ テ、 大 多数 ノモ ノ

ガ、 鳥 型 二類 似 シ テ來 ル。 此 ノモ ノテ、 海猿 二

接 種 スル ト、 始 メ ハ 淋 巴腺 ノ ミ ノ結 核 デ アル

ガ、 籔 代 通 過 テ累 ネ ル ト、 典 型 的 ノ粟 粒 性結 核

テ 生 ジテ來 ル。 故 二、 鳥 型 ト人 型 ナ ルモ ノハ其

ノ組 先 二於 テ ハ、 … 致 ス ル モ ノデ ア ラウ。

LWalterハ 、 鳥 型 ト牛 型 トハ ー元 ノモ ノデ、

牛型 株 テ鶏 二撒 代 通 過 セ シメ テ、 鳥 型 テ得 タ。

之 二封 シテBr』angeノ ・、 ソ レハ 、 恐 ラ ク試

験 鳥 ガ、 鳥 型 結 核 二罹 ツ テ居 タ モ ノカ、 或 ハ試

験 中 二罹 患 シタモ ノデ ア ラ ウ ト反 駁 シタ。 殊 更

二、 反 封 シヤ ウ トノ意 圖 二出 ヅ レバ
、 屍 理 窟 ハ

ドウ ニモ附 ケ ラ レル。 一匿 、Br.Langeト 云

フ人 ハ、 先 キ ニKolle,PfannenstielSchultze

ナ ドノ實 験 テ否 定 シ、 今 又 、Walterノ 研 究 二

封 シテ斯 ク ノ如 キ 「ケ チ」テ附 ケ テ居 ル。 ヨ クヨ

ク否 定其 ノモ ノニ興 味 テ持 ツー種 奇 異 ナ ル存 在

ノ ヤ ウ ー思 バ レル。

Behringハ 嘗 テ、 人 型 ト牛 型 ナ ル モ ノへ 當初

ハ同 … 元 カ ラ出 登 シ タモ ノ デ ァル ガ
、 適 慮 性 ニ

ヨ ツテ次 第 二固 定 セ ラ レ、 別 個 ノ方 途 二岐 ル ・

二至 ツ タ モ ノデ ア ル ト唱 へ 久 以 上 記 述 セル是

等 ノ事 柄 テ 縮 合 シ テ 考 察 スル ニ、結 核 菌 二牛
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型 、鳥 型 、 人型 ナ ドテ魑 別 シタ ル ハ、 畢 寛 、 河

ノ支 流 二封 シテ、 勝手 二附 ケ ラ レ タ構 呼 二等 シ

イモ ノデ、 其 ノ根 幹 子煎 ジ詰 メ レバ、 原 泉 ハ同

一ノモ ノデ ア ル ト同様 デ ア ラウ
。

所 謂 、 死 物 寄 生 的 非病 原 性 抗 酸 性 菌 ナ ル モ ノ

ハ、 思 フ ー、 結 核 菌 ノ如 キ病 原 性 細 菌膿 ガ、 一

朝 死 物 寄 生 トシ テ其 ノ生 活 力 ノ存績 テ許 サ レザ

ル状 態 二陥 レル時 ニ トレル暫 定 的 ノ假 面 二過 ギ

ヌ モ ノ デ、 此 ノ内 ノ或 ル種 ノモ ノへ 機 會 テ得

テ、 徐 々 一、 再 ピ生 物 寄 生性 ノモ ノ ト轄 化 シ、

定 型 的結 核 菌 三先 租 蹄 リス可 キ性 能 ラ有 ス ル モ

ノデ アル ト看 倣 ス コ トガ、 生 物 學 一般 通 則 カ ラ

考 察 スル 毛、 極 メ テ法理 的 妥 當 ノ見界 ト思 ハ レ

ノレo

結 核 菌 ノ多様 性 異 攣 或 ハ 又 、 非病 原 性 菌 ノ結

核 菌 二還 元 スル ト云 フ事 實 テ否 定 セ ン トスル者

二封 シテ、 余 等 ハ何 故 二否 定 セ ラル ・カ、果 シ

テ否 定 シ得 ル確 實 ナ ル論 嫁 テ有 スル ヤ否 ヤ ト借

問 スル。 之 二封 シテ、 確 實 ナ ル論 檬 テ有 シテ否

定 シ得 ル モ ノハ ナ ィ 筈 デ アル。 「實 験 上 出來 ヌ

カ ラ否 定 スル」ト云 フニ止 ツ テ居 ル。

而 シ乍 ラ、 斯 カ ル否 定 論 者 ノ行 ツ タ實 験 ノ結 果

ナ ル モ ノガ、 果 シテ全 知 全 能 的 ノモ ノデ ア ツ タ

カ、 宇 宙 間 二於 ケ ル悉 ク ノ妙 機 テ成 シ蓋 シ得 タ

リ トハ縄 封 二思 ハ レナ イ。 如 何 ナル機 會 二、 如

何 ナ ル微 妙 ナ ル機 轄 ニ ヨ ツテ、 起 リ得 ル カ ト云

フ コ トハ、 限 局 ヒ ラ レタル人 智 ノ狭 墜盆淺 薄 ナ ル

實 験 室 裡 ノ結 果 ナ ドニ ヨ ツテ容 易 二臆 測 断 定 ノ

出 來 ル筈 ノモ ノデハ ナ ィ。

咄 來 ル」ト云 フコ トハ、 確 實 ナ ル陽 性 ノ結 果 ト

論 嫁 テ捉 ヘ テ ノ信 念 ノ吐 露 デ アル。 「出來 ヌ」ト

云 フ否 定 ノ言 葉 ハ 比 較 的 ナ 消 極 的 ノモ ノ デ ア

ル。 「出來 ル」ト出 來 ナ イ トノ雨 者 二於 テ へ 「出

來 ル」ト云 フ陽 性結 果 ノ方 二 蝕 程 勝 チ味 ノ アル

コ トハ、 普 通 一 般 デ アル。 但 シ、 「出來 ル」ト云

フ方 ニ モ、 ソ レガ必 ズ正 規 的 二磯 來 スル モ ノ ナ

レバ疑 義 テ容 ル ・二飴 地 テ認 メ ヌ筈 デ アル ガ、

ソ レガ正 規 的 二現 レナ イ トス レバ、 弦 二實 験 上

ノ錯 誤 ト云 フコ トガ問題 トナ ツテ來 ル。 此 塵 ガ

否定 論 者 ノ乗 ジル黙 デ アル。 但 シ、 攣 異 ト云 フ

コ トハ、 生 物 學 上 ノ通 則 トシテ、 必 ズ正 規 的 二

均 等 二起 ラ ヌモ ノデ アル カ ラ、 此 ノ邊 ノ事 柄 子

良 ク理 解 シテ、 從來 ナ サ レ タル聰 明 ナ ル先 進 識

者 ノ實 験 ノ結 果 二封 シテ ハ、須 ラ ク絶 大 ノ敬 意

ト箪 重 ノ念 テ以 テ 向 フ可 キ デ アル。 從 來 ノ文 献

二徴 スル ニ、 結 核 菌 攣 異 ラ認 ム ル モ ノ撒 多 シ ト

錐 モ、 就 中、 是 等 ノ内、 斯 界 二雷 名 デ馳 セ、鐵

中 ノ鐸 々 タル モ ノ トシテ、 自他 共 二許 ス ガ如 キ

學 究 者 トシ テ へPetroff,Calmette,Kirchner,

Fontes,Lucksch,Much,Ferran,Besangon

Halle,Mφ11gard,Sweany,Maher,Vaudrem-

er,Kahn,Karwackietc.ナ ドノ諸 氏 ガ ア ル。

何 レモ昨 日今 日 ノ騙 ケ 出 シ 者 ヤ 蒙 昧 者 流 デ ハ

ナ ィ、 其 ノ云 フ腿 二大 シ タ誤 謬 ノ見界 ナ ドノ有

リ得 ル筈 ノ で ノデハ ナ ィ。 結 核 菌 ノ攣 異 テ認 ム

ル コ トハ、 法 理 的 二或 ハ先 進 諸 家 ノナ セ ル確 實

ナ ル實 験 的 業 績 ノ結 果 カ ラ判 断 シテ極 メ テ至 當

ナ話 デ アル。 次 二、 結 核 菌 ナ ル モ ノハ 、 細 菌 學

上 如 何 ナ ル部 門 二属 セ シム可 キ デ アル カ ト云 フ

問題 デ アル ガ、 元 來 コ,ホ ガ登 見當 時 ヨ リ之 テ

分 裂 性 桿 菌 トシテ取 扱 ツ タ ノデ ア ル ガ、 其 後 、

結 核 菌 二起 ル種 々 ナ ル攣 異形 カ ラ推 察 シテ、 之

ラ軍 ナル分 裂 性 桿 菌 二厩 セ シム ル コ トニ封 シテ

へ 大 ナル疑 義 テ抱 ク學 者 ガ練 出 シ、 之 テ從 屈

セ シ ム可 キ部 門 二就 イテ種 々 ナル 意 見 ト論 雫 ガ

生 ジテ、 中 々複 雑 性 ラ帯 ビ、 耳卯力結 核 菌 ハ 戸惑

ヒ ノ駄 態 テ呈 スル コ ト ・ナ ツ タ。

Lehmannu.Neumannハ 、其 ノ教 書 二之 テ分

裂 菌 ノ附属 トシ テ、「MykobacteriumTuberku-

losis」ナル 名構 ヲ附 シテ分 裂 菌 トAktinomyces

ノ中間 属 トシテ極 メ テ當 リ障 リ ノナ ィ、 曖 昧 ニ

シテ賢 明 ナ ル記 載 方 ラ探 ツ タ。

petrone,CoppenJohnesIlo'ノ 諸 氏 ハ、之 テ「ヒ'・一

ル ツ」ト看 徹 シ、 「ア ク チ ノミー チ ヱス」二倣 ヒ

テ、 之fTuberkulomycesト 唱 介 ル ガ適 切 デ

アル トノ見界 テ持 シタ。
ヒ

弦 二、 醜 ッ テ結 核 菌 二起 ル攣 異 ノ状 態 ラ文 獣 的

二展 望 シテ 見1レ。Nocardu.Rouxハ 陳 萬 ナ
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ル培 養 中 二尖 端 ガ腫 脹 シ テ側 枝 テ出 セル モ ノテ

認 へMetsehinikoff,Maffucci,vonKlein等

ハ鳥 型 菌 ノ「グ リセ リ ン、 デ ガー ル」培 養 中 二先

端 ガ 「コル ベ ン」状 二腫 大 セル 分 枝 ラ有 シ綿 伏ヲ

ナ セ ル モ ノ テ詳 記 シ、Fischelハ 哺乳 動 物 結 核

菌 ニ ア リテ モ、亦 メ チ ニ コ ッ フ等 ト同檬 ノ所 見

チ認 メ、 是 等 ノ事 實 ヨ リ推 察 シ テ 結 核 菌 テ 「ア

クチ バ ー チヱス」ノ類 屡 系 ニ アル モ ノ ト論 ジ、

是 ト同 様 ノ實 験 ハ、 更 二、Babes,Dixon,CoP-

penJohnes,且ayo,Bruns,Hueppe,Semmer,

Craig,Dorset,Pla,Mφ11gard等 ニ ヨツ テ、

明 細 二報 告 セ ラ レタ。結 核 菌 二斯 カ ル攣 形 ラ認

メ タ諸 家 ハ、 異 口同 音 二、 結核 病 原 菌 ハ
、 掲 リ

桿駄 菌 トハ限 ラ レズ、 時 トシテハ、 非 病 原 性 登

育形 テ現 ハ ス コ トガ アル ト論及 スル ニ至 ツ タ。

此 ノ非 病 原 性 登 育形 ナル モ ノハ 、結 核 菌 ハ ヨ リ

高 級 ナ ル 「ピル ツ」二由來 セル モ ノデ アル コ トテ

暗 示 ス ル モ ノデ アル。

Massenハ 「リチ 、、一 ム」盤 テ培 地 二添 加 セ シム

ル 時 ハ、 分 枝 ノ畿 生 ラ認 ノ、P6juu .Rajatハ

4%二 沃 度 加 里 テ添 加 セル 肉汁 培 地 内 ニ へ 「ア

ク チ ノ ミー チヱス」二類 似 セ ル分 枝 或 ハ脹 大 ナル

懸 状 菌 テ認 メ、Lubinsckiハ 糊 犬トナ レル モ ノ

テ認 ム ル ガ、分 枝 テ認 メ ヌ ト述 べ、Cornetu.

Kosselハ 、 三 ケ月 牛 ノ培 養 ノ肉汁 培 地 内 一 長

イ分 枝 テ有 スル 統 状 菌 テ 認 メ タ。Levaditiu.

Babesハ 、 人 型 結 核 菌 テ 硬 磯 膜 下 二 注 射 スル

コ トニ ヨ ツテ、 其 ノ局 所 二分 枝 ラ有 ス ル網 犬菌

テ認 メ・Friedrichハ 、動 脈 内注 射 ニ ヨ ツ テ腎
、

脳 及 虹 彩 二分枝 ラ 有 スル 「ア クチ ノ ミー チヱス」

類 似 ノ結 核 菌 テ認 メ、 叉 分 枝 状 結 核 菌 ラ喀 疾 内

二謹 明 セル モ ノニCraig
,CoppenJohnesWeiS-

mayr,Liebmannナ ド ガ アル。 余 等 ハ、 「ス

ク ア リ ン」ラ 肺 結 核 患 者 ノ
、 氣 道 内注 入法 ラ行

ヒ タル ニ、 甚 ダ屡 ㌃、 長 大 ニ シテ
、 普 通 ノ結 核

菌 ノ10歎 倍乃 至 ソ レ以 上 ノ、抗 酸 性 ニ シ、テ穎 粒

テ有 シ、 激 個 ノ分 枝 テ有 ズル ガ如 キ モ ノテ認 メ

タ。 矢 部 等 働 ハ、 結 核 菌 ノ無 患 子 「サボ ニ ン」培

養 ニ ヨ リテ、 結 核 菌 ヨ リ攣 異 セル分 枝 テ出 セル

毛檬 菌 テ分 離 セ ラ レ、 此 ノモ ノガ適 當 ナル 方 法

ニ ヨ リテ、 更 二、 原 結 核 桿 菌 二還 元 セ ラル ・コ

トニ成 功 セ ラ レ タ。 以 上 述 プル ガ如 キ、 結 核 菌

ノ攣 形 ヨ リ推 シテ、結 核 菌 ノ由來 ハ統 状 デ ァル

ノ ト意 見 テ有 ス ル者 ガ甚 ダ多 イ。

Schnermyer(12)へ 襲 育環 カ ラ見 テ、結 核 菌 ハ、

「ア クチ ノ ミー チ ヱスJト 同檬 ノ中 間 期 テ呈 ス ル

カ ラ、 彼 ト是 トハ種 属 的 二極 メ テ關係 ノ濃厚 ナ

モ ノ デ アル ト認 メ、 雨 者 共 二多形 的 ノ攣 化 テ示

iシ、 母 膿 即 チThallasテ 作 ル。 此 ノ モ 〃 ・、

人 工 培 養 上 稀 レニ出 來 ル ガ生 物 禮 内 デハ 出來 ナ

イ。 自然 界 ニ テ ハ、 「サ プロ フ{チ ッシユ」ノモ ノ

ナ リテ存 在 シ、 此 庭 二 於 テハ 、 良 ク 生 活 スル

コ トガ出 來 、 分 裂 及 芽 胞 形 成 ニ テ 檜 殖 ス ル。

Besangonu.Philibert(i3>ハ 、 結 核 菌 ハ元 來 ヨ

リ高 級 ニ シテ複 雑 ナル構 造 テ 備 ヘ タ「パ ラ ジー

テ ン」デ ア ツテ、 典型 的 ノ抗 酸 性桿 菌 ハ、登 育環

二於 ケ ル唯 或 ルー ツ ノ形 式 二過 ギ ヌ モ ノデ、 植

物 學 上 ノ見地 カ ラ 云 ヘ バ、 結 核 菌 ハ 「ア クチ ノ

覧一 チヱス」二密 接 ナ關係 ラ有 ス ル モ ノデ アツ

テ、 抗 酸 姓 ノ外 二、 非抗 酸 性及 「クロ モ フィリ.

ク グ ラヌ ラ」或 ハ 濾 過 性 病 原 罷 ナ ド ラ 認 ム。

Kruse(ieハ 「ス トレ プ ト トリック ス」ハ、 一 面 統

状 菌 二類 シ、 一 面 二於 テ ハ、 桿 菌 ニ モ類 スル モ

ノデ、 結 核 菌 ハ時 トシテ分 枝 、 棍 棒 状 攣 形 、 穎

粒 状 物 質産 生 等 ノ アル コ トヨ リ推 察 シテ、 恐 ラ

ク登 生 學 上 一 於 テ ハ、 「ス トレ ト トリックス」屡

ヨ リ生 ぜル モ ノナ リ ト論 ズ。

Reenstiera,d,Arrigo,Vaudremer ,Pla,Min・

chin等 ノ・、 醸 母 菌 類 似 ノ粗 大 ナル 不 規 則 ナ 菌

膿 テ認 ム ル コ トヨ リ推 シテ、 結 核 病 原 盟 ノ本態

へ 「ピル ツ」デ アル トノ意 見 テ抱 イテ居 ル。 余

等 ノ實験 中 二於 テ モ、 亦 醸 母様 攣 異 及 毛 様 菌 様

攣 異 等 テ認 メ タ.

然 ル ー・A・Fischelノ 、斯 カ ル 分 枝 ノ如 キ攣 形
　

バ ー一種 ノ 「イ ン ボ ル チ オ ン」 ト認 ム 可 キ モ ノ ト唱

へ 、Levaditiハ 之 テDegenerationsFormト

看 倣 シ、Lubarschu.Schulzeハ 、 褒 育 不 全
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型(AbortiveWachstumform)デ アル トシタ。

以 上記 載 セ ル所 ノ文 献 上 ノ所 論 テ通 観 シテ、 正

當 ナ ル批 判 テ試 ム レバ、 結 核 菌 ナ ル モ ノハ 「ア

ク チ ノ ミー チ 山ス」乃 至 ハ 「ス トレ プ ト トリ 、ク

ス」或 ハ爾 ホー層 廣 ク云 ヘバ 、 「ピル ツ」「フ ンギ

ー 」屡 ヨ リ出登 セ ル モ ノデ ア ル ト認 メザ ル テ得

ナ イ。 分 枝 ナ ル モ ノハ、 植 物 學 上 ヨ リ観 テ、 一

ツ ノ立 派 ナ登 育 方 法 デ ア ヅ テ、 「イ ンボ ル チ オ

ン」ナ ドデハ ナ ィコ ト ハ 勿 論 デ、 退 行 攣 性 或 ハ

登 育 不 全型 ナ ドデ モ ナ ィ。

「イ ンボ ル チ オ ン」ト云 フ言 葉 ハ、 死 後 墜 形 トス

レバ、 死滅 セ ル モ ノヨ リ新 生 命 テ爽 ス ル ト云 フ

不 合理 ナ話 ガ ナ ィ筈 デ ア ル ガ、 死 ト云 フ コ ト

ハ、 時 間 的 ノ問題 デ、 全 ク死 滅 セ ヌ前 ト解 ス レ

バ、 或 ハ此 ノモ ノカ ラ新 生 命 テ生 ゼ ヌ トモ限 ラ

レヌ ガ、 斯 カル解 繹 ノ仕 方 ハ、 一 種 ノ屍 理 窟 二

過 ギ ナ イ。 之 テ退 行 攣 性 卜見 ル コ トモ、 不 都 合

デ アル。 細 菌 ガ ヨ リ高 級 ナ ル 「ヒ●ル ツ」二類 似 シ
　

テ來 ル コ トガ、常 識 的 二考 フル モ、retrogressiv

ノ攣 化 トハ 受 取 レヌ、 寧 ロ 反 封 二progressiv

ノ攣 化 ト認 ム ル ガ 極 メ テ 至 當 ノ コ ト ・思 バ レ

ル。 尤 モ、 病 原 性 カ ラ云 ヘ バ、 退 行 性 トモ解 繹

出 來 ヌ デモ ナ ィ ガ ソ レハ畢 尭 …種 ノ読 辮 二類 シ
　　の

タ モ ノ ァ ア ル 。

第三章 結核菌ノ染色上ノ饗異性

嘗 テ、 コ 。ホ ガ 登 見記 載 セル 結 核 菌 ナ ル モ ノ

ハ 、 特殊 ノ染 色 法 ニ ヨ リ、 抗 酸 性 及 抗 酒 精 性 テ

有 スル ト云 フ特徴 テ認 メ居 ラル ・コ トハ、 既 二

公 知 ノコ トデ アル 。抑 モ、 結 核菌 ガ抗 酸 性 テ有

スル ト云 フ理 由 其 ノ自膿 ガ、 現 在 二於 テ モ爾 ホ

甚 ダ徹 底 シナ ィ デ、議 論 ガ唾 々 デ ァル。 結 核 菌

染 色 上 ノ特 異 トセ ラル ・例 ～ バ チー ル ネ ー ル ぜ

ン染 色 ノ如 キ モ ノハ、 一 般 二脂 肪 或 ハ類 脂 艦 様

ノ物 ハ 時 トシテ良 ク染 色 セ ラ レ、 或 ル程 度 ノ抗

酸 性 テ呈 ス ル貼 カ ラ推 察 シテ、 結 核 菌 ノ抗 酸 性

テ示 ス理 由 テ其 ノ被 膜 ト看 倣 サ レル脂 肪 乃 至 類

脂 禮 様 物 質 デ ア ル ト軍純 二化學 的 ノ立 場 カ ラ読

明 セ ン トセル者 二Dorsetu.Emery,Fonter,

Deycke,S.Tamura,Kogane,Calmette,

Krebs,Unna,Aronzon,Hammerschlagetc.

ガ アル ガ、 斯 カ ル軍純 ナ考 へ 方 ノ ミデ ノ・結 核 菌

ノ抗 酸 性 ヲ 明 カ ー スル コ トハ 出來 難 イ。 脂 肪

盟 ヤ類 脂 艦 ハ抗 酸 性 ラ帯 ピ ソウ ナ コ トハ 、 常 識

的 ニ モ容 易 二推 測 セ ラル ・コ トデ ア ル ガ、 其 ノ

他 ノ物 質 モ抗 酸 性 テ呈 シナ イ トノ・断 言 出來 兼 ネ

ル.假 令 、 脂 肪 或 ハ類 脂 盟 様 物 質 ガ抗 酸 性 テ呈

スル モ ノ トスル モ、 軍 二其 ノ化 學 上 二云 フ成 分

ノ問 題 ノ ミニ ヨ ツテ之 テ解 決 セ ン トスル コ トハ

不 可能 デ ア ラ ウ。 寧 ロ、 其 ノ化 學 成 分 ノ構 造 或

ハ密 度 、 特 異 ノ色 素 二封 スル親 和 性 ガ多 イ カ砂

イ カ、 帥 チ、 其 ノ成 分 ガ飽 和 状 態 デ アル カ、 未

飽 和 歌 態 デ アル カ ト云 ツ タ ヤ ウ ナ 物 理 化 學 的

(Physico-chemisch)ノ 事柄 ガ 染 色 上 二 重 大 ナ

ル役 目 ラ演 ジテ居 ル モ ノ ト思 バ レル。 實 ニ ヤ此

ノ観 黒占ヲ・一ヒ トシテ唱 ヘ ラル ・者 二、A.Fische1,

Ciaccio,W.Stoelzner等 ガ ア ル。 植物 學 者

Besszonoffハ 「シ ンメル ピノレツ」ノ或 ル モ ノハ、

含 糖 度 低 キ培 地 ニ テ ハ、 其 ノ「ブ ラ λマ コ ロ イ

ド」ノ分 散 度 ガ高 メ ラ レテ、 其 ノ爲 二、 染 色 性

ガ増 強 セ ラ レル、 是 ハ外 力 ノ影 響 二封 ス ル細 菌
げ

ノ適 慮 現 象 デ アル ガ、 結 核 菌 ノ抗 酸 性 二關 シテ

モ、 恐 ラ ク斯 カ ル 關係 ノ アル可 キ コ トテ信 ズ。

余等 ハ、 從 來 分 離 セル攣 移 性 結 核 菌 二於 テ、 其

ノ「グ リセ リ ン」肉 汁 二登 育 セ ル菌 膿 テ直 チ ニ生

ノ儘 二固 定 染 色 スル 時 ハ チー ル ネ ー ル ゼ ン法 ニ

ヨツ テ多 撒 ノ非 抗 酸 性 菌 テ認 メル ガ、 此 ノ同 一

ノモ ノテ、ソ ノ儘 、漁 熱 百度 二一一定 時 間 加 熱 シテ

同様 二染 色 スル時 ハ、 毎 常 非抗 酸 性 二染 色 セ ラ

ル ・モ ノハ消 失 シテ殆 ド悉 久 抗 酸 性 テ示 ス ニ

至 ル コ トテ確 實 二認 メ タ。故 二、斯 カ ル軍 純 ナル

ー 實験 ノ結 果 ヨ リ推 察 スル モ、 抗 酸 性 二染 色 セ

ラル ・ハ、 化學 的 方 面 ノ ミ ノ作 爲 二由 ル モ ノ ト

ノ・決 シテ思 ハ レナ イ。 必 ズ其 ノ他 二、Physico一
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chemischノ 條 件 モ附 加 セ ラ レテ居 ル 複 雑 性 ノ

存 ス ル モ ノデ アル ト思 バ レル。

斯 ル ガ故 二、 結 核 菌 ノ抗 酸 性 テ呈 スル理 窟 ノ如

キモ、 一 見頗 ル簡 明 ナル可 ク シテ、 實 際 二於 テ

ハ ソウ デナ イ。 故 二、 現 在 二至 ル マ デ爾 ホ徹 底

的 ノ解繹 ハ加 ヘ テ居 ラ レ ヌ。

扱 テ、 結 核 菌 ガ特 異 ノ染 色 上抗 酸 性 ラ呈 セザ ル

場 合、 即 チ染 色的 攣 異 テ示 ス場 合 二就 テ、 一 通

リ述 べ テ見 ル。 抗 酸 性 テ喪 失 シ タ結 核 菌 ハ染 色

的 一・ 或 ハSemiacid二 或 ハGentianophi1或

ハCyanophil二 或 ハ時 ト シテ
、 黒 色 乃 至 ハ緑

色 ナ ドテ呈 シテ來 ル。 或 ハ時 トシテ チー ル、 ガ

介『二L上 染 色 上 二於 テ殆 ド不 染 色 歌 テ トル コ トガ

ア ノレo

「ゲ ンチ ア ノフ
ィル 」トバ グ ラ ム陽 性 菌 ノ如 キ モ

ノデ、 「チ ア ノ フ ィル」トハ 「メ チー レン」青 二染

色 スル獣 態 ノモ ノデ黒 色 乃 至 緑 色 ノ色 ハ チー ル

.ネー ルぎ き 染 色 二於 テ モ往 々生 ズ ル複 雑 ナル染

色 歌 態 デ ア ツテ、 此 ノモ ノハ、Schroen等 ノ唱

ヘ ラル、ChromatischeMetamorphosis(染 色

性 愛 態)二 屡 スル染 色 状 態 デ アル。 余等 ノ實験

二於 テ モ,「 ス クア リ ン」注射 後 ノ尿 及 脆 嚢 内 _

出現 セ ラル ・結 核 菌 ガ、 屡 ヒ斯 ク ノ如 キ色調 テ

帯 ベ ル コ トテ事 實 二於 テ 認 メ タ.Karwacki(15)

ハ抗 酸 性菌 ハ 「フ,ル マ リ ン」二封 ス ル 抵 抗 二於

テ甚 ダ相 違 テ示 ス モ ノデ、菌 株 ニ ョ リテ ハ、15

%ノ 「フォル マ リ ン」溶 液 中 一 生 存 シ得 タ ガ、其

ノ叢 育 歌 態 ハ無 色粘 稠 性 デ、 牛 数 ハ抗 酸 性 テ消

失 シテ居 タ。Ferran(16),Petroff(M等 ハ結 核 菌

デ グ リセ リ ン」「ペ プ トン」糖 成分 ノ訣 女ロセ ル
、

或 ハ僅 少 ナ ル培 地 二畿 育 セ シ ム ル コ トニ ヨ リ

テ、 非 抗 酸1生桿 菌 テ得 タ。Ferranへ 斯 カル

状 態 ノモ ノハ、 遅 鈍 ナル 自働 的 蓮 動 性 テ具 へ鞭

毛 ラ有 ス ト。 非 抗 酸 性 ノモ ノハ、形 態 的 二、非 常

ナ ル攣 異 性 ト多 形 性 テ有 シ、 抗 酸 性 ノモ ノ ヨ リ

モ毒 力 ガ弱 イ。 抗 酸1生結 核 菌 ノ ミガ、 人 類 二於

ケ ル偶 螢 性結 核 病 ノ 原 因 デ・・ナ ィ。Arloing(18)

ハ液膣 培 地 二登 育 セル結 核 菌培 地 ヨ リニ ツ ノ著

明 ナル形 態 的 攣 化 テ認 ムル不 染 色 株 テ得 タ。 余

等 モ時 折 、斯 カ ル不 染 色 性 ノ菌 株 ノアル コ トテ

認 メ タ。 但 シ、 此 ノ不 染 色歌 態 ハ、 或 ル時 期 一

ノ ミ限 ラ レテ存 在 スル。 培 地 ガ攣 ル カ、 或 ハ纏

植 ス レバ 此 ノ駄 態 ガ忽 チ 攣 移 シテ來 ル。Much

ハ1904年 二特 殊 培 養 菌 ノ 海 瞑 接 種 テ施 シタ ル

ー、 甲臓 器 二於 テハ 、 チー ル ニ染 色 セ ラル ・菌

ラ認 ム ル モ、 乙臓 器 ニ ア リテハ 、 唯iレ フ レル法

ニ ノ ミ染 色 セ ラル ・菌 テ登 見 シタ。 余等 モ亦 、

斯 カ ル場 合 二遭遇 セ ル コ トガ アル。 弦 二於 テ、

ム ・フハ染 色 上 ヨ リ結 核 菌 テ次 ノ如 キ三 型 二匹

別 セ ン ト試 ミタ。

第 一型 ハ チー ル ネー ル ゼ ン及 グ ラ ム法 二染 色 セ

ラ レテ レ フ レル、 ギ ム サ法 二染 色 セ ラ レザ ル モ

ノ 。

第 二 型 ハ 、 グ ラ ム及 レ フ レル 、 ギ ム サ 法 二 染 色

セ ラ ル ・モ ノ
o

第 三 型 ハ 、 唯 レ フ レル 、 ギ ム サ 法 ノ ミ ニ染 色 セ

ラ ル ・モ ノ
o

斯 カル染 色歌 態 ハ攣 異 七ル結 核 菌 ノ場 合 二於 テ

ノ ミ認 メ ラ レタ。Marmoreck(19)・ ・培 養 上、 幼

若 ナ ル 「コ ロニー」ノ部 ハ、 普 通 ノ盤基 性 色 素 、

特 二 「メ チー レ ン」青 水溶 液 二良 ク青 染 セ ラ レ、

王 一 生染 色 上抗 酸 性 二乏 シ キ カ、 或 ハ鋏 如 シテ

大 分 ハ青染 セ ラル ・テ認 メ、斯 カ ル菌 テ、Pri-

msreBazillenト 唱 へ、 菌 ガ幼 若 ナ ル ガ爲_ 、

抗 酸 性 テ呈 スル被 膜 、 即 チ脂 肪 様 物 質 ノ尚 ホ形

成 スル ニ至 ラザ ルモ ノ ト推 定 シ タ.

Krylowハ 結 核菌 ハ、 幼 若 ナル場 合 ニハ チー ル

法 ニ モグ ラム法 ニ モ染 色 セ ラ レズ、 其 ノ登 育 環

二於 テ、 グ ラム陽 性質 ハ、抗 酸 性 質 ヨ リモ早 期

二出現 ス ト・ 余 等 モ 斯 カ ル 事 實 テ確 二認 ム
。

Dubard(20)・ ・結 核 菌 ノ培 地 トシテ不 適 當 ナ ・レモ

ノ例 ヘ バ 普 通 肉 汁 ノ 如 キ モ ノー 移 植 シテ
、 数

十 代 累 ヌル ト、 其 ノ登 育 旺 盛 ニ シテ、 容 易 二等

質 性 ラ呈 シ・ 自働 運 動 テ認 メ、 種 々 ナ ル攣 異 性

菌 ガ混 在 シ、抗 酸 二乏 シ ク髪2 .ム法 ニ テ良 染 性

テ示 ス。Wherry(21)ハ 、 結 核 菌 子脂 肪 合 成 二不

適 當 ノ培 地 二登 育 セ シムル 時 ハ、 非抗 酸 性 ノモ

ノラ生 ズ ル ガ、培 地 ニー 定 ノモ ノテ添 加 セル ム
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ル コ トニ ヨ ツ テ、 更 ニー 旦 脱失 セ ラ レタル抗 酸

性 ガ、 再 ピ獲 得 セ ラル ・二至 ル。 此 ノ黙 ヨ リ見

ル モ、 結 核 菌 へ 其 ノ培 地 ノ如 何 ニ ョツ テ種 々

ナル攣 異 テ取 ル モ ノデ アル コ トハ推 測 シテ誤 ラ

ザル コ トデ アル。 最 近 、鴻 上 光 明 ノ ナ セ ル業

績 、 即 チ結 核 菌 テ「アル カ リ」卵 黄 蛋 白水 培 養 テ

行 ヘ バ 、 比 較 的 容 易 二、 非 抗 酸 性菌 ガ何 レ ノ菌

株 二於 テ モ混 在 シテ來 ル ガ、 此 ノモ ノテ更 二適

當 オル培 地 二移 植 ス レバ、 次 第 二再 ピ、 其 ノ抗

酸 性 テ復 活 スル。 又 、 培 養 上 ノ外 観 的礎 異 モ 同
つ

檬 二還 元 セ ラ レテ來 ル。 是 等 ハ、 環 境 二支 配 セ

ラ レテ、之 二適 慮 セ ンガ爲 三 トレル、所 謂純 梓 ノ

Modifikationデ ァル。RamondandRavaut(22)

ハ
、 「ス メ グ マ」菌 及 鳥 型 結 核 菌 テ不 適 當 ナ ル培

地 二登 育 セ シムル コニ トヨ ツテ,非 抗 酸性 トナ

シ得 タ。Much(23x2蝋25x2鋼 ハ 、抗 酸 性桿 菌 ノ外

二 、 非 抗 酸 性 グ ラム陽 性 ノ穎 粒 ノ存 在 ス ル コ ト

ラ唱 へ 種 々 ナ ル實 験 的 根 縁 ヨ リ推 シテ確 認 シ

テ居 ル。 其 ノ業 績 ハ、Matson(28),Meader(29),

:Sivori(30),Pelosa(31),Franco(32),Macjunkin(33),

Peter〈34)等 ノ追 試 ニ ヨ ツテ次 第 ニー一一一般 的 二認 メ

ラ・ル ・二至 ツ タ。Besangonu.Philibert(35)ハ 、

「グ リセ リ ン」肉汁 二登 育 セ ル モ ノテ、 純 酒 精 ニ

テ洗條 シ、 「パ ラフィン」一 テ 包 埋 シテ、 其 ノ切

片 テ チー ル ネー ル ゼ ン或 ハ フ ォ ンテ ス法 ニ テ染

色 スル 時 ハ、 青 染 スル毛 様 桿菌 ト、薄 イ網 状 ノ

モ ノ トヲ認 メ、 此 ノモ ノヨ リ.抗酸 性 桿 菌 ト微 細

,ナル穎 粒 テ生 ズ。 非 常 二 幼 若 ナ ル 培 養 二於 テ

ノ・、 唯 非 抗 酸1生 ノ網 状 組 織 状 ノモ ノテ認 ム ル ノ

ミ。'Therasse(36)ノ ・抗 酸 性 桿 菌 ノ外 二、 「ク ロモ

ゲ ニック」ノ穎 粒 テ認 メ、Karwacki,Boquetu.

Gutentag(37)等 ハ特 殊 ノ方 法 ニ ヨ リテ、 非抗 酸

性 菌 株 テ分 離 シ、Verber(38),Karwacki(39)等 ハ

肋 膜 滲 出 液 ヨ リ非抗 酸 性 攣 異 性 結 核 菌 ラ認 メ、

Reenstiera㈹,Sweany働 等 モ、 種 々 ナ ル 形 態

ラ ナ セル 非 抗 酸1生攣 異 性 結 核 菌 ヲ認 メ、Kahn㈹

ハ、 「ミク ロ マ ニ プ レー タ」一 ヨル、 軍 一 細 胞 ノ

「ミク ロ」培 養 テ實 験 シテ、 時 トシテ畿 育 ノ或 ル

特 期 二、 非 抗 酸 性 テ トル コ トテ認 メ 、Dosta1㈹

ハ、 「サボ ニ ン」培 養 ニ ヨ リテ 、非 抗 酸 性球 菌様

及 穎粒 状 攣 異 菌 テ得 、Kumbari(i4)ハ 、 非 抗 酸

性 無 毒 状 ノ桿 菌 テ報 ズ。

本 邦 二於 テ モ、 矢 部 等 ハ、 無 患 子 「サボ ニ ン」培

養 ニ ヨ リテ、 非 抗 酸 性毛 様 結 核 菌 テ得 テ、 之 テ

T.Y.株 ト命 名 セ ラ レ、 有 馬 等(45)ハ,同 ジ ク「サ

ボ ニ ン」培 養 一 ヨ リテ、 非 抗 酸 性 桿 菌 テ得 テ、

之 テA.0.ト 唱 へ、 中川 等 ⑯ ハ、脆 汁 酸 盤 類 添

加 ニ ヨ リテ、 非抗 酸 性 菌 テ得 テ之 テ中川 菌 ト呼

ピ、 長 谷 等 ハ、 又 特 殊 ノ法 ニ ヨ リテ、 非 抗 酸 性

菌 テ得 ル コ トテ報 ジ、 鴻 上 光 明 ㈹ ハ 「アル カ リ」

卵 黄 蛋 白水 培 養 テ行 ヒテ、比 較 的 容 易 二短 日月

ノ間 二、 殆 ド大 多 撒 ノ菌 株 テ非 抗 酸 性 菌 テ交 ユ

ル等 質 培 養 トナ サ シムル コ ト ニ 成 功 シタ。 箭

頭 、 占部 ㈹ 等 ハ、 結 核 菌 ガ 非抗 酸 性 ラ呈 ス ル コ

トハ認 メ ル ガ、 何 レ ノ方 法 ニ ヨル モ、 培 養 菌 全

膿 テ非 抗 酸 性 ノ状 態 二於 テ世代 テ重 ヌ ル コ トハ

不 可 能 デ、 又 普 通 寒 天 培 地 二 良 ク 畿 育 スル モ

ノテ得 ル1ト ガ 偶 然 アル ガ、斯 ク ノ如 キ モ ノ

ハ、 「迷 入菌 」トシテ、結 核 菌 ノ攣 異 セル モ ノ ト

ハ認 メ ナ イ ト、 述 べ テ居 ラ レル ガ、 如 何 ナ ル コ

トテ根 稼 トシテ斯 カ ル暴 論 ラナ サ レル カ、 余 等

ハ、 賢 明 ナ ル先 進 諸 家 ト共 二、 甚 ダ解 繹 二苦 シ

ム。 結 核 菌 カ ラ攣 異 シテ毒 力 ラ減 弱 ス ル ニ連 レ1

テ、 次 第 二普 通 寒 天 ニ モ容 易 二登 育 ス ル ニ至 ル

モ ノナ ル コ トへ 現 時 ニ ア リテ ハ最 早 何 人 ト難

モ容 易 二會 得 出 來 ル ガ如 キ實 験 的 過 程 デ アル。

斯 ク ノ如 キ所 論 ハ、 蓋 シ迷 入 菌 二非 ズ シテ、 系

統 的、 掲 断 的 細 菌 學 者 ノ誤 レル先 入 圭 ノ迷 入 二

因 ル妄 断 デ ア ル ト云 フ可 キ デ アル。

終 リへ 非抗 酸 性 結 核 菌 テ試 験 管 内 二於 テ得 ル

方 法 トシテ、 從 來 、 文 獣 上 二記 載 セ ラ レタ 毛 ノ

ラ掲 グ レバ、

(1)結 核 菌 ノ登 育 一 有 害 ナ ル 物 質、 例 ヘ バ

「ヱ チー ル」酒 精 、「カ ル ヂ ァ ゾル」、「コ ラ ミ ン」
へ

「サボニン」等 テ添加培養 スル法。

(2)結 核菌 ノ培養 ラ頻同振盈スルカ或ハ濾過

シテ培養スル等。 の

(3)細 菌 、 特 一Aspergillusfumjgatus,
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且efe,着 色 性 結核 菌 ノ 濾液 ラ 混 ジテ培 養 ス

ル コ ト。

(4)結 核 性 脾 、磯 、 淋 巴 腺 等 ノ臓 器 ノ濾 液 テ

添加 培 養 スル コ ト。

(5)「 グ リセ リ ン」糖 等 ノ 訣 乏 セル所 謂POoic

medium二 置 ク コ ト。

(6)結 核 菌 テ 同 一 培 地 二 長 歳 月 間 培 養 ス ル

カ、 或 ハ頻 同 移 植 ス ル カ、 室 温 二久 シ ク貯 藏

ス ル コ ト。

(7)或 ル種 ノ生 活 セル果 實 二結 核 菌 テ移 植 ス

ル コ ト。

(8)鴉 ノ血 清 テ加 ヘ テ培 養 スル コ ト。

(9)海 瞑 ノ結 核 菌接 種 部 位 テ繰 リ返 シテ熱捲

法 テ施 ス コ ト。

(10)「 オボ ピテ リ ン」液 髄 培 養 。

(21)'Convallamari'nト 稻1スル …種 ノ 「グル コ

シヅド」添 加 培 養 。

以 上 論 述 セル慮 及 余 等 ノ實 験 的 結 果 等 ヨ リ推 シ

テ、 結 核 菌 ハ染 色 的 二種 々 ナ ル 攣 異 状 テ呈 スル

モ ノナ ル コ トハ、 最 早 疑 テ容 ル ・二絵 地 ノナ ィ

事 實 デ ア ル ガ、 結 核 ノ人 型 、 牛 型 、 鳥 型 或 ハ其

他 ノ所謂 非 病原 性 抗 酸 性 菌 テ染 色 上 ニ ョ ツ テ ノ

ミ徹 底 的 二決 定 セ ン トス ル コ トハ殆 ド不 可 能 ノ

コ トデ アル。

第四章 結核菌ノ培養及検鏡上ノ攣異性

次一、攣異性結核菌 ノ培地及検鏡上二於ケル相

異鮎 ラ概括的二記載 シテ ミル。

典型的結核菌ハ、其 ノ適温37度 、偏性好氣性デ

アツテ、特殊 ノ培地二非ザ レバ登育 セズ。其 ノ

褒育ハ、極 メテ徐々デ、灰白色、乾性級髪性菌

苔 テ作 リ、周線不正ニ シテ、縮毛状 テナ シ、硬

クシテ脆 シ、等ハ其 ノ通性 トシテ見 ラレテ居ル

ガ、典型的結核菌 ノ培養二於テモ、斯 クノ如キ

通有 ナル特異性ガ必ズシモ絞切型 ノヤウニ現 レ

ル モ ノデハ ナ ィ。 同様 ノ條 件 ノ下 二、 同 一結 核

菌 株 ヲ培 養 セル場 合 二於 テ モ、 其 ノ色 調 、乾1黒

ノ程 度 、 嫉 髪 ノ多 寡 、 周 縁 部 或 ハ 中央 部 ノ恰 好

等 二於 テ甚 ダ シ ク相 違 ラ生 ジ來 ル コ トハ、 吾 人

ノ實 験 二際 シテ屡 ≧目撃 スル 塵 デ アル
。 此 ノ由

ツ テ起 ル、 微 妙 ナル 要約 ノ相 違 ト云 フ コ トへ

到 底 人 智 ニ ヨ ツ テ悉 ク閑 明 シ得 ラル ・モ ノデハ

ナ ィ。 又 ・ 同 ジク結 核 材料 ヨ リ分 離 シタル確 實

ナ ル結 核 菌株 ニ ア リテ モ、 或 ル モ ノへ 殆 ド白

色 二近 ク、 或 ル モ ノハ、 微 黄 白色 デ、 或 ル モ ノ

ハ、 淡 褐 色乃 至 褐 灰 白色
、 或 ル モ ノハ殆 ド煉 瓦

色 二近 キ モ ノモ ア ル.又 、 乾 漁 ノ度 合、 硬 軟 ノ

程 度 、 搬髪 周縁 部 ノ状 況 ナ ドニ於 テモ、 甚 ダ シ

ク相 違 セ ル モ ノアル コ トハ、 多撒 ノ経 験 テ有 ス

ル者 ノ是認 セ ラル ・事 實 デ ア ラ ウ
.斯 カル事 實

ノ存在 ヨ リ推 測 ス ル モ、 既 二典 型 的結 核 病 憂 ヲ

惹起 ス ル典型 的 コ ッホ桿 菌 二於 テ ス ラモ、 其 ノ

同 一菌 株 二於 テ或 ハ 異 ナ ル 菌 株 相 互 間 二於 テ

モ、 多様 性 デ攣 異 性 二富 メル モ ノデ アル コ トガ

認 メ ラ レル。

然 ラベ 況 ンヤ、 何 等 カ ノ要約 、 環 境 ノ相 違 一

ヨ ツ テ或 ル程 度 以 上 二攣 異 セ ル結 核 菌 株 ニ ア リ

テ ハ爾 ホ更 、 眞 二端 侃 ス可 カ ラザ ル程 度 ノ種 々

相 テ現 ハ シテ來 ル モ ノデ アル コ トハ、 蓋 シ想 像

二飴 リ ノ アル コ ト ・思 バ レル
。

由來 、 非病 原 性抗 酸 性 菌 ハ、 一 般 二色 素 テ形 成

スル 、就 中、 黄 色 テ帯 ビル コ トガ多 イモ ノ トセ

ラ レタ。 例 ヘ バRabinowitsch【50),Petri(5i)等 ノ

「プッター一バ チル ス」Meoller(52)ノMycobaete -

riumPhlei,MycobacteriumstercusisRabin-

owitsch〔53)ノ 肺 壊 疽 患 者 ヨ リ分 離 セ ル抗 酸 性

菌 ・Cleg9岡 ノ人 特 二 鼠癩 ヨ リ 分 離 セル 抗 酸

性 菌 ・Korn(55}ノMycobacteriumlacticola,

Karlinski(56)ノ 鼻 腔 分 泌 物 ヨ リ分 離 セ ル 抗 酸 性

菌 、Merten(57),Petet〈5s),Crou20nu.Villaret(59)

等 ノ痢 夙管 孔 ヨ リ分 離 セ ル抗 酸 性菌 等 ガ アル。

Pinner㈹ ハ・ 結 核 菌 テ分 離 ス ル 目的 デ
、 十五 株

ノ非 典型 的抗 酸 性 菌 ナル モ ノテ報 告 シテ居 ラ レ

ル ガ・ 何 レモ 「レモ ン」様 黄 色 カ ラ噌 「オ レ ンヂ
」
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色 デ アル。

Dainesu.Austin(6i)ハ 、「ッベ ル ク リ ン」反 庶 陽

性 家 畜 ノ皮 膚 病 竈 部 ヨ リ幾株 カ ノ抗 酸 性 菌 テ分

離 培 養 シテ、 之 テ1、 皿、 皿、IVノ 種 類 二匿 別 シ

テ居 ル ガ、 此 ノ第 皿型 ハ、1黒性 デ、 柔 軟 黄 色 テ

呈 スル貼 カ ラ見 テ、Pinnerノ 報 告 セ ル モ ノ ト

全 クー一致 シテ居 ル。 又Daines等 ハ其 ノ分 離 シ

タル微 生物 ハ、Walkeru.Sweany(62)等 ガ鼻 及

人癩 カ ラ得 タル抗 酸 性菌 二類 似 シテ居 ル。 其 ノ

第 皿型 ハ、Preisz。Nocard菌 二酷 似 シテ居 ル。

Wells(55'・ ・尿 道 カ ラ分 離 セル非 病 原 性 抗 酸1生菌

モ、 黄 色 デ アル。Thomson㈹ ・・、 非 病 原 性抗

酸 性 菌 ノ分 類 法 テ試 ミテ、此 ノ第 皿及 第 皿型 ハ、

黄 色 乃 至 鮮 黄 色 テ呈 ス。

斯 ク ノ如 久 所 謂 非 病 原 性 抗 酸 性菌 ナ ル モ ノ

ハ、 其 ノ大 多 数 二於 テ培 養 上 黄 色 ヲ呈 スル。 最

近 、Loewenstein等 ニ ヨ ツ テ 唱 ヘ ラ レ、 診 断

ノ目的 トシテ、 流 血 中 ヨ リ結 核 菌 ノ培 養 テ行 フ

方 法 ガ、 多撒 ノ學 究 者 ニ ヨ ツテ追 試 セ ラ レタ結

果 、 非 典型 的抗 酸 性菌 テ 分 離 セ リ ト云 フ報 告

ガ多 イ。 例 ヘ バ、Pinner(65),Rabinowitsch(66),

Tiedemann(67),Popper㈹(69)等 デ ァル ガ、 殆 ド悉

ク黄 色 デ アル。

翻 ツテ、 病 原 性 テ確 實 二認 ムル典 型 的結 核 菌 二

於 テ モ、黄 色 テ呈 スル コ トガ屡 ≧アル 。 例 ヘ バ、

Maher(70)ナ ドノ使 用 セ ルY且Pii(Yellow且u-

manPennsylvaniaii)ナ ド、唱 ヘ ラル ・モ ノハ、

弱 ・毒 デハ アル ガ、 帯 黄 色 デ アル。 此 ノモ ノ ヨ リ

同 氏 ハ 青染 セ ラル 、 「コッケ ン」「ヂ プロ コケ ン」

等 テ得 タ ガ、 此 ノ攣 異 株 モ亦 、 同様 二淡 黄 色 テ

呈 シタ。Calmette/B.C.G.ナ ル モ 〃 ・、 公

知 ノ如 ク、 牛 型 菌 テ膿 汁培 養 ニ ヨッ テ弱 毒 トナ

ラ シメ タル モ ノデ ア ル ガ、 此 ノモ ノ ラ、 豫 防 接

種 スル コ トニ ヨ ツ テ惹起 セ ヲ レタ ル、LUbeck

及Kiel二 於 ケ ル惨 渦 ノ結 果1・ シテ得 ラ レタ ル

菌 株 ハ、Langeu.Piscatore及Krausu.

Koref7i)等 ニ ヨ ツテ緑 色 乃 至 黄 緑 色 テ呈 ス ル ト

1唱ヘ ラル。Dostal(72)ハ 「サ ボ ニ ン」添 加 ニ ヨツ

テ、 結 核 菌 ヨ リ攣 異 セ ラ レタル、 青 染 スル 桿菌

モ ヤハ リ黄 色 デ アル 。 又、 矢 部 、 或 ハ中 川 等 ノ

憂 異性 結 核 菌株 二於 テ モ黄 色 テ呈 ス。 余 等 ハ、

「ス ク ア リ ン」テ試 管 内 二添 加 培 養 ス ル コ トー ヨ

リ、 或 ハ 「ス ク ァ リ ンjテ 注 射 シテ得 タ ル攣 異 性

抗 酸 性結 核 菌 ノ培 養 濾液 ラ混 加 培 養 ス ル コ トニ

ヨ リテ、 典 型 的 抗 酸 性結 核 菌 ガ培 養 上次 第 二黄

色 テ呈 シ、 且 ツ普 通 寒 天 ニ モ登 育 スル コ トテ實

験 シテ居 ル。 又 、 後 述 スル ガ 如 ク、 「ス ク ア リ

ン」ラ結 核 罹 患 生物 一 注射 シテ、 其 ノ流 血 中 ヨ

リ培 養 セ ル攣 異 性 結 核 菌 ハ黄 色 テ呈 スル コ ト塑

多 イ。

斯 ク ノ如 キ文 献 テ列 墾 ス レバ 、 尚 ホ東 西 二亙 ツ

テ多 撒 二登 見 セ ラ レル ガ、 文 獣 ノ探 索 ハ最 早 是

レ位 デ充 分 デ アル ト思 フ。 只 以 上 ノ文 献 テ通 賢

ス ル コ トニ ヨ ツ テ、 吾人 ガ次 ノ如 キ判 断 テ下 ス

コ トガ當 然 ノ蹄 結 デ ア ル ト信 ズ。 帥 チ、 所 謂 非

病 原 性抗 酸 性 菌 ナ ル モ ノ ・或 ル株 ノ モ ノ ガ、 黄

色 テ帯 ビル コ トガ アル ガ、 結 核 菌 モ次 第 二攣 異

スル ニ連 レテ黄 色 テ呈 シテ來 ル。 斯 カ ル状 態 ノ

モ ノハ、 次 第 二其 ノ毒 力 モ減 弱 ス ル カ、 或 ハ途

二非 病 原 性 ノモ ノ ト攣 化 シテ來 ル。 從 ッテ、 色

調 ノ 黄 色 デ アル カ、 否 力 卜云 フ コ トニ ヨ ツ テ

ハ、 唯 恐 ラ ク、 此 ノ株 ハ弱 毒 性 ノモ ノカ、 或 ハ

非病 原 性 ノモ ノデ アル カ ノ何 レカ デ アル ト云 フ

想 像ノ・加 ヘ ラ レル ガ、 色 調 ニ ヨ ツ テ、 此 ノモ ノ

ガ結 核 菌 ノ攣 異 セ ル モ ノ デ アル カ否 カ ト云 フ判

断 ハ、 絶 封 二不 可 能 デ アル。

又 、 所 謂 非 病 原 性 抗 酸 性菌 或 ハ結 核 菌 ノ攣 異 セ

ル モ ノニ於 テ モ、 必 ズ シモ黄 色 テ呈 ス ル トハ限

ラナ ィ。 殆 ド、 無 色 カ ラ白色 灰 白 色 赤 色 、

煉 瓦 色 褐 色等 様 々 ノ色 調 テ帯 ビル コ トガ ァル。

各色 調 間 二種 々 ナル 移行 型 、 強 弱 ノ程 度 等 ガ ァ

ル ヵ ラ、 其 ノ色 ノ状 態 ハ千 差 萬 別 デ、 色 二依 ツ

テ之 テ分 類 セ ン ト企 テル コ トハ、 到 底 不 可 能 デ

アル。 余 等 ノ方 法 一 ヨ ツ テ分 離 シ得 タル攣 異 性

結 核 菌 ハ、 其 ノ色 調 二 於 テ 實 二様 々 デ ァ ル。

黄 、 緑 、褐 、 紅、 灰 、 紫 、 煉 瓦様 、 桑 實 様 等 ガ

ァル。 父殆 ド無 色乃 至 白 色 ノモ ノ モ ァ ・レ。 結 核

菌 ノ始 原 ハ「ピル ヅ」或 ハ 「フ ンギ」屡 トス レバ、
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攣 異 セ ラ レテ此 ノ属 二近 似 ノモ ノ トナ レル場 合

ハ 、 以 上 ノ如 キ各 種 ノ色 素形 成 ラ認 ム ル コ トニ

何 等 不 思 議 ガ ナ ィ。.Sanfeliceハ 「ス トレ プ ト ト

リック ス」テ培 養 上 ノ色 素 形 成 ニ ヨ ツ テ、Alba,

Flava,Violaceaノ 三種 二分 ケ テ 居 ル ガ、 斯 ン

ナ風 二張 ヒテ攣 異 性 結 核 菌 ノ色 分 ケ テ ス レバ大

禮 、 白、 黄 、 青 、 緑 、 紫 、 紅 ノ色 彩 或 ハ其 複 雑

ナ ル 移行 的 ノ モ ノ ー 包 含 セ ラル ・モ ノ ト云 ヘ

ノレo

嘗 テ、 戸 田173)ハ、 紅 色 テ呈 スル モ ノハ結 核 菌 ヨ

リ出登 セ ル モ ノニ非 ズ ト演 ゼ ラ レ タ リ ト云 フコ

トテ、…聴 講 者 ノ或 ル者 ヨ リ聞 知 シタガ、余 等 ハ、

分 離 セ ル攣 異 性 菌 株 二於 テ、 初 メ黄 色 テ呈 スル

モ ノテ、普 通 寒 天 二移 植 シテ、 之 テ室 温 二長 時

貯 藏 ス ル時 ハ、 凡 ソー ケ年 後 二於 テ、黄 色 ノ「「

ロ ニー」間 二、 眞 紅 ノ「カ ル ミン ロー ト」ノ 「コロ

ニー 」ラ鮎 綴 久ル ニ至 ル。 而 シテ、黄 色 部 ハ抗 酸

性 デ,紅 色部 ハ,非 抗 酸 性 デ 青 染 ス ル。 然 ル

ニ、 此 ノ非抗 酸 性 トナ レル紅 色 部 テ適切 ナ ル培

地 二移 シテ、 血 温 二貯 藏 ス ル時 ハ、 次 第 二紅 色

テ消 腿 シテ、 徐 々 二黄 色 二還 元 スル ト共 二、 抗

酸 性 ヲモ亦 復 活 スル。 黄 色 トナ レル モ ノテペ ト

ロ.フ 培 地 ノ如 キ モ ノニ累 代 縫 植 ス レバ、 其 ノ

畿 育次 第 二緩 徐 トナ リ、 色 調 モ次 第 二脱 失 シテ

殆 ド白色乃 至 灰 ノ白色 トナ ル。斯 カル實 験 ヨ リ

見 テ、 紅 色 ハ結 核 菌 ヨ リ出登 セル菌 株 二非 ズ ト

看 倣 スガ 如 キハ、 断 然 誤 ツ タ コ トデ アル ト思

フ.文 獣 テ見 失 ヒ其 ノ名 ラ忘 却 シタ ガ、 或 ル者

ガ、 結 核 菌 ノ培 養 テ ク、 シ ク室 温 二貯 藏 シタル

ー、 其 ノ内 二紅 色 テ呈 スル部 テ 生 ゼ リ ト報 ジテ

ア ツ タ つ トテ記 憶 シテ居 ル ガ、 時 トシテ必 ズ起

リ得 ル現 象 デ アル ト信 ズ。 余 等 モ久 シ ク貯 藏 シ

タ ル結 核 菌 株 二紅 色 テ呈 スル モ ノアル コ トテ認

メ タ。元 來 、 色 調 ト云 フモ ノハ、 同一 菌 株 ニ ア

リテ モ 「バ リアー ベ ル」ノモ ノデ アル コ トハ、 前

述 スル 實験 二見 ル モ明 白 デ アル。

次 二、培 養 上 ノ集 落 ノ所 見 二於 テ モ、 結 核 菌 ノ

攣 異 テ断 定 ス可 キ、唯 一 ノ特 長 ト云 フモ ノハ 認

メ ラ レヌ。 恐 ラ ク所 謂 非 病 原 性抗 酸 性菌 二於 テ

モ、 此 ノ關 係 ハ 同様 デ ア ラウ。 典 型 的 結 核 菌 二

於 テ ス ラモ、 殆 ド不 可 知 的 ノ微 妙 ナ ル要 約 ノ相

違 」 ヨ ツテ、 時 ト シテS型 ハR型 二 移行 スル ナ

ドノ コ トハ、 往 々認 メ ラ レル。 其 他 ノ所 見 二於

テ モ、 甚 ダ 「バ リ アー ベ ル」デ アル。攣 異 セル駄

態 ニ ア リテ ノ・、爾 更、種 々雑 多 ナル攣 化 相 テ現 ハ

シ、 之 テ規 律 的 燕容 易 二把 握 統 括 出 來 得 ル仕 儀

ノモ ノ デハ ナ ィ。1910年 以 前 二報 告 セ ラル ・、

着 色 性 非 病 原 性抗 酸 性 菌 ナ ル モ ノハ、 主 ト シ

テ、 典 型 的結 核 菌 二類 似 シタ ル乾 性 粗 ナ ル外 観

テ呈 シテ居 ル モ ノガ多 イガ、 其 後 二報 告 セ ラル

ル モ ノ ・大 多撒 ハ 、S型 ニ ー致 シテ 居 ル。 余 等

ノノノ'法ニ ヨ リテ分 離 セ ル攣 異 性 結 核 菌 モ亦 、 其

ノ殆 ド大 多 撒 ハS型 デ アル。 「ス トレ プ ト トリッ

ク スー:二'類似 セ ル ガ如 キ モ ノニ テハR型 テ示 ス

コ トガ多 イ。 但 シ、 此 ノraughanddryト

Smoothandmoistト ノ庭 別 ・・或 ル 限 定 セ ラ レ

タ ル培 養 範 園 二於 テ ノ ミ比 較 的 二唱 へ得 ラル ・

モ ノデ、 要約 ノ相 異 ガ起 レバ、R型 ハS型 トモ

ナ リ、或 ハ其 ノ反 封 ノ事 衆 モ起 リ得 ル。 例 ヘ バ、

余 等 ノ分離 セ ル攣 異 性 結 核 菌 ノー 株 、之 テS.T.

株 ト1唱ム テ居 ル ガ、 此 ノモ ノ テ、 卵 黄 「アル カ

リ」水 ヨ リペ トロ ・フ ノ如 キモ ノニ適 當 二交 代

的 二移 植 テ綾 ク レバ、 常 二S型 テ示 ス ガ、 此 ノ

株 テ 「グ リセ リ ン」肉 汁 二登 育 セ シメ、 其 ノ液 面

ノ被 膜 テ探 リテペ トロ ッ フ培 地 二移 植 ス レバ、

R型 テ 示 シ テ 來 ル。 故 二、Hadleyノ 唱 フル

Dissociationナ ル現 象 カ ラ見 ル モ甚 ダ 「バ リ ア

ー ベ ル」ノモ ノ デ 固 定 セ ラ レ タモ ノ デハ決 シテ

ナ ィ コ トガ分 ル。

次 二、 細 菌 鑑 別 法 トシテ使 用 セ ラル ー其 ノ他 ノ

方 法 例 ヘ バ、 含 水 炭 素 分 解 作 用 、 有 機 酸 盤 類 ノ

利 用能 力 、 牛 乳 凝 固 性 或 ハ 「グ リ セ ロー ル」ヨ リ

酸 形 成 ノ有 無 、 軍 純 合 成 培 地 二 於 ケ ル 叢 育 状

態 、 各種 色 素 二 封 ス ル 抵 抗 、 温 熱 二封 ス ル抵

抗 、酵 素學 的 性 状 、 化 學 藥 品 二封 ス ル抵 抗 力 、

「イ)ド ー ル」反 慮硫 化 水 素 反 磨
、 議 育 トP且 ノ

關 係 、 「ゲ ラ チ ン」液 化 ノ有 無 、 海 狽 二封 ス ル毒

力 、 及 ビ交 錯 的 血 清 及 免 疫 學 的過 敏性 現 象 ナ ド
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デ實 験 ス ル モー ツ ト シテ断 定 的 ノ事 柄 ハ ナ イ。

極 メ テ多檬 性 デ、 攣 異 二富 ンデ居 テ、 牧 集 出來

難 イ。 例 ヘ バ、 牛 乳 或 ハ 「アル カ リ」卵 黄 水 ノ如

キ モ ノテ、 凝 固 セ シム ル モ イ・ト、 然 ラザ ル モ ノ

ト大 シテ影 響 テ及 ボ サ ナ イモ ノ トガ アル。 又 、

同 一菌 株 ニ テ モ、 此 ノ性 能 二 移動 性 テ示 ス。 分

離 當 時 ハ、 凝 固 セ シム ル モ ノ,モ、 或 ル培 地 二移

植 シテ、 永 ク固 定 セ シメ タ ル モ ノハ、 凝 固 セザ

ル ニ至 ル。 其 他 ノ諸 性 能 一 於 テ モ亦 同様 デ ア

ル。 故 二、 斯 カル攣 異 性 ノ性 状 テ割 一 的 二記 載

ス ル コ トハ、 殆 ン ド不 可 能 デ モ ア リ、 且 ツ甚 ダ

無 意 義 ノ感 ガ アル。 戸 田等74レ ・、 鳥 型 菌 ハ、「ウ

レ アー ゼ」反 癒 陰 性 デ、他 ノ抗 酸 性 菌 ノ多撒 ノモ

ノハ 陽性 デ アツ テ、 結 核 菌 ニ ハ 「カ タ ラー ぜ」反

癒 弱 ク、 自然 界 抗 酸 性 菌 ニヘ ー般 的 二該 反 慮

ガ強 イ ト唱 ヘ ラル ・ガ、 是 等 ノ性 能 ガ果 シテ眞

實 トス レバ 、 多 少 トモ、 鋸 別 上 二役 立 ヅ注 意 ス

可 キ頗 ル興 味 アル コ トデ アル ト思 バ レル ガ、 是

等 ノ性能 モ菌 株 ニ ヨ リ、 或 ハ愛 異 性 結 核 菌 ノ如

キ場 合 二於 テ ハ、 其 ノ攣 異 ノ オIIノ如 何 二磨iジ

テ、 恐 ラ ク其 ノ成 績 二甚 ダ シ イ移動 性 テ起 シバ

セ ヌ カ ト想 像 スル。

次 二、 培 養 上其 ノ培 地 二喰 ヒ入 リ膠 着 シテ容 易

二剥 離 シ得 ザ ル ガ如 キ モ ノテ、 一 般 二 「ピル ヅ」

デ アル ト速 断 スル ノデ アル が、 攣 異 形 テ トレル

結 核 菌 ハ窄 レ♪、 斯 カ ル登 育 状 テ示 ス コ トガ ア

ル カ ラ、 一 概 二培 地 一良 ク膠 著 シテ喰 ヒ入 ル カ

否 カ ニ依 ツ テ軍 純 二普 通 二所 謂 「ピル ツ」ナ ル モ

ノ カ、 攣 異 シタ ル結 核 菌 カ ノ鑑 別 ハ出 來 難 イ。

結 核 菌 ガ 「ピル ツ」屡 ヨ リ出 猛 シタ モ ノデ アル ト

ス レバ、 攣 異 ノ或 ル時 期 二於 テ ハ、斯 カル性 黙

テ呈 シ得 ル コ トハ 極 メ テ ア リ 得 ル事 二思 バ レ

ル。 又、 「コ ロ ニー」ノ中央 部 ガ醐 犬モ陥 浸 シテ

小 孔 テ作 レル ガ如 キモ ノハ、 所 謂 「ピル ツ」ノ或

ル種 二認 メル コ トデ ア ル ガ、 攣 異 性 結 核 菌 ニ

ハ、時 トシテ カ ・ノ明犬態 ノモ ノテ認 ム。 余 等 ハ、

余 等 ノ得 タ ル攣 異 性 結 核 菌 ノ濾 液 テ混 ジ テ、結

核 菌 テ培 養 ス ル コ トー ヨ ヅ テ、 典 型 的 結 核 菌株

二於 テ モ、 容 易 二斯 ク ノ如 矧 犬態 二攣 異 スル コ

トテ認 メ タ。 而 シテ、斯 ク ノ如 ク 「ピル ツ」二類

似 ノ形 態 テ示 セ ル典 型 的 結 核 菌培 養 モ、 適 當 ナ

ル培 地 二代 テ累 ネ テ移 植 ス レバ、 「喰 ヒ入 ル」性

能 モ、 中央 部 二陥 浸 セル小 孔 テ作 ル コ トモ、 次

第 二消失 シテ來 ル ノガー 般 デ アル。

一 禮
、抗 酸 性菌 ナ ル モ ノ ・分 類 法 ガ、 二 十 世紀

ノ當 初 カ ラ今 日 二至 ル マ デ、 何 等 ト リ纒 メ タ進

歩 ノ形 跡 ハ更 二認 メ得 ナ ィ。 全 ク、 渾 沌 トシテ

依 リガ ナ イ。

Bergeyハ 、其 ノ著 ユ於 テ、非 病 原 性 抗 酸 性 菌 テ

8種 二、Lehmannu.Neumannハ6種 二分

ケ テ居 ル。 シカ モ、 同 一一菌 株 ト思 ハ ル ・モ ノニ

封 シテ モ、 撒 名 ノ登 見者 ノ氏 名 ガ緬 々 ト併 列 セ

ラ レテ アル ト云 ツ タ具 合 デ アル。

現 今 二於 テ モ、 非 飛 原 性抗 酸 性 菌 ノ分類 ト云 フ

モ ノハ、 全 ク徹 底 シテ居 ラヌ。 ヤハ リ、 呉 下 ノ

阿 蒙 二過 ギ ナ ィ。 但 シ、 オ互 一、 「バ リ アー ベ

ル」.ノモ ノ トス レバ、容 易 二定 規 的 ノ分 類 法 ナ ド

ノ出 來 ナ ィ ノガ當然 デ、 或 ハ未 來 永劫 徹 底 シタ

分 類 法 ノ出來 ナ イ ノ デ アル ノカ モ知 レナ イ。

現 今 二於 テハ、 菌 型 、 着 色 性 、 培 地 上 ノ大 禮 ノ

特 長 ナ ドガ之 テ鑑 別 スル標 準 トセ ラ レ テ居 ル位

ノモ ノデ ア ル ガ、 是 等 ノモ ノガ、 若 シ同 一一一始 原

ノモ ノカ ラ出 叢 シ テ 居 ル トス レバ、 鑑 別 モ 「ヘ

チ マ」モ ア ツ タモ ノデ ナ ィ。 此 ノ邊 ノ 眞 理 デ開

明 スル コ トハ吾 人 ノ役 目 デ ア ル。

Freyu.且agan・'75}等 ハ、其 ノ分r謝kシタ ル75株

ノ非病 原 性 抗 酸 性 菌 二於 テ、 培 地 ノ相 異 ス ル ニ

從 ツ テ、着 色 性 、 抗 酸 性 、 形 態 等 ガ非 常 二相 違

シテ來 ル ト述 ベ テ五・}ルガ、 余 等 ノ攣 異 性 結 核 菌

二於 テ、斯 ク ノ如 キ事 實 ハ充 分 二認 メタ、 斯 ル

ガ故 二、Freyu.Hagan等 ハ、 精 細 ナ ル分.i類

ハ畢 尭 出 來難 イコ トデ モ ア リ、 且 ツ無 意i義 デ モ

ア ル カ ラ、 唯 軍 二粗 雑 ナ培 養 上 ノ所 見 一 ヨ ツ テ

暫 定 的 二三類 二分 ケ タ.

Riedu.Rice76iハ 、 利 用 出來 ル 唯 一 ツ ノ性 能

ハ鐵 ノ著 色性 二及 ボ ス影 響 デ アル ト唱 ヘ テ居 ノレ

ガ、 余 等 ニハ経 験 ガ ナ ィ カ ラ意 見 モ ナ イ。

Darzine77',ハ 、 脱 色 剤 二封 ス ル抵 抗 ニ ヨ ツ テ、
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之 ラ鑑 別 セ ン ト試 ミタ。合 水 炭 素 ノ磨 用 ハ、

Merrill㈹,Kendal,Walkeru.Day㈹,Long,

u・Majofse),Weinzielu.Knapton(81)等 ノ業

績 ニ ヨ ツ テ鑑 別 上 償 値 テ認 メ ラ レ ヌ コ トガ分

ル。 合 成培 地 ニ ヨル褒 育 防 止 實 験 ノ鑑 別 法 モ、

Thomson等 ニ ヨツ テ償値 テ認 メ ラ レ ヌ。五〇ng㈱

氏 ハ或 ル有 機 酸 「アル コ ホー ル」「ア ミ ン」等 ニ

ヨ リテ、3ヅ ノNutritionalgroup二 分 ケ タ。

Seh!ossbergeru.Pfannestiel(ss),Neisser(8萄 等

ハ、殆 ド悉 ク ノ非 病原 性抗 酸 性菌 ハ
.普 通 以 上

ノ高温 二於 テ、 良 ク登 育 ス ル カ ラ、 此 ノ法 ニ ョ

ツ テ鑑 別 ガ出來 ル ト云 バ レル ガ、是 へ 軍 二病

原 性 力非 病 原 性 カ ノ鑑 別 法 二過 ギ ナ ィ。

ISrauseu・Baldwineハ 、 皮 膚 ノ過 敏 反 慮 ハ各

種 屡間 二類 屡 的 反 慮 ラ現 ハ ス ト唱 ヘ ラ レタ ガ冠

Thomson,Freyu.且agan等 ハ、 彼 等 ノ分 ケ

タ三 型 間 二於 テ へ 驚 ク可 キ特 異 性 テ示 ス ト唱

ヘ タ ガ、余 等 ノ實 験 ノ結 果 カ ラ見 テ モ、 斯 カ ル

免 疫 過 敏 反慮 ニ ヨル鑑 別 法 ハ、Krause氏 等 ノ

意 見 ノ方 ガ眞 實 デ ア ル ト思 バ レル。

Koch圃,Twort,Toddu.Perkins(86),且arris

u・Langford(8η,Cooke(88)等 へ 凝 集 反 癒 、 補

禮 結 合 反 慮 ニ ヨ ツテ ハ類 屡 的 反 慮 テ示 スカ ラ徹

底 シタ鑑 別 ガ出 來 ヌ。Furth(so)ハ 補 膿 結 合反 慮

及 抗 盟 吸著 法 一 ヨ ツ テハ 、 唯大 禮 ノ分類 ノ ミガ

出來 ル。Wilson(9{)ハ 補 膿 結 合 反 慮 及 抗 艦 吸着

溝 ニ ヨ ツテ2ツ ノー一般 的 種 屡 テ分 類 シタ。 余 等

モ亦 、 補 農 結 合 反 慮 或 ハ 抗 膣 吸着 法 ニ ヨ ツ テ

ハ、 抗 酸 性 菌 ノ徹 底 シタ分 類 法 ト シテ ハ、 類 屡

的 反 慮 ハ強 クテ適 磨 シテ居 ナ イ ト思 フ。Tho血 一

sonハ 培 養 上 ノ外 親 テ基 トシテ、 之 二温 熱 二封

ス ル抵 抗 力 、 含 水 炭 素 分 解 作 用 、 「グ リセ リ ン」

ヨ リ酸形 成 、 交錯 的過 敏 反 慮 等 ノ成 績 テ加 味 シ

テ大 膿 二三型 テ分 類 シタ。

以 上 ノ如 ク、 抗 酸 性 菌 ノ分 類 法 ハ 、何 レ ノ手 段

一 ヨル モ極 メ テ徹 底 シナ イモ ノデ アル ガ
、 非 病 ●

原 牲 ノ抗 酸 性 菌 ガ動 物 通 過 ニ ヨ ツ テ病 原 性 テ現

シ・ 途 へ 典型 的結 核 病 攣 ヲ 作 ル 貞 至 ル ト云

フ諸 家 ノ實 験 ノアル ト共 二
、 反 封 二、典 型 的結

核 菌 ガ攣 ジテ種 々 ナ ル非 病 原 的 無 毒 性抗 酸 性 菌

乃 至 ハ非 抗 酸 性 菌 二攣 異 スル ト云 フ確 實 ナ ル實

験 ノ結 果 ガ績 出 シテ居 ル現 下 ノ歌 態 ヨ リ最 モ合

法 的 二推 断 テ下 セバ、 非 病 原 性 或 ハ病 原 性菌 ト

唱 ヘ ル モ、 畢 寛 、 盾 ノ爾 面 ノ如 キ モ ノデ、 其/

實 ハ同 一膿 カ ラ出褒 セ ラ レタ モ ノデ アル ・ト認 メ

ナ ケ レバ ナ ラ ヌ繹 デ ハ ナ カ ラウ カ、 唯 、 此 ノ

「ロヂ カル」ナ断 定 テ下 ス ニ就 イ テ ハ、 之 二封 ス

ル、 實 験 的経 緯 ガ爾 ホ不 充 分 デ アル ト云 フ コ ト

ガ、 否定 論 者 ノ強 調 ス ル鮎 デ アル。 但 シ、 實 験

科 學 ノ領 域 二於 テ モ、 悉 ク實 詮 ニ ヨ ツ テ解 決 シ

離 イ コ トガ往 々出 來 ル、 或 ル 閾域 テ超 ユ レバ、

「ロヂ カル」ナ推 論 ニ ヨ ツ テ結 論 テ下 サ ナ ケ レバ

ナ ラヌ場 合 モ生 ジテ來 ル。

余 等 ノ行 ヘ ル實 験 ノ結 果 ニ ヨ ツ テ、 斯 カ ル合 釦

的 ナ ル推 論 ガ、 更 ニー般 的 二認 容 セ ラル ・コ ト

ニ封 シテ、 或 ル確 實 ナ ル謹 左 トナ リ得 ル コ トテ

希 望 シ、 且 ツ信 ズ ル次 第 デ アル 。'・ 錬

余 等 ハ、 非 病 原 性 抗 酸 性菌 ノ徹 底 シ タ分類 法 二

封 シテ ハ、 從 來 行 ハ レ タ諸 家 ノ業 績 以 上 二云 フ

可 キ殆 ド何 物 テ モ有 シテ居 ラヌ ガ、 攣 異 性 結 核

菌(抗 酸 陞及 非 抗 酸 性 テ含 ム)ナ ル モ ノニ封 シテ

ハ 、聯 力述 ブ可 キ知 見 テ有 シテ居 ル。 之 テ概 括

的 二云 ヘ バ、 次 ノ諸 鮎 デ アル。

(1)大 多 数 ノモハS型 デ アル。

(2)淡 黄 、 榿 黄 等 ノ モ ノ ガ多 イガ、 緑 、 紅 、

褐 、 灰 い 乳 白、 無 色 、 淡 紫 、煉 瓦 色 、璽或 ハ是 等

ノ色 調 ノ移 型 乃 至 ハ混 合 シテ複i雑 ナ ル モ ノモ ア

ノレo
　

(3)殆 ド扁ZFナ モ ノモ アル ガ、.牛球 歌 、 橋 圓 形

二近 イモ ノナ ドガ アル
。 大 小 ハ不 同 デ、 中 心部

ト周縁 部 ハ肥厚 シテ、 中央 部 ハ菲 薄 ナ モ ノ、 中

央 ハ 陥 浸 シテ腋歌 トナ リテ孔 子有 スル モ へ 或

ハ突 隆 スル モ ノモ アル
、 鍛 髪 テ作 ル モ ノ ト、 然

ラザ ル モ ノ トガ アル。 周 縁 ハ正 圓 、 明瞭 ナ モ ノ

ガ多 イ=が、 又梢 ≧縮 毛 歌 テ ナ スモ ノ、 少 シ ク波

紋 獣 テ示 シ梢 ≧不 整 ノモ ノモ アル。

(4)牛 乳 或 ハ卵 黄 「アル カ リ」水 テ凝 固 セ シムル

モ ノ ト、 著 明 二影 響 セザ ル モ ノ ト、 却 ヅ テ謹 明
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ニ スル モ ノ トガ ア ル。

《5)火 燗 上 二持 チ來 ル時 ハ、 爆 音 テ出 ス モ ノガ

多 イ。

〈6)液 禮 培 地 ニ テハ、 所 謂、Zooglearmassテ

作 ツ テ管 底 二沈 下 シテ粘 液 性 テ示 スモ ノガ多 イ

ガ、 典 型 的 結 核 菌 ト同様 二個 々 二微 細 ナ ル片 塊

テ ナ シテ集 團 スル モ ノ ト、 李 等 二登 育 シテ培 地

テ漏 濁 セ シムル モ ノ トガ アル。

〈7)「 グ リ セ リ ン」肉汁 培 養 ニテ ハ、 液 面 二被 膜

ラ形 成 スル モ ノガ多 イガ、 厚 イ モ ノ ト菲 薄 ナ モ

ノ或 ハ雛 髪 二富 ム モ ノ ト然 ラザ ル モ ノ トガ ア

ル。 管 壁 二沿 ヒ テ高 ク登 育 スル モ ノ ト然 ラザ ル

モ ノ トガ アル。 又 、 培 養 液 テ澗 濁 セ シムル モ ノ

ト然 ラザ ル モ ノ、 管 底 二登 育 ス ル モ ノ ト然 ラザ

ル モ ノ トガ ア ル。 登 育 ノ程 度 ニ モ緩 急 ノ相 異 ガ

ア ル 。

〈8)通 性 好 氣 性 ノモ ノガ多 イガ、 偏 性 好 氣 性 ト

思 ハ ル ・モ ノモ窄 レニ アル。 偏 性 嫌氣 性 ナ ル モ

ノハ殆 ド認 メ ナ ィ。

(9)「 ゲ ラ チ ン」テ液 化 スル モ ノ ト然 ラザ ル モ ノ

トガ アル。

(10)血 温 二良 ク巖 育 ス ル ガ大 多 撒 ノモ ノへ 夫

レ ヨ リモ高 温 、 或 ハ室 温 二於 テ モ殆 ド同檬 二叢

育 スル。

(11)登 育 ハ、 大 多数 二於 テ、 頗 ル迅 速 デ、 普 通

ノ培 地 一 モ良 ク嚢 育繁 殖 スル ガ、 ≦ 麺LZノ 如

キ培 地 二累 代 移 植 テ行 ヘ バ、 次 第 二磋 育 ガ緩 徐

トナ リ、 典型 的 ノ結 核 菌 二近 イ外 観 テ呈 シテ來

ノレo
　

(12)抗酸性、牛抗酸1生、非抗酸等 テ示 シ、桿菌、

球菌、穎粒.綜 状、醸母菌状種 々ナル形態 テ呈

ス。如何 ナル攣異 ノ状態 ニアルモ、其 ノ程度 二

多少 ノ相違コソアレ、何 レモ補盟結合性抗元或

ハ抗禮吸着元 トシテ特異的 ノ性能テ示 ス。

(13)海猿接種第一代ニテハ、局所 ノ淋巴腺腫脹

ヲ起 スノミデ、決 シテ典型的 ノ結核病攣 テ作 ラ

ヌガ、累代通過 ニヨツテ、次第二典型的 ノ結核

病攣 テ各種 ノ臓器 二生 ジ、且 ツ定型的 ノ抗酸性

桿菌 テ病竈部二認 ム。

(14)結 核 性 病 攣 テ起 ス カ否 カ ガ病 原 性 ノ有 無 テ

決 定 ス ル モ ノ ト解 繹 ス レバ、 余 等 ノ方 法 ニ ヨツ

テ分 離 シ得 タル攣 異 性 結 核 菌 ハ、 悉 ク非 病 原 性

菌 株 ト云 ヘ ル ガ、 然 シ乍 ラ、 典 型 的結 核 病 攣 テ

起 サ ズ シテ海猿 二種 々 ナル病 攣 テ惹 起 セ シメ、

逡 二之 テ艶 死 セ シムル モ ノハ、 學 理 上 カ ラハ 凡

ベ テ病 原 性 テ有 スル モ ノ ト云 フ可 キ ガ至 當 デ ア

ラウ。 斯 カル 見界 テ以 テ ス レバ、 余 等 ノ攣 異 序

菌 ノ殆 ド大 多 数 ノモ ノハ、 多 少 二拘 ラズ病 原 性

テ具 ヘ タモ ノ ト謂 フ コ トガ出 來 ル。

其 ノ程 度 ハ檬 々 デ、 局所 ノ淋 巴腺 ノ腫 脹 ノ ミニ

止 マ リ、 試 獣 ガ封 照 獣 二比 較 シ テ、 寧 ロ、 ソ レ

以 上 二榮 養 佳 良 、 禮 重 増 加 シテ健 康 駄 二見 』 ル

ガ如 キ菌 株 モ ア レバ、 睾 レニハ、 海狸 二菌 血 症

ノ如 キ モ ノテ起 シテ、2、3日 内 二之 ヲ発 死 セ

シムル ガ如 キ モ ノモ アル。

大 禮 以 上 述 べ タ所 ニ ヨ ツ テ、攣 異 性 結 核 菌 ナ ル

モ ノハ、 何 レ ノ 方 面 ヨ リ其 ノ性 状 テ観 察 ス ル

モ、 甚 ダ 「バ リ アー ベ ル」デ、 多 様 性 デ ア ル コ ト

ガ明 白 デ アル。 是 ハ、 畢 寛 、 攣 異 二種 々 ナ ル階

段 的 ナ種 々相 ノ アル謹 稼 デ ア ラウ。

是 等 、諸種 ノ性 状 ノ内、最 モ攣 異 性 結 核 菌 ナ ル コ

トヲ確 實 二決 定 シ得 ル方 法 ハ、 動 物 通 過 ニ ヨル

原 結 核 菌 二還 元 スル コ ト ・、 典 型 的 結 核 病 攣 テ

惹 起 スル コ トデ アル ガ、 其 他 、 交 錯 的 補 農 結 合

反 磨 或 ハ抗 罷 吸 着 法 乃 至 ハ皮 膚 過 敏 反 癒 等 ノ實

験 モ大 イ ニ重 用 ナ ル モ ノ ト思 ハ レル ガ、 是 等 ノ

反慮 ニ ハ時 ト シテ類 屡 的 反 慮 テ示 ス コ トガ アル

カ ラ、 此 ノ貼 ヲ多 少 考 慮 一入 レテ置 カ ネ バ ナ ラ

ヌ。 非 抗 酸 性 ラ示 セ ル攣 異 菌 ノ場 合 二於 テ ハ、

補 禮 結 合 反 慮 ノ結 果 ニ ヨ ツテ、 攣 異 性結 核 菌 ノ

有 無 テ断 定 シテ殆 ド誤 リガ ナ イ ト信 ズ。

次 二、 攣 異 性 結 核 菌 ノ検 競 上 ノ形 態 二就 イテ述

べ テ見 ル。 統 状 菌 様 攣 異 二關 スル モ ノハ、 既 二

前 章 二於 テ大 要 ラ記 載 セ ル ガ故 二、弦 ニ ハ、ソ レ

以 外 ノ菌 形 ノ愛 異 二就 イテ述 ベ ル コ ト ・ス ル。

結 核 菌 ハ分 枝 ラ出 ス外 一、 往 々、 「コル ベ ン」状

三腫 脹 ス ル コ トガ アル。 此 ノ故 二、 結 核 菌 ハ

Strahlenpilzト 同屈 ノモ ノデ アル ト ノ 見 界 テ
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有 スル モ ノガ多 イ。

斯 カル攣 形 ハ、 人 工培 養 上 ニ モ 認 ムル ガ、Ba-

besu.1、evaditi,Friedrich,Schulzeu.1、u-

barsch,'Abbotu.Gildersleeve等 ハ、 動 物 實

験 上 ニ モ斯 カル モ ノ テ認 メ タ。 但 シ、 斯 カ ル攣

異 テ起 ス コ トニ就 イ テハ、 從 來 色 々 ナ議 論 ノ存

スル塵 デ、 輩 簡 二、 之 テ「イ ンボ ル チ オ ン」形 卜

看 倣 ス モ ノモ アルa次 二.Kochガ 結 核 菌 ラ生

キ タ儘 デ検 鏡 スル ト、 張 度 二光 線 テ屈 折 スル部

ノ アル コ トテ認 メ、 之 ラ染 色 ス レバ、 濃 染 セ ラ

ル ・暗 キ部 分 ト、 然 ラザ ル明 キ所 トガ認 メ ラ レ

ル。 染 色 標 本 デ.明 キ部 ハ、 生 禮 デ光 線 テ強 ク

屈 折 シタ光 輝 ノ アル所 ニー 致 シテ居 ル モ ノ デ、

之 テSporen二 相 當 スル モ ノ ト シタ。Ehrlich

モ亦 、 「ア ニ リ ン」水 「フ ク シ ン」デ濃染 セ ラル ・

殆 ド黒 赤 色 ト見 ユ ル穎粒 テ、Nocardu.Roux,

Metschinikoff,Klein等 モ カ ・ル穎 粒 テ陳菖 ナ

ル培 地 、 或 ハ喀 疾 内 二、Babesu.Czaplewski

等 モ同 様 ノ 事 實 テ認 メ タ。 更 二、Michaelides

等 ニ ヨ リテ、 グ ラ ム陽 性 穎 粒 ナ ル モ ノガ、 唱 ヘ

ラ レテ ヨ リ以 來 、 此 ノ前 述 セル ガ如 キ 「ケ ル ネ

ル」二封 シテー層 一 般 的 ノ注 意 ラ 引 キ起 ス コ ト

トナ ツ タ6

此 ノ結 核 菌 内 ニ アル 「ク ル ネ ルJナ ル モ ノへ 眞

ノ芽胞 デ アル カ或 ハ之 二類 似 セルSporoidノ

ヤ ウナ モ ノ デ ァル カ、 或 ハ此 ノモ ノガ生 長 性能

力 ラ備 ヘ タモ ノカ或 バー種 ノ退行 的攣 性 ノ結 果

ノモ ノ カニ就 イテ ハ、 古來 、論 議 ノ多 イ虎 デ、

意 見 ガー 致 セズ 匠 々 デ アル。Muchハ 、 此 ノ穎

粒 テ結核 菌 ノ生 活環 二於 ケル或 ル ー ツ ノ時期 ニ

ァル モ ノデ、 登 育 型 ト看 倣 シテ居 ル
。 從 ツ テ、

氏 ハ結 核 菌 ノ獲 育 環 テ次 ノ如 ク考 ヘ タ. .グラム

陽性 穎 粒 → -tS2-t■L陽性 桿 菌 → 非 抗 酸 性 桿 菌 → グ

2ム 陽 性抗 酸 性 桿菌 → 抗 酸 性穎 粒 ノ如 キ型 式 デ

ア ル 。

最 近 ノMuch(91)ノ 考 ヘ デハ 、結 核 菌 ハ結 局 ニ ツ

ノ型 テ トル モ ノデ、 一 ツハ所 謂 コ ッホ型 デ、 他

ノー ツハ ム ッフ型 デ アル。 コ ッホ型 ハ要 約 ノ如

何 ニ ヨ ツテ、 時 トシテ非 抗 酸 性 テ示 ス コ トガ ア

ル ガ、 ム'・フ型 ハ、 「メ チー レ ン」青 デハ染 色 出

來 ヌ.ム.フ 型 ハ其 ノ大 小 ハ 不 同 デ「バ リ アー

・ぐル」デ アル。 肥 大 セ ル 球 状 ノ モ ノヨ リ次 第 二

小 ト ナ ツテ、 逡 ニ ハ塵 様 小艦 トナ リ、 現 代 ノ

技 術 的 操 作 デハ 、 殆 ド不 可 親 的 ト ナ ル。 所 謂

UltravirUSト ナ ル ガ、 此 ノ モ ノ ヨ リ、 更 二他

ノ形 態 ノ穎 粒 或 ハ桿 菌 テ 議 生 ス ル 可 能 性 ガ ア

ル。Behringハ 、此 ノ グ ラム陽 性 ノ穎 粒 ハ、 恰

モBabes-Ernstノ 小 艦 ノ 如 キ モ ノニ ー一致 シテ

居 ル、或 ハ 「コ レ ラ ピ プ リオ」二於 ケ ル バ イ フェル

氏穎 粒 或 ハ其 ノ破 壊 性 産物 ノ如 キ モ ノデ アル。

Wirthsへ 此 ノ穎 粒 ハ最 モ 「毒 性 力」ノ強 イモ

ノデ、 一種 ノ畿 育型 デ アツ テ、 從 來 ノ コ ・・ホ菌

ヨ リモ更 二 抵 抗 ガ張 イ。SchottmUllerモ 、 之

テー ツ ノVegetativeFormト 認 メ、Betegh,

Knoll,Gasis等 ハ 之 テ ー一種 ノReserveod.

VorratSoffノ 如 キ モ ノデ、Spore或 ハSporoid

二匹敵 ス可 キモ ノデ アル
。Levyハ 、結 核 菌 ニ

ハ典型 的 ノ芽 胞 ハ認 ム ル コ トガ 出來 ヌ、 ソ レハ

熱 二封 ス ル抵 抗 性 テ 鋏 グ ヵ ラデ ァル。Cornet

u.Kosse1ハ 穎粒 テ 芽 胞 ト認 メナ イ、Sivori,

Pelosa,Franco,Macjunkin,Peter等 ハ ム ッ

zノ 穎 粒 ハ、 圭 トシテ豫 後 ノ良 イ患 者 二現 バ レ

ル カ ラ、 恐 ラク此 ノモ ノハ、 退 行 性攣 性 的 ノモ

ノデ ア ラウ。Bergel(92)ハ 、 此 ノ 穎 粒 ハ、 淋 巴

球 ノ脂 肪 分 解 酵 素 ノ爲 二生 ジタ モ ノデ アル ト解

繹 シタ。Lucksch(93)ハ 、 穎 粒 型 ・・外 的 ノ要 約 ガ

不 適 當 ナ ル爲 二起 ル原 形 質 ノ濃 縮 歌 態 デ ァル ト

看 倣 シ、 此 ノモ ノハ、 登 芽 能 テ備 ヘ タモ ノデ、

且 ツ其 ノ形 態 カ ラ見 テ芽 胞 ト認 ム ルガ 至當 デ ア

ル 。Spengler(84)ノ 所 謂BazillenSplitterナ ル

モ ノハ 、大 盟 諸 家 ニ ヨツ テ ム.フ ノ穎粒 ニー 致

ス ル モ ノ デ ア ル ト認 メ ラ レ タ。Spenglerハ

BazillenSplitterナ ル モ 〃 ・、 結 核 菌 ノ「イン

ボ ル チ オ ン」形 二 厩 ス ル モ ノデ アル ト唱 ヘ タ、

Pla(95)ハ 、 結 核 病 原 艘 テ三 ツ ノ基 本 的形 態 二分

ケ テ居 ル ガ、 其 ノ内 ノ所 謂 中間 型 或 ハ移 行 型 ナ

ル モ ノハ、 ム ッフ ノ云 フ穎 粒形 二相 當 スル モ ノ

デ アル。Fontes(96)ハ 穎 粒 ナ ル モ ノハ、 結 核 菌
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ノ生 活環 二於 ケ ルー ツ ノPhaseデ ア ツ テ、 此

ノモ ノニ ヨ ツテ、 其 ノ種 屡 ノ糧 績 テ計 ラ ン トス

ル モ ノデ、 生 活 力 テ備 へ 且 ツ感 染 可 能 ナ ル輩盟

デ アル。 余 等 ノ實 験 二於 テモ、 種 々 ナル状 態 二

染 色 セ ラル ・大 小 不 同 ノ穎 粒 状 ノモ ノガ、 甚 ダ

屡k認 メ ラル ・コ トハ確 實 デ、Kahn,d'Arri-

go,Verber,Fontes,pla,Much等 ノ認 ム ルi無

構 造 性 、 塵 様 或 ハ崩壌 状物 質 ノ如 キ モ ノ テモ、

屡 ㌃實 験 シタ。 斯 カル状 態 テ トレル モ ノハ、 濾

過 性 病 原 艘 ノ存 在 テ示 ス コ トガ多 イ。

Vaudremer(gnハ 、 穎 粒 ヨ リ典 型 的 コ ヅホ桿 菌

ノ生 ズル コ トテ認 メ、Sweany(9・8)・ ・、 結 核 菌 ノ

「ム タ ン ト」トシテ グ ラム陽 性 ノ穎 粒 テ生 ズル コ

トガ アル ガ、 此 ノモ ノハ、 恐 ラ ク結 核 菌 ノ休 養

時期 ノ形 デ ア ラ ウ。 又 、懸 滴標 本検 査 ニ ヨ ツテ、

穎 粒 ヨ リ蓮 動 性 ノ「フ ィ ラメ ン ト」テ突 出 シ、 途

二胴 膿 カ ラ脱 落 シテ、 自 由 二蓮 動 スル桿 菌 テ登

生 ス ル コ トラ認 メ タ。

次 二記 載 セ ン トス ルモ ノハ、 所 謂球 菌 様 攣 異 性

デ アル。Pla(99)・ ・結 核 性 病 竈 部 二於 テ球 菌 様 攣

異 形 テ認 メ タ。 之 テ結 核 菌 ノ登 育環 二於 ケ ルー

ツ ノ形 態 ト解 繹 シタ。Sweany(100)ハ 「ム タ ン ト」

ノ最 モ普 通 ノモ ノハ桿 菌 ト球 菌状 デ アル。Kar-

wackiモ 肋 膜 滲 出液 ノ培 養 カ ラ「チ ア ノフィル」

ノ球 菌 テ得 タ。Reenstiera(102)モ 「チ ア ノフィル」

ノ球 菌 状 攣 異 菌 テ得 テ此 ノモ ノハ ム ッフ穎 粒 二

該 當 スル モ ノデ アル ト述 べ、Kahn(1⑬ ハ、 丑

ンバ ー ス ノ 硬 ク ロマ ー プ レー ター」テ 使 用 シ

テ、 輩 一 細 胞 ノ「ミク ロ カル チュア」ニ ヨツ テ、結

核菌 ノ生 活環 テ實験 シテ、 球 菌 様 攣 異 形 テ或 ル

時期 二認 メ、Maherハ 且piiナ ル結 核 菌株 ヨ

リ球 菌 状 攣 異 形 テ、Muchハ 、 結 核 菌 ラ生 活 セ

ル特 殊 植物 果 實 二注 射 スル コ トニ ヨツ テ、 球 菌

様 ノモ ノテ得 、Prestaハ 鴉 ノ 血 清 内 二結 核 菌

テ所 置 ス ル コ トニ 依 ツテ、 球 菌 或 ハ墜 球 菌 檬 漿

異形 テ、Mφllgaard(104>.ハ 「マ ル ク、ぜ一 ル ム」添
●

加 ニ ヨツ テ球 菌 状 ノモ ノテ得 テ居 ル。

Plaハ 、 球 菌 様 攣 異 テAngriffsformト 唱 へ、

此 ノAngriffsformテ 試 験 管 内 二得 ル 方法 トシ

テ撒 種 ノ興 味 アル 方法 テ掲 グ タ。

尚 ホ、 文 獣 テ渉 猟 ス レバ、 之 二類 似 ノ攣 異 形 ラ

得 タル實 験 へ 他 ニ モ敷 多 イ ト思 バ レル ガ、 大

禮 前 述 シタ文 献 テ通 観 ス レバ、 吾 人 ノ此 ノ種 ノ

墜 異 形 二關 ス ル正 當 ナル判 断 ラ構 成 スル ニ充 分

デ アル ト信 ズ。

以 上述 プル塵 ニ ヨ ツ テ、 吾 々 ハ、 結 核 菌 二球 菌

檬 攣 異 テ現 ハ ス場 合 ノ アル コ トハ 最 早 拒 否 ス ル

コ トノ出 來 ヌ事 實 ト思 バ レル。 余 等 ノ方 法 ニ ヨ

ツ テ分離 セ ル モ ノモ、 當初 ハ大 多 撒 ノモ ノハ球

菌 或 ハ穎 粒 状 テ示 シ、 之 テ適 當 二1麸理 スル コ ト

ニ ヨ ツテ、 桿 菌 トモナ リ得 ル、 且 ツ、 染 色 上 二

於 テ モ、 「チ ア ノ フィル」カ ラ「フ ク シ ノ フィル」ト

ナ ツ テ來 ル。 動 物 實 験 二依 ツテ、 典 型 的 結 核 菌

二還 元 モ可 能 デ アル。

結 核 菌 二球 菌 様 攣 異 形 テ認 ム ル モ ノ ・大 多 撒 ノ

者 ハ、 之 二附帯 シテ 「ヂ プ ロ コッケ ン」、 「テ ト ラ

グ ー ヌス」或 ハ 「ザ ル チー ナ」状 ノ モ ノ テ 謹 明 シ

テ 居 ル。 余 等 モ亦 斯 カ ル攣 異 形 テ比 較 的 屡 ≧認

メ タ。

次 二、 非抗 酸 性 テ呈 シ テ、 「ヂ フ テ リー 」菌 駄或

ハ 「コ リ ネバ チ レ ン」状 テ呈 ス ル モ ノ等 ノ攣 異形

テ認 ム ル モ ノガ多 イ。 余 等 モ亦 、 斯 カ ル攣 異 形

テ屡 亙認 ム。

醸 母 菌 様 攣 異 テ認 ム ル モ ノニ、ReenstieraMu-

ch,d'Arrigo,Vaudremer,Pla,Minchinナ

ドガ ァル。 余 等 モ撒 同 力 ・ル攣 異 形 テ認 ム。

第五章 結核菌ノ生活環及其ノ増殖法二關スル問題

結核菌 ノ褒生経路二關スルコトハ、大膿既二記

載 シタノデアルガ、次二、結核菌 ガ長年月間二

於 テ、環境 二適慮 シテ、其 ノ性質 テ固定スルニ

至 リテ途二所謂ヨ ッホ氏桿菌 ナル病原盟 テ形成

スルニ至ツタコトハ現今 二於 テハ最早法理上及

實験 止二於 テ確實 ナコ トデァルガ、此 ノ桿菌 ソ
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ノモ ノガ、 又 必 ズ其 ノ形 態 ガ同 一 ノモ ノ トシテ

終 始 一 貫 ス ル モ ノデ ハ ナ ィ、種 々 ナ ル歌 態 二於

テs其 ノ形 態 テ攣 化 シテ所 謂 、其 ノ生 活 環(Ent-

-wicklungsZyclus
,Lifecycle,Cyclogenie)

ヲ書 イ テ棲 息 スル モ ノ デ アル ガ、 此 ノ生 活 環 二

關 シテ モ、 色 々 ノ様 式 ガ想 定 セ ラ レテー 定 シテ

居 ラヌ。Kahn〈ios)ハ 既 二記 載 セル ガ如 キ方 法 ニ

ヨ'ソテ、 結核 ノ生 活環 テ次 ノ如 ク述 べ タ。

(1)桿 菌 ハ初 メ分裂 シテ3個 以 上 ノ楷 圓形 ノ軍

・艦 テ形 成 スル
。

(2)此 ノ軍 膿 ハ 「ヂ プロ コッケ ン」トナ ル。

(3)次 二是 等 ノ「ヂ プロ コ ッケ ン」ガ塵 檬 微 小 膿

トナ ル。
'

(4)此 ノ塵 様 微 小 膿 カ ラ繊 細 ナ ル桿 菌 テ登 生 ス

ノレo

(5ノ 繊 細 ナル桿 菌 ヨ リ成 熟 セ ル典 型 的 結 核 菌 ガ

次 第 二生 ジテ來 ル。

Fontes'lo4)・ ・結 核 菌 褒 育 環 二就 イテ次 ノ如 キ型

式 テ述 べ タ。

(A)欝 期(-gs-Phase)<雛 欝 艦

穎 粒 ノ檜 殖

細 胞 ノ形 成(Organisierung)

(B)鮪 期(Wachstum'Phase)一×
-ll購 綴

細胞ノ分裂増殖

でS欝総 撫Ph-)<鵜 蕪 懇鞭 鷲 灘 →細購

:Pla'107)ハAngriffsform,(2)Zwischenod.

Ubergangsform.(3)Wiederstandod.Res-

:istenzFormノ 三 型 テ分 ケ タ。

.Angriffsformハ 「コッケ ン」デ ァ ツ テ、此 ノ「コ.

ケ ン」状 ノ モ ノ ハ 、 孤 立 性 二、 或 ハ 「ヂ プ ロ コ.

ケ ン」状 二、 或 ハ 短 鎖 状 テ ナ シ或 ハ 「ヂ プ ロ ス ト

レ プ ト コック ス」歌 トナ リ、 或 ハ 「テ ト ラゲ ー ヌ

ス 」状 テ ナ シ、 時 ト シ テ ハ 、 「ヂ フ テ リー 」 ト「テ

ト ラ ゲー ヌ ス 」ガ相 團 塊 シ テ、Phytogleaテ 作 ル

コ ト ア リ。 其 ノ大 サ バ 、 普 通 ノ 「コ,ケ ン」 ト同

等 ノ モ ノ モ ア リ、 或 ハ夫 レ ヨ リ モ甚 ダ シ ク小 ニ

シ テ 、 殆 ド塵 様 二 見 」 ル コ トガ ア ル 。 此 ノ型

ノ、、 悉 ク盤 基 性 「ア ー リ ン」色 素 二 良 ク染 ル モ ノ

デ 、 殆 ド悉 ク グ ラ ム 陽 性 デ ア ル 、 凡 ベ テ ノ培 地

二 、良 ク褒 育 シ テ、24時 間 内 二 肉 汁 ラ 全 ク掴 濁

ス ル ガ 、 時 ト シ テ ハ 褒 育 稽'≧ 緩 徐 デ 、 肉 汁 ラ漏

濁 セ ヌ モ ノ モ ア ル 。

「エ ロ ー ピック」 二 褒 育 良 好 デ
、 「ア ンエ ロ ー ピ.

ク 」二褒 育 ガ悪 イ 。 ベ ル ケ フェル ド及 シ ヤ ンベ ラ

ン濾 過 管 テ通 過 スル 「ヱ ク ト、 トキ シッ シユ」ノ

モ ノガ アル。

第 皿型 ハ ム.フ ノ穎 粒 ノ如 キ モ ノ テ意 味 スル 。

Pla(io・R)ノ研 究 セ ルIntracellulEreK6rperchen

ハ之 二相 當 スル。 此 ノ型 へ 時 トシテ、 桿 状 菌

ラナ シ、 棍 棒 歌 或 ハ 「コル ベ ン」状 、 穎 粒 性 、 疑

性 「ヂ フテ リー 」菌 類 似 ノ「ス ト レプ トバ チル ス」

状 、 或 ハ時 トシテノ・、 分 枝 ノ アル、 或 ハ分 枝 ノ

無 キ、 綜 状 菌 駄 ラ呈 シテ 「ア ク チ ノ ミー チ 山ス 」

二類 似 スル コ トガ アル.規 則 的 二、 此 ノ型 ハ、

非抗 酸 性 デ ア ル。 或 ハ時 トシテ ハ、 醸 母 菌 様 形

態 テ示 シテ來 ル コ トガ アル。 斯 ル ガ故 二、 彼 ハ

結 核 菌 テ 「ピル ツ」ノ類 屍 ト看 倣 ス。 第 皿型 ノ抵

抗 形 ナ ル モノ ハ、 典 型 的 ノ三_三・L杢桿 菌 ノ時代 テ

指 ス モ ノデ、 此 ノ モ ノ ハ、 生 物 病 原 設 カ ラ見

テ、 芽 胞 二類 似 ノ關係 テ有 スル モ ノデ ア ル。 生

活 環 二封 ス ル以 上 述 ベ タ ル 諸 家 ノ何 レ ノ形 式

ガ、 最 モ適 切 ナ モ ノデ アル カ、 余等 ハ今弦 二事

ム ヅカ シク批 判 ズル コ トテ避 ケ ル ガ、 簡 軍 二考
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ヘ テ、 恐 ラ久 穎 粒 或 ハ 「コ 、ケ ン」状 ノモ ノテ

始 嚢 ト看 倣 ス コ トガ 至 當 デ ナ ィ カ ト思 バ レル。

Fontesノ 如 キ観 察 檬 式 モ 興 味 ガ ア ル ト思 フ。

次 二壇 殖 二關 スル 問題 デ アル ガ、Enderlein(109)

ハ 細 菌 膿ノ 生 活環 ハ、 ニ ツ ノ同 時 二同格 二ZF行

シ テ起 ル 「プロ セ,ス 」カ ラ成9立 ツ モ ノデ、 即

チー ツハ軍 純 ナル分 裂 ニ ヨル 倍婁妙會殖 法 デ.他

ハ 進 行 性 デ アル。 後 者 ハ、 徐 々 デ形 態 的攣 異 テ

生 ズ ル特 長 テ 有 ス ル。 前 者 ・・、Auxanogeny

デ、 後 者 ハProbaeogenyデ アル。

元 來 、 細 菌 艦 バー 般 ノ法 則 ト シテ、 軍純 ナ ル倍

撒 分 裂 法 ニ ヨ ツ テ檜 殖 スル モ ノデ、特 別 ナ ル場

合 ハ、 芽 胞 テ形 成 シ、 或 ハ側 枝 乃 至分 枝 テ出 シ

テ壇 殖 テ行 フガ如 キ コ トノア リ得 ル コ トハ認 メ

ラ レテ居 ル ガ有 性 的 檜 殖 法 ナル モ ノハ、 一 般 二

認 メ ラ レテ居 ラ ヌ。 然 ル ニ、Mellon'ito),Almq-

uist「111),L6hnis'i12),Bergstrand'・i13),Enderlein

等 ・・、 コ レニ有 性 壇 殖 法 テ認 メ、Mutationナ

ル 現 象 ハ實 二有 性 増 殖 ノ際 二起 ル モ ノデ アル ト

唱 ヘ テ居 ル。Fuhrmann("4Yl15)ハ 細 菌 ノ生 活 墳

二就 イテ、Minorandmajorcycleノ ニ ツ テ

魎 別 シ タ、 前 者 ハ、 軍 純 増 殖 法 デ、 細菌 ガ分 裂

シテ他 ノ細 菌 テ産 出 スル 法 デ、 後 者 ハ、 細 菌 ヲ

培 地 二登 育 セ シ ムル際 二起 ル規 則 正 シキ攣 化 カ

ラ成 リ立 ヅモ ノデ アル ト。 同 氏 ハ 「ピマ ル」ヨ リ

分 離 セ ルPseudo-monas-ce,revisiaeノ 形 態 的

攣 化 ノ観 察 カ ラ此 ノ概 念 テ生 ンデ居 ル。 幼 若 ナ

ル モ ノハ、 自働 蓮 動 テ示 シ、培 養 ノ古 イ モ ノハ、

次 第 二蓮 動 性 テ消 失 シテ鎮 状 テ形 成 ス ル。 更 二

古 クナ ル ト、 其 ノ内 ノ或 ル モ ノハ 、 尖端 ガ腫 大

シテ多 数 ノ「メ タ クロ マ ー チ ッシュ」ノ穎 粒 テ生 ズ

ル。 此 ノ「メ タ クロ マー チ ッシュ」ノ穎 粒 ノ最 終 ノ

永 績 型 ハ、 各 種 ノ影 響 二封 シテ最 モ抵抗 ガ張 イ

ガ 、 芽胞 テ形 成 スル細 菌 ノEndospore程 ニ ハ

張 クノ・ナ イ。Endospore形 成 ト此 ノ「ビー ル」

菌 ノMajorcycle二 於 ケ ル 永 綾 型 トハ同 一 ノ

時 期 ニ アル モ ノデ アル。 此 ノ永 綾 型 テ更 二新 鮮

ナ ル培 地 二移 植 ス 々 ト、 破綻 ヲ生 ジテ撒 個 ノ小

細 胞 テ出 シテ、 此 ノモ ノガ直 チ 三 自働 性桿 菌 ト

ナ ル。

彼 ハ、培 養 ノ時代 二從 ツ テ形 態 的攣 化 ハ・ 頗 ル

規 則 正 シ ク起 ル コ トニ甚 ダ注 意 テ彿 ツテ居 ル。

「メ タ ク ロマ ー チ
ッシュ」ノ穎 粒 テ彼 ハ核 性 ノモ ノ

ト認 メ テ居 ル。Mellonハ 細 菌 ナ ル モ ノハ、 生.

物 學 上 カ ラ見 テ、 下 級 二位 ス ルFungi屡 デァ

ル。 但 シFungi或 ハ ソ レヨ リモ高 級 ナ ル 植物

ノ特 長 トス ル基礎 的 ノOrganisationテ 全 ク消

失 ス ル程 ニ ハ低 級 ノ モ ノ デ ハ ナ{。 事 實 二於,

テ、 横 分 裂 テ行 フ代 リ ニ、 條 件 ノ如何 ニ ヨ リテ

ハ、 特 殊 ノ細 菌 ノ ミニ ハ限 ラ レズ、 苗 、 側 枝 、

芽 胞 テ形 成 ス ル ノ ミナ ラズ、Ascia-;・ ・比 較 スル

ガ如 キ モ ノ テ 生 ズ ル。 此 ノAsciaノ 如 キ モ ノ

ヲ・生 ズ ル特 長 ハ、 其 ノ生 命 環 内 二於 テ、 複 雑 ナ

ル有 性 生殖 ノ螢 マ ル謹 左 デ アル。 故 二、 形 態 的

ニ ハ 各 種 属 間 二於 テ嚴 ト シテ 特 異 性 ノモ ノデ

不 憂 デ アル ト云 フ、 コ ッホ以 來 ノ読 ハ、 絶 封 的

二意 義 テ有 シナ イ、 無慣 値 ノモ ノナ ル コ トハ 明

白 デ アル。 最 早斯 カ ル論 ハ、 共 二語 ル ニ足 ラザ

ル過 去 ノ遺 物 二過 ギ ヌ ト喝 破 シタ。 余 等 へ

Mellonノ 斯 カル 言葉 二封 シテ 誠 二溜 飲 ノ下 ル

ガ如 キ感 ガ スル。

Enderleinノ 読 ハ大 膿 二於 テ大 イ ニ算 重 ス可 キ

デ ァル ガ、 形 而 上推 論 ガ 多 久 哲 學 味 テ 帯 ビ

テ、 假 説 ノ如 キ モ ノガ多 イ コ トハ多 少 遺 憾 二思

バ レル塵 デ アル。 氏 ハ、 細 菌 ノ登 生 學 テ読 ク爲

二、 殆 ドニ 百鈴 種 ノ新 術 語 テ案 出 シテ居 ル。 細

菌 ノ有 性 生殖 ヲ設 ク爲 二、 男 性 ヂSpermitト

呼 ビ、女 性 テOitト 唱 へ、 是 等 ノ モ ノ●ガGonit

ト唱 ヘ ラル ・haploidMychit(原 女台的 ノ核 ト原

形 質 トノ合 シタ モ ノ)カ ラ生 ズ ル モ ノデ、 「コ レ

ヲ ビブ リオ」等 ニ テハ、Spermitハ 小 サ ク テ轡'

曲 シ、 極 二 「フ ラ ゼ ラ」テ有 シ テ 自働 蓮 動 性 ガ ア

ル、Oitハ 粗 大 ナル球 状 テ呈 シテ、 鈍 イ蓮 動 性

テ呈 スル。 有1唾的増 殖 ハ 、Gonidia(棚 伏盟)ヨ

リ生 ズ ルG耳metocystesガ 登 達 シ テi途 ゲ ラ レ

ル。L6hnisハ 、 細 菌 ノ唯 一 定 シ タ ル 生 長 形 ノ

ミテ観 察 スル コ トaヨ ツ テ、 牛 レ出 デ タ ルMo-

nomorphist二 反 封 シテ、 細 菌 ノ多 形 性 デ ア ル
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コ トラ極 論 シ、 凡 ベ テ ノ 細 菌 ハ、交 互 二有形

(Organised)及 無 形(Amorphous)ノ 時代 テ取

ツテ、 試 験 管 内或 ハ生膿 内 二生 存 スル モ ノ デ、

」曾殖性 及再 生 性 細 胞 ノ部 分 的 或 ハ完全 ナ ル融 合

ニ ヨツ テ、 原 形 質 物 質 即 チSymplasma(集 合

性 原 形 質)テ 生 ジ、 此 ノモ ノ ガ 或 ル期 間休 止 シ

タル後 二、新 細 胞 テ生 ズ ル カ、 或 ハ多 少 攣 異 シ

タル モ ノテ生 ズ。 細 菌 性 ノSymplasma形 成 二

當 ツ テハニ ツ ノPhaseガ ア ル。 第 一 ハ、 細 菌

ガー ッニ相 凝 團 シテ塊 テ作 ル、 第 ニ ハ多 少完 全

ナ ル細 胞 ノ融 解 ガ起 ツ テ脆 弱 ナ ル或 ハ粘 稠 ナル

物 質 テ生 ズ。 細 菌 性 「ジ ンプ ラスマ」カ ラ、 新 細

胞 テ作 ル ニ ハ、條 件 ノ如何 ニ ヨ ツ テ、 色 々 ナ形

態 ガ生 ズ ル、 叉 豫 メ融 解 分離 テ起 サ ズ、 ニ ツ以

上 ノ細 胞 ガ結 合 スルー 法 モ述 べ テ 居 ル。Ender-

]einモL6hnisノ 「ジ ンプ ラ スマ」形 成 テ承 認

シテ居 ル。

Almquistハ 「チ フス、 ヂ ゼ ンテ リー」菌 ノ混 合

培 養 二於 テ或 ル 「コ ロ ニー 」ガ雨方 ノ血 清 二封 シ

テ凝集 反 慮 ラ起 ス コ トヨ リ之 テHybrid(混 種)

ト認 メ、 コ レハ有 性 生 殖 ノ結 果 ニ ヨル モ ノ ト論

ジタ。有 性 生 殖 法 テ認 ム ル モ ノハ輩 ナ ルConju-

gationトCopulationト テ認 ム ル外 二、Me-

110nノ 如 キ ハZygosporeノ 融 合(生 殖 芽胞 結

合)テ 唱 へ、 或 ・・Conidia,Endosporeノ 如 キ

モ ノテ、Autogamy(自 家 生 殖)ノ 「プ ロ セ ・ス」

ト認 メ テ居 ル。

且ort("61117・(118(119)・・、流 行性 磯 脊 髄 膜 炎 二於 ケ

・ル現 象 へ 現 代 二於 ケ ル ガ 如 キ 見界 ノ ミニ テ

ハ、 解 課 ガ出來 難 イ ト信 ジ
、 其 ノ尿 、血 液 、脊 髄

液 ラ濾過 シテ、 濾 液 ヨ リ大 小 ノ桿 菌 及 球 菌 等 多

様 性 ナル培 養 ラ得 タ。 彼 パー 般 二培 養 セ ラ レ タ

「メニ ンゴ コ
。ケ ン」ナ ル モ ノハ、 生 活 環 二於 ケ

ル 後 期 的 無 毒 性 ノモ ノデ、 コ ノモ ノニ濾 過 性有

毒 性 ノ時 期 ガ アル ト信 ジタ。 「メニ ンゴ コ ・ケ

ン」培 養 上 ノ検 鏡 所 見 へ 實 二多形 性 デ大 ナ ル細

胞 内 二球 状 ノ構 造 テ有 スル モ ノガ アル。 彼 ハ之

ラAscosporeト 唱 ヘ タ.彼 ハ、故 二 「メ ニ ン ゴ

コッケ ン」ナル モ ノハ、 多形 的 デ、 其 ノ形 態 上 ヨ

リ見 テFungusデ 「ア ク チ ノ ミー チヱ ス」r囑

スル モ ノデ ア ル ト論 ジタ。 「チ フ ス」或 ハ赤 痢 菌

テ酸 性培 地 二登 育 セ シム ル時 ハ、 側 或 ハ端 二蕾

テ生 ジ テ、 此 ノモ ノヨ リ更 二、 普 通 ノ桿 菌 テ生

ズ ト。Enderleinハ 、 細 菌 ノ生 活環 パ、 時 トシ

テ不 完 全 ナル コ ト、 短 縮 セ ラル ・コ ト、 或 ハ全

ク阻 止 セ ラル ・コ トガ アル。進 行 性 増 殖(Prog-

ressivedevelopment)ガ 全 ク阻 止 セ ラ レテ、 唯

分 裂 一 ヨル倍 進 壇 殖 ノ ミ ノ現 ハ ル ・モ ノテMo-

chilosisト 唱 ヘ ル。 此 ノ「モ ヒロー ジス」テ起 ス

コ トハ 、限 定 セ ラ レタ環 境 二於 テ人 工 培 養 テ行

ツ タ際 ナ ドニ見 ラル ・モ ノデ アル,細 菌 ノ生 命

環 及 攣 異 性 テ悶 明 セ ン ト欲 セ バ、 須 ラ ク不 断 的

二検 鏡 的 観 察 テ途 グ ル必 要 ガ アル
。 斯 カル熱 心

ナ ル努 力 テ鋏 ケ ル業 績 ハ、 他 人 ノ創 見 二封 シテ

云 々 スル 贋値 テ認 メ ラ レヌ。

或 ル者 へ 永 久 的攣 異 ナ ル モ ノへ 有 性 生 殖 ノ結

果 ニ ヨ ツテ 生 ズル モ ノデ、 是 パー一種 ノHybrid

デ アル ト唱 ・〉ル ガ、 未 ダー 般 的 ニハ認 メ ラ レテ

居 ラ ヌ解 稗 ノ仕 か デ アル。Jenningハ 人 工 的 二

選 澤 スル コ トニ ヨ ツテ、 「プロ トゾ ア」ノ培 養 カ

ラ有 性 生殖 テ行 ハ ヌ種 類 テ得 タ。

現 今 二於 テ ハ、 細 菌 ノ有 性 生殖 法 ト云 フモ ノ

ハ、 未 グー 般 的 ニ ハ認 メ ラ レテ居 ラヌ ガ、 生 物

登 生 観 ノー 般 カ ラ観 テ、 或 ハ、 細 菌 ノ攣 異 性 ナ

ドカ ラ総 合 シ テ、 時 トシテ斯 カ ル檜 殖 法 テー 法

トシテ取 リ得 ル モ ノ ト考 ヘ テ モ、 夫 レハ決 シ テ

法 理 的 ニハ不 都 合 デ モ不 合理 デ モ ナ イ ト思 バ レ

ル。 唯、 細 菌禮 二於 テ ハ、 其 有 性 生 殖 ノ實 相 テ

把 捉 ノ・ル コ トガ困 難 デ アル ガ爲 二、 疑 念 テ起 ス

者 ガ生 ジ テ來 ル ノデ アル ガ、 此 ノ邊 ノ眞 理 モ ヤ

ガ テ實 謹 ノ出來 ル時 ガ到 來 ス ル ニ相 違 ガ ナ イ ト

余 等 ハ 想像 スル。

第六章 攣異性結核菌 卜毒力問題
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典 型 的 コ ッホ氏桿 菌 ヨ リ攣 異 セル モ ノハ、 其 ノ

慶 異 ノ度 合 二慮 ジテ、 ・毒力 ノ上 ニ モ 亦 影 響 シ

テ、 次 第 二減 弱 シテ、 終 ヒニ ハ無 毒 状 二至 ル ト

云 フ ノガ諸 家 ノー 齊 二唱 フル塵 デ アル。 顯 微 鏡

的 所 見 二於 テハ 、典型 的結 核 菌 ト殆 ド差 異 テ認

メ得 ザ ル ガ如 キモ ノニ テ モ、 動 物 實瞼 上 二於 テ

へ 殆 ド無 毒 状 トナ レル モ ノガ アル。 人 工 的 培

養 年 月 ノ永 イモ ノ程 、 ・毒力 テ減 殺 シテ來 ル ノガ

ー 般 的 ノ傾 向 デ アル
。 例 ヘ バ コ 。ホ ガ當初 分離

セル 菌 株 、 ム.フ ガ27年 間培 養 テ重 ネ タ菌 株 。

マ ー ヱ ル ノ使 用 セ ル菌PHii株 等 ノ如 キ デ アル

ガ 、 此 ノ他 ニ モ斯 カル菌 株 ハ澤 山 二登 見 セ ラ レ

ル コ トデ ア ラ ウ。 著 者 ノ1人 、 鴻 上 ガ、 十数 年

前 肺結 核 患 者 喀 疾 ヨ リ分 離 セル典 型 的 結 核 菌 ハ

爾 來 「アル カ リ」卵 黄 水 培 地 二移 殖 シテ百数 十代

ラ経 過 セ ル ガ、 當初 ハ、 極 メ テ微 量 ニ テ海狽 二

典 型 的結 核 病 攣 テ作 リ艶 死 セ シメ得 タル ガ、 現

今 二於 テハ 、次 第 二其 ノ毒 力 減 弱 シテ、 當 初 二

比 較 シテ頗 ル大 量 テ接 種 セザ レバ、 海 狽 二結 核

病 攣 テ形 成 セザ ル ニ至 レ リ。 又 、 余 ノ畏 友 小 林

吉 人 氏 ガ撒年 前 牛 ノ淋 巴 腺 ヨ リ分 離 セル梢 ≧攣

異 セル菌 株 ガ、 當初 二於 テハ 、 動 物 實 験 止、 典

型 的 ノ結 核 病 攣 ヲ生 ぜ シ メ得 タル モ,其 後 代 テ

累 ネ テ、人 工培 養 テ緬 ケ タガ、 現 時 二於 テハ、

最 早 動 物 實 験 上、 典型 的結 核 病 攣 テ形 成 セザ ル

ニ至 レ リ ト、直 接 同君 ヨ リ拝 蕪 セ シコ トガ アル、

斯 ク ノ如 ク、 顯 微 鏡 的外 観 二於 テ ハ、 絵 リ著 明

ナ ル攣 化 テ認 メ ヌ場 合 二於 テ モ、 其 ノ病 原 性 二

甚 ダ シキ軒 輕 テ示 シテ來 ル。 帥 チ、 毒 力 上 二於

ケ ル異 状 ナ ル 「バ リ ア ピ リ テー ト」テ現 ハ シテ來

ル モ ノ デ アル。 外 形 的 ニ ハ典 型 的 結 核 菌 二酷 似

ス ル モ、 其 ノ毒 力 二於 テハ 非病 原 性 抗 酸 性 菌 ト

殆 ド相 異 テ認 メ得 ザ ル モ ノガ次 第 二奥 型的 結 核

菌 ノ培 養 カ ラモ生 ジテ來 ル。 或 ハ叉 、 張 毒 ナ ル

結 核 菌 株 ニ ア リテ モ、 之 二人 爲 的 二種 々 ナ ル操

作 テ施 シテ培 養 テ試 ミル時 ハ 比較 的 短歳 月 ノ間

二攣 異 セ ラ レタル菌 株 トナ リ、 毒 性 力 ノ減 弱 テ

示 シテ來 ル モ ノデ アル コ トハ、B.C.G.二 於 テ、

A.0.二 於 テ、 中川 菌 二於 テ、 皆 然 リデ ア ル。

Maherハ 攣 異 セ ル 球 菌 状 ノモ ノラ 海 狸 二接1重

セ ル ガ、 非病 原 性 デ、 海 狸 ハ注 射 前 二比 較 シ テ

封 照 獣 ヨ リモ、 却 ツテ甚 ダ シク罷 重 テ壇 加 シテ

健 在 デ アツ タ カ ラ、 此 ノモ ノ テ治 療 的 二使 用 シ

テ ハ ト云 フ考 ヘ テ持 ツ テ 居 ラ.レル。 又Kum-

bariモ 同様 ノ意 見 デ アル。 余 等 モ亦 、球 菌 状 二

攣 異 セル モ ノラ海狼 二接 種 シテ、!=LUtVト 同

様 ノ成 績 テ得 タ コ トガ ア ル。 注 射 後 牛年 ラ経 過

シ タ ガ、 膿 重 次 第 一 檜 加 シ テ 至 極 健 康 デ ア ツ

タ。 撲 殺後 、 局 所 ノ淋 巴腺 ノ ミガ著 明 二腫 脹 シ

テ居 ル ノ ミデ、 其 他 一 ハ何 等 ノ病 攣 テ認 メナ カ

'ツ タ
。 此 ノ腫 脹 シタ淋 巴腺 カ ラハ接 種 セル ト姶

ド同 檬 ノ球 菌 テ再 ビ培 養 ス ル コ トガ出 來 タ.本

問題 ハ、 後 二實 験 ノ部 二於 テ更 二詳 説 スル 。

Plaハ 「コ 、ケ ン」歌 ノ モ ノ、 即 チ、 氏 ノ所 謂

Angriffsformナ ル モ ノ ハ 其 ノ毒 力 ノ黙 二於

テ、 頗 ル相 異 ガ ナ ッ テ、殆 ド無 毒 状 ノ モ ノカ

ラ、 百 萬分 ノ1mgテ 海狼 二接 種 スル コ トニ ョ

ツ テ、24時 間 以 内 一=菌血 症 テ惹 起 シテ発 死 セ シ

ムル ガ如 キ強 毒 ナ モ ノモ アル ト.余 等 ハ菌 株 ノ

相 異 スル 「コ ノケ ン」歌 ノ モ テ 漏 冥二接 種 セル

ガ、 未 ダ嘗 テ、Plaノ 唱 ヘ ラル ・ガ如 キ強 烈 ナ

ル菌 血 症 テ其 ノ極 微 量 二於 テ、 示 シタル ガ如 キ

揚 合 ヲ認 メズ。 尤 モ、 相 當 大 量 十 分 ノ1mg程

度 テ注 射 シタ ル場 合 ニ ハ、 海 猿 ガ菌 血 症 ノ如 キ

状 態 デ、2、3日 以 内 二艶 死 ス ル ガ如 キ菌 株 ノ

アル コ トテ睾 レニ認 メ タ。Pla,Angriffsform

テ分 離 スル 方 法 ハ、 余 等 ノ行 ヘ ル モ ノ ト相 異 シ

テ居 ル カ ラ、 同 ジ ク「コ,ケ ン」状 テ呈 スル モ ノ

ニ テ モ其 ノ生 物 學 的 性 能 二至 ツ テ ハ甚 ダ シ ク柑

違 テ示 ス モ ノデ アル カモ知 レ ヌ。Plaノ 行 へ,t

實 験 ガ、 果 シテ眞 實 デ アル カ、 海猿 ニ ハ甚 ダ

屡 ζ他 ノ菌 ニ ョル 「スボ ンタ ン」ノ菌 血症 ガ アル

カ ラ、 此 ノ貼 モ考 慮 二入 レ ヌ ト誤 リテ起 ス コ ト

ガ アル。

序 二弦 デ検 討 シ テ置 カ ネ バ ナ ラヌ コ トハ、 病 原

性 ト云 ヒ、 毒 力 ト云 フ意 味 ノ追 究 デ ア ル。

病 原 性 ト云 フ コ トテ限 定 的 ノ モ ノ トス ル爲 ニ

ハ、 少 ク トモ、 動 物 ノ種 類 、 注射 ヨ リ試 験 マ デ
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ノ日時 ヲ充 分 二明確 ニ シテ置 カ ナ ケ レバ殆 ド意

義 テ ナ サ ヌ コ トニ ナル。 弦 デ、最 モ問題 トス可

キ貼 ハ、 注射 日 ヨ リ試 験 マ デ ノ日時 デ アル。 多

ク ノ實 験 ハ、 海狼 テ使 用 ス ル。 而 シテ、試 験 二

要 シタ期 間 モ、高 々、 数 ケ月 以 内 デ アル ガ、弱

毒 乃 至 殆 ド無 毒 性 ト攣 異 シタ結 核 菌 ガ、 生物 盟

内 二移 入 セ ラ レテ カ ラ病 毒 性 テ登 揮 シ得 ル マ デ

ニ要 スル期 間 ト云 フモ ノハ、 遺 憾 ナ ガ ラ、 從 來

何 人 モ確 定 シ得 タ コ トデ ハ ナ ィ。6ケ 月 後 二於

テ ハ、 無 毒 非 病 原 性 ト思 ハ レタ菌 株 モ、 ソ レ以

上 ノ歳 月 テ 経 過 ス レバ、 意 外 ナ攣 化 テ 醸 成 シ

テ、 病 原 性 テ次 第 二現 ハ ス ニ至 ル コ トナ キ ヤ計

リ知 ル コ トガ 出來 ナ イ。 攣 移 シタ結 核 菌 ハ、 海

猿 注 射 ニ ヨ ツテ、 病 原 性 テ現 ハ ス トス レバ、 攣

異 ノ程 度 ニ ヨ ツ テ恐 ラ ク2年 乃 至3年 或 ハ ソ レ

以 上 ノ歳 月 テ要 スル モ ノ ト想像 セ ラ レル ガ、 遺

憾 乍 ラ海 猿 ノ壽 命 ガ、 ソ レ程 永績 出來 ル カ否 カ

ガ疑 問 デ モ ア リ、 叉 ソ レ程 、 忍 耐 彊 クナ シ途 ゲ

得 タ實 験 ハ ナ ィ。

畢 意 、 病 原 性 ノ有 ル無 シ ト云 フ問 題 モ謂 ハ"、

人 爲 的 二定 メ タ短 期 間 ノ問題 デ、 飴 リ當 ニ ナ ラ

ヌ徹 底 シタ モ ノデ ノ・ナ ィ。

一 盟
、 從 來 使 用 セ ラル ・弱 毒 性 結 核 菌 株 ナ ル モ

ノハ殆 ド悉 ク、 試 験 管 内 デ、 人 爲 的 二、 殊 更 二

攣 異 セ シメタ モ ノデ アル、 斯 カル モ ノガ、 短期

間 内 ノ海 狼 實 駿 上 ノ結 果 ニ ヨ ツテ、 比 較 的 無 毒

性 テ示 シタカ ラ ト云 ツテ、 直 チニ之 ラ生 菌 ノマ

マ、 人 禮 二慮 用 シテ長 期 間 内 二於 テ、 何 時 、 如

何 ナ ル機 會 二於 テ、 強 毒 性 ノモ ノニ還 元 セ ヌ ト

ハ 限 ラ レナ ィ。 且 ツ又、 攣 異 セル結 核 菌 ナ ルモ

ノハ、 之 テ試 験 管 内 二於 テ攣 異 ノ状 態 テ ソ ノマ

マ ニ固 定 セ シムル ト云 フコ トハ、 甚 ダ容 易 デナ

イ。 何 時 、 如何 ナ ル要 約 ノ下 二、攣 異 ノ状 態 二

動 揺 テ示 シテ、 毒 力 列曾進 セ ヌ トモ保 謹 ノ限 リ

デナ イ。 斯 カ ル モ ノテ、 直接 人 盟 二接 種 スル ト

云 フ コ トハ、 鹸 程 愼重 デ ア ラネバ ナ ラヌ ト思 バ

レル。 接 種 後 撒 年 間 ハ、 淋 巴 腺 系 統 二漕 伏 シテ

恰 モ無 翻 犬二経 過 シタル モ ノモ、 其 後 、 或 ル機

會 二乗 ジテ、 忽然 ト シ テ 其 ノ毒 性 力 テ檜 進 シ

テ、 猛 威 テ逞 マ シク セ ヌ ト ハ 誰 ガ保 詮 出來 ル

カ。 余 等 ノ實 験 二於 テ モ、 或 ル球 菌 様 攣 異 性 結

核 菌 株 ハ、6ク 月 以 内 二於 テハ膿 重 壇 加 シテ封

照 ヨ リモ却 ツテ健 康 状 テ呈 スル ラ認 メ タ ガ、 其

ノ悉 クニ於 テ、 局 所 ノ淋 巴腺 ガ腫 脹 シテ、 同様

ノ球 菌 テ該 淋 巴 腺 カ ラ培 養 スル コ トガ出來 タ。

無 毒 ト唱 へ得 ル ハ、6ケ 月 以 内 ノ話 デ、 ソ レ以

トノ歳 月 テ経 過 ス レバ、 此 ノモ ノヨ リ次 第 二攣

ジテ典 型 的 結 核 テ現 出 セ ヌ トモ限 ラヌ、 恐 ラ ク

現 レテ來 ル モ ノ ト余 等 ハ想 像 スル。 甚 ダ有 名 ト

ナ ツタ、B.C.G.ニ ョルLifbeck,Kiel二 於 ケ

ル豫 防 注 射 ノ爲 二、 死 テ招 ク ニ至 ツ タ、 惨 害 ノ

批 制 ハ色 々 デ、 或 ル者 ハ 、菌 株 テ間違 ツ タ ノデ

ア ラ ウ ト云 ヒ、 或 ル者 ハ、 張 毒 菌株 ガB.C.G.

二混 入 シタ ノデ ア ラウ ト辮 護 的 ノ所 論 テ述 《ごテ

居 ル ガ、 斯 カル間 違 ト云 フ モ ノへ 殆 ド治 療 轡

家 トシテ へ 想 像 モ及 バ ヌ有 リ得 ナ ィ卒 忽 デ ア

ノレo

其 ノ後 ノ仔 細 ナ病 理 解 剖 ヤ、 細 菌 學 的研 索 ノ結

果 カ ラ見 テ、 接 種 セ レ レタ株 ハ、ヤハ リB.C.G.

デ ア ツ タ ラ シイ。 所 謂、 攣 異菌 株 ノ毒 力 復 活 、

先 租 返 リ ノ藝 當 テ知 ラヌ間 二起 シテ居 タモ ノデ

ァル ト見 ル ノ ガ至 當 デ ア ラウ。PetroffガB.

C.G.ヨ リ非 常 一 異 ナ ル2ツ ノ株 テ得 久1ツ

ハ強 毒 デ1ツ ハ弱 毒 デ アル ト。

攣 異 シ タ結核 菌 株 ノ毒 力 ノ安 定 ト云 フ コ トガ、

甚 ダ困難 ナ モ ノ デ アル ト云 フ事 實 テ、 人 盟 實 験

トシテ、 吾人 ノ目前 二提 供 シタ ノガ、LUbeck,

Kiel二 於 ケ ル此 ノ 惨 害 デ ア ラ ウ。 成 ル程 、

Calmeしteハ 非 凡 ノー偉 材 デ アル、 然 レ ドモ、

彼 ノ創 案 セル コ トハ悉 ク眞 理 デ ア ル トハ云 ヒ得

ナ ィ。LUbeck,Kielノ 惨 害 ・・如何 ナル経 緯 二

因 ツ テ生 ジタ カ、ソ ンナ コ トハ 問題 外 ト シテ モ、

B.C・G.ナ ル モ ノ ・注射 後 ノ10年 、20年 乃 至

ハ ソ レ以 上 ノ攣 轄 テ ドウ シテ聯 ナ ラヌ身 ノ判 断

出來 ル道理 ガ ナ イ。 注射 後2年 、5年 ノ経 過 ガ

假 令 、良 好 デ アツ タ トス ル モ、 ソ レハ、 所 謂 淋

巴 腺 系統 二於 ケ ル潜 伏 性 結 核 ノ時 代 デ、 其 ノ後

長 歳 月 間 二於 テ如 何 ナ ル攣 轄 テ生 ジナ イ トモ限
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ラ レナ イ。 潜 伏 性 結 核 カ ラ、 次 第 二典型 的 ノ結

核 病 攣 ク諸 臓 器 二生 ズ ル コ トモ、 一 ツ ノ結 核 病

嚢 生 ノ経 路 デ アル、 海 猿 ノ實 験 デハ實 際 其 ノ通

リデ アル。 唯、 斯 カ ル潜 伏 性 結 核 ノ獣 態 ニ アル

モ ノハ、 典型 的 コ'ホ 桿 菌 ニ ヨル、 結 核 感 染 罹

患 二封 シテ、 多 少 ノ抵 抗 力i曾進 ラ示 シテ、 恰 モ

豫 防 接 種 ガ有敷 デ アツ タカ ノヤ ウナ結 果 テ認 メ

ラル ・場 合 モ ア リ得 ル コ トデハ アル ガ、 之 テ實

際 二使 用 シテ、 果 シテ有数 力、 無 数 力、 有 害 カ

テ決 定 スル ニ ハ3年 、5年 ノ短 歳 月 ノ観 察 デハ

出來 難 イ コ トデ ア ル。

Calmetteノ 名 二心 醇 シテ、 徒 ラー、 盲動 ス ル

ト云 フ コ トハ、 寒 心 ス可 キ コ ト デハ ナ カ ラ ウ

カ。 短 歳 月 ノ海 猿 ノ實 験 テ、 直 チ ニ人 膿 二及 ボ

ス ト云 フ コ トハ感 心 出來 ヌ。 海狽 ノ實 験 テ根抵

トシ タ結 核 ノ病 理 ヤ、 治 療 ナ ル モ ノハ、 人類 ノ

ソ レニ封 シテ ハ、 甚 ダ縁 ノi違イ モ ノデ アル。 嘗

テ、 ム.フ ガ 「人 類 ノ結 核 ハ 海 狼 ノ實 験 テ基 礎

トシテ ハ成 リ立 タヌ」 ト唱 ヘ タ ガ、 ソ ノ通 リ ト

思 フ。 次 ノ問題 ハ、病 原 性 ノ有 無 ト云 フ コ トガ

如 何 ナ ル程 度 、範 園 テ意 味 スル ヵ デ アル。 典 型

的 結 核 病 攣 テ作 ル ・コトガ、病 原 性 ノ有 ル モ ノ ト

ス レバ、 ソ レハ唯 典型 的 コ ッホ結 核 桿 菌 二由 ツ

テ パ 起 リ得 ル モ ノデ、 コ レ ヨ リ攣 異 シ タモ ノ

ハ、 其 ノ攣 異 ノ度 二慮 ジテ、 病 慶 モ亦 、 典型 的

ノモ ノヨ リ次 第 二隔 紹 シテ來 ル コ トハ 、 至極 當

然 ノ コ トデ アル。 若 シ 又、 病 原 性 ト云 フコ ト

ガ、 何 等 力観 取 シ得 ベ キ程 度 ノ組 織 的 攣 化 ノ存

スル コ トテ意 味 スル トス レバ、 殆 ド悉 ク ノ細 菌

罷 ハ、 其 量 的 關係 ノ如何 ニ ヨ ツ テ、 病 原 性 ノモ

ノ ト解 繹 出來 ル デ ア ラウ ガ、 結 核 ノ實 験 病 理 一ヒ

ー、 從 來 唱 ヘ ラ ル ・病 原 性 ト云 フ コ トハ、 大

小 、 多 少 、 部 位 ノ相 異 コ ソ ァ レ何 レカ ニ典型 的

結 核 性 病 攣 テ惹 起 シテ居 ル状 態 ヲ意 味 シテ居 ル

ト云 フ慣 例 トナ ツ テ居 ル ヤ ウ デ アル。

然 ル へ 斯 カ ル慣 例 、 其 ノモ ノガ、 既 二攣 異 性

結 核 菌 問題 テ研 究 セ ン トス ル場 合 二、 大 ナル 支

障 トナ リ、 或 ハ誤 レル判 断 テ下 ス コ トニ向 ツ テ

基 本 的概 念 ラ構 成 シテ居 ル モ ノ ト見 テ ヨ カ ラ

ウ。 結 核 菌 カ ラ次 第 二攣 異 シテ遠 ザ カル ニ從 ツ

テ、 強 毒 性 カ ラ無 毒 性 二至 ル マ デ ノ各 種 ノ病 理

解 剖 學 的攣 化 ガ認 メ ラ レル ノ デ アル。

或 ハ、殆 ド非病 原 性 ト解 繹 セ ラル可 キ局 所 部 位

及 淋 巴 腺腫 脹 二1Lマ ル、 僅 少 ナ ル範 園 ノ非 典型

的 ナ病 漿 二過 ギ ヌ コ トモ アル、 或 ハ、 諸 臓 器 二

非 典型 的 ナ病 攣 テ起 ス場 合 モ アル、 或 ハ、 菌 血

症 状 ノ如 キ モ ノテ起 ス コ トモ アル、 或 ◆・唯 、 軍

二、 中毒 症 状 テ主 トスル ガ如 キ場 合 モ ア リ得 ル

デ ア ラ ウ ガ、 斯 カル場 合 二於 テ、 典 型 的 結 核 病

攣 ラ登 來 セ ヌ カ ラ、 ソ レハ攣 異 性 結 核 菌 デナ イ

ト唱 ヘ ル コ トハ絶 封 二出來 ナ イ。

典型 的結 核病 攣 ト云 フモ ノハ 、 繰 リ返 シテ云 フ

ガ、 唯 、 典 型 的 コ ッホ桿 菌 ニ ヨツ テ ノ ミ起 ル モ

ノデ ア ル ト云 フ コ トテ、 心 ニ ヨ ク銘 記 シテ置 ク

必要 ガ ア ル。 尤 モ、 典型 的 ノコ ッホ 桿 菌 ニ ヨ ツ

テ生 ズ ル病 攣 二於 テ ス ラモ、 最 近 ノ實 験 的 病 理

ノ方 面 カ ラ見 レバ、 時 ト シテ頗 ル 典型 的 ノ像 カ

ラ隔絶 シタ病 理攣 化 テ生 ズ ル コ トガ ア ル ト認 メ

ラレテ 居 ル 。例 ヘ バ、B.C.G.接 種 ニ ヨル病 竈

部 ガ、 吸 牧 ニ ヨ ツ テ 治 癒 シ、 或 ハUltravirus

テ接 種 セル動 物 ガ、 抗 酸 性 桿 菌 テ謹 明 ス ル ニ拘

ラズ、 亘 大 細 胞 テ認 メ 又、 淋 巴 腺 腫 脹 テ起 ス ナ

ドデ アル。

次 第 二攣 異 シテ、iサ プ ロ フ イチ ノシユ」トナ ツ

テ、 普 通 菌 ノ如 クナ レル モ ノハ、其 ノ病 理 解 剖

學 上 ノ攣 化 モ、 自 ラ特 異 性 ヵ ラ遠 ザ カ ツ テ來 ル

ト云 フ コ トハ、 至極 明 白 ナ常 識 的 ノ判 断 ニ ョル

モ充 分 會 得 ノ出 來 ル事柄 デ アル。 コ レガ、 分 ラ

ヌ トス レバ 、全 ク始 末 一 困 ル 蒙 昧 者 力、 然 ラ

ザ レバ、 殊 更 二事 實 テ拒 否 セ ン トスル意 圖 二出

ヅル者 ノ何 レ カ デ アル。 嘗 テFontesハ 其 ノ

業 績 中 二、

「抗 酸 性 桿 菌 ヲ認 メ ズ、 結 節 ラ 形 成 セ ザ ル結

核 感 染 ナ ル モ ノ ・存 在 ス ル コ トへ 絶 封 的 二確

實 ナ ルFaktumデ アル」ト、

喝 破 セ ラ レ タガ、 尤 モ至 極 ノ名 言 デ アル。 世 ノ

頑 迷 ニ シテ聰 明 ナ ル學 究 者 ヨ、 願 クハ偏 セ ズ、

阿 ラズ、 刮 目 シテ～全静 二事 實 テ凝 覗 直観 シテ、
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眞 理 テ把 握 スル コ トニ努 力 セ ラ レヨ。 軍 期 間 内

二於 ケ ル海猿 ノ接 種 實 験 、 シカ モ ソ レガ、 唯 一

代 通過 ノ ～ニ ヨ ツ テ、 攣 異 性 菌 株 ガ果 シテ結 核

菌 ヨ リ ノモ ノデ アル カ、 否 カ テ決 定 ス ル ナ ド・

云 フ コ トハ、 不 可 能 デ アル ト云 ラ コ トテ、 弦 二

重 ネ テ強 調 シテ置 ク。

第七章 結核菌ノ濾過性問題

結 核 菌 ノ濾 過 性 病 原艦 二就 イテ、仔 細 ナ ル観 察

テi途ゲ タル ハ、FonteS(12`llテ 以 テ噛 矢 トス ル。

氏 ハ、 濾 過 液 ノ接 種 ニ テ ハ、 第 一 代 ノ海猿 二於

テ ハ、 只 局 所 ノ病 攣 ノ ミデ アル ガ、 之 テ更 二第

二 代 ノ海狽 二直接 接 種 スル ト、 典 型 的結 核 病墜

テ生 ジタ.Honduroyu.Vaudremerc1L'1,iハ 「シ

ヤ ンベ ラ ン」L3ノ 濾 液 ニ ヨ ツ テ、 結 核 テ惹 起

セ シムル コ トガ出來 、 且 ツ 「グ リセ リ ン」馬 鈴 薯

上 二結核 菌 テ畿 育 セ シ メ得 タ ガ、 此 ノモ ノハ

容 易 二 「ヱ ム ル ヂ オ ン」トス ル コ ト ガ 出 來 ル。

Valtis(122)ハ 、1喀疾 テ1'シ ヤ ンベ ラ ン.!L2デ 濾

過 セ ル モ ノー ヨツ テ、淋 巴腺 二墜 化 子認 メズ、

肺 臓 二結 核 病 攣 テ認 メ タ.Durandu.Vaud-

remer(123)ハ 、濾 過 性 病 原 膿 ニ テ ・・、 初 メ・・非 典

型 的 ノ病 攣 デ ア ツ タ ガ、 後 二至 ツ テ、 典型 的 結

核 病 攣 テ生 ジ タnValtis(12↓1ハ 更 一二6例 ノ喀 擁

ノ濾 液 二於 テ、 初 メハ、 局 所 ノ淋 巴腺 腫 脹 デ ア

ツ タ ガ、 後 二肺臓 ノ肝 慶 テ認 メ タ.

Besangonu.且onduroy(125)及Arloingu.Du-

fort(126)ハ 、 多 数 ノ實 験 例 ニ ヨツ テ、 濾過 性 病

原禮 ラ認 メ、Dufort(12nハ 、30例 ノ結 核 患 者 ノ

喀 疾 ノ濾液 二於 テ、結 節 ヲ作 ラズ 消耗 シテ艶 死

ス ル モ ノ ト、 散 在性 ノ淋 巴腺 結 核 テ作 ル モ ノ ト

ガ アル。Veber(128)ハ 、 典 型 的 桿 菌 テ 認 メ タ肋

膜 滲 出液 中 二、 濾過 性病 原 鷹 ノ存 在 ろル コ トテ

認 メ、Durantki29)ハ 、多 数 ノ實 験 例 ニ ヨ ツ テ、

濾過 性病 原 膿 ハ、 超顯 微 鏡 的 、 非 抗 酸 性 デ、

培 養 不 可能 デ アル。Honduroy(13・},Arloingu.

Dufort(131),Calmette(132)等 ハ 、 結 核 菌 ノ濾 過

形 ハ 、 海瞑 ノ胎 盤 ラ通 過 シテ、 胎 見 二感 染 可 能

デ アル。Valtis(133)へ 結核 デ死 亡 セル 小 見 ノ

淋 巴腺 カ ラ、 濾 過 性 病 原膿 ラ 得 タ。 此 ノモ ノ

ガ、動 物 實 験 上、迅 速 二死 ノ轄 蹄 テ トル ガ、 抗 酸

性 病 原 龍 テ認 ムル モ ノ ト、 然 ラザ ル モ ノ トガ ァ

ッ タ。Valtis,(1'、4)Negr6u.BouquetFontes1:;5)

等 ハ結 核 性 材料 撒 種 テ濾 過 シテ、 数 代 ノ累 代 接

種 ニ ヨ ツ テ、 動 物 二 結 核 テ 惹 起 セ シメ得 タ。

Verdina(136)へ 結 核 菌 ノ 濾 過 性 テ認 メ ル ガ、

此 ノモ ノハ培 養 不 能 デ アル。Couvelaire1`}iノ ノ・、

結 核 二罹 患 セル母 禮 ノ胎 見 ノ淋 巴腺 及 内臓 産 出

物 テ海狸 二注 射 セル ガ、 コ レ等 ノモ ノへ 結 核

テ起 サ ヌ ガ、 淋 巴腺 二 抗 酸 性 菌 デ 認 メ タ。 故

二、 結 核 病 原 膿 ハ、 胎 盤 ヲ通 過 ス ル ト云 フ コ ト

ガ極 メ テ明 白 デ アル。 更 二、Fontes(1「 ・8)ハ、 廣

汎 ナ ル研 究 ノ結 果 、 濾 過 性 病 原 禮 ノ存 在 ラ盆 ヒ

確 實 ニ シタ。 穎 粒 ハ檜 殖 ノ中 心核 デ、 生 活 軍 位

デ ア ツテ、 穎 粒 ・・Conidien二 相 當 ス ル モ ノ

デ、 形 態 的 ニ ハ相 異 ス ル ガ、 生 理 學 的 ニハ 「プ

ロ トゾ ア」ノ檜 殖 ノ際 ノ核 二 相 當 スル モ ノデ ア

ル。 穎 粒 ノ本 態 テ究 メル タ メ ニへ 穎 粒 二富 メ

ル材 料 テ濾 過 ス ル コ トハ、 最 モ適 當 デ ア ル
。 彼

ハ、抗 酸 性 菌 ラ認 メヌ膿 汁 テざ ル ケZ
三2ヒ ド濾

過 管 デ濾 過 シテ、 海狽 二注 射 セル ガ、 初 代 二於

テハ悉 ク凡 くごテ ノ臓 器 二抗 酸 性 菌 子認 メズ、 唯

局所 ノ淋 巴 腺 ニ ノ ミ穎 粒 テ認 メ、 此 ノ脾 臓 ノー

部 テ摺 ツ テ、更 一 海狽 二 注 射 スル時 ハ、 脾 、

肺 、 淋 巴 腺 等 ノ切 片標 本 二於 テ チー ル、 グ ラム

染 色 、 共 二陽 性 ノ結 核 菌 テ認 ムル ニ至 ル ガ、 何

レニ於 テ モ、 一致 シタ ヤ ウナ結 核 性 組 織 反 慮 テ

認 メ得 ナ イ。弦 二於 テ、 氏 ハ所 謂 潜 伏 性 結 核 ナ

ル モ ノ ・謎 テ、動 物 實 験 二於 テ解 キ得 タ リ ト唱

ヘ タ。 注 射 テ行 ハ レ タ 海 狽 ハ 、 外 観 的 二健 康

デ、 特 別 二結 核 病 攣 デ認 メ ヌ ガ、 抗 酸 性 穎 粒 及

桿 菌 テ讃 明 スル コ トガ出來 ル 。 帥 チ實 験 的 二潜

伏 状 結 核 ナル モ ノテ謹 明 シ得 タ ノデ アル。

Vaudremer(1:一}9)ハ 、更 二研 究 テ進 メ テ
、 濾 過 性
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病 原 盟 ラ盆 ㌃確 認 シテ居 ル。・Lucksch(140)ハ 、 下

級 ノ綜 状 菌及 「ヂ フ テ リー」菌 ガ、 濾 過 性 テ有 ス

ル コ トヨ リ推 シテ、 凡 ベ テ下 級 ノ統 状 菌 二類 似

セル モ ノデ、 小 ナ ル穎 粒 テ形 成 ス ル モ ノへ 濾

過 性 デ アル。 例 ヘ バの 結 核 菌、 癩 菌 、 「ア クチ

ノ走一 チニス」「ヂ フ テ リー」菌 ナ ドハ、 必 ズ濾 過

性 病 原禮 テ有 スル モ ノデ アル。

斯 ク ノ如 ク、 著 明 ナ ル學 究 者 ノ多 撒 ガ、 濾過 性

病 原 罷 テ認 容 シテ居 ル ニ モ拘 ラズ、 他 方 二於 テ

ハ、之 テ否 定 スル者 ガ アル 。例 ヘ バ、Fessler(141)

Pinner(142)等 デ アル ガ、 ピ ン ネル ハ、 彼 ノ行 ツ

タ方 法 デハ 、 結 核 菌 ノ純 培 養 二於 テ、 濾 過 性病

原 禮 テ認 メ ヌガ、 肉汁 培 地 ノ濾 液 ハ 、 海猿 二封

シテ或 ル病 攣 テ起 スガ、 此 ノ病 憂 ノ原 因 ハ 、 生

活 セル菌 艦 ニ ヨ ツテ生 ズ ル モ ノデハ ≠ イ。 其 ノ

理 由 ト シテ、 コ ノモ ノハ、 耐 熱 性 デ アル 、 動 物

累 代 通 過 ガ不 能 デ アル、 故 二斯 カル攣 化 テ起 ス

原 因 ハ恐 ラ ク 「ツベ ル ク リ ン」類 似 ノ「ツベ ル ク

ロ トキ シ ン」ニ ヨル モ ノデ アル。

結 核 菌 ノ濾 過 性 病 原 艦 テ否 定 スル モ ノハ、 結 核

病 慶 テ組 織 二認 メ得 ナ ィー 種 ノ 攣 化 テ 「ッベ ル

ク ロ トキ シ ン」ノ作 用 二 因 ル モ ノ ・如 久 解 繹

シテ居 ル ガ、 注 射 テ幾 度 力繰 リ返 シテ行 ツ タ揚

合 ナ レバ ィザ知 ラズ、 唯 一 同 ノ注 射 ニ ヨツ テ、

「トキ シ ン」ガ斯 カ ル永 績 的 ノ病 攣 テ貼 ス ト云 フ

コ トハ到 底 考 へ 得 ラ レヌ不 合 理 ナ 否定 ノ言 葉 デ

アル ト思 フ。Pinnerノ 唱 ヘ ル ガ 如 久transmis-

sibleデ ナ イ ト云 フ コ トモ、 實 験 ノ 仕 方 ニ ヨ ツ

テ相 違 オ起 ス コ トガ ア リ得 ル カ ラ 當 ニ ハ ナ ラ

ヌ。 且 又、 動 物 二累 代 通 過 不 能 ノ場 合 ガ ア ツ タ

ト假 定 シテ モ,濾 過 性 病 原 禮 へ 存 在 シ テ居 ナ

カ ツ タ トハ断 言 出來 ナ イ。 何 トナ レバ、 濾 過 性

病 原 膿 ノ相 ノ如何 ニ ヨツ テ ハ、窄 レニ累 代 通 過

二堪 へ難 イヤ ウナ モ ノモ ア リ得 ル カ ラ デ アル。

叉 、 比 較 的 耐 熱 性 デ アル ト云 フ コ トモ、 濾 過 性

病 原 禮 ハ 、穎 粒 、Conidia芽 胞 ノ如 キ モ ノニー

致 スル モ ノ デ ア レバ、ソ レハ、假 令、Endospore

テ形 成 冬 ル細 菌 ノ芽 胞程 二耐 熱 性 デナ ク トモ、

比 較 的 耐熱 性 デ ア リ得 テ モ余 等 ハ 寧 ロ當然 ノ出

來 事 デ アル ト思 フ。

余 等 ガ、 從 來 行 ヘ ル實 験 ノ結 果 ヨ リ見 テ・ 濾 過

性 病 原盟 ナ ル モ ノハ、 必 ズ アル モ ノ ト信 ズ ル。

此 ノ病 原 鵠 ハ、 海 狽 實 験 上、 累 代 通 過 可 能 デ・

初 代 二於 テ ハ、 悉 ク典 型 的 結 核 病 攣 テ何 レ ノ場

所 ニ モ作 ラ ヌガ、 淋 巴 腺 ニ ノ ミ非抗 酸 性 或 ハ抗

酸 性穎 粒 テ認 ム。 次 第 二動 物 通 過 ラ累 ヌ ル ニ從

ツ テ、 淋 巴 腺 二抗 酸 性 桿 菌 ヲ認 ム ル ニ至 リ、次

二諸臓 器 ニ モ典 型 的 結 核 病 攣 テ起 シ、 典 型 的抗

酸 性 桿菌 テ認 ム ル ニ至 ル モ ノデ アル。 此 ノコ ト

ニ就 イテ ハ、 後 二債1ホ詳 論 ス ル。

動 物 二累 代 通 過 スル コ ト轟 ヨツ テ、 典 型 的 結核

病 攣 テ生 ぜ シメ タル 揚 合 二於 テ ス ラモ反 封 設 テ

唱 ヘ ラル ・者 ハ 、 ソ レハ實 駿 経 過 中 二於 ケ ル・

海猿 ノ結 核 自然 感 染 デ ア ラ ウ ナ ド ・推 定 セ ラ レ

ル ガ、 是 ハ、 一 種 ノ與 太 力毫 蘇 者 カ ノ言 葉 デ ア

ル。 斯 カル暴 言 ハ、 殊 更 二否 定 セ ンガ爲 ノ雑 言

トシ カ受 取 レヌ。何 トナ レバ、 海 猿 二於 ケ ル實

験 的 病 理 ガ開 カ レテ ヨ リ以 來 、 實 二無 撒 ノ實 験

例 ガ繰 リ返 シテ行 ハ レテ居 ラル ・ノ デ アル ガ、

海猿 二於 ケル結 核 ノ自然 感 染 ナ ル報 告 ハ、 余 等

ハ遺 憾 乍 ラ、甚 ダ淺 見 ノ爲 力、 未 ダ登 見 スル コ

トガ 出來 ヌ。余 等 ハ、 嘗 テ、 「ス ク ア リ ン」テ注

射 シ テ、 一 千 撒 十 匹 ノ海 狽 ラ撲 殺 剖 見 シ タ コ ト

ガ ァル ガ、 自然 感 染 二因 ル ガ如 キ、典 型 的 結核

病攣 ノ存 在 セル モ ノテ1匹 タ リ ト錐 モ、認 メ タ

コ トガ ナ カ ツ タ。 唯往 々海 狼 ニハ 、 一 見 結 核 病

慶 二類 似 セ ル組 織 攣 化 ラ起 ス揚 合 ガ他 ノ細 菌 、

特 ニ ゲ ル トネル菌 ノ菌 血 症 ノ結 果 トシテ認 ム ル

コ トガ屡 ≧ アル ガ、 此 ノモ ノデハ、 勿 論 抗 酸 性

穎 粒 モ桿 菌 テ モ認 メ得 ヌ、 又 、 仔 細 二病 理 學 的

二観 察 ス レバ 、 結核 病 攣 ト相 違 スル コ トハ無 論

デ アル。 此 ノ コ トニ關 シテ ハ 、共 同 作 業 者 ノ1

人 、 高 崎圃 ガ詳 細 ナ ル著 テ公 ニ シテ居 ル。

今 、假 り一.海 猿 二於 ケル結 核 ノ自然 感 染 ナ ル

モ ノガ ア リ得 ル モ ノ ト推 牢 シテ モ、 ソ レハ冠驚ラ

ク嶢 天 ノ星 ノ如 久 寂 蓼 々 タル モ ノ 去 殆 ド闘

題 覗 サ ル可 キ程 度 ノモ ノデハ ナ ィコ トハ明 白 デ

ァル。.斯 ク ノ如 キ累 代 通 過 實 験 が、 繰 リ返 シテ
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陽 性 テ示 ス トス レバ、 之 テ疑 ヒ、 且 ツ否 定 スル

モ ノハ、 先 ヅ以 テ、 其 ノ者 ノ頭磯 ノ確 實 性 二就

イ テ、糺 ス必 要 ガ アル ト思 フ。 況 ンヤ、 海猿 二

於 ケル 累代 通 過 ニ ヨ ツ テ起 ル結 核 病 攣 ハ 、突 拍

子 モ ナ ク、 各 種 ノ臓 器 二 出 現 ス ル モ ノデ ナ ク

テ、其 ノ獲 生 二至 ル過 程 ハ、 極 メテ正 規 的 二自

然 的 デ ァル コ トカ ラ推 察 スル モ、 是 ガ攣 異 セ ラ

レタル結 核 菌 二由來 セ ル モ ノデ アル ト断 定 スル

コ トニ、 何 等 疑 念 テ介 左 セ シム可 キ鹸 地 ガナ イ

ト信 ズ。 帥 チ、 初 メ ハ局 所 ノ淋 巴 腺 ノ ミニ非抗

酸 性穎 粒 乃 至 球 菌 テ認 メ、 次 デ、抗 酸 性穎 粒 、

粗 大 ナル抗 酸 性 桿 菌、 次 二結 核 菌 様 抗 酸 性桿 菌

歌 二至 ル ガ如 キ、規 則 的、 逐 次 的、 還 元 経 路 テ

タ ドリ、 最 後 二諸 臓 器 二典 型 的 ノ結 核 病 憂 テ認

ムル ガ如 キ事 實 ハ、 既 二余 等 ノ幾 度 力繰 リ返 シ

テ、 相 違 セル各 菌 株 二 就 イ テ 行 ヘ ル實 験 デ ァ

ル。7 -⊥ ∠z五 ノ濾 過 性 病原 禮 ノ實 験 纒路 ト至

極 近 似 シテ居 ル。

最 早 、 斯 カ ル實験 ノ結果 二封 シテ ハ、毛 頭 、 疑

フ可 キ鮎 テ見 出 サ ナ イ ノ ミナ ラズ、 フ ・ ンテ ス

ノ言 フガ如 ク斯 カ ル實 験 ノ結 果 ニ ヨ ツ テ所 謂

latente,larvierte,kryptogenetischeTuber-

kuloseod.Praetuberkulosisナ ド ・唱 ヘ ラ

ル ・モ ノ ・原 因 モ閑 明 セ ラ レ、 更 二進 ンデ ハ、

從 來病 因不 明 ノ結 核 性疾 患 ト推 定 セ ラ レタル モ

ノ ・本態 テ モ開 明 出來 ル 時 節 ノ到 來 スル ニ至 ラ

ン コ トテ余 等 ハ希 望 スル。

次 二、 攣 異 セ ラ レタル結 核 菌 ガ、 再 ビ動 物 通 過

法 ニ ヨ ツテ原 結 核 菌 二還 元 スル トスル モ、 ソ レ

ガ必 ズー様 二梅狸 二起 ラナ ィ コ トガ不 思議 デ ア

ル ト批 難 スル モ ノガ アル ガ、 既 二憂 異 ト云 フ現

象 其 ノモ ノガ、 一 檬 二規 則 立 ツ テ登 來 ス ル モ ノ

デハ ナ イ ト云 フ コ トハ、 動 植 物 界 テ通 ジテ ノー

般 的 ノ通 則 トシテ認 ノ ラ レテ居 ル。 攣 異 性結 核

菌 株 ガ原 形 二還 元 ス ル場 合 ニ モ、 凡 ベ テ ノ實 瞼

動 物 二、 同檬 ノ攣 化 ヲ起 シテ還 元 ス ル ナ ド・云

フ コ トハ ア リ得 ナ ィ。 マ 様 二螢來 セ ザ ル コ ト

ハ、 攣 異 テ物 語 ル寧 ロ當 然 ノ出來 事 デ アル
。

第八章 攣異性結核菌二關スル余等ノ實験

從 來 、 攣 異 性結 核 菌 二關 スル業績 ノ殆 ド大 多 撒

ノモ ノハ 、試 験 管 内 二於 テ行 ヘル モ ノデ
、 生物

禮 内 ヨ リ ノ實 験 ト シテハ、 肋 膜 滲 出液 、 喀 疾 或

ハ皮 膚 結 核 ナ ドニ於 テ
、 睾 レニ攣 異 形 ノ存 在 テ

報 ジタル ニ過 ギ ナ ィ。Plaハ 海狽 二於 テ其 ノ接

種 部 位 テ熱 器 法 テ施 ス コ トニ ヨツ テ、攣 異 性結

核 菌 テ該接 種 部 二認 ム ト云 フ實 験 テ行 ツ テ居 ル

ガ、 果 シテ ドノ程 度 二出來 ル モ ノ々経 験 ガナ ィ

カ ラ断 言 ハ出來 ナ イ ガ、 恐 ラク菌 株 ニ ヨ ツテ難

易 ガ ァ リ、 毎 常 出 來 ル ト云 フモ ノデハ ナ ク、 唯

偶 援 的 二登 スル モ ノデ ア ラウ。 又 、 生物 膿 内 一

於 ケ ル攣 異形 トシテ、從 來 一 般 二注 目 セ ラ レ、

且 ツー般 的 二認 容 セ ラ レテ居 ル モ ノ ト シテハ、

周知 ノム■Z穎 粒 形 デ アル。 其 他e・、近 時 、 レー

立 王Lとス タ ィ ン等 ニ ヨ ツテ唱 道 セ ラ レ タノレ、 流

血 中 ノ結 核 菌 ノ培 養 法 デ アル ガ、是 ハ、 元 來結

核 菌 テ検 出 シテ診 噺 ノ目的 ト シ タ モ ノデ アル

ガ、 此 ノ操作 二於 テ、 甚 ダ屡 庵正 膣 ノ分 ラヌ、

抗 酸 性菌 乃 至 ハ非 典型 的結 核 菌 テ報 ズ ル モ ノガ

多 イ ノ デ アル ガ、 余 等 ノ考 察 スル庭 デ ハ、 是 等

ノ大 多 数 ハ、 攣 異 性 結 核 菌 デ ア ラ ウ ト信 ズル。

又 、 近 時 、 獣 醤 學 者 ノ方 面 カ ラ「ツベ ル ク リ ン」

反 慮 陽 性 ナ ル家 畜 ノ淋 巴 腺及 其 他 皮 膚 病 竈 ナ ド

ヨ リ、 同様 二、研 究者 ノ意 見 デハ、 正 罷iノ分 ラ

ヌ ト云 ッ タ抗 酸 性菌 テ多撒 二分離 セ ラ レテ 居 ル

ガ、 是 等 モ、 其 ノ大 多藪 ノモ ノへ 攣 異 性 結 核

菌 二属 スル モ ノ ト、 余 等 ハ 凡 ソ断 定 シ テ揮 ラナ

イ。

扱 、余 等 ノ憂 異 性 結 核 菌 テ得 タル方 法 ハ、 從 來

多 ク行 ハ レタル 、試 験 管 内 二於 ケ ル モ ノ トハ全

ク異 リ、先 人 ノ未 ダ企及 セザ ル方 法
、 即 チ余 等

ノ唱 フル 「ス ク ア リ ン」テ注 射 後
、 直接 流 血 中 ヨ

リ攣 異 性 菌 テ獲 得 ス ル モ ノデ アル カ ラ、 同 ジ

久 穎 粒 型 或 ハ球 菌 ト構 スル モ、 試 験 管 ヨ リ得
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タ ル モ ノ トハ、 其 ノ間 二 生 物 學 的 ノ 性質 二於

テ 、 甚 ダ シキ差 異 予示 ス コ トガ有 り得 ル ト思 バ

レル。 何 下ナ レバ、 生 艦 内 二於 ケル攣 異 ハ、 試

験 管 内 二於 ケル モ ノニ比 較 シテ、 各 種 ノ生 物 學

的 威 力 が之 二加 味 セ ラル ・カ ラデ アル。

以 下 、 余 等 ノ實 験 ノー二部 子詳 記 シテ、 攣 異 菌 二

關 スル識 者 ノ猛 省 ヲ促 ス所 以 デ ァル。

實 験 方 法

/1ナ ル操 作 テ 施 シ テ 製 出 セル 「ス タ ア リン」

C36且5。 二相 當 ス ル:炭化 水 素(其 ノ製 出法 ノ詳 細

ハ、 綾 報 トシテ近 々公 表 ノ準 備 中)テ 結 核 罹 患

者 或 ハ罹 患 セ シ メ タ ル 動物 ノ筋 肉 内、 皮 下 、

胸 、 腹 腔 内或 ハ 脊髄 腔 内、 肺臓 實 質 内 血管 道

内等 二注射 スル 、其 ノ注 射 量 バ ー 定 シ テ 居 ラ

ヌ。1同0.1-15蝿 ノ間 デ ア ル。大 多 数 ハ、

注 射 後20一 一24時 間 ラ経 過 シタ ル 後 二、 無 菌 的

二静 脈 血 テ採 血
、 之 テ 約 囁 氏50-55度 二加 温

溶 解 セ シメ タル 、滅 菌3%普 通 寒 天 培 地 二直 チ

ニ1昆入、(寒 天 培 地約5耗 二封 シテ、血 液2髭 乃

至3耗 テ注加 。)内容 テ良 ク 混 和 セ シメ タル後

二、2個 ノ滅 菌 「シャー レ」二迅 速 二移 シテ、 扁

ZF板 培 養 テ作 りテ血 温 二貯 蔵 シテ、襲 生 ス ル 「コ

ロニr一一」テ分 離 ス ル コ ト ・ シタ。 同時 二、注 射 前

ノ血 液 二就 イテ モ対 照 實 駿 テ施 シ タモ ノモ アル

ガ、 直 チ ニ本 實 験 ノiテ 探 ツ タ場 合 モ アル。 培

地 ハ、 他 ノモ ノ、 例 ヘ バ、 肉 汁或 ハ卵 黄 水 ノ如

キ モ ノ テ使 用 スル モ差 支 ヘ ナ シ ト思 ハ ル ・モ、

是 等 ノモ ノー テ ハ、 著 シ ク漏 濁 与生 ジテ不 便 ナ

ル ト、 且 ツ凡 ソ幾 日後 二 「コ ロニー 」ガ搬 生 ス ル

モ ノデ アル カ テ決 定 セ ンが爲 二、血 液 寒 天扁Z卜

板 培 養 テ探 ル コ ト・ シタ。 昭和5年5月 以 降 、

昭和11年9月 二至 ル マ デ ニ培 養 テ試 ミタル 数、

結 核 患 者 二於 テ、192例 デ、 「コ ロニー 」陽 性 ナ

ル モ ノ102例 ラ示 シ、 此 ノ内、 注 射 前 二於 ケ ル

対 照培 養 テ 行 ヘ ル モ ノ31例 デ、 内 「コ ロ ニー」

陽 性 ナ ル モ ノ3例 デ アル。 結 核 二罹 患 セ シメ タ

ル家 兎 二於 ケル 培 養 数45同 デ、 内 「コ ロ ニー」

陽 性 ナ ル 毛 ノ10例 テ示 ス。 結 核 二 罹 患 セ シメ

タル 漁獲 或 ハ 生結 核 菌 ヲ注 射 ス ル ト同 時 二「ス

タ ア リ ン」デ注 射 シテ培 養 テ 行 ヘ ル モ ノ数 百頭

二及 ベ ル モ海 狸 ニバ 、他 菌 ニ ヨル菌 血 症 テ屡 亙

自然 二叢 生 シテ、 實 験 ノ結 果 テ甚 ダ シ ク擾 胤 セ

ラ レ、 正 鵠 ナ ル判 断 ヲ下 ス ニ、 頗 ル難 澁 テ感 ゼ

ル が故 二、途 中 二於 テ此 ノ法 ラ廃 止 シタ。 健 康

人(臨 休 的 、 血 清 學 的及 「レ ン トゲ ン」所 見等 ニ

ヨ リテ精 査 ノ結 果)ト 認 メ タル モ ノ18例 二於 テ

ハ、 「コロ ニー 」全 ク陰 性 テ示 シ、健 康 家 兎12例

二於 テモ亦 同様 悉 ク陰 性 デ アツ タ。

以 上 連 尺 タ培 養 全 艦 テ通 ジテ、 一一見 シテ雑 種 菌

ノ「コ ロ ニー」ト思 ハ ル ・モ ノ、 或 ハ血 清 乃 至免

疫 過 敏性 反慮 等 ノ實 験 ノ結 果 カ ラ判 断 シテ、 毫

モ特 異 性 ヲ認 メ得 ザ ル 爲 二、 他 ノ雑 種 菌 ト推 定

シ タル モ ノハ 、偉 力 二7例 テ認 メ 夕 雲 過 ギ ナ

イ。 故 二周 到 綿 密 ナル 注 意 ノ下 二無 菌 的 二行 ハ

レタ ル、 血液 寒 天扁 平 板 培 養 二於 テ ハ、 他 菌 ノ

遊 人登 育 スル が如 キ コ トハ、 豫 想外 二僅 少 デ ア

ル コ トが 分 ル。

既 二、 詳 説 シタ塵 デ アル ガ、 使 用 λル 「ス タ ア

リ ンJノ 性能 ノ如 何 ニ ヨ ツ テ、其 ノ生 物 學 的作 用

二於 テ、 著 明 ナ ル差 異 テ起 シテ來 ル カ ラ、 陽 性

比 率 二於 テモ甚 グ シイ動 揺 が起 ツ テ來 ル。 殆 ド

斯 カ ル攣 異 性 菌 ノ「コ ロ ニー」テ流 血 中 ヨ リ培 養

シ得 ザ ル が如 キ、謂 ハ ・"、生物 學 的 二 「イ ン ァ ク

チー フ」ト思 ハ ル ・モ ノカ ラ、殆 ド結 核 性疾 患

ノ者 二封 シテへ100%… 於 テ斯 カル攣 異 性 結 核

菌 テ流 血 中 ヨ リ培 養 ス ル コ トが出 来 ル モ ノモ ア

ル。 斯 ク「ス タ ア リ ン」ノ生物 學 的 作 用 二於 テ相

異 貼 ラ生 ズ ル所 以 ノ詳 細 ナ ル實 験 二就 イ テ ハ、

続 報 二於 テ、 近h公 表 ス ル準 備 中 デ アル。

余弦 二、 前 述 シタル 陽 性 成 績 テ 示 セ ル 「コ ・ 一

一」ヨ リ分 離 培 養 テ行 ヒ タ ル 菌 株 ニ テ比 較 的 各

方面 ヨ リ詳 細 ナ ル観 察 テ 逡 グ得 タル菌 株37例

二就 イテ戦 記 テ試 ミル。

第1例 ■ ♀32:Lj・ 診断、 両側性混合

型室洞性肺結核及左側癒著性肋膜炎及腸結核喀

疾 内結核菌G.VII・

試験 日時及用量1930,2/B、 「スクァリン」5qG

筋肉内注射。
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血温24時 間後 二於 テ、培 地 表 面 二粟粒 大 、小 集

落1個 テ認 ム。 乳 白色 、 牛 透 明、 扁 平 ニ シテ、

周縁 正 風、 漁 潤 、 滑 澤 、 「テー ル」染 色 ニ テ検 ス

ル ニ、桿 菌 及大 小不 同 ノ穎 粒 形等 テ混 在 シテ、著

明 ナル多形 性 テ示 ス、 穎 粒 状 ノモ ノハ,悉 ク「チ

ア ノブ イル」デ アル ガ、 桿 菌 ハ穎 粒 テ 有 スル モ

ノ ト然 うザ ル モ ノ トガ ア ツ テ、 繊 細 ナ ル モ ノ梢

肥 大 セ ル モ ノ等 テ認 メ、 大 小 不 同 デ ア ツテ、 悉

ク「フ ク シ ノフィル」デ アル。 此 ノ集 落 ノ「グ リセ ●

リ ン」肉汁 移 植 培 養24時 後 ノ所 見 ハ、 一 様 二液

が漏 濁 ラ 生 ジ、管 底 ニハ、・常 費 白色 ノ所 謂Zo-

oglearmassテ 作 り、振 盈 ス レバ、龍 巻状 或 ハ

喀 疲 状 テ呈 シ螺 旋 状 二浮 揚 スル。 爾 ホー 屈 強 ク

振 盈 ス レバ、 全 ク全 液 二Zド等 二分散 ス。 テ ー ル

染 色 上、 「チ ア ノ フィル」ノ「ミク ロ コ。クス」少数

ノ抗 酸 性 穎 粒 、 褐 色 乃 至 淡 紅 色 ト認 メ ラル ・無

形 状 或 ハ網 状 テナ セル物 テ認 ム。 之 テペ トロ.

フ培 地 二移植 ス ル ニ、1熱 性 ノ 「コ ロ ニー」ラ生

三 中央部穂 隆起 シテ、淡 黄白色 チ_ル 染

色 上、抗 酸或 ハ非 抗 酸 性 穎 粒}伏桿 菌 テ認 ム。(約

典 型 的 結核 菌等 大)。 ペ トロ.フ 培 地 ヨ リ「アル

カ リ」卵 黄 水 培 地 二移 植 スル ニ、畿 育 良 好 、4日

目 二於 テ、著 明 二洞 濁 スル モ凝 固 セ7.。 テー ル

染 色 上、穎 粒 性粗 大 ナ ル桿 菌 及 「ミク ロ コ,ケ ン」

穎粒 等 テ混 在 シ、 著 シ ク多型 的 デ、染 色 上 二於

テモ抗 酸 性,非 抗 酸 性或 ハ夫 レ等 ノ移行 的 ノモ

ノナ ドテ認 メ、 又著 シ ク多染 色 性像 ラ呈 ス.補

膿結 合抗 元 性能 働 力(十)。

第2例 ■ ♂28:Lj.診 断 、 右 側 滲 出 型

室 洞 性肺 結 核 及1熱性肋膜 炎喀 疾 内結 核 菌G.IV.

試験 旧 時及 用 量 、1930、21/X、 「ス タ ア リ ン」5

CC筋 肉 内注射 。

24時 間後 、培 地面 二白 色透 明、周 縁 梢{不 規 則

ナル扁 平 漁 潤 ナ ル、 小 集 落1個 テ認 ム。 テー ル

染 色 上、 大 小 不 同 ノ穎 粒 、小 球 菌 、桿 菌 テ混 在

シテ著 シク多 形 性 デ染 色 的 ニ モ抗 酸 性 ト非抗 酸

性等 テ認 ム。 之 ヲ 「グ リセ リン」肉 汁 二移植 スル

ー、 第1例 二比 較 シテ登 育 緩 徐 ニ シテ、24時 間

後 二於 テ ハ、殆 ド透 明 ニ テ、 著 攣 ラ認 メ ス。 血

温7日 後 二於 テ、液 バー 様 二強 ク溜 濁 ス。 エ:ニ

ル染 色 上 、排 列 整 然 タ ル殆 ド等 大 ノ「ミ クロ コ・・

ケ ン」状 ノモ ノ ・ ミ テ 認 ム。染 色 上 ニ 八相 為緑

色 ノ色調 テ帯 ブ。 之 ヲ 「アル カ リ」卵 黄 水 培 地 二

移 植 シテ1週 間後 二於 テ ハ、多 形 性 ノ「コ ・ケ ン」.

穎 粒 、 窄 レニ穎 粒 性 桿 菌 テ交 へ、 大 多 数 ノモ ノ

ハ、 「チ ア ノ フィル」デ、 少 数 二「フ ク シ ノ フィル」

!モ ノテ認 ム。 締 盟 結 合 性能 働 力(+)。

本 例 ハ、 「ス タ ア リ ン」テ肋 膜 腔 内 二注射 ス ル コ

トニ ヨ ツ テ、 其 ノ滲 出液 ヨ リモ、 多数 ノ多様 形

テ示 ス「チ ア ノ フィルiノ 球 菌 性 「コ ロニー 」テ生

ジ、 此 ノモ ノモ、 同 様 二血 清 學 上特 異 性 能 テ示

スo

第3例 ■ ♂31L・j.診 断 、 増;殖 性雨 側 ・

上 葉 肺結 核 喀 疾 結 核 菌G.VII・

試 験 日時1931、10/1、 「ス タ ア リ ン」20G筋 肉:

内注射 。

48時 間後 、培 地 表 面 二灰 白色 、牛 球 状 透 明漁 潤 、

滑 津 正 固形 、 周縁 正 シク明瞭 ナ ル小集 落2個 テ

生 ズ。 テー ル染 色 上 音藍 色 テ呈 ス ル短 桿菌 ヲ'認

メ、 同時 二少 数 ノ抗 酸 性 ノモ ノ テ含 ム。 「グ リ

セ リ ン」肉 汁 二移 植 シテ24時 間 後 二於 テ、平 等

二潤 濁 シテ殆 ド管 底 二 登 育 セ ズ。 チー ル ニ デ

ハ、 緑 青 色 テ呈 スル整 然 タル 同大 ノ穎 粒 形 ヨ リ

ナ ル。 「グ リセ リ ン」肉汁 培 養 ヨ リ「ア ル カ リ」卵

黄 水 培 地 二移 植 シテ、4日 目 二於 テノ、、 良 ク登

育 シ、 著 明 二掴 濁 スル モ凝 固 セズ。 大 小 不 同 ノ

穎 粒 デ、 染 色 状 態 ハ濃 淡 甚 ダ不 同 デ アル。 神 髄

結 合 性 能働 力(十)。

第4例 ■ ♂16Lj.診 断 、 混 合 型 右 側

上葉 肺 結核 及 右側 乾 性 肋 膜 炎 、 腸 結 核 、 喀 疾 内

結核 菌 、G.III.

48時 間後 二、培 地 面 上 二、 白色 透 明、扁 李 、 正

圓、 周縁 正 シ ク明瞭 ナ ル漁 性 滑 澤 ナル 小 集 落1

個 テ生 ズ。 之 テ 「グ リセ リン」肉 汁 二移 植 シ タル

モ ノハ 、24時 間 二於 テ、平 等 二著 明 二掴濁 シ、

管 底 二Zooglearmassテ 形 成 ス。 テー ル染 色 一

上i殆 ド同 大 ノ整 然 タル 「チ ア ノ フィル」ノ穎 粒 .

テ認 ム。 之 テ 「グ リセ リ ン」「アル カ リ」卵 黄 水 雲、



30 鴻 上 外 六 氏=Squaleneヲ 生 化 學 的 二活 性 化 セ ルSqualin二 關 ス ル彊 學 的 研 究 【第15巻

移 シテ、4日 目 ノモ ノハ甚 グ シ ク 多 形 性 ニ シ

テ、球 菌 駄 、 穎 粒 、 短 連 鎖 状 或 八四 聯 球 菌 状 ノ

モ ノナ ドテ混 在 スル。 全 部 非抗 酸 性 デ アル。 神

燈 結 合 性 免 疫 元 性(+)。

第5例 ■ ♀18L・j.臨 本的診 断 、 滲 出

性 両側 肺 結 核 及 腰 膜 炎喀 疾 内結 核 菌G.X.

試 験:日時及 用 量1930,2/XI、 「ス タア リ ン」2

QC筋 肉 内注 射 。

24時 間 後 。 培 地 表 面 二、白色 透 明 ナ ル微 細 ナ ル

集 落2個 テ認 ム。 正 風 ナ ル モ 中央部 稽 ≧凸 隆

シ、 周縁 正 シク、 滑 澤 、 漁 潤 ナ リ.テ ー ル染 色

上、 青柴 ス ル墜 球 菌(肺 炎 墜 球 菌 類 似)ガ 大 部 テ

占 メ、 時 トシテ此 ノ モ ノ が短 連鎖 状 テナ シ、 連

鎖 状 隻 球 菌 テ作 ル。 此 ノ外 一 「チ ア ノフィル」ノ

穎 粒 テ少数 二認 ム。 此 ノモ ノ ラ 「グ リセ リ ン」肉

汁 二移 植 シテ、24時 間後 ノ所 見 ハ、 著 明 二液

が漏 濁 シ、管 底 二粘 液 塊 状 物 質 ラ止 メ、 淡褐 色

テ呈 ス。 テー ル染 色 上 、 「チ ア ノフィル」多 形 性

穎 粒 及少 数 ノ桿菌 テ認 ム。之 テ 「グ リセ リ ン」「ア

ル カ リ」卵 黄 水 培 地 二移 シテ、4日 目 ノモ ノノ、、

著 明 二登 育 シテ管 底 二粘 液 様 塊 テ作 り、 之 テ振

盈 ス レバ、 第1例 ノ却 久 容 易 二 「ホ モ グ ー ン」

トナル。 神 燈 結 合 性 抗 元 能 力(+)。

第6例 ■ ♂16:Lj.診 断 、 増 殖 性 右 側

上葉 室 洞 性 肺 結 核 、 睦帳 内 結 核 菌 陰 性 、 ・補給 反

慮 強 陽性 、

試 験 日時及 用量 、1931,16/H、 「ス タ ア リ ン」2

C.C.肺臓 實 質 内注 射 、

24時 間 後1培 地面 一 白 色周 縁 多 少 黄 色 、 露 滴

状 、 微 細 ナ ル集 落1個 テ認 ム。 正 圓 、 周 縁 正 シ

ク明 瞭、 滑 澤 ニ シ テ1無性 、 テー ル染 色 上 、 同

大 、 同形 ノ穎 粒 が大 部 テ占 メ殆 ド大 部 八音 染 セ

ラル ・モ 時 ト シ テ 租 ㌃緑 紫 色 テ呈 ス ル部 テ認

ム。 其 ノ他 青柴 ス ル桿 菌 テ少 数 二認 ム.之 テ 「グ

リセ リ ン」「ア ル カ リ」卵 黄 水培 地 二移 植 シテ、4

日目 ノ補 禮 結 合 性能 働 力(1/1。)。

第7例 ■ ♀18:Lj.診 断 右 側 肺 門結

核 及 周 囲 炎喀 疾 内結 核 菌 陰 性 、 神 髄 結 合 反 応 弱

陽 性 。

試 験 日時 、1931、22/1、 「ス タ ア リ ン」2cc肺 臓

實 質 内注 射 。

6日 目後 二培 地 面 上 二、 白色 透 明微 細 ナ ル小 集

落1個 ラ認 ム。 滑 澤 漁 性、ZF扁 ニ シテ正 圓 、 周

縁 稚R不 明瞭 テー ル 染 色 上 、 微 紅 紫 色 チ呈 スル

殆 ド同大 ノ墜 球 菌 デ アル。之 テ 「グ リセ リン∫ ア

ル カ リ」卵 黄 水 二移 植 シ テ4日 目 ノモ ノハ、 良

ク登 育 シ、 著 明 二掴 濁 ス ル モ凝 固 セ ズ。 テー ル

●染 色 上殆 ド悉 ク青染 セ ラル ・多 型 性 ノ軍 球 菌 歌

テ ナ シ、 神 髄 結 合 性 能 働 力eん)。

第8例 、 ■ ♂22Lj.診 断 、 肺 尖 浸 潤 、

喀 疾 内結 核 菌 陰 性。 神 髄 結 合 反 応 中等 度 陽 性 。

試 験 日時 及 用量t「 ス タ ア リ ン」2cc.肺 臓 實 質 内

注 射 。

24時 間 後 、 培 地 表 面 二、白色 透 明小 集 落1個 テ

認 ム。 滑 澤 、1黒性 、扁 李 、 正 圓、 周 縁 明瞭 ニ シ

テ規 則 正 シ。 テー ル染 色 上 、 微 青 色 ヲ呈 スル繊

細 ナ ル小 桿 菌i睾 レニ穎 粒 テ有 スル モ ノア リ。

「グ リセ リ ン、 アル カ リ」卵 黄 水4日 目 ノモ ノハ

青 柴 スル大 小 不 同 ノ桿 菌 デ、 補 禮 結 合 性 能 働 力

C/10)。

第9例 ■ ♀27Lj.診 断 、 滲 出 性 両 側

肺 結 核 、 喀 疾 内結 核 菌G.IV.

試 験 日時 及 用量 、 「ス タ ア リ ン」2qG肺 臓 實 質 内

注 射。

48時 間 後 二、 透 明 白 色 ノ小 集 落2個 テ培 地 表 面

二認 ム。 滑 澤 、重熱性 扁 平 、 正 圓、 周 縁 部 正 シ ク

明 瞭 、 テー ル染 色 上,細 長 ナ ル抗 酸 性 桿 菌 、 大

多数 ハ強 度 二 濃染 セ ラル ・ワ タ ク・ マー チ ツ

シュ」ノ穎 粒 ヲ細 胞 内 二有 ス。之 テ 「グ リセ リ ン、

アル カ リ」卵 黄 水 二 移植 セ ル モ ノハ、 螢 育良 好

ニ シテ、 液 内 ニ モ 登 育 ス ル ガ、 管 底 二沈 下 シ

テ.Mucoidノ 性 状 テ トリ、 網 状 或 ハ樹 枝 状 テ

呈 シテ登 育 ス・ 著 明 二漏 濁 ス ル モ凝 固 セズ。 抗

酸 性 テ呈 ス ル 粗 大 長 桿 菌 デ、 其 ノ 「プ ロ トプ ラ

ス マ 」ハ明 、暗 ノ層 が 翻 犬テ ナ シテ交 互 二存 在

ス。 其他 少 数 ノ孤 在 性 細 胞 外航 酸 性 穎 粒 乃 至

「コ ・ケ ン」獣 ノモ ノテ認 ム。 神 髄 結 合 性 能 働 力

(10/1。)。
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第10例 、■ ♂19Llj.診 断 混 合型 南側

肺 結核 喀 疾 内結 核 菌G.X.

試 験 日時 及 用 量1930,24/XI,「 ス タ ア リン」3

αc筋肉 内注 射 。

3日 目 二培 地 面 上 二灰 白色 ヲ呈 スル小 集 落3個

テ認 ム。 中央 部 梢 篭隆 起 シテ周 縁 菲 薄 ニ シテ不

正 凹凸 ア リ。 光輝 ア拘 モ、 梢i乾 性 粗 デ アル。

チニ2ヒ染 色 上、 青 緑 色 ラ呈 ス ル短 小 桿 菌 デ、 之

テ 「グ リセ リ ン、 ア ル カ リ」卵 黄 水培 地 二移 植 シ

テ4日 目 ノ モ ノへ 良 ク登 育 ス ル モ凝 固 テ起 サ

ズ。 青染 スル桿 菌 が多 撒 テ 占 メ、 他 二 「コツ ケ

ン献 ノモ ノテ少数 二 認 ム。補 禮 結 合 反 慮 抗 元

性(5/1。)。

第11例 ■ ♂26Lj.診 断 、 左側 増 殖性

室 洞 性 。 肺 結 核 、 左 側 癩 者 性 肋膜 炎及 微 意喀 疾

内結 核 菌G.1.

試 験 日時1930,2/X皿 、 「ス タ ア リン」2cc.肺 臓

實 質 内注 射 。

24時 間後1培 地表 面 二 白色 、 漁 性 滑 澤1扁 平、

正 風 周 縁 整 然 タ ル小 集 落1個 テ生 ズ。 チ「 ル染

色 上、 比 較 的肥 大 セル桿 菌 及 穎 粒 、 細 長 ナル桿

菌 等 多形 性 デ悉 ク 青柴 セ ラル 。 之 テ 「グ リセ リ

ン、 アル カ リ」卵 黄 水培 地 二移 植 セル モ ノハ、桿

菌 ノ外 一、 抗 酸 性 微 細 ナ ル穎粒 テ認 ム。 神 燈結

合 性 抗 元 能 力(1/1。)。

第12例 ■16L・j.診 断 、 血 行播 種 性粟 粒 結

核 喀 疾 内結 核 菌G.VI.

試 験 日時及 用量 、 「ス タ ア リ ン」2cc筋 肉 内注 射

24時 間後 、 培 地 表 面 上 一.悉 ク一 様 ナル 白色 透

明サ ル小 集 落6個 テ生 ズ。 白 色、 透 明t扁 平正

圓周 縁 部 正 シ ク明瞭 、 漁 ニ シテ光 澤 ア リ。 チ一

生 染 色 上 、殆 ン ド不 染 色 歌 ニ テ菌 盟 テ微 力 二認

ム ル程 度 ニ シテ穎 粒 状 テ 呈 ス。 之 テ 「グ リセ リ

ン、アル カ リ」卵 黄 水 二培 養 シテ4日 目 ノモ ノハ

大 小不 同 ノ球 菌 ニ テ、 少 数 ノ連 鎖献 トナ レル モ

ノモ ァル、 或 ハ 「テ トラゲー ヌ ス」歌 ノモ ノテ認

ム。 青 柴 スル モ ノが多数 デ アル ガ、 其 ノ状態 ハ

濃淡 頗 ル不 同 デ アル。窄 レニ弱 抗 酸 性 テ示 ス モ

ノ ガ アル。 管 底 二Mucoid状 テナ シ テ 良 ク褒

育 ス ル モ凝 固 セ ズ。神 燈 結 合 性能 働 力(7ん)。

第13例 ■32:Lj.診 断 、右 側 肺 尖 結 核 喀

疾 内結核 菌 陰 性 、神 燈 結 合 反 慮(±)。

試 験 日時及 用 量 、1930。14/1,「 ス タア リ ン」1

QG筋 肉 内注 射 。

29時 間後 培 地 表面 上 二、 微 細 ナル 肉眼 的 ニ ハ殆

ド同様 ノ 小 集 落3個 テ 認 ム。 其 ノ肉眼 的 所 見

ハ、 第12例 二殆 ド同 ジ クチー ル染 色 上 、 殆 ド

不 染 性 ニ シテ、 微 カ ニ菌 膿 テ認 メ得 ル程 度 ノ穎

粒 デ アル。 此 ノモ ノテ 「ペ トロッフ」卵 黄 「ア ル カ

リ」水、 卵 黄 牛乳 二移 植 シテ4日 目 ノ所 見 ハ、

ペ トロ ッフ培 地 ノモ ノハ
、 テー ル ニ チハt抗 酸

性 テ呈 ス ル比 較 的 粗 大 ナ ル穎 粒 、 淡 赤 紫 色 テ呈

ス ル小 或 ハ 中等 度 ノ穎 粒 。 ム.フ 染 色 ニ チハ、

桿 駄 苗標 ノ モ ノ ハ 陰 性 気 穎 粒 状 ノモ ノ ハ陽

性 、 グ ラム染 色 デ ハ大 穎 粒 ハ陽 性 、 小 穎 粒 ハ陰

性 。

卵 黄 牛乳 培 地 ノモ ノハ 、 テー ル ニ チ ハ青 柴 スル

網 状 二排 列 ス ル穎 粒 、 ム ー7…LZ染色 ニ チ ハ陽 性 ト

陰 性 トノ穎 粒 雑 然 ト シ テ 混 在 シ、大 小甚 ダ不

同、 グ ラム ニチ ハ 陽性 穎 粒 。

卵 黄 「アル カ リ」水 培 地 ノモ ノハ、 テー ル ニ チ ハ

抗 酸 性 ノ饗 球 菌 及 穎 粒 、 ム.フ ニテ ハ、 大 小不

同 ノ穎粒 ニテ陽 性 ト陰 性 ト ノモ ノが混 在 ス。 補

禮 結 合 性 能 働 力(3/1。)。

第14例 ■ ♀20:Lj.診 断 、 滲 出性 室 洞

性 両側 肺結 核 睦蕨 内 結核 菌G.X.

試 験:日時及 用 量 、1931、18/1,「 ス タ ア リ ン」2

QG筋 肉 内注射 。

48時 間後 、 培 地 表面 二、 灰 白不 透 明 性 比 較 的 大

ナル集 落2個 ラ認 ム。 表面 凹 凸 ア リテ周 縁 モ明

瞭 ナ ラズ、 梢Z粗 ニシ テ乾 性 デ アル、 微 ヵ 二級

髪 状 ラ ナ ス。乏二:2ヒ染 色 ピ 青 藍 色 テ呈 ス ル桿 菌

デ穎 粒 ラ有 スル モ ノ ト然 うザ ル モ ノ トガ アル 。

關節 様 ノ節 テ有 スル モ ノ、或 ハ棍 棒 状 二腫 大 セ

ル モ ノ等 ア リテ、 所 謂 「ヂ フテ ロ イー デ」攣 形 テ

呈 スル モ ノナ ドガ ア ツ テ、 多 形 性 デ アル。 「グ

リセ リン、 アル カ リ」卵 黄 水 培 養4日 目 ノモ ノ

ハ、 青 柴 ス ル桿 菌 ノ外 一
1穎 粒 テ認 ム。 又 此 ノ
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外 二少 数 ノ抗 酸 性 穎 粒 テ認 ム。 著 明 二漏 濁 ス ル

モ凝 固 セ ズ。 補 盟 結 合 性 能 働 力(3/、。)。

第15例 ■ ♂31Lj・ 臨休 診 断 、 混 合 型

南 側 肺 結 核 喀 疾 内結 核 菌G.II・

試 験 日時 及用 量 「ス タ ア リン」2αc筋 肉 内注 射

48時 間後 、 培 地面 上 二正 固 形t扁 平 、白 色 透 明

ナ ル小 集 落1個 ラ認 ム。 周 縁 正 シ ク、 明 瞭 ニ シ

テ滑 澤 ニ シテ1熱性 デ アル。 テー ル 三 テ赤 紫 色 テ

呈 スル穎 粒 デ アル。 之 テ「グ リ セ リ ン、 アル カ

リ」卵 黄 六 二 移植 シテ4日 目 ノモ ノへ 良 ク獲 育

シテ管 慶 雲Mucoid撒 物 質 テ 作 ル。 多 形 性 及

多 染 色 性 穎 粒 及 球 菌 デ ア ル。精 農 結 核 性 能 働 力

(ヲ1。)。

第16例 ■ ♂29L・j.診 断 、 増 殖 性 右 側

上 葉 室 洞 性 肺 結 核 嘲 爽 内結 核 菌 陰 性 。

試 験 日時 及 用 量1931,13/∬ 、 「ス タア リ ン」.2

CG筋 肉 内注 射 。

48時 間後 、培 地面 上 二小 集 落1個 テ認 ム。 白色

透 明、 其 ノ状 殆 ド第15例 ノ如 シ。 五 二と 染 色

上 、 「チ ア ノ フィル」ノ小 穎 粒 。 之 テ 「グ リセ リ ン

アル カ リ」卵 黄 水 培 地 二移 植 シテ、4日 目 ノモ ノ

ノ・、 「チ ア ノ ブtル 」 ノ多形 性穎 粒 。補 禮 結 合 性

能 働 力(ソ1。)。

第17例 ■ ♂42L・j.診 断 、 混 合 型 雨 側

室 洞 性 肺 結 核 、 喀 疾 内結 核 菌G.II.

試 験 日時 及 用 量 「ス タ ア リ ン」2QC肺 臓實 質 内

注 射 。

48時 間 後 培 地表 面 二1個 ノ小 集 落 テ生 ズ。其 ノ

肉 眼 的 所 見 ハ 殆 ド第15例 二同 ジ。 テー ル染 色

上 弱 抗 酸 性 テ示 ス短 小桿 菌 及 穎 粒 、 「チ ア ノブ・

ル」ノ穎 粒 等 が混 在 ス ル。 之 テ「グ リセ リ ン、 ア

ル カ リ」卵 黄 水 二移 植 シテ4日 目 ノモ ノハ、獲 育

梢 ≧緩 徐 デ、 抗 酸 性及 非 抗 酸 性桿 菌 及 穎 粒 。 神

髄 結 合 性 能 働 力(3/1。)。

第18例 ■ ♂23L・j.診 断 、 増 殖 性 両 側

上 葉 肺 結 核 及 右側1熱性 肋 膜 炎、._p内 結 核 菌

G.VI.

試 験 日時 、1931,20加,「 ス タ ア リ ン」2cβ 筋 肉

内 注射 。

3日 目 二培 地面 上_、2個 ノ小 集 落 テ認 ム。 何

レモ、 同 様 デ扁 平 、 白色 透 明、 周 縁 明 瞭 正 シ・

漁 性 ニ シテ滑 澤 、 テー ル染 色 上 、全 ク青 柴 スル

穎 粒 或 ハ 「ミクロ コック ス」ラ認 ム。 之 ヲ1グ リセ

リ ン、 アル カ リ」鍾回黄 水 二・移 植 シテ4日 目 ノモ

ノ・・、 良 ク叢 育 シテ 管 底 二Zooglearmassテ

作 ル。 神 髄 結 合 性能 働 力.曳ワ1・)。

第19例 ■ ♂18:Lj.臨 休 的 診 断 、 血 行

播 種 性 全 身 性粟 粒 結 核 、 喀 疾 内結 核 菌G・V・

試 験 日時 及 用量1930,25/V皿 、 「ス タ ア リ ン」

1.6αc筋 肉 内注 射 。 ・

24時 間後 、 培 地面 上 二、 精 微 黄 白色 、 漁 性 光 澤

ニ シテ、 正 圓 、 中央梢 ≧隆 起 セル 周縁 正 シキ、

小 集 落6個 ヲ認 ム。 テー ル染 色 上、 全 部 青 柴 セ

ラル ・規 則 正 シ キ 「ミク ロ コ,ク ス」。 之 ラ 「グ

リセ リ ン、 アル カ リ1卵 黄 水 二培 養 シ タル モ ノ

ハ、 同様 ノ青染 セ ラル ・「Lク ロ コ 、クス」ニテ

管 底 二Zooglearmassテ 作 ル。 補 盟 結 合 性 能

能 働 力(5/、。)。

第20例 、■ ■ ■29:Lj.臨 休 的 診 断 、 増 殖 性

右 側 上 葉 室 洞 性 肺 結 核 、 喀 疾 内結 核 菌G.L

試 験 日時 及 用量 、1931.3/VI、 「ス タ ア リ ン」1.5

C.C.筋肉 内注 射。

48時 間後 、培 地 面 上 二、2個 ノ小 集 落 テ認 ム。

其 ノ肉眼 的 所 見 ハ、大 農 第19例 二同 ジ。 テー ル

染 色 上音 染 ス ル 「ミク ロ コ ッ クス」「グ リセ リ能

ン、 アル カ リ」卵 黄 水4日 目培 養 ノ 神 燈 結 合 性

働 力 馬ワ1∂。

第21例 、■ ♂61Lj.臨 躰 的 診 断 、 滲 出

性 両 側 肺 結 核 及徽,{真、 喀 疾 内結 核 菌G.VI.

試 験 日時 及 用量 、1931、23/IV、 「ス タ ア リ ン」2

qG筋 肉 内注 射 。

48時 間後 、 培 地 面 上 、1個 ノ小 集 落 テ生 ズ。 其

・ ノ肉眼 的 所 見 ハ、 第18及19例 二殆 ド同 ジ。 テ

ー ル染 色 上 音染 ス ル 「ミ クロ コックス」之 テ 「グ リ

セ リ ン、アル カ リ」卵 黄 水 二移 植 シテ4日 目 ノモ

ノ ・補 盟 結 合性 能 働 力(ワ、。)

以 上記 載 シタ ル21例 マ デ ハ 悉 ク注 射 前 二於 ケ

ル 血液 寒 天培 養 テ試 ミタ ル モ 「コロ ニー 」陽 性 テ
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示 スモ ノ1例 モ ナ シ0.又 記 載 セ ラ レ タ ル、■

■t■ ■、■■ 隊 ■■■ 、■ 、■ ノ6例 二於

テ ハ、 普 通 寒 天 培 地 二培 養 シタル モ ノテ鉤 竿 年

間、室 温 暗 所 二貯 蔵 シタ ル モ ノニ就 イテ、テー ル

染 色 テ施 シテ検 鏡 ス ル ニ、 悉 ク 「チ ア ノ フィル 」

第1表

ノ大 小 不 同 ノ穎 粒 乃 至 「コ。ケ ン」歌 う呈 シテ居

ル ガ、 是 等 ノモ ノニ就 イ テt更 二他 ノ細 菌 學 上

ノ研 索 テ試 ミタ結 果 ハ、 第1表 ヨ リ第7表 マ デ

ニ示 シ タ通 リデ アル。.,

又 、 以 上6種 ノ菌 株 テ1936,14/1二 「グ リセ リ

普通 寒天斜面上 二於 ケル攣異性結 核菌鍬株 二於 クル外観 的観察

(1933、1111普 疸寒天 二移植 シ1936、131L観 察)

鱒
＼
、

サ

＼
観

大

外
一

厚 サ

形 状

若 色

表 面

周 縁

構 造

臭

■■■■ ■ ■■ ■ ■1■ ■ 囲 ■■
直径1.5mm2,,

肥 厚 性

正圓乃至類圓

淡 灰黄 色

セ
晴
李
豚

リ

起
部

扁
澤

ア

隆
心

リ
滑
輝

部

中
ナ

、光

央

モ
ト
性
状

中

ル
状
漁
脂

正 圓 明瞭

無紋水滴状

ナ シ

淡黄灰白

中心部 膀闘犬二

突起 ス、灘性
滑澤豚 脂状

1-4,,4,,

,,

癒合 セルモ
ノ八苦状

濠赤濃貰
も

無 紋

灰白淡黄

癒 合 セ ル モ
ノノ・菊 花状

,,

露滴半球状

無 紋

第2表 各 種 培 地 二於 ケ,レ細 菌學 的 實験 「グ ラ ム」陰性 「コ ロニ 三 」)

(1933,26/1、 移 植、1933,27JI、1観 察)

株
＼
薯》鈴馬

牛 乳
「ラ ク ム ス モ ル ケ」

切
篭

ω
凶o
添
o
ミ

「デ キ ス ト ・ 一 ゼ 」

乳 糖
「マ ン ニ

ッ ト」

「ノ イ ト ラ ノレ ロ

ー ト ア が 一 ル」

「グ ラ チ
判

「
天

■■■ ■ ■ ■■■■■■■■ ■■■■■■ ■

i白線色菲薄1榿 黄色菲薄

蓼 委掘1

'「=
…

・ 一

++1

-
1一}

±

-
[

十

糠 育漁 謙 化杁 蝶3藷 謂 液化ナシ
液 化 ナ シ

色、朝顔 花朕}状・淡紅色 色

・麓 真白融

、釘
状 濃餅紅 色

血 液 寒

液化 ナ シ、針
状帯紐灰 白色

十

液化 ナ シ、釘
状 淡紅色

第3表 前 表 二 同 「グ ラ ム」陽性 「コ ロニ ー」二於 ケ ル實 験(1933、171皿 、移 植 、1933、18凪 観 察)

菌 株

培 地 ＼ 西 ゴ ー ■■■
1 ■■■l

j

=

雨霧

ω凶
o
評o

署

「デキス ト　 劃
± ± 」二一 「 一 一

±

乳 糖: 一
f6

一 一 一 一 一

「マ ソ ニ
ツ トゴ

一 一 '二
一 ± 一
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「ラ ク ムス モ ル ケ」

肉 汁

「ノ ,イrラ7レ ロ ー ト

ア:が 一 ル 」

「グ ラ チ ソ」

菌膜 ナ.」上清
透 明管底登育

紅色表面固形
釘扶 壁育
「カ.ス」(一)

、

壁
液

二
色

ミ
紅

ノ
黄

シ

面
談

ナ

表
育

化

前 回號 育「
が ス」(十)、

登 育 不 良「
カ.ス」(什)

蛋育不良
液化ナシ

=一1

針状紅色「
ガス」(+)

釘状紅色「
がス」(什)

釘 状 紅 色「
カ.ス」(一)

色
盲
シ

白
猿
ナ

灰
状
化

粧
釘
液

註 、 「ノイ トラ ル ロー トア が一 ル 」二蛋 育 セ,レ鷲 澤 、 安 部 、 大 卒 ハ 「グ ラ ム」

二 陰性 デ非 抗 酸 性 、 池 内 ノ・「グ ラ ム」陽 性 非 抗 酸 性 、 「ゲ ラ チ ソ」登 青 毛

,レ大 卒 ノ・抗 酸 性 及非 抗 酸 性 桿 菌 及 「コッケ ソ」

第4表 以 上 菌 株 ノ稚 く陳 奮 ナ ル 「グ リセ リ ン」肉汁 培 養 ノ染 色 検 鏡 所 見

(1933,141皿 、 移 植 、1933、21VI、 観 察)

菌 株
●

「テー ルがベット」染色 ニ ヨル菌型態及染色状
一 一

■ 青菜或ハ紫赤色乃至抗酸性球菌

■ 「チア ノフィル」ノ球 菌及 著 シク膨 大 ナル桿菌 ニテ1個 乃 至3個 ノ濃染 ス ル顧 粒 ヲ有 シ

鞘腕豆状 ノモ ノア リ液面 二菲薄 ナル被膜 ヲ形 成ス

■
一

「チ ア ノフ
ィル」ノ球 菌

「チ ア ノ フィル」及 「フ 〃 シ ノ フィル」ノ顧 粒 、 球 菌及 桿 菌 混 合■
液面 二菲薄 ナル被膜 ヲ形 成 シ1-3個 ノ濃染 スル顧粒 ヲ有 ス ル膨大 ナ ル桿 菌 ニテ安部
ト同形、悉 ク青柴 ス ルD■

一

「チ ア ノ ブ。ル 」ノ球 菌■
第5表 前同憂異菌株間二於ケル化學的殺菌刺二野スル抵抗試験

清 …毒 刺 Sublimat Kresol Carbol
}一

消 Ob ○
1

9{99 ○ ○ ○ ○ 二 一 ・ ○ ○
菌 株 毒 ●1● ● ● 二 二 ● ● ● ● ●

寝 癖 ○ ○ ○ ○ 五 二 一 一 ○ ○ 五 一

漬(%)
○ ○
一 ゆ ○ ○ ○ ○

時 五 一 〇
五

OlO

三1一間 .一1

1min 十 什 十十 柵 一 一 什 十十 一 十十1帯
一i_

帯L二 卜
1一一一暉一

1一 一

_電 一 一一 一 一 一一 曹 一 一 一 一 一
3ノ 十 十十 朴 帯 一 一 骨 十十 一

土i土. 柵
一 一一 一一帰一 一 一レ 一 一 　 1一 一 一 ●一 一一 層一一一 一 一 一 一 一

5, 一 一 十 什 十十 柵 一 一 十 什 一 柵
一1一 一一 薗一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 三降一

■ 10ノ 一;一 十 督 什一 柵 二
一 一 一 十十 一 柵一1一 一 一 一 一9一 一 一 一 亀一 一

20! 一 一 一 ■ 什 朴 柵 一 一 一 十十 一
二L吐 柵

『o__一_ 一一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
30ノ

冒

一 一 一 什一 十十 柵 一 一 一 十, 一 一
一 十 柵

一 一 一 一 一 ●一 一 一一 } 一 一 一 一 一 『
70! 一

._=_一 一
一 朴 柵 一 一 一 一 一 一 十 鼎

一 一_一 一 畠

1! 一 一 什 柵 柵 十H・・
一 一 十 十 一 一 柵 柵一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 『

3ノ 一 一 十 柵 柵 柵 一 一 一 十一
一

一
一

一
柵一 柵一 一 一一 一 一 一 一 一 一 『

5ノ 一 一 一 十十 柵 柵 一 一一 一 十 一 一 什 帯一 一 一 一 一 『一 一 一 ,一 一一一 一

■ 10ノ 一 一 一 十十 帯 帯 一 一 一 十 一 一 卦 柵一 一 一 ,一 軍一 一一一 一 一 一.一 一 _一 一
20ノ 一 一 一 什 什 柵 一 一 一 十 一 一 什 柵
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第7表 前同菌株 ノ海狽;實験(各 菌株共 普通 寒天斜面7日 目培養 ノモ ノヲ各海狽;二封 シ

1110mgヲ 右側腹部皮下注射rス 試験 日時1933、251皿 撲殺 日時1933,25/QII)

τ1

1菌 株

注射後
所見

注射
前饅重

撲 殺 時 盟 重 及 所 見
}

レー一メ ル
補結反磨一_一 一 一一 …一 一一 一塵一 一

髄i剖 見 所 見i培 嶽 臓 服 氏 反 慮

騰 厩 穂1罹幽 顧粒及1±濾253武3638局 部淋巴腺翻 腫大ス・
.

剃
`
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陽 性 「チ ア ノ フィ ル」頴 粒 及_
■ 瀬23・13・2":局 部淋巴腺著明腫大ス 1球菌少数抗 酸頬杖

,,252 4933、11/10弊 死 、原 因 腸 炎 / / /

,,340

■ … 一241

34・":局部淋巴囎 明腫大ス 撫 種難 紘 繭 少+

379,,局 部淋巴腺著明腫大 ス 雛 酸欝 松 館 少1±

十

390,,247
i

1,2631371,,

■1"

L260
1,,242

■;,,280

2721390,,

局部淋巴腺著明腫大ヌ 陽 性、青染頴粒 、球 菌、少'籔
抗酸性顧粒1

局部淋巴腺著明腫大ス 青葉、頴粒及球菌

局部淋巴腺著明腫大ス …青柴球菌

357"局 部淋 巴腺著明腫大 ス 青葉球菌
　

330,,局 部淋 巴腺 著明腫大 ス 青葉顧 粒、球菌、少数抗 酸
性頬 杖、桿菌

402"局 部淋巴腺著明腫大ス 青葉顧粒及球菌

266370,,局 部淋 巴腺著 明腫大 スi青 葉顧粒 及球菌

271 1933,2/Q弊 死 、 原 因不 詳
●/

/ /

,,253■; 青 柴顕 粒及球 菌少数抗酸性369":局舗 巴腺糊 鰍 ス 騨

"2491298"1局 謝 巴腺湖 月重大 ス
1青葉顧粒及球 菌少数抗酸性

顎 紐 一i

■1
,,280

,1273

391"局 部淋巴腺著明腫大ス 壷染球菌

1398"漏 部淋 巴腺著明腫大 ス 青 葉 球菌
i

"263;379"局 部淋 巴腺著明腫大 ス 虫染頬 杖及 抗酸性顯1粒

ン」肉汁 二移 植 シ、1936、19/1二 観 察 ス ル ニ、

悉 ク良 ク養 育 シ、管 底 三兄 ベ テZoo91earmass

テ形 成 シ、 肉 汁液 ハ殆 ド透 明 デ アル。 振 盈 ス レ

バ、 龍 巻 状 或 ハ螺 旋 状 二巻 キ上 り、 一層 強 ク振

盈 ス レバ、 肉汁 二 「ホ モ ゲ ー ン」二分 散 ス。液 面

ニ ハ被 膜 テ形 成 セズ。 チー ノk染色 上 、 「チ ア ノ

フ ィル」ノ大 小 不 同 ノ穎 粒 及 球 菌 状 ナ ル モ、 大

盤 、 寒 天斜 面 ノモ ノヨ リモ、 菌 型 膨 大 セル テ認

ム。 大 多撒 バ グ ラム陽 性 デt陰 性 ノモ ノハ 、菌

ノ團塊 テ ナ セル 部 二少 数 認 ム。

以 上掲 表 セル鷲 澤 以 下 六 株 ノモ ノハ、 普 通 寒 天

培 地 二移 植 シテ保 存 セル モ ノハ、 大 禮 二於 テ、

検 鏡 的 所 見 ハ類 似 セル モ ノナ ル モ、 之 テ種hナ

ル培 地 二移 植 シテ比較 ス ル時 ハ、 其 ノ性 状 全 ク

相 一 致 セル モ ノナ シ。 或 ハ、 瓦斯 ラ形 成 スル モ

ノ ト、 然 うザ ル モ ノ トガ アル。 又 瓦斯 テ形 成 ス

ル モ ノモ、 特 殊 培 地 上代 テ重 ヌ レバt忽 然 ト シ

テ形 成 セ ザ ル ニ至 ル。 帥 チt其 ノ性状 八極 メテ

移 動 性 デ アル。 故 二、 是 等 ノモ ノニ封 シテ劃 然

タ ル一 般 ノ性 駄 テ定 ムル コ トへ 殆 ド不 可能 デ

モアリ、且ツ無意義 デアル。特 二攣異菌株ハ、分

離當時 二於 テ移動性が甚 ダシイ。然 シ乍 ラ、是

等 ノモ ノテ、特殊培地上二久 シク馴 ラサシムル

時ハ、其 ノ攣異 セラレタル状態二於 テ性状が固

定セラレテ容易二移動 セザルニ至ル。ヅ般的二

見テ、「コ,ケ ン」歌舞毒性 トナ レル攣異性結核

菌株 ハ、典型的結核菌 二比較 シテ、熱及化學的

薬品二封 スル抵抗性 が薄弱 デアルガ1攣 異セル

菌株相互間二於テハ、是等 ノモノニ封 スル抵抗

力 二於 テモ、各h多 少 ノ相違 テ認 ム。是ハ、軍

ナル外観上、或 ハ検鏡上 ノ所見二於 テ相類似 セ

ルモ、其 ノ生物學的攣異 ノ相 カラ観 レバ、各々

相違 スル虎 ガアル爲デアル。次 二、是等六株 ノ

海狸 二於 ケル實験 ノ結果ハ、殆 ド悉 ク相類似 シ

テ居ル。全 ク無 毒性 トスレバ、海狸 が撒 ケ月 テ

経過 シテ、淋巴線 が著明二腫大 シ、且ツ之三原

菌株 ト穂 相似 タルモノ及抗酸性 ノモノ等 テ認

メ、培養モ可能 デハ有 リ得 ナィ筈 デアル。原菌

株 ト淋巴腺 二認 ムルモ ノトが形態的 二著攣 ラ示

サ ヌト云 フコ トハ、攣異性結核菌 デアル ト云 フ
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コ トニ封 シテ疑 義 テ置 ク者 モ.アル デ ア ラウ ガ攣

異 相 ノ程 度 ニ ヨ ツ テ,海 猿 …代 通過 ノ ミニ テ

ハ 、 夫 レ程 ノ著 攣 テ認 メ得 ヌ コ トハ、後 設 ス ル

實 験 二徴 シテ モ、 至極 明 白 ナ當然 ノコ トデ アル

ト思 フa蓋 シ、 是等6株 二 於 ケ ル 海猿 ノ歌 態

ハ、 人 類 二於 ケ ル所 謂、 潜 伏 性 結 核 ノ類 二該 當

ス ル モ ノ ト認 ム可 キ デ アル。 是 等 、6株 二於 テ
し

モ、更 二、 海猿 ノ累代 通 過 テ行 ヘ バ、 恐 ラ ク、

後 述 スル 實験 ノ結 果 ヨ リ推 察 シテ、 諸 臓 器 二典

型 的 結核 病 攣 ラ認 メ且 ツ同 時 二典型 的抗 酸 性桿

菌 テ モ謹 明 スル ニ至 リタル モ ノナル可 シ ト思 惟

セ ラル。

次 二、 是 等 ノ菌 株 テ通 ジテ、 悉 クー 致 セル腿 ハ

是 等 ノモ ノテ抗 元 トシテ、 結 核 血 清 二特 異 的血

清 免 疫學 的 反 慮 ノ陽 性 テ呈 スル コ トデ アル。 叉

家 兎 二於 テ、 是 等 ノ死 滅 菌 ノ大 量 テ注射 スル コ

ト、一 ヨ ツ テ、 典 型 的結 核 菌 ニ テ製 造 セ ラ レタル

免 疫 元 二封 シテ、 交 錯 的 二補 禮 結 合 反 慮 ガ陽 性

テ現 ス。 海猿 二於 テハ、 生 菌 テ接 種 セルー代 ノ

モ ノハ殆 ド「レー メル」反 慮 及 補 結 反 慮共 二陰 性

テ呈 ス ル。 是 ハ、 斯 カ ル攣 異 菌 ノー代 通 過 二於

テ ハ當 然 ノコ ト ・思 バ レル。 爾 ホ、 海猿 二於 テ

ハ、 典 型 的結 核 菌 テ以 テ罹 患 セ シメ タル場 合 ニ

ア リテ モ補 結 反 慮 ノ如 キ ハ殆 ド大 多撒 二於 テ、

陰 性 テ示 ス ガ常 デ アル。 海 猿 ハ、 結 核 菌及 其 ノ

攣 異 性 菌 二封 スル補 艦 結 合 性 抗 膿 ノ如 キ免 疫 物

質 テ血 清 内 二産 出 スル コ ト、 極 メ テ不 利 ナ・ル 動

物 デ アル コ トハ、 余 等 ハ補 禮 結 合 反 慮 ノ著 述 二

於 テ、 再 三唱 ヘ タ塵 デ ア ツテ、 斯 ク ノ如 キ状 態

ハ、 海 猿 ハ結 核 菌及 其 ノ攣 異 性 菌 二封 シ テ、 極

メ テ抵 抗 ノ薄 弱 ナ モ ノ ト云 フ ー一ツ ノ謹 左 ニモ ナ

ル。 斯 カル状 態 ナ ル ガ故 二、 海猿 ニ ア リテハ,

著 明 二攣 異 セ ラ レタル結 核 菌株 ノ如 キ モ ノニ於

テモ、 其 ノ累 代通 過法 ニ ヨ ツテ、 原 形 二還 元 ガ

可 能 ナ コ ト ・ナ ル ノ デ アル。 若 シ、 海狽 ナ ル モ

ノガ、 甚 ダ シ ク、 永 ク生 存 シ得 ル モ ノ トス レ

バ・ 恐 ラ ク自褒 的 結 核 ナル モ ノモ
、 多撒 二現 レ

來 ル モ ノデ ハ ナ イ カ ト想像 出來 ヌデ モ ナ イ。

第22例 重 田 ♀18Lj.診 断.混 合型 雨側

室 洞 性 肺結 核 、 喀 疾 内結 核 菌G.VII.

試 験 日時1933,3/V皿 「ス ク ア リ ン」0.5c.a右 側

肺 臓 實 質 内注 射。

市 販 鮫肝 油 ノ貯 藏 後1年 乃 至4年 間 マ デ ノモ ノ

テ、数 種 卒等 二混 和 、眞 室 蒸鯛 法 テ2同 行 ヒ、精

製 セル モ ノ。比 重d葺00・8661、 屈 折 卒n釜1.4960。

48時 間後 、 培 地 面 上 二,1個 ノ小 集 落 テ認 ム。

淡 黄 白色 牛 透 明 、 漁 性、 滑 澤 牛 球 上 二隆 起 シ、

正 圓、 周 縁 明瞭 ニ シテ正 シ、 チー ル染 色 上 ニ テ

ハ、 殆 ド不 染 色 性 デ微 カ ニ淡 紅 色 テ認 ム。 構 造

不 明 、 レフ レル 「アル カ リ」性 「メ チー レ ン」青 ニ

テ染 色 スル ニ、 普 通 ノ病 原 性球 菌 ヨ リモ梢 ヒ小

ナ ル 「ミク ロ コ 、クス」テ認 ム(附 圖Ia)。 血 液

寒 天 ノ「コ ロ ニー」ヨ リ、 直 チ ニ普 通 寒 天培 地 二

移 植 スル ニ、 徐 々 二 登 育 シ テ、5日 目 二於 テ

ハ、 相 當 ナ ル程 度 二及 ブ。 各 「コ ロニー 、ハ融 合

シテ淡 黄 微 紅 テ呈 ス。 豚 脂 或 ハ 「ク リー ム」檬 ニ

シテ光輝 ア リ。 之 テ チー ル ニテ染 色 スル ニ、 青

染 ス ル 「ミク ロ ゴ 、ケ ン」、 牛 月 状 ノ 「コ ンカー

フ」側 テ以 テ抱 キ合 ヘ ル ガ 如 キ、 「ヂ プ ロ コ ック

ン」、 卵 圓 形 二膨 大 シ雨 端 二 濃染 セ ラル ・核 様

ノ極 弓有 スル モ ノ。 時 トシテ、 黒 紫 色 乃 至 黒 緑

色 テ呈 スル所 謂 、Chromaticmetamorphosis

テ ナ セル モ ノモ アル。 又 完 全 ナ ル、 「フ ク シ ノ

フィル」ノ細 菌 モ混 在 シ テ、 眞 二 其 ノ 形 態 上 及

染 色 上 二於 テ、 多形 且 ツ多檬 デ ア ツ テ、 混 然 雑

居 シテ、 呉 越 同舟 ノ 観 ガ アル(附 圖Ib>。 以

下 、 記載 スル5株 ・共 一.余 等 ハ之 ラS.T.菌

株 ト唱 へ 是 等 ノモ ノハ、 何 レモ補 禮 結 合 反 慮

抗 元 トシテ、優 秀 ナ ル モ ノデ、 其 ノ能 働 力 モ、

大 腱 各 々、 一一定 セ ル モ ノデ アル コ トハ、 既 二、

結 核 第14巻 第1號114)二 詳 細 ナ ル實 験 報 告 テi途

ゲ タ。 斯 カ ル事 情 ノ アル菌 株 ナ ル ガ故 二、今 、

弦 二是 等 ノ菌 株 ラ代 表 ス ル モ ノ トシ テ、 重 田株

二就 イ 乳 比 較 的詳 細 ナ ル實 験 ノ経 緯 テ記 載 ス

ル コ ト・スル・ 蓋 シ、 頑 迷 ナ ル細 菌 不 攣 論 者 ノ

蒙 テ啓 キ、 其 ノ囚 ハ レタル 因 襲 的 傳 統 的 頭 磯 テ

根 抵 ヨ リ.粉 梓 改 造 セ シ メ ン トスル意 圖 二外 ナ

ラヌ。
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過 ハ改 ムル ニ揮 ラズ、 君 子 ハ 豹 攣 ス ル 諺 モ ア

ル、 合 理 的 眞 ナ ル實 験 ノ結 果 ハ、 曲 ラズ、 ドシ

ドシ是 認 ス ル ダ ケ ノ寛 容 ガ ア ル可 キ デ アル。 是

へ 眞 二學 究 者 ノ眞撃 ナ態 度 デ アル。 閑 話休 題 、

前述 セル 普 通 寒 天5日 培 養 ノモ ノテ、 更 二 「ア

ル カ リ」 卵 黄 水及 レウエ ンス タ イ ン氏 培 地 二移

植 シタ.「アル ヵ リ」卵 黄 水 培 地24時 間 後 チー ル

染 色 ニ テ検 鏡 スル ニ、大 部 ハ抗 酸 性 ノ膨 大 ナ ル

肥 大 桿 菌 デ明 暗 ノ層 ガ帯 歌 テ ナ シル交 代 シ、 宛

モ、 「ダ ンダ ラ)縞 模 檬 テ呈 ス。 其 他 、 少激 ノ梢

結 核 菌 同 大 桿 菌 及 孤 在 性 穎 粒 、 乃 至 「コ,ケ ン」

テ認 ム。 此 他 、 非 抗 酸 性青染 セ ラル ・「コ,ケ

ン」、 「ヂ プ ロ コッケ ン」、 桿 菌 等 テ モ混 在 ス(附

圖IC)。 更 二、培 養13日 目 ノモ ノハ、チー ル デ

殆 ド悉 ク 「チ ア ノ フ,ル 」 ノ卵 圓 形 膨 大 ナル桿 菌

デ、 雨 極 二濃染 ス ルMetachromatischeK6r-

perchenテ 有 ス。 抗 酸 性 桿 菌 ハ 至 極 窄 レデ ア

ル(附 圖Id)。M培 地 二 移 植 セル モ ノ ・13日

目 ノ チー ル染 色所 見 ハ 、大 多 撒 ハ 、抗 酸 性 桿菌 、

デ肥 大 セル短 桿 菌 状 テ示 ス。 他 二少撒 ノ穎 粒 及

卵 圓 状 乃 至 「コ ソケ ン」駄 ノモ ノテ認 ム。 青 染 ス

ル モ ノ極 少 撒 ナ リ(附 圖Ie)。 更 二.同 培 地 上

二 日撒 テ重 ヌ ル ニ從 ツ テ、 次 第 二着 色 性 濃 厚 ト

ナ リ、 鮮 黄 色 テ呈 シ、 良 ク 登 育 シ、 各 「コ ロ ニ

ー」相 融 合 シテ、 「ク リー ム」状 テ呈 シ、多 少 粘 液

性 テ帯 ブ。1ケ 月 後 ノチー ル染 色 上 ニ テ ハ、 悉

ク抗 酸 性大 小不 同 ノ穎 粒 、 乃 至 「コ 、ケ ン」状 ノ

モ ノテ認 ム(附 圖If)。 染 色 的 二濃 淡 、 張弱 種

々 ナ ル程 度 テ示 ス。 更=、 此 ノ レ培 地1ケ 月 ノ

モ ノ ヨ ザ グ リセ リ ン、 アル カ リ」卵 黄 水培 地 二

移 植 シテ、40時 間 目1モ ノハ、 頗 ル良 ク瑳 育

シ、 液 内 ニ モ議 育 スル ガ、 管 底 二網 目歌 或 ハ

樹 枝 状 二排 列 シテ.Zooglearmassテ 形 成 ス。

迂=2ヒ 染 色 一 テハ殆 ド悉 ク、 抗 酸 性 肥 大 セ ル長

桿 菌 ニ テ明 嗜 ノ層 テ醐 犬 二 交 互 二有 ス1附 囲1

9)。 更 二、 此 ノ悉 ク 抗 酸 性 桿 菌 状 トナ レル モ

ノ ヨ リ、pH約7・3/20倍 「ア ル カ リ」卵 黄 水培

地 二移 植 シテ、1週 間 目侮 二、 同檬 「アル カ リ」

卵 黄 水培 地 へ 累 代 移植 テ績 ケ タ ノレニ、 次 第 二

抗 酸 性 テ清 失 シ、 青 染 セ ラル ・細 菌 檜 加 シ、 菌

形 二於 テ モ次 第 二球 菌 檬 ノモ ノ、 或 ハ卵 圓 形 ノ

雨端 二濃染 ス ル極 テ有 スル モ ノ、 或 ハ穎 粒 歌 等

ノモ ノ混 在 スル ニ至 リ、 第 六 代 目 二及 ビテ へ

全 ク悉 久 青染 セ ラル、醸 母 菌 二類 似 ス ル大 球 菌

状 ノモ へ 純 培 養 テ得 タ(附 圖Ih)。 醸 母 菌 檬 攣

異 二就 イテハ 、Pla,Reenstiera及 其 他 ノ諸 家

ガ認 ム ル慮 デ アル。 斯 カル醸 母菌 様 憂 異 ノモ ノ

モ、 血 清學 上 二充 分 特 異 性 テ示 ス。 又 、 斯 ク ノ

如 ク、醸 母 菌 様 攣 異 ラ起 セル モ ノテ、 再 二 ぺ ト

ロ 。フ培 地等 二適 當 二 移 植 ス レバ 、 次 第 二抗 酸

性 テ有 スル原 菌 二還 元 シテ來 ル。 既 二、 前 述 シ

タル ガ如 ク、 攣異 菌 株 ハ、 其 ノ分 離 セ ル當 初 二

於 テ ハ、 極 メ テ移動 性 デ攣 化 シ易 キ モ、 之 テ適

當 ノ培 地 二永 ク培 養 ス ル時 ハ、 菌 形 及 染 色 歌 態

モ攣 異 セ ラ レタル歌 態 二於 テ安 定 セ ラ レテ、 容

易 二移 動 セ ザ ル ニ 至 ル モ ノデ アル。 例 ヘ バ重

田菌 株 テ 「グ リセ リン、 アル ヵ リ」卵 黄 水 トペ ト

ロ ッフ培 地 トノ間 二、 適 當 ノ期 間 内 二、 交 互 二

移 植 テ行 フ コ トニ ヨ ツテ.次 第 二、 一 定 セル抗

酸 陞菌 ガ、 其 ノ歌 態 二於 テ固 定 セ ラ レテ 、 容 易

二移 動 セザ ル ニ至 ル。 故 二、 前 述 セ'ルガ如 キ醸

母 菌 様 攣 異 ノ如 キ モ ノハ、 分 離 當 時 二於 テハ 生

ゼ シメ得 ル モ、 一 旦攣 異 シタル撒 態 二於 テ、 其

ノ性 状 ガ培 地 上 ニ テ固 定 セ ラ レタ ル モ ノハ、 同

檬 ノ方 法 一 ヨル モ、 容 易 二同等 ノ攣 異 形 テ得 ル

コ ト至 難 トナ ツ テ來 ル。

次 二、 重 田株 二類 似 ノ菌 株 ハ、 悉 ク各種 ノ普 通

培 地 ニ モ良 ク登 育 ス ル。 「グ リセ リ ン」肉汁 、 或

ハ 肉 汁 二 良 ク 嚢 育 シ24時 間 内 二液 テ卒 等 二強

ク澗 濁 セ シメ、 管 底 二Zooglearmassテ 形 成

ス。 大 多 撒 ノモ ノハ 、数 日内 二液 面 二菲 海 ナ ル

淡 黄 色 「ベ ー ル」状 ノ被 膜 テ作 ル ガ、 其 ノ當 時 ハ

著 明 ナル鍛 髪 ヲ認 メ ナ ィ。 此 ノ被 膜 テ新 鮮 ナ ル

「グ リセ リン」肉 汁 ノ如 キモ ノニ移 植 ス レバ
、 凡

ソ20時 間 乃 至5日 目以 内 二、 表 面 テ全 部 蔽 ヒ、

更 二高 ク管 壁 二滑 ヒテ登 育 ス。 初 メハ培 養 液 チ

多 少 溜 濁 スル モ・ 培 養 テ重 ヌ ル ニ從 ツ テ、 大 多

撒 ハ培 養 液 ハ 透 明 デ・ 液 而 ト管 底 二螢 育 ス。 大
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多撒 ハ鮮燈 黄 色 デ、 典 型 的 結 核 菌 ト殆 ド同等 ノ

厚 サ、 及 ビ特 異 ノ縮 緬 状 鐡 髪 テ帯 プ.管 底 二沈

下 シテ登 育 セ ル モ ノモ、 此 ノ時 期 二至 リテ ハ、

Zooglearmassト ナ ラズ 、 典型 的結 核 菌 ノ培 養

二酷 似 シ、 脆 弱 一 シ テ 膠 著 性 ナ ク、 振 盈 ス レ

バ、 雲 母 ノ如 ク、 雪片 ノ如 ク、自由 二俘 動 スル。

「グ リセ リ ン」肉 汁培 養 ノモ ノテ、 チー ル ニ テ染

色検 鏡 ス ル ニ、培 養 ノ期 間 ノ長 短 ニ ヨ リテ多 少

ノ相 違 テ示 ス モ、 凡 ソ1ケ 月 目培 養 ノモ ノテ、

生 菌 ノマ ・固 定染 色 ス レバ、 繊 細 ナ ル穎 粒 状 或

ハ穎 粒 テ有 セ ザ ル 抗 酸 性 桿 菌 ガ其 ノ大 部 テ占

メ、其 ノ他 二穎 粒 状 、 「コ 、ケ ン」歌 、 橘 圓形 等

多 形 性 デ アル。 抗 酸性 ト非抗 酸 性 トノモ ノガ交

ル(附 圖Ii)。 然 ル ニ、 此 ノモ ノテs培 地 液 ノ

マ ・漁 熱100度 二、1時 間加 熱 シタル後 チ、 染

色 検 鏡 スル ー、 菌 形 ハ前 者 ヨ リモ、寧 ロ縮 小 シ

タル ガ如 ク見 工 殆 ド悉 ク抗 酸 性 菌 ノ ミ トナ ル

(附圖Ij)。 故 二余 等 ハ既 二論 述 セル ガ如 ク、

抗 酸 性 ノ原 因 ハ、 軍 二化 學 上 二云 フ物 質 ノ ミニ

テ へ 解 決 出來 難 イモ ノデ、 「プ ラスマ コ ロ イ

ド」ノ物 理 化 學 的 攣 化 ニ モ、重 キ テ置 カ ネバ ナ ラ

ヌ ト思 フ、

以 下 述 プル、 重 田株 二類 似 ノ菌 株 ハ、 細 菌 學 的

ノ所 見 二於 テ へ 殆 ド類 似 セル モ ノナ レ ドモ、

菌 株 ニ ヨ リ テ、 多 少 ノ相 違 鮎 テ認 ムル ガ故 二、

弦 ニー 括 シテ、 夫 レ等 ノ貼 テ述 べ テ置 ク。 小 杉

株 ハ、殆 ド全 ク、 重 田株 トー一致 ス。 萩 原 株 ハ、

全 部 抗 酸 性菌 トナ ル マ デ ニ、 甚 ダ長 期 間 テ要

シ、 且 ツ 「グ リセ リ ン」肉汁 ノ液面 ハ被 膜 テ形 成

ス ル コ トニ於 テ モ、 相 當難 澁 シ タ。 伊藤 株 ト兎

58號 株 トハ、 著 色 上、砂 シ ク紅 色 味 テ帯ゼ テ居

ル。 加藤 株 ハ 血液 寒 天分 離 當 時 ヨ リ、 既 二殆 ド

悉 ク 抗 酸性 桿 菌 デ、 鮮 黄 色 テ 呈 シテ居 タ。 但

シ、 是等 ノ6株 ハ適 當 二虎 理 シタ ル後、「グ リセ

リン・ アル カ リ」卵 黄 水 二培 養 テ行 フ時 ハ、 何

レ ノ株 二於 テ モ、途 イニ重 田株(附 圖19)二 示

スガ如 キ、 抗 酸 性 菌 ノ純 粁培 養 テ得 、 且 ツ血 清

學 的 能 働 力 二於 テモ何 レモ殆 ド甲乙 ガ ナ ィ。 次

一、 重 田 菌 株 テ≦ 或 ハ上 培 地
、 或 ハ矢 部 ノ卵 黄

「アル カ リ」寒 天 培 地 等 二 適 當 二 移 植 シテ
、 此

ノモ ノヨ リ培 地 上 ノ實 験 二於 テ、 原 形 タ ル典型

的結 核 菌 二還 元 シ得 ル ヤ 否 ヤ テ 決 定 セ ン ト欲

シ、1ケ 月 目毎 二、 移 植 シテ、 第 七代 目 二至 レ

ル ガ、此 ノ間 二於 テ、其 ノ着 色 性 ガ次 第 二減 弱

シ、 且 ツ登 育 モ緩 徐 トナ リ、 「コ ロ ニー 」ノ状 態

モ次 第 二典 型 的結 核 菌 ノソ レニ 近 接 シテ 來 タ

ガ、遺 憾 乍 ラ、 海猿 通過 第 一 代 二於 テ ハ、 何 レ

ノ 菌 株 二 於 テモ、 臓 器 二典 型 的 結 核病 攣 テ起

シ、 且 ヅ典型 的抗 酸 性桿 菌 テ認 ム ル ガ如 キ コ ト

ハ ナ イ。 故 二、i妙 ク トモ、 是等 ノ菌 株 ノ悉 久

試 験 管 二於 テ、 完 全 ナル毒 力 ノ還 元 ト云 フ コ ト

ハ甚 ダ至 難 ナ モ ノ或 ハ不 可 能 ノモ ノデ アル ト思

惟 セ ラル、 弦 二於 テ、 矢次 早 二、 海 猿 ノ直 接 累

代 通 過 法 テ試 こタ。

第 一 代 海 猿 接 種 、19349/X二 行 フ。 重 田株 「グ

リ セ リ ン」肉汁 培 養3日 目 ノモ ノヲ1/10mg右

側 腹 部 皮 下 注 射 、 海 猿 第1071號 ヨ リ第1074號

二至 ル。

海 猿 、1071號 、275瓦 、 注 射 前 補 結 反慮(一一)、

レー メル反 慮(一) 。

次 第 二清 耗削 痩 シテ、19368/XI禮 重192瓦 、

撲 殺 、補 結 反 慮 及 レー メル反 慮 共 二陰 性、 局 所

ノ淋 巴 腺 充 血 シテ輕 度 二腫 脹 テ認 ム、 乾 酪 攣 性

膿 瘍 等 テ認 メ ズ。 塗 抹 標 本 テ チー ル ニ テ染 色 ス

ル ニ、抗 酸 性 「コ,ケ ン」非 抗 酸 性穎 粒 、 短 桿 菌

状 ノモ ノテ少激 認 ム。 其 他 ノ諸 臓 器 二著 痩 テ認

メズ。 此 ノ腫 大 セ ル淋 巴 腺 テ摺 リ潰 シテ、 生 理

的 食 盤 水 ニ テ 「ヱ ムル ヂ オ ン」 トナ シ、 濾紙 ニ テ

濾過 シテ、 梅猿 第1079號 二第2代 目 ノ 通 過 テ

行 フ。

海1狼第1079號(第2代)、295瓦 接 種 前 補 結 反 慮

(一)、 レー メ ル反 慮(一)。

次 第 二消耗 シテ19366/X皿 発 死 ス。 死 前3日 補

結 反 慮(一)、 と二 ∠2ヒ反 慮(一)。

接 種 部 位 二著 攣 ナ シ。 局所 淋 巴 腺 著 明 二腫 大 シ

充 血 甚 ダ シ。 乾 酪 攣 性 及膿 瘍 等 ナ シ。 塗 抹 標 本

テ 乏二 生 ニ テ染 色 検 鏡 スル ニ、抗 酸 性 肥 大 短 桿

菌 及 典型 的結 核 菌 二近 似 セ ル桿 菌 テ少 数 認 ム。



鴻上外六 氏=Squaleneヲ 生化學的 二活性化 セルSq岨lin二 關 スル署學 的研究 【第15巻

肝 臓 ハ充 血 甚 ダ シ ク、 所 々 二、 小 化膿 竈 ノ如 キ

モ ノラ認 ム。 塗 抹標 本 上、 青染 ス ル 穎 粒 ラ認

ム。 脾 臓 ハ梢 亙腫 大 セル モ、著 攣 テ認 メズ。 肝

臓 ニ ハ2、3ノ 結 節 様 ノモ ノア ル モ、抗 酸 性 桿

菌 ラ認 メズ。

海猿 第1072號(初 代)、310瓦 注 射 前 、 補 結 反 慮

(一)、 レー メル反 癒(一)。

193419/X艶 死 ス。 膿 重262瓦 、 注 射部 位 ノ皮

下 二小 豆粒 大 ノ小 膿 瘍 アル モ外 部 二向 ツ テ ハ 自

開 セ ズ。 局 所 ノ淋 巴腺 ハ腫 大 セル モ充 血 テ認 ノ

ズ。 乾 酪 攣 性 及 膿 瘍 ナ シ。 肝 臓 ニ ハ2、3灰 白

色 ノ小斑 貼 テ認 ム。 肺 臓 ハ塵 々充 血 シテ肺 炎 撒

ラ呈 ス。1、2ケ 所 小 膿 瘍 形 成 。 以 上 ノ淋 巴腺 、

肺 及 肝 臓 ノ病 攣 部 卜認 ムル場 所 ラ混 ジテ摺 リ潰

シテ 「エ ムル ヂ オ ン」 トナ シ濾 紙 ニ テ濾過 シ テ、

'海狽1075及1076號
二直 接 第2代 通 過 テ行 フ。

海狽 第1075號 、315瓦 、注 射 前 、補 結 反 慮(一)、

レー メル反 磨(一)。

193426/X発 死 。 注 射 部 位 二廣 汎 ナ ル範 園 二亙

ツテ皮 下 二結締 組織 ヨ リ成 ル硬 結 テ作 ル、 充 血

モ甚 シ。 局所 淋 巴 腺充 血 腫 大 シ、 之 二典 型 的 比

較 的繊 細 ナ ル抗 酸 性桿 菌 テ認 ム。 脾 臓 ハ約3倍

大 二腫 大 シテ、 灰 白色 ノ菲 膜 テ以 テ薇 ハ レ、 一

般 二充 血 シテ、 抗 酸 性穎 粒 及 細 小 ナ ル桿 菌 テ認

ム。 腸 間 膜 及網 膜 淋 巴 腺 等相 融 合 シ テ棒 駄 テ ナ

シ、 梢 ≧肥 大 セ ル抗 酸 性桿 菌 テ認 ム。 死 前2日

補 結 反 磨(一)、 レー メル 反 慮(一)。

肺 臓 ハ庭 々、 肺 炎状 二充 血 シテ、 少 撒 ノ抗 酸 性

桿 菌 テ認 ム。 海 狽1076號(第2代)、293瓦 、接

種 前 補 結 反 慮(一)、 レー メル 反 磨(一)。

193431/X梢 哨 唖痩 ス。 元 氣 ナ シ、禮 重260瓦 、

撲 殺 。

注 射 部 位 ニ ハ小 ナ ル 「ア プセ ッス」ラ作 ル モ、 外

部 二 自開 セズ。 皮 下 二結 締 組 織 ノ檜 殖著 明 ニ テ

硬結 テ作 ル 。 局 所 淋 巴腺 ハ、 腫 大 スル モ充 血 テ

認 メズ。 乾 酪攣 性 及 膿 瘍 ナ シ。 寧 ロ癒 痕 様 二硬

攣 ス.肝 臓 ハ、 一 般 二充 血 著 明、 脾 臓 ハ梢 篭腫

大 シテ相 當 ナル灰 白色 斑13個 テ認 ム。 肺臓 ハ

肉眼 的 二著 攣 テ認 メ ズ。'此 ノ脾 臓 、 肝 、 及 淋 巴

腺 ノー 部 テ混 ジテ磨 砕 シ テ 「エ ム ル ヂ オ ン」 トナ

シ濾 紙 ニ テ濾 過 シテ海 狽1077及1078號 二 第3

代 目通 過 テ行 フ。

193629/X補 結 反 慮(一)、 レ'一一1?レ反 磨(十)。

海 狽 第1073號(初 代)、322瓦 、 注 射前 、 補 結 反

慮(一)、 レー メル反 慮(一)。

193430/X削 痩 衰 弱 シテ艶 死 ス、 膿 重225瓦 、

接 種 部 位 二著 攣 ナ シ。 局所 淋 巴腺 腫 大 シテ塗 抹

標 本 上 多 撒 ノ抗 酸 性穎 粒 、 「コ,ケ ン」テ認 ム。

窄 レニ桿 菌 テ 認 ム。 脾 臓 ハ 寧 ロ貧 血 性 デ尋 常

大 、 其 他 著 攣 テ認 メ ズ。 艶 死 前 、4日 補 膿 結 合

反 慮 及 レー メ ル反 癒 共 二陰 性 。

海猿 第1074號(初 代)、302瓦,注 射 前 、補 農 結

合 反 慮(一)、 レー メル反 慮(一)。

19345/XI艶 死 、 膿 重207瓦 、 局 所 ノ淋 巴 腺 梢

腫 大 シ、 乾 酪攣 性 及膿 瘍 ナ シ。 塗 抹 標 本 上 多 撒

ノ抗 酸 陞短 桿 菌 及 少 撒 ノ典型 的 抗 酸 性 桿 菌 テ認

ム。 肝 臓 二小 化 膿 様 竈2、3テ 認 ム。 抗 酸 性 菌

ナ シ。 脾 臓 ハ梢 ≧腫 大 シテ透 明 性 結 節 類 似 ノモ

ノテ認 ム ル モ抗 酸 性菌 テ認 メ ズ。其 他 著 攣 ナ シ。

海猿1077號(3代)、339瓦 注 射 前 、 補 農 結 合

反 慮(一)、 レー メル反 磨(一)。

19345/Xll艶 死 。 罷 重262瓦 、 注 射 部 位 一小 膿

瘍 ラ形 成 ス。 外 部 二 自開 セ ズ。 局 所 及 其 他 ノ部

位 二於 テ モ淋 巴 腺 ノ腫 大 セ ル テ認 ム。 多 撒 ノモ

ノハ、 中央 多 少 乾 酪 性 攣 性 テ起 ス。 腹 膜 ニ ハ散

磯 性 二結 節 テ認 ム。 網 膜 及 腸 間膜 等 ノ淋 巴腺 腫

大 融 合 シテ 「コ ング ロ メ ラー ト」テ作 ル。 以 、トノ

場 所 ニハ 、 典型 的 抗 酸 性桿 菌 テ認 ム。 脾 臓 ハ、

約3倍 大 二腫 脹 シテ典 型 的 粟 粒 性 結 節 テ多数 二

認 ム。 然 レ ドモ、 塗 抹 標 本 上 一 ハ典 型 的 抗 酸 性

菌 テ認 メズ、 切 片 標 本 上 一ハ窄 レニ典 型 的抗 酸

性 桿 菌 ラ認 ム。 肝 臓 ニ ハ、 梢 ≧大 ナ ル灰 黄 白 色

ノ病 攣 部 テ認 ムル モ、 桿 菌 ヲ認 メ ズ。 肺 臓 ニ ハ

肉眼 的 二著 攣 テ認 メ ズ。 此 ノ脾 臓 ノ組 織 學 的検

査 ノ結 果 ハ、 典 型 的 ノ結 節 デ、 中 心部 二乾 酪 攣

性 ア リ。 亘 大 細 胞 テ多敷 二認 ム。 艶 死 前5白 目

補 膿 反 慮(±)、 上 一 メル反 癒(+)。

海 猿1078號(3代)、292瓦 接 種 前 補 結 反 磨i
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(一)、 レ』 メル反 磨(一)。

19343/XI艶 死 、 局所 淋 巴腺 、 網 膜 、 脾 、 肝 、

肺 臓 等 二抗 酸 性 桿 菌 テ少 数 認 ム。 恐 ラ ク菌 血症

檬 ノモ ノー テ死 セル モ ノナ ル可 シ。

重 田菌 株 ノ家 兎 二於 ケル實 験

梅 猿 ニ ア リテ ハ、 先 天 的 二結 核 或 ハ其 ノ愛 異 菌

株 等 二封 ス ル免 疫 性補 罷 結 合 性 抗 膣 ラ産 出 スル

性 能 二乏 シキ カ或 ハ大 多 撒 鋏 如 セル モ ノ ナル コ

トへ 既 二述 べ タ塵 デ アル ガ、 家 兎 ハ反 封 二、

大多 撒 二於 テ就 二先 天 的 二正 常 補 艦 結 合 抗 禮 テ

多 少 二拘 ラズ保 有 スル モ ノ デ ア ツ テ.各 種 免 疫

元 二慮 ジテ抗 膿 テ産 出 スル機 能 モ亦 甚 ダ旺 ンナ

モ ノデ アル。 此 ノ故 二、 今弦 二、 家 兎 テ實 験 動

物 ト シテ、 重 田菌 株 ハ如 何 程 ノ特 異 性 テ有 スル

モ ノ デ アル カニ就 イテ實 験 テ行 ツ タ。

免 疫 元 ト シテハ、 重 田菌 株 ノペ トロ.フ 培 養 、

「グ リセ リ ン」肉 汁培 養 及 「グ リセ リン、 アル カ

リ」卵黄 水培 地 二登 育 セ シメ タ モ ノテ、漁 熱100

度 二1時 聞 、加 熱 滅 菌 シタル後 、 乾燥 シテ粉 末

トナ シ、 之 テ乳 鉢 ニ テ細 挫 シ、 生 理 的 食 監 水 ニ

テ10%ノ 比 二 「エ ム ル ヂ オ ン」テ作 リテ使 用 ス

ル コ ト ・シタ。 其 ノ實 験 成 績 ハ 第8表 二示 ス通

リデ アル。 免 疫 家 兎血 清 ノ補 罷 結 合 性抗 膿 テ検

第8表 重 田菌株 ヲ抗元 トシテ家 兎 二於 ケ

ル補饅結合性抗饅 ノ出現 ヲ示ス 、

家兎番號及抗元
ノ

種類

42號A

43號B

44號C

45號A

46號B

47號C

48號A

49號B

50號C

51號A

52號B

53號C

燈 重 補儘結合反慮

注身刷 注射後 注刷 注射後

1950g

2100,,

2300,,

2200,,

2150,,

2050,,

2250,,

2150.,

2000,,

2400,,

2150り

2250,,

2000g

2150,,

2100,,

2300.,

2250.,

1800,,

2300,,

2200,,

2000,,
L

2600,,

2600,,

2850,,

5倍

2,,,

8,,

10,,

4,,

5,,

8,,

2,,

5.,

8,,

120倍

320,,

60.,

140,,

600,,

120,,

60,,

180.,

80,,

120,,

60,,

100、,

Aハ 「グ リセ リソJ肉 汁 菌 抗 元 、Bノ ・「ペ トロ ッ フ」

菌 抗 元 、Cノ ・「グ リセ リ、 アル カ リ」卵 黄水 菌 抗 元

出 スル抗 元 ト シテ へ 典 型 的 結 核 菌(鴻 上 ノ第

IV型 〉テ卵 黄 「アル カ リ」水 一 培 養 セ ル モ1テ 使

用 シタ。

注 射 ハ1週 日 ノ間 隔 ニテ、0.5c.c、1.Ooa、2.Oc.c.

ノ3回 二亙 リテ増 量 的 二静 脈 注 射 テ行 ヒ、最 後

ノ注 射 日 ヨ リ1週 日 目 二 探 血 シ テ 實 験 ヲ行 ツ

タ。

ペ トロ'フ 培 地 ノモ ノハ
、 抗 盟 産 出力 ハ縮 ジテ

最 モ強 イ。 「グ リセ リ ン、 アル カ リ」卵 黄 水 ノモ

ノハ、 低 イヤ ウ デ アル。 又 「アル カ リ」卵 黄 水 ノ

モ ノへ 総 ジテ試 獣 ノ艦 重 テ減 少 セ シ ムル傾 向

ガ アル。 又 注 射 後 、牛 月 以 内 デ撲 殺 シタ兎 デハ、

ペ トロ ッフ培 地 ノモ ノハ、 肺 臓 等 二微 細 ナ ル疑

結 節 状 トナ ツ テ術 ホ残 存 シ テ 居 ル。 「グ リセ リ

ン」肉汁 ノモ ノへ 前 者 ヨ リ此 ノ所 見 ハ遙 二砂

イ。 更 二、 卵 黄 「アル カ ワ」水菌 テ注 射 セル モ ノ

へ 全 ク吸 牧 セ ラ レテ何 等 ノ跡 方 モ止 メ ナ ィ。

斯 カル關 係 ハ静 脈 注射 ノ場 合 ノ ミナ ラズ、 皮 下

注 射 二於 テモ認 メ ラ レル。 即 チ、 ペ トロ.,フ 培

地 ノモ ノハ、 最 モ吸 牧 悪 久 注 射 部 位 二硬 結 浸

潤 、 膿 瘍 等 テ形 成 ス ル。 「グ リセ リ ン」肉汁 培 養

ノモ ノハ、 之 二次 ギ、 「ア ル カ リ」卵 黄 水 ノモ ノ

ハ跡 方 モ ナ ク良 ク吸 牧 セ ラ レル
。 ペ トロ リフ培

地 菌 テ 生 理 的 食 盤 水 ヨ テ 「エ ム ル ヂ オ ン」 ト シ

テ、 人 膿 皮 下 二注 射 ス ル時 ハ、往 々、10数 日テ

経 過 シタル後 二、注 射部 位 二甚 ダ、シキ硬 結 ラ叢

シ、 途 イニ軟 化 シテ輕 度 二 「ヘ モ ラー ギ"シ 。」ノ

滲 出液 テ瀦 溜 シテ、 之 テ穿 刺 一 ヨ,リテ排 除 ス ル

モ、 新 タニ再 生 シテ、 中 々消 失 セ 客。 次 デ、 軟

化 竈 ガ外 部 二 向 ツテ 自開 ス レバ、 一般 結 核 性痩

管 二等 シ久 痩 管 ノ周 園 ハ特 異 ノ肉 芽組 織 テ作

リ、 滲 出液 絶 ヘ ズ出 デ、 容 易 二絶 止 シナ{。 抗

元 テ皮 下 二注 射 シ タル場 合 二於 テ モ、 抗 膿 産 生
●

ノ模 様 ハ、 静脈 二於 ケ ル ト殆 ド同様 ノ關 係 デ ア

ル。 帥 チー一見不 思議 ト思 ハ ル ・コ トハ、 吸 牧 ノ

最 モ悪 イ抗 元 ガ、 最 モ良 ク補 膿 結 合 性 抗 膿 号産

出 シ テ居 ル ト云 フ結果 デ ア ル。 由 來 、 學 者 間 二

於 テ、 或 ル者 ハ、 吸牧 性 ト抗 禮 産 生 力 ハ比 例 シ

テ 居 ル モ ノ ・如 ク述 ベ ル ガ、 反封 二、或 ル者 へ
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吸 牧 ノ良 キ モ ノ必 ズ シモ抗 禮 ノ産 出力 ガ強 イ ト

ハ限 ラナ イ ト否 定 ス ル モ ノガ アル 。 重 田菌 株 二

於 テハ 、 兎 モ角 モ、 吸牧 性 ト抗 禮 産 出 力 ト ー致

シナ イ デ寧 ロ反 比 例 シテ居 ル。

家 兎 二重 田菌 ノ生 菌20mgテ 静 脈 注射 トシテ注

射 ヲ行 ヘ バ、 肺 、 肝 臓 等 二膿 瘍 状 ノモ ノテ形 成

ス ノレo

以 上海 狽 二行 ツ 久 累 代 通 過 實 験 ノ結 果 カ ラ見

テ、 余 等 ハ重 田株 拉 二是 ト類 似 ノ他 ノ株 ハ、 悉

ク結 核 菌 ヨ リ攣 異 セ ラ レタ モ ノデ アル ト云 フ コ

トテ實 験 的 二還 元 法 一 ヨツ テ、確 認 シ得 タ繹 ケ

デ ア ル。 即 チ、還 元 可 能 、換 言 ス レバMutation

二於 ケ ル先 祀 蹄 リ(Reversion)可 能 ノモ ノデ ア

ノレo

一膿 、 細 菌 ノ攣 異 二封 シテ、Mutationト 云 フ

言 葉 ノ適 當 デ アル カ否 カ ノ問題 二就 イテへ 後

二論 討 ラ加 ヘ ル コ ト・ シテ、 弦 ニハ便 宜 上暫 ラ

クMutationナ ル言 ラ使 用 シテ置 ク。

以 上 ノ實 験 ニ ヨツ テ、 是 等 ノ攣 異 性 菌 株 ハ、「ス

ク ア リ ン」注 射 ノ 爲 二、 生 盟 内 二於 ケ ル結 核 菌

ガ、 生膿 内 二於 テ、特 異 ノ漿 化 テ取 ツ テ再 生 シ

來 レル、 …種 ノ突 然 攣 異形 二属 ス ル モ ノ ト認 ム

ル コ トニ封 シテ何 人 モ異議 ノナ ィ コ トデ アル ト

思 フ.唯 、 否定 論 者 ノロ癖 トス ル所 ハ、 還 元 ご

於 テ、 悉 ク ノ海狽 ガ、 … 様 ノ結 果 テ認 メ ヌ コ ト

ハ不 思 議 デ ア ル ト唱 ヘ ル ノデ アル ガ、 元 來 、

Mutationト カModificationト カ云 フ現 象 ハs

飢 二各 原 菌 株 二就 イ テ モー齊 二同様 二登 來 スル

モ ノ デナ ィ コ トガ、 生物 學 ノ定 設 デ アル。 多 少

ノ要約 ノ相 違 二依 ツテ モ、Reversion可 能 デ ア

ル時 ト然 ラザ ル 時 トガ ア ル。 生 罷 ニ ヨル海 猿 ノ

實 験 ノ如 キ モ ノガ、 無 性物 相 手 ノ化 學 實 験 ノ如

ク、 如何 ナ ル場 合 二於 テ モ出 來 得 ル モ ノテハ ナ

イ。 典型 的 ノ結 核 菌 テ海狸 二 同様 二罹 患 セ シメ

タ場 合 二於 テ ス ラモ、其 ノ病 竈 ノ範 園 、 出 來具

合 ナ ドガ、 各 ・々 、 相 違 ス ル モ ノ デ アル。 況 ン

ヤ、 攣 異 性菌 株 ノ還 元 二於 テ オヤ デ アル。 寧 ロ

ー・様 ノ結 果 デナ ィ コ トハ、極 メテ 自然 的合 理 的

デ當然 デ アル。

又 否 定 論 者 ノ今 一 ツ ノ愚 ニ モ付 カ ヌ反 駅 ノ要 貼

へ 實 験 動 物 二封 シテー齊 二同 様 ノ結 果 ガ得 ラ

レ ヌカ ラ、 陽 性 成 績 デ ア ツ タ海猿 ハ、 偶 然 結 核

ノ自然 感 染 罹 患 ノ ァ ッ タ モ ノデ ァ ラ ウ ト看 倣 ス

ノデ ア ル ガ、 海 狼 二於 ケル結 核 ノ自然 感 染罹 患

ナ ド・云 フモ ノハ、 古 來 、 吾 人 ノ注 目 テ惹 クニ
の

足 ル文 献 ナ ドハ更 ニ ナ イ。 然 シナ ガ ラ、 吾 人 ハ

又 、 海 猿 二於 ケル 自然 感 染 罹 患 ガ紹 封 ニ ナ イ ト

云 コ トモ實 験 的 ニ ハ断 言 シ得 タ者 ハ ナ ィ。即 チ、

此 ノ貼 へ 否 定 論 者 ノ乗 ズ ル塵 デ アル ガ、 斯 カ

ル 否 定 ハ殊 更 二、 否 定 セ ンガ爲 ノ否 定 デ、 所 謂

一 言 ナ カル可 カ ラズ式 ノ常 套 言 トシ カ思 ハ レナ

イ。 良 久 刮 目 シテ、 實 験 ノ過 程7熟 覗 セ ラ レ

ヨ、 冷 静 ナ ル 態 度 テ以 テ、 事 象 テ批 判 セ ラ レ

ヨ、 然 ラバ 眞 理 ハ 自 ラ明 白 トナ ツ テ來 ル。

若 シ、 海猿 二 自然 的感 染 ノ如 キモ ノガ萬 一 ア リ

得 ル ト假 定 シ タ場 合 二、其 ノ登 來 スル ヤ、 先 ヅ

肺 臓 テ第 一 トシテ、 次 イ デ其 他 ノ部 ニ モ病 慶 テ

認 メ ラ レナ ケ レバ ナ ラ ヌ筈 ヂ アル ガ、 局 所 ノ淋

巴 腺 ヨ リ徐 々 二、 シカモ極 メテ 自然 的 合 理 的 ナ

ル菌 形 ノ還 元 法 テ辿 ツ テ、i途 二、 次 第 二 内臓 ノ

ー 部 二 典 型 的結 核 病 攣 ラ 惹 起 ス ル ニ 至 ル モ ノ

デ、 斯 カ ル過 程 ハ 、 如 何 二贔 員 目 一 見 テ モ、 自

然 感染 ナ ドニ ヨツ テ搬來 セル経 過 トハ認 メ ラ レ

ヌ。 局 所 ノ淋 巴腺 系統 二攣 異 性 菌 ガ雌 伏 シテ、

徐 々 二其 ノ 毒 力 テ 増 強 セ ン ト シツ ・アル 時期

へ 宛 モ、 人 類 結 核 ノ潜 伏 期 二相 當 ス ル モ ノデ

ア ル 。

補 艦 結 合 反 慮 二關 ス ル補 遺

重 田 菌 株 二類 似 セ ルガ如 キ、 攣 異 性 無 毒 性 抗 酸

性 結 核 菌 株 テ 「グ リセ リ ン、 アル カ リ」卵 黄 水培

地 二畿 育 セ シメ テ、 其 ノ40時 間 乃 至70時 間培

養 ノモ ノ テ、 加 熱 滅菌 セル モ ノニ0.5%ノ 割 合

二 「カ ル ボー ル」テ加 ヘ タ モ ノラ、補 禮 結 合 性抗

元 ト シテ、S・T・(Squalo-Tuberkulin)ト 唱 へ 、

此 ノ抗 元 ニ ヨル結 核 補 禮 結 合 反 慮 ノ成 績 ハ 、極

メ テ優 秀 デ アル コ トへ 既 二結 核 雑誌 上 二詳 細

ナ ル實 験 報 告 テ掲 ゲ タ ノ デ アル ガ、 爾 來 、 尚 ホ

本 問 題 二就 キ テハ着 々 ト シ テ 實 施 二欝1念 が ナ
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イ。其 後 ノ實験 ヨ リ得 タル ニ 三 ノ黙 テ補 遺 トシ

テ、聯 力此 ノ機 會 二追 記 シテ置 ク.

(1)抗 元 問題

抗 元 性 能 働 力 テ比 較 スル ニ、 抗 酸 性 テ有 スル桿

菌 球 ノモ ノへ 総 ジテ最 モ優 秀 ナ ル能 働 力 テ示

シテ居 ル。 非 抗 酸 匪 トナ レル漿 異菌 ニ テ ハ、次

第 二其 ノ能 働 力 モ低 下 シテ來 ル。 非抗 酸 性 ノ攣

異 菌 ニテ モ、 「ミク ロ コうクス」或 ハ 「テ トラゲー

ヌ ス」状 ノ或 ル モ ノへ 相 當優 秀 ナ ル抗 元 性 テ示

シテ居 ル コ トガ 多 イ。 嘗 テ、Kirchnerガ 憂 異

性結 核 菌 デ 「テ トラゲ ー ヌ ス」状 トナ レル モ ノ

ラ、 乾 燥 粒 末 トナ ジ、之 テ生 理 的 食盤 水 ニ テ 「ヱ

ム ル ヂ オ ン」 トナ セル モ ノ チ 抗 元 トシテ試 ミタ

ル ニ、Wassermann,及Witebsky,Klingen-

stein等 ノ抗 元 二 比 較 シテ、約3倍 ノ能 働 力 テ

示 シ タ ト報 告 セ ラ レタ ガ、 余 等 モ同様 ノ實 感 テ

有 シテ居 ル。 毛 檬 、醸 母菌 様 、微 細穎 粒 歌 、 或

ハ 「ヂ プ ロ コ ッケ ン」獣 ノ攣 異 株 バ ー般 的 二抗 元

性 能 働 力 ノ薄 弱 ナ モ1ガ 多 イ。

種 々 ナル攣 異 性 結 核 菌 株 ラ抗 元 ト シテ使 用 ス ル

場 合 二於 テ ハ、 各攣 異菌 株 ノ憂 異 ノ度 ヲ安 定 ニ

ス ル法 テ講 ズル 必 要 ガ アル
。 然 ラザ レバ夫 レ等

ノ「アツ チ ゲ ニ テー ト」二常 二動 揺 テ起 シテ使 用

二堪 ヘ ヌ。 余 等 ハ、 初 メ、 前 述 セル鷲 澤 、阿部 、

大 橋 、 小 野 里 、 池 内、 大 卒 ノ如 キ菌 株 テ 「アル

カ リ」卵 黄 水 二培 養 シテ、 之 テ抗 元 ト シテ使 用

シタ コ トガ アル。 當初 二於 テ ハ、 相 當優 秀 ナ ル

能 働 力 テ示 シタ ガ、 「アル カ リ」卵 黄 水 ノ ミー累

代 移 植 テ緬 ヶ タル ニ、次 第 二、其 ノ抗 元 性 能 働

力 減 弱 シテ、 途 一 ハ甚 ダ無 能 力 ノモ ノ トナ レル

経 験 テ有 シ テ居 ル。 是 ハ、 恐 ラク「アル カ リ」卵

黄 水培 地 一 ノ ミ累代 纏 植 ス レバ、 盆 々、 其 ノ慶

異 ノ度 ガ」曾強 セ ラ レテ、途 ニ ハ結核 菌 トハ甚 ダ

縁 ノ遠 イ殆 ド普 通 菌 二近 似 シ テ來 ル ガ爲 デ ア ラ

ウ ト思 ハ レル。

然 ラバ、 憂 異 度 ノ安 定 法 ハ、 如 何 ニ ス可 キ カ ト

云 フ 「 トーナ ル ガ、 攣 異 度 ト菌 株 ノ相 違 ニ ヨ ッ

テ、 多 少相 違 シ タ考 案 ガ必要 デ ア ラ ウガ
、 一 般

的 二攣 異 度 ノ固 定 法 デ謂 ヘ バ、 比 較 的 結 核 菌 ノ

培 地 トシテ適 切 ナ ル(脂 肪 、 類 脂 盟 、 「グ リ セ リ

ン」、糖 等 テ含 メ ル、)モ ノ デ、 之 二移 植 ス レバ 、

攣 移菌 ガ多 少 二拘 ラズ、 原 結 核 菌 ノ方 二近 寄 テ

ン トスル モ ノ ト、反 封 二、 原 結 核 菌 ノ性 質 ヨ リ

多 少 トモ遠 ザ カ ラ ン トスル培 地 トニ、 適 當 ノ期 、

間 内 一、 移 植 テ交 互 二行 フ方 法 ガ適 切 デ アル。

余 等 ノS.T.菌 株 ノ安 定 ハ、 之 二從 ツ テ、 ペ ト

ロ,フ 培 地 ト、 「グ リセ リ ン、 アル カ リ」卵 黄 水

培 地 間 二、 交 代 的 二適 當 ノ時 期 二移植 テ績 ケル

コ トニ ヨ ツ テ、 全 ク其 ノ攣 異 度 ガ 固 定 セ ラ レ

タ.

(2)吸 着 元 問題

余 等 ハ、抗 盟 吸 着 元 ト シ テS.T・ 菌 株 ノ 「グ リ・

セ リ ン」肉汁 培 養 ノ菌 テ 乾 燥 粉 末 トナ セ ル モ ノ

テ使 用 シタ。 此 ノ乾燥 粉 末 ハ、 常 二硫 酸 乾燥 器 ・

ノ如 キ モ ノニ貯 藏 スル 必要 ガ アル。 一旦 、 乾燥

セル モ ノテ、 室 内 二放 置 ス ル時 ハ 、 往 々 漁氣 テ

含 ミ來 ル コ トガ アル。 斯 カ ル モ ノ テ吸 着 元 トシ

テ使 用 ス ル時 へ 徽 毒 ト結 核 トノ鑑 別 吸 着 實 験

ハ 、 適 確 二出 來 得 ナ ィ コ トガ アル。

(3)補 禮 卜「ヘ モ リヂ ン」問題

絵 リ幼 若 ナ ル海狽 ノ血 液 テ補 盟 トシテ使 用 スル

時 ハ、 補 禮 結 合反 癒 陽 性 傘 ハ 悪 イ。 此 ノ意 味

デ、 探 血 用 ノ海狽 ハ 、禮 重300瓦 以 上 ノモ ノテ

適 切 トス ル。 「ヘ モ リヂ ン」ハ 、 可 及 的 二血 清 蛋

白 二封 スル墜 囁 膿 ノ共 存 セザ ル モ ノ テ選 ブ コ ト

ガ必 要 デ アル。

(4)補 罷 結 合 反 鷹 ノ結 核 性 疾患 二陰 性 テ示 ス場

合

本 問題 二就 イテ ハ、 前 著 二於 テ、 銃 二詳 述 セル

塵 デ アル ガ、 唯 、 其 後 多 撒 一 實 験 テ 重 ネ タ結

果 、所 謂 早 期 浸 潤 ト唱 ヘ ラル ・モ ノハ、甚 ダ屡 ≧

陰 性 デ アル。 其 ノ理 由 ハ、 明 確 ニ ハ分 ラ ヌ ガ、

一 禮
、 早 期 浸 潤 ナル モ ノへ 既 二結 核 ノ病 型 ト

シテ、 形 破 リ ノ謎 ノ如 キ存 在 デ ァル。

(5)補 膣 結 合 反 慮 陽 性 ト治 療 ノ要 否 問題

既 二余 等 ハ、久 シク圭張 シ タル塵 デ アル ガ、 補

薩 結 合 反 慮 隅性 ノ場 合 へ 或 ル特 別 ナ僅 少 ナ例

外 ラ除 イテ へ 各 乃'面ヨ リ ノ實験 二照 ラ シテ、
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殆 ド悉 ク、 抗 艦 テ産 出 スル程 度 ノ結 核 病 攣 ガ、

個 罷 ノ何 レカ ノ場 所 二存 在 シテ居 ル ト云 フ謹 檬

デ アル。 塵 ガ、 結 核 ノ 病 型 拉 二 病 攣 二至 ツ テ

ハ、 實 二千差 萬 別 デ、 所 謂 良 性 ノlatenteTu-

ber叫 ・sis.iカ」ラ始 ツ テ、悪 性 ノ血 行 播 種1生奔 馬

性 結 核 九 奎 聖・菌 血 症 性結 核 二至 ル マ デ ノ間 二於

テ、 實 二多様 形 ナ ル病 型 ノ存在 ス ル モ ノ デ アル

コ トハ 、 恰 モ、 結 核 菌 株 及 其 ノ攣 異 菌 株 二多様

性 テ示 ス ト同様 デ アル。 斯 ク ノ如 ク.多 檬 性 テ

示 ス結 核 病 攣 ノ内、 或 ル モ ノハ、放 置 スル モ良

ク.自然 ノ良 能 性 二由 ツテ、 治 癒 二向 フモ ノモ決

シテ勘 クハ ナ ィ。 斯 ル ガ 故 二、余 等 ハ補 膿 結 合

反 慮 陽 性 テ示 ス モ ノへ 悉 ク之 テ重 大 覗 シテ、

馨 療 テ施 ス必 要 ノ アル モ ノデ アル トハ決 シ テ云

ハ ナ ィ、 叉 夫 レ程 二愚 昧 デ モ ナ ィ。 唯 要 スル

ニ、 補 禮 結 合 反 磨 陽性 ラ示 ス場 合 ハ少 ク トモ假

令 、 臨 躰 的 ノ見 地 ガ ドウ デ ア ラ ウ ト、 周 到 ナ ル

注 意 ノ下 二、其 ノ成 リ行 キ ラ監 覗 スル コ トハ、

馨 家 トシテ取 ル可 キ合 理 的 ナ、 最 善 ナ 方法 デ ア

ル ト圭張 ス ル ノデ アル。

一 臨躰 署 家 ア リ
、 其 ノ言 二 日 久 「補 膿 結 合 反 慮

ハ,意 外 ナ ル健 康 者 二陽 性 テ示 ス」ト、 而 シ乍

ラ、 所 謂 臨 黙 轡 家 ノ「意 外 ナ ル健 康 者」ナ ル モ ノ

ガ 甚 ダ當 ニ ナ ラヌ モ ノデ、 「意 外 ナ ル健 康 者 」ガ

「意 外 ナ ル結 核 病 者 」デ アル コ トニ封 シテへ 夢

想 ダ ニ シテ居 ラ ヌ ノデ ア ル。 反封 二,叉 日 ク噺

ク ノ如 ク著 明 ナ ル結 核 疾 患 一 陰 性 子示7・-1ト、

凡 ベ テ傳 染 性 疾 患 二於 テ、 悉 ク抗 龍 テ検 出 シ得

ル コ トハ不 可 能 デ アル、陰 性 期 モ アル デ ア ラ ウ、

病 期 ト病 型 ニ ヨ ツ テ ハ、 抗 器 ノ浩 央乃 至 ハ産 生

不 可能 ナ ル場 合 ガ起 ツ テ來 ル。 臨 躰 上 カ ラ見 テ

著 明 ナ結 核 二於 テ睾 レコ補 膿 結 合 反 慮 ガ陰 性 テ

示 シタ カ ラ ト云 ツ,テ、更 二不 思議 ハ ナ イ。 至極

當 然 デ アル 。斯 カ ル、言 僻 テ ナ ス コ トへ 鰭 テ、其

ノ臨躰 署 家 ノ鼎 ノ輕 重 テ問 ハ ル ・所 以 デ アル。

重 田菌 株 二於 ケ ル濾 過 性 病 原 罷 問題

重 田菌 株 テ ペ トロ ッフ、普 通 寒 天 斜 面 、「グ リ セ

リ ン」肉 汁 及 「グ リセ リ ン」卵 黄 「アル カ リ」水培

地 二 移 植 シテ、7日 目 二於 テ、 是 等 ノモ ノ テ、

シ ヤ ンベ ラ ン濾 過 管Le)デ 濾過 シ タ。(普 通 寒 天

及 ペ トロ ッフ ノモ ノハ、生 理 的 食 盤 水 デ 「ヱ ム ル

ヂ オ ン」トシテ 濾過 シ久 「グ リセ リ ン」肉 汁 ノ

モ ノハ、 表 面 ノ被 膜 テ取 ツ テ璃 璃 乳 鉢 デ摺 リ潰

シ テ 「ヱ ム ル ヂ オ ン」 トシタ。)

本 實 験 ハ、 一 々詳 細 ナ記 録 テ留 メザ リ シガ 故

一、 其 ノ概 要 テ摘 記 シテ置 ク。

實 験 動 物 トシテ ハ、 各 々、 海 狼 テ3匹 宛 使 用 シ

タ。 ペ トロ ・フ及 寒 天培 地 ノ濾 液 ハ、 動 物 實 験

上 二於 テ、 又 培 養 試 験 二於 テモ、 濾 過 性 病 原 膿

ナ ル モ ノテ登 見 ス ル コ トガ 出來 ナ カ ツ タ。 然 ル

ニ、 「グ リセ リ ン」肉汁 及 「グ リセ リ ン、 ア ル カ

リ」卵 黄 水培 地 ノモ ノニ於 テ ハ、動 物 實 験 上 デ第

一 代 二於 テ局 所 ノ淋 巴 腺 腫 脹 テ惹 起 シ、「グ リセ

リン」肉 汁 濾 液 ノモ ノハ累 代通 過3代 目 二於 テ、

3匹 ノ内、1匹 ハ脾 臓 及 肺 臓 二典 型 的 結 核 病 攣

ラ形 成 シ、 典型 的抗 酸 性 桿 菌 ラ認 ム ル コ トガ出

來 タ。 「グ リセ リ ン、 ア ル カ リ」卵 黄 水 培 地 濾 液

ノモ ノハ、 累 代 通 過4代 目 二於 テ、3匹 ノ内2

匹 二於 テ同様 ノ攣 化 テ認 メ タ。1匹 ハ脾 臓 及腸

間 膜 、網 膜 等 二所 見 テ認 メ、 他 ノ1匹 へ 脾 臓 及

肺 臓 二結 核 病 攣 ト典 型 的 抗 酸 性菌 テ謹 明 スル コ

トガ出 來 タ.又 、 「グ リセ リ ン」肉 汁 濾 液 ノモ ノ

ハ、 培 養 上2個 ノ「コ ロ ニー 」ラ寒 天斜 面 上 二生

ジ タ(培 養5日 目)。 此 ノ モ ハ、 形 態 的 二見 テ全

ク矢 部 等 ノ報 告 セ ル毛 檬獣 攣 異 性 結 核 菌 ト同様

デ血 清 學 的 三 ハ充 分 ナ ル特 異 性 テ有 シテ居 タ.

「グ リセ リ ン、 ア ル カ リ」卵 黄 水 ノ濾 液 ノ培 養 二

於 テ モ亦 、培 養 後3日 目 二 於 テ、 一 ツ ノ「コ ロ

ニー」ラ認 ノ タ.是 ハ多 形 性 ノ非 抗 酸 性穎 粒 、

「コ,ケ ン」饗 球 菌 等 ノ混 在 セル モ ノデ ア ツ タ。

此 ノモ ノモ、 血 清 學 的 二特 異 性 テ示 ス モ ノデ、

無 論 、 濾 過 性 病 原 膿 ナ ル モ ノ ヨ リ登 生 シ タル モ

ノナ ル コ トハ疑 ヒガナ ィ。 即 チ、 重 田 ノ攣 異 菌

株 二於 テ ハ、 固形 培 地 ノモ ノニ濾 過 性 病 原 膿 テ

認 メ ズ、 液 禮 培 地 ノ モ ノ ニ 認 メ タ。 斯 ク ノ如

ク、 固 形 培 地 ト液 艦 培 地 ノ相 異 セル コ トガ、 偶

然 ノ出來 事 力、 或 ハ 何 等 力之 二封 シテ理 由 ノ ア

ル コ トヵ、 其 ノ邊 ハ、 今 少 シク實 験 テ重 ネ タ上
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デ ナ ケvバ 断 言 ハ出来 ヌ。

第23例 ■ ♂19L・j.診 断 、 滲 出型 両側

肺 結 核 及 左 側 肋 膜 炎、 喀 疾 内結 核 菌G.V.

試 験 日時 及 用量 、19338/V皿 「ス タ ア リン」0.5

肺 臓 實 質 内注 射 、昭 和7年 沼 津産 市販 品鮫 肝 油,

眞 室 再 薬餌 、 比 重dl80・8624,屈 折 率 娚1.4962

培 養 後 、5日 目 二、 培 地 面 上 二小 集 落 テ認 ム。

其 ノ細 菌學 的諸 種 ノ研 索 、 血 清 學 的 特 異 性 能 、

動 物 實 験 等 ノ 結果 ハ、殆 ド悉 ク、 第22例 重 田

菌 株 ト類 似 ス。

第24例 ■ ♀43L・j.診 断 、 南側1熱 性肋

膜 炎及 腹 膜 炎、 喀 疾 内結 核 菌 陰 性 、滲 出液 内結

核 菌 陰 性 、 補 罷 結 合 反 慮 張 陽 性 。

試 験 日時及 用 量 、 「ス タ ア リ ン」0.5cc,左 側 肋 膜

腔 内注 入 。 「ス タ ア リン」ハ、第22例 重 田 二使 用

セル モ ノ ト同 ジ。

本 例 二於 テハ 、血 液 ノ代 りニ、滲 出 液 テ探 ツテ、

滲 出 液 「アガー ルJ扁 平板 培 養 テ行 フ。 注 射 前 ノ

モ ノハ、 「コ ロニー 」、前 後2同 二五 ツテ行 ヒタ

ル モ、 悉 ク陰 性 デ ァル。 注 射 後 ノ滲 出液 「アガ

ー ル」ハ培 養後
、48時 間 一、培 地 面 上 二3個 ノ

帯 黄 白色 ノ小集 落 テ認 ム。 大 膿 ノ細 菌學 的及 血

清學 的 性 状 ハ、 第22例 及 第23例 二殆 ド同様 ナ

ル モ、 唯 此 ノ株 二於 テ ハ、 抗 酸 性 菌純 増 養 二達

スル マ デ ニ,甚 ダ長期 間 デ要 シ、 且 ツ、「グ リセ

リン」肉汁 培 養 上、其 ノ液 面 二被 膜 テ形成 スル コ

トモ、 至難 デ ア ツ タ。 又 、 同培 地 二於 テハ、 液

面 及 管 底 二於 テ登 育 スル ト共 二、液 内 ニ モ良 ク

登 育 シテ・ 之 テ著 明 二掴 濁 スル。 「グ リセ リン_J

肉汁 テ;全 ク 掴濁 セ ザ ル が 如 キ状 態 トナ ス コ ト

ハ、 余 等 ノ行 ヘ ル 實 験 範 園 デ ハ 出 來 得 ナ カツ

タ。 本例 ハ、1其 ノ「グ リセ リ ン」肉汁 培 養2日 目

ノモ ノ気 懸 滴標 本 トシテ検 ス ル ニ 自働 的運 動

甚 ダ著 明 デ ア ル ガt第22例 及 第23例 ニ ア リテ

へ 殆 ド之 テ認 メ ズ。

第25例 ■ ♂19:Lj.診 断 、 右 側 上葉 早

期 浸 潤 及 早 期 室 洞 形 成 喀 疾 内結 核 菌G.VI.

試 験 日時 及 用 量 、193410/皿 「ス ク ァ リ ン」1qG

筋 肉 内注 射 、 「ス タア リ ン」ハ 第23例 ノモ ノ_

同 ジ。

3日 目 二、 培 地 面 上 二 、淡 紅黄 色 、1熱性滑 津 ノ

小集 落2個 ヲ 認 ム。 中央 部 梢 ヒ隆 起 シ、 周 縁

部 正 圓 明瞭 。 テー ル染 色(:,濃 淡 、 強 弱 等 様 々

二青柴 セ ラノV・、 大 小 甚 ダ 不 同 ノ球 菌 。 之 子

ペ トロ,フ 培 地 二移 植 シ テ、1ケ 月 テ経 過 セ ル

モ ノハ、 各 「コ ロニ ー」八相 融 合 シテ一面 二不 等

二培 地 面 上 テ蔽 ヒ、{熱 性 ニ シテ、 豚 脂 檬 光輝 テ

有 シ、 褐 黄 色 テ呈 ス.乏 一 ル染 色 上 、 青 染 スル

穎 粒 、球 菌 、 短 桿 菌 ノ外 二、 抗 酸 性穎 粒 、球 菌、

甚 グ窄 レニ、 短 桿 菌 テ認 ム。 之 テ 「グ リセ リ ン、

アル カ リ」卵 黄 水培 地 トペ ドロ.yフ ニ交 代 的 二

移 植 シテ代 テ累 ヌ ル 時 ハ、 途 二第22例 重 田 株

二於 ケル ト同様 ノ抗 酸 性 桿 菌 ノ培 養 テ得 ル ニ至

ル。 其 ノ補 禮 結 合 性能 働 力 モ是 ト相 伯 仲 ス。

第26例 家 兎58號 、(余等 ノ分 離 培 養 セ ル人 型

結 核 菌 株 第1▽ 型 テ皮 下及 静 脈 注 射 テ行 ヒ、 又 、

北 里 研 究 所 、'卜型 株 ヲ皮 下 二注射 シ テ1ケ 月 テ

経 過 セ ル モ ノ)。

試 験 日時 及 用 量 、 「ス タ ア リン」0.3αG皮 下注 射 。

(「ス タ ア リ ン」ハ小 杉 ノモ ノ ト同 ジ)。

(本例 八時 二注 射 後8時 間 日 一 血 液 寒 天培 地 テ

作 ル)。

24時 間後 、培 地 面 上 二淡 灰 褐 黄 色 ノ小 集 落2個

テ生 ズ。 其 ノ細 菌 學 的及 血 清學 的 所 見 ハ殆 ド全

ク第25例 ト同様 デ アル。..

第27例 ■ ♂40Lj,診 断i混 合型 両 側

肺 結 核 、 喀 疾 内結 核 菌G.V.

試 験 日時 及 用 量,19361.0/IVrス タ ア リ ン」0.C.G.

筋 肉 内注 射 、 昭 和8年 市 販 鮫 肝 油 、 眞 室 再 溜11

比 重dioO・8587、 屈 折 傘 娚1.4960。

5日ri二 、培 地 面 上 二鮮 黄 色 ノ小 集 落2個 テ生

ズ。 此 ノモ ノ、 性 状 一 般 ハ 第22例 重 田菌 株 ト

同様 ナル モ、 唯 異 ナル塵 ハ、 此 ノ菌 株 ニ ア リテ

ハ、 既 二血 液 寒 天培 地 二於 ケ ル 「コ ロ ニー 」ガ當

初 雪 リエ ニ と 染 色 上、 殆 ド悉 ク抗 酸 性 肥 厚 セ川

短 桿 菌歌 テ呈 スル コ トデ アル。

記 述 セル、 第22例 ヨ リ第27例 二至 ルi6株 ノ

モ ノハ・ 其 ノ細 菌 學 的 一 般 性状 、 動 物 累 代 通 過
.
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二於 ケル實験 ノ結果、拉 二血清學的特異性能等

二於 テ、殆 ド全 ク酷似 シテ居ル、攣移性結核菌

二於 ケル同一種属 ノモノト認 メテヨイ。

第28例 ■ ♂18:Lj.診 断 混合型右側

室 洞 性 肺 結 核 、 及 肋 膜 炎、 喀疾 内結 核 菌G.IV.

試 験 日時 及 用 量 、19361/IV「 ス タ ア リ ン」0.5cβ

筋 肉 内注 射 。 「ス タア リ ン」ハ 第27例 ト同 ジ。

培 養 後 、4日 目 二培 地 面 上 二、 淡 赤 黄 色 ノ小 集

落1個 テ認 メ、 第8日 目 二於 テ モ、 同様 ノ小 集

落1個 テ生 ズ。 何 レモ漁 性 、 滑 澤 、 中央 梢 ≧隆

起 シ、 周 縁 正 シ ク明 瞭 、 テー ル染 色 上、 淡 青 色

テ呈 スル穎 粒 或 ハ 〔ミク ロ コ 、クス」デ睾 レニ抗

.酸性 ノモ ノテ散 在 ス(附 圖 皿a)。4日 目 二登 育

セル 「コロ ニー 」ヨ リ、 普 通 寒 天 培 地 二移 シ、 更

二此 ノ モ ノ ヨ リ193610/IV卵 黄 「アル カ リ」

水培 地 二 移 シ、193615/IVテ ー ル染 色 上 附 圖1

●重 田株d二 於 ケ ル が如 キ
、 卵 固 形 ノ南 端 二濃 染

セ ラル ・南 極 テ 有 ス ル 桿 菌 ガ、 殆 ド大 部 手占

メ、 圭 トシテ青柴 スル モ、 時 二弱 抗 酸 性 ノモ ノ

モ ァル。 爾 ホ、 其 他 二青 柴 セ ラル ・長 大 ナ ル桿

.菌 ニ テ、 棍 棒 状 或 ハS字 状 二曲 ガ レル種 々 ナ ル

異 形 態 ノモ ノ テ 認 メル(附 圖 皿b)。 卵 黄 「アル

カ リ」水 二於 テ ハ、 頗 ル良 ク登 育 スル モ、容 易 三

培 地 ノ凝 固 テ起 サ ズ。 振 盈 ス レバ、 梢z「 ホ モ

'グー ン」 ト ナ ル モ
、 寧 ロ、 典 型 的 結 核 菌 ノ登 育

～状 ユ類 似 シテ居 ル。 重 田 及 之 二類似 ノ菌 株 ノ如

ク、 管 底 二Zooglearmassテ 形 成 セ ズ。1936

12/IV二 前 記、 卵 黄 「アル カ リ」水培 地 ヨ リ、 ペ

トロ ッフ培 地r移 ス。193615/IV二 ≦ 培 地 上 二

'赤褐色(煉 瓦 色?)テ 呈 スル正 固形t光 輝 テ有 ス

ル漁 性 、 半 球 状 「コ ロ ニー」数 個 ラ生 ズ 。 テー ル

染 色 上 、抗 酸 性 ノ頗 ル 強 イ モ ノ ト、 青 柴 セ ラル

ル モ ノ トガ、相 年 パ ス ル肥 大 短 桿菌 デ アル(附

圖 皿c)。 次 デ1193625/IVノ 所 見 ハ、 相 等 大

ナル 抗 酸 性 及 非 抗 酸 性 、 球 状 菌 が 混 在 ス(附 圖

'旺d)。 此 ノ モ ノテ、 更 二193626/IV「 グ リセ

リ ン、 アル カ リ」卵 黄 水 雲移 植 シテ、193628/IV

_テ ー ル染 色 テ行 フー、 長 大 ナ ル 桿 菌 ニ テ明 暗

交互 二帯 状 テナ セ ル(重 田株 等 二於 ケ ル が如 キ)

抗 酸 性及 非 抗 酸 性 ノモ ノが混 在 ス(附 圖 皿1)。

此 ノ補 禮 結 合 性 能 働 力(4/、・)。動 物 實 駿 上..._.於

テ ハ、 直 接 累 代 通 過5代 目 二於 テ海 狸 ノア ル モ

ノ'臓 器 二、 典 型 的 結核 病 攣 、(肉 眼 的及 組 織

學 的 二)テ 惹起 セ ル モ、 該 部 ニ ハ 典 型 的 抗 酸 性

桿 菌 テ認 メ ズ。 但 シ局 所 ノ淋 巴 腺 二於 テハ 典型

的抗 酸 性 桿 菌 テ認 ム。

8日 目 二登 生 セ ル、 「コ ロニー 」モ亦 、 凡 ベ テ ノ

性 状 ハ、4日 目 二生 ぜ ル モ ノ ト、 全 ク同様 デ ア

ル。 唯、8日 目 ノモ ノテ、193612/IVgP黄 「ア

ル カ リ」水 ヨ リペ培 地 二移 シt193615/IVニ チ

ー ル染 色 一 テ 検 鏡 スル ニ
、 歯 形 甚 ダ シク不 同

デ、 棍 棒 歌 、 或 ハ縞 状 、杓 子 状 桿 菌 、両 極 二濃 染

部 テ有 スル類 圓 形 ノモ ノ、 穎 粒 及 球 菌 等 テ モ混

在 スル外 二、Kahn等 ノ唱 ヘ ルDustlikeform

或 ハAmorphousmass或 ハDetritusト 思 ハ

ル モ ノが 存 在 シ テ 居 ル。 是 等、 多 形 性 ノ各 菌

ガ、 染 色 上 二於 テ モ亦 、 甚 ダ多様 性 デi抗 酸 性 、

非 抗 酸 性 、 濃 淡 ノ匿 別 ガ ア ツ テ1眞 二雑 然 トシ

テ、 火 事 場 ノ跡 ノ観 ガ アル。 此 ノモ ノ ラ、「グ リ

セ リン」肉 汁 二 培 養 セ ル モ ノ テ、 シャ ンベ ラ ン

濾 過 管L3デ 濾過 シ タル濾 液 ハ動 物 實 験 上、 濾

過 性病 原 盟 テ説 明 シ、 又 、 懸 滴 標 本 上 、 自働 的

運 動 性 テ認 ム(附 圖 皿f)。

本 菌 株 二類 似 ノ モ ノ他 二4株 テ得n

本例 二於 テ窺 知 シ得 ル が如 ク、 攣 異 セル 結 核 菌

ナ ル モ ノ ガ、 如 何 二培 地 ノ漿 化 ニ ヨツ テ迅 速 二

其 ノ形 態 テ攣 化 スル モ ノデ アル カ、 殆 ド端 促 シ

得 ザ ル状 態 テ示 ス モ ノデ アル。 且adleyノ 言 ノ

如 ク、 攣 異 セ ル細 菌 ノ 形 態 ハ、 眞 二百 色 「メガ

ネ」(Kaleidoscop)式 デ ア ル。

第29例 ■ ♀29Lj.診 凱 肺門淋巴腺結

核 及 周 園 炎、 喀 疾 内結 核 菌 陰 性、 補 艘 結 合 反 応

中等 度 陽 性 。

試 験 日時及 用 量 、19362/VI「 ス タ ア リ ン」0.5

c℃筋 肉 内注射 。

昭 和10年 大 磯 慶 陵 肝 油 、「ス タ ア レ ン」含 有 量 約

55%、 眞 室 再 蒸偉留・ 比 重dloO・8552,屈 折 率 昭

1.4964。
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5日 目培 地面 上 一、 濃 緑 黄 色粘 液 性 、 漁 性._.シ

ラ滑 澤 ナ ル小集 落2個 テ認 ム。 殆 ド扁 平 、 透 明

ニ シテ周 縁 正 風 明 瞭 。 テー ル染 色1二、 甚 グ シク

多 形 性 ニ シテ、 全 部 青 柴 セ ラル ・、穎 粒 、球 菌、

長 大 ニ シテ少 シク曲 レルモ ノt或 ハ 直線 状 ノ モ

ノ、 或 ハ卵 圓形 等 が混在 シ、 且 ツ染 色状 モ濃淡

甚 ダ多様 性 デ アル(附 圖H9>。 此 ノモ ノテ、 ≦

㍗ロ ッフ及 「グ リセ リ ン・ アル カ リJ卵黄 水培 地

二移 ス。 ぺ培 地15日 目 ノモ ノハ、各 「コ ロ ニー」

融 合 シテ、 培 地 面 全 艦 ヲ蔽 ヒ、 豚 脂檬 光輝 テ有

シ、 漏 潤 ニ シテ 「コ ・ア」色 テ呈 ス。 テー ル染 色

上 抗 酸 性 ト非 抗 酸 性 ノモ ノ、 混 在 セル微 細 ナ ル

穎 粒 、 球 菌 状 ノモ ノが大 多 数 テ占 ノ、 窄 レ二相

當 大 ナ ル モ ノテ認 ム(附 圖 皿h)。 此 ノモ ノテ、

更 二1ケ 月後 二.テー ル染 色 テ 施 シ テ 検 鏡 スル

ー、 悉 ク青染 セ ラル ・微細 ナ ル 頬 紅 デ アル(附

圖Hi)。 「グ リセ リ ン、 ア ル カ リ」卵 黄 水 ノモ

ノ ハ、7日 目二良 ク登 育 シ、 管 底 二Zoogle-

armassテ 形 成 シテ、黄 色 テ帯 ブ。 テー ル染 色

上、 全 農 、 弱 抗 酸 性 テ呈 スル無 構 造 的 等 質 性物

質 デ アル 〔附 圖 皿j)。 此 ノモ ノ ・ シャ ンベ ラン

L:;ニ ヨル濾 液 テ、 海 狸 二 注 射 スル コ トニ ョ ヅ

テ、 初 代 二於 テ、 局 所 ノ淋 巴腺 二折 酸 性穎 粒 テ

認 ム。 更 二、 直接 海 狸 二累 代 通 過 テ行 フ コ トー

ヨ ツテ、 恐 ラ ク典 型 的 結 核 病 攣ヴ 起 シ、 且 ツ典

型 抗 酸 性 桿 菌 テ モ認 ム ル ニ 至 ル モ ノナ ル コ ト

ハ、 他 ノ例 二於 ケ ル實 験 ヨ リ推 察 シテ、 極 メテ .

明 白 デ アル ガ、 遺 憾 ナ ガ ラ、 本 例 ハ累代 通 過 ラ

行 ハ ズ シテ止 ム。此 ノ神 髄 結 合 性 能 働 力(a/1、)。

本菌 株 ト同 様 ノモ ノ、他 二2株 ア リ.

第30例 ■ ♂29:Lj.診 断 、 両 側 性滲 出

型 肺 結核 、 及 腸 、喉 頭 結 核1喀 疾 内結 核 菌G.X.

診 験 日時及 用 量、193621/VI「 ス タ ア リン」0.5

QG筋 肉。 「ス タ ア リ ン」ハ第29例 二同 ジ。

5日 目 マ デ ニ1培 地面 上 二登 育 セ ル4個 ノ小 集

落 ト1個 ノ深 部 集 落 テ認 ム。 表 面 二嚢 青 々 ル モ

ノハ、 何 レモ淡 黄 緑 デ、 半球 状 テ呈 シ、 漁 性 ニ

シテ光輝 ラ有 ス。 周縁 ハ、 梢 ≧不 整、 中 心 ヨ リ

縁 邊 二向 ツテ微 カ ニ放線 状 ノ繊 髪 テ認 ム。.梢z

久 シ ク置 ケバ、何 レモ、多 少 溶 血 作 用 ヲ'呈ス。 五

一 ル染 色 上 ニ チ ハ、 何 レモ、 生 月歌 ノ「コ ンカ

ー フ」側 テ相 封 シテ抱 キ合 ヘ ル が 如 キ墜 球 菌 デ

アル。 悉 ク青 柴 スル(附 圖 皿k)、 深 部 集 落 ノ

モ ノハ、 濃 淡 極 メ テ 不 同 デ青 柴 セ ラル ・、 穎

粒 、 球 菌 或 ハ球 菌 ヨ リ尾 ヲ引 キ、 俗 二云 フ、 人

玉 ノ如 キモ ノ等 ガ、 混 在 シテ極 メ テ多 型 性 デ ア

ル。 深 部 集 落 二就 イテ ハ、 逡 憾 乍 ラ其 後 ノ實 験

テ経 ナ ィ。 表 面 集 落 ノモ ノラ、 「アル カ リ」卵 黄

寒 天 培 地 二移 シテ、17日 目 ノ所 見 へ 鮮 黄 色 漁

潤 ニ シテ、 テー ル染 色 上 ノ所 見、 極 メテ多 形 及

多 染 色 性 ノ穎 粒 及 球 菌 が 混 在 シテ居 ル(附 圖 皿

の 。之 テ、 「グ リセ リン、 アル カ リ」卵 黄 水 雲移

シ テ、7日 目 ノ所 見 ハ、微 細 ナ ル国 魂 ヲ'作りテ

登 育 シ典 型 的結 核菌 ノ 登 育 形 ト頗 ル相 似 テ居

ル。 大 多数 八音染 ス ル墜 球 菌 ナ ル モ、少 数 ノ「テ

ト ラゲ ー ヌ ス」或 ハ短 連 鎖 状 墜 球 菌 等 ラ認 ム(附

圖 皿m)。 補禮 結 合 性能 働 力(1/、。)。此 ノ株 ハ ペ

トロッフ培 地 上 「チ.コ レー ト」色 テ呈 ス。 此 ノ株

二類 似 ノモ ノ他 二3株 ア リ。・此 ノモ ノハ 、動 物

通 過 第3代 マ デ行 ヘ ル モ、 典 型 的 結 核病 攣 テ作

ル ニ至 ラズ シテ止 ム。 爾 ホ根 気 ヨ ク代 テ累 ヌ レ

バ恐 ラ ク成 功 ス ル モ ノ ト思 フ。

第31例 、■ ♂28Lj.診 断 、 両 側 増 殖 性

肺 結 核 、 喀 疾 内結 核 菌G.III.

試 験 日時及 用 量 、19362/VI「 ス タ ア リ ン」0.7

0c筋 肉 内 注 射。 「ス タ ア リ ン」ハ 第30例 ノモ ノ

ト同 ジ。

本 例 ニ ア リテ ハ、 注 射 前 ノ血 液 寒 天 表面 上 二培

養 後5日 目 マ デ ニ2個 ノ小 集 落 テ生 ズ。 淡 緑 色

デ、漁 性 、滑 津 、 中央 部 梢 ≧隆 起 シテ縁 邊 ハ正 シ

ク明瞭 。 テー ル染 色 上 、弱 ク青 柴 スル穎 粒 及 「ミ

ク ロ コ,ク ス」、 其 他 、 抗 酸 性 ノ穎 粒t「 コ.yケ

ン」桿 菌 等 ガ ア ル(附 圖 皿a) 。 此 ノ モ ノラ、 ペ

トロ ソフ ニ移 植 シテ、1ケ 月後 ノモ ノハ、「アズ

キ」色 テ呈 シ、 漁 性 粘 稠 デ 光 爆 ガ アル 。抗 酸 性

及 非抗 酸 性 ノ穎 粒 、 球 菌 、 墜 球 菌 、 桿 菌 等 甚 ダ

多形 デ アル(附 圖 皿b)。 之 テ 「グ リセ リ ン、,アル

カ リ」卵 黄 水 ら 移 シテし7日 目 ノモ ノハ、 類 圓
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形 ノ両 端 二濃染 ス ル極 テ具 ヘ タル膨 大 セ ル青 柴

桿 菌 デ アル(附 圖 皿c)。 此 ノ形 態 ハ、 重 田及 菊

川 株 ナ ドニ出現 スル モ ノ ト全 ク同様 デ アル。 本

菌 株 ハ、 重 田 ト菊 川 株 トノ中間 二位 ス ル モ ノ ト

思 バ レル。 神 髄 結 合 性能 働 力(8ん)。

注 射 後 培 養 セ ル モ ノへ24時 間 後 一2ツ ノ小 集

落 テ培 地 表 面 二生 ズ。 何 レモ、 同様 ノモ ノデ、

淡 黄 紅 色 デ、 漁 性 ニ シテ滑 澤 、 中央 梢 ヒ隆 起 ス

ル モ中 心 部 扁 平 、周縁 部 梢 ㌃不 正 鐵 襲 テ認 メズ。

チー ル ニ テ染 色検 鏡 スル ニ、 青柴 ス ル穎 粒 ハ大

多 数 デ、 少数 ノ抗 酸 性 穎 粒 テ認 ム(附 囲 皿d)。

之 テ、 ペ トロ ッ フ「グ リセ リ ン、 アル カ リ」卵 黄

水 二移 植 スrぺ 培 地15日 目 ノモ ノハ、 「コ ロ ニ

ー 」相 融 合 シテ一 面 二ZF等 二培 地 テ蔽 ヒ、 帯 揚

黄 色 、 漁 性 ニ シテ豚 脂 様 光 輝 テ呈 ス。

テ ー ル 染 色 上 、 青 柴 ス ル 桿 菌 大 多数 及球 菌 、

窄 レニ抗 酸 性 穎 粒 、 球 菌 及 短 桿 菌 ア リ(附 圖 皿

e)。 「グ リセ リ ン、 アル カ リ」卵 黄 水 ノモ ノハ、

良 ク登 育 シテ,管 底 二Zoo91earmassテ 作 り

淡 黄 色 テ呈 ス、 検 鏡 上 、大 多 数 八音 染 スル穎 粒

及 球 菌 デ、 少数 ノ抗 酸 性穎 粒 及 長 大 一 シテ明暗

帯 状 二交 代 セル桿 菌 、(重田株 及菊 川 株 二於 ケル

が如 キ)テ 認 ム(附 圖 皿f)。 更 二 ぺ培 地1ケ 月

後 ノモ ノハ、 濃淡 極 メ テ不 同 ニ シテ青 柴 セ ラル

ル穎 粒 及 球 菌 大 多数 ラ 占 メ、其 他 二 折 酸 性 穎

粒 、 球 菌 及 短 桿 菌 テ少数 二認 ム(附 囲 皿9)。 「グ

リセ リ ン、アル カ リ」卵 黄 水 二於 ケル、 補 盟 結 合

性 能 働 力(5/10)。

此 ノ外 二、 注 射 前 ノ培 養 二 「コ ロニー 」陽 性 ラ呈

シ、 注 射 後 二陰 性 ナ リ シ モ ノ1例 、 術.ホ1例

ハ、 注 射 前 二2個 ノ「『 ロ ニー」ヲ'生ジ、 注 射 後

一 八1個 テ生 ジタ ル モ ノア リ。 是 等 ノモ ノハ、

悉 ク血 清 學 的特 異 性 ニ ヨ リテ、 結 核 菌 ノ攣 異形

デ アル コ トテ確 實 ニ シ タ。

第32例 ■ ♂26Lj.診 断 、 肺 門 淋 巴腺

腫 脹 喀 疾 内結 核 菌 陰 性 、神 髄 結 合 反 応 張 陽性 試

験 日時及 用:量,193631/V「 ス ク ア リ'ン」0.7c島 筋

肉 内注 射。 「ス タ ア リ ン」ハ第30例 ト同 ジ。本 例

モ、 注 射 前 ノ血 液 寒 天培 地 二次 黄 白色 漁 潤 ナ ル

小集落2個 テ生ジタルモ仔細 ナル實験 テ行ハズ・

注射後 ノ培養 二於 テへ4日 目二培地面上一・

1個 ノ小集落 テ生端 中心部ハ贋状 二陥没 シテ

小孔 テ作ル。周縁 ハ正圓ナ ラズ梢 ≧不規則 デア

ル。淡黄色 乾性粗 デアル。,半球状 ナシ・著明

二表面 二級髪 テ作ル。多少培地内二喰 ヒ入ル。

テール染色 テ施 シテ検鏡 スルニ、抗酸性及非抗

酸性懸歌或ハ毛様 テ呈 シ、或ハ願粒 ラ有 スルモ

ノ或 ハ之テ鋏如 セルモ ノガアル。:其ノ他 二、卵

固形或 ハ球菌駄 ノモノニテ抗酸性 テ呈 スルモ

ノアリ(附囲皿h)。 之テ 「グリセリン、 アルカ

リ」卵黄寒天培地 二移 シテ、其 ノ3日 目ノ所見

ハ、鮮黄色一テ培地内二喰 ヒ入 ラズ、検鏡上、

抗酸性及非抗酸性穎粒 ヲ有 スル繊細ナルi網犬歯

が大多数:テ占メ、且ツ其 ノ大部ハ分枝 テ有 ス。

其他 へ 卵固形或ハ短桿菌状 或 ハ穎粒性 ノモ

ノテ認 ム(附圖皿i)。 之ラペ トロッフ培地 二

代 目 山移植 シテ10日 目ノモノハ、(鮮 紅色)、

嚥脂色 テ呈 シ、乾性、粗 ニ シテ相重畳 シテ山 テ

築 ク.「カサプタ」ノ如 シ。培地 二膠著性ナク、

極 メテ脆弱 デアル。検鏡上、殆 ド悉 久 抗酸性

デ、梢 ≧長大 ノ桿菌 デァル。穎粒 テ有 スルモノ

ト然 うザルモノトガアル。其他、抗酸性 ノ孤在

性穎粒及球菌状 ノモノガアル。非抗酸性 デ青染

スルモノ八極 メテ少数 デアル(附 圖 皿j)。 更 二

ぺ培地1ケ 月 目ノモ ノラ検鏡 スルニ、殆 ド悉 ク

.穎粒性抗酸性桿菌 デ、少数 ノ孤在性穎粒及球菌

檬 ノモ ノガアル。非抗酸性ヲ呈 スルモノハ全 ク

ナィ。此 ノモノテ海狸 二累代接種實験 ラ試tル

ー 第二代 目二於 テ、3匹 ノ内2'匹 二於 テ脾、

肝、肺等 二少数乍 ラ、典型的結核病攣 テ作 り、

且 ツ、典型 的抗酸性桿菌 テ認 ム、他 ノ1匹 二於

テハ、臓器 二典型的結核病攣 テ形成 セザルモ局

所 ノ淋巴腺腫大 シテ、弦 二典型的抗酸性桿菌 テ

説明 シ得 タ。本攣異株 ハ、嘗 テ共同作業者 ノ1

人、鴻上 ノ恩師矢部辰三郎先生ガ、 「サポニン」

添加培養 ニョリテ、得 タル モ ノニ梢 ヒ相似 タ

リ.神 燈結合性能働力(8/]U)。

第33例 ■ ♀ 診断、右側上葉」曾殖性肺
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結 核 、 喀 疾 内結 核 菌G.III.

試 験 日時及 用 量 、193610/IVrス タ ア リ ン」0.t

QG筋 肉 内注 射 。

昭和8年 市 販 鮫 肝 油 、「ス タ ア レ ン」含 有 量 約50

%・ 眞 室再 鰍 比 重1d220・85b7、 屈 折 率n智

1.4960。

培 養 後3日 目 マ デ ニ、 培 地 面 上 一2個 ノ小 集 落

テ認 ム。 何 レモ帯 淡 黄 褐 色 ニ テ、 漁 性 光 輝 テ有

孟。牛球状 二培地面 ヨリ隆起 シ、中心部八相 く
扁 李、 周縁 正 風明 瞭、 テー ル染 色 上、何 レ ノ「コ

ロ ニー 」モi殆 ド同様 ニ テ、 極 度 二多 形 性 テ示

シ、大 小不 同 ノ穎 粒 乃 至 球 菌 、 時 トシテハ普 通

ノ球 菌 ノ7,8倍 大 二達 ス ル が如 キ、 醸 母苗 標大

球 状 菌 テ認 ム。 又他 二大 小 不 同 ノ、 桿 菌 ニテ、

先 端 ハ棍 棒歌 テ ナ セル モ ノナ ドガ アル、 襲 球 菌

モ空 レニ アル。 何 レモ、 青 柴 スル ガ
、 其 ノ濃淡

ノ状 態 八極 メテ不 同 デ アル(附 田 皿1)
。 血液 寒

天 培 地 ヨ リ普 通 寒 天 二移 シテ、1ケ 月 目 二於 ケ

ル所 見 ハ、 相 當 大 ナ ル 「コ ロニー」テ形 成 シ
、燈

黄 色1熱 性1培 地 面 上 二相 胤隆 出 シi周 縁 ハ不規

則 ニ テ波 紋 歌 テナ ス。 中央 部 ハ肥 厚 シ、 縁 邊部

ハ比 較 的 菲 薄 デ アル。粘 液 性 テ帯 プ。 テー ル染

色 上 殆 ド歯髄 テ 識 別 シ 得 ザ ル無 構 造 性 ノモ ノ

デ、此 ノ内 三筆 レニ、 粗 大 ナ ル 青 柴 球菌 ラ認

ム(附 圖 皿m)。 此 ノモ ノ テ、 レ フ レル ノ 「アル

カ リ」性 「メチー レ ン」青 ニテ染 色 ス ル時 ハ
、普 通

大 ノ球 菌 が大 多 数 ラ占 メ、 其 他 隻 球 菌 ラ窄 レニ

認 ム(附 圖 皿n)。 寒 天 斜 面 ヨ リ≦ 」二」三⊥Z培 地

二移 シテ1ケ 月 目 ノモ ノハ
、 大 多数 ハ帯 淡 黄褐

灰 色 テ呈 スル モ、 之 二散 在 的 二 「ゲ ンチ ア ン」紫

ノ色 卜同様 ノ着 色 ヲ帯 ベ ル 「コロ ニーJテ 認 ム
。

何 レモ培 地 ヨ リ隆 出 シ、 牛球 状 テ呈 ス ル モ、 中

央 部 八勝 駄 テ呈 スr乏 二Zヒニ テ 染 色検 鏡 ス ル

ニ、 黄 褐 灰 色 ノモ ノモ
、 藤 色 ヲ'呈セル 「コ ロ ニ

ー 」モ
、 何 レ:モ殆 ド同様 デ、大 部 分 八音染 スル穎

粒 及 球 菌 デ抗 酸性 ノモ ノ が散 在 性 二存在 ス(附

園 田o)。 ペ トロ⊥Z培 地 ヨ リ「グ リセ リン、 ア

ル カ リ」卵 黄 水 培 地 二移 植 シテ48時 間 日 ノ所 見

ハ・ 青柴 ス ル多形 性 ノ穎 粒 状 桿 菌
、 尖 端 が棍 棒

状 二腫 大 セ ル桿 菌 、 「ヂ プ ロ コ 、ケ ン」等 テ認 ム

(附圖IVa)。 此 ノ補 罷 結 合 性 能 働 力(3/,、)。

第34例 ■ ♀26:Lj.診 断 、 滲 出 型 両 側

性 室 洞 性 肺 結 核 、喀 疾 内結 核 菌G.X.

試 験 日時 及 用 量 、193612/IV「 ス タ ア リン」0.3

αC筋肉 内注 射 。

昭和8年 市販 品鮫 肝 油 、 「ス ク ア レ ≧」含 有 量 約

40%,眞 室 再 蒸 貧留、 比 重d210・8551、 屈 折 傘n劉

1.4962。

4日 目 二培 地面 上 二 白色 、僅 カ ニ培 地 面 ヨ リ隆

起 セル が如 キ小集 落1個 テ認 ム。 漁 性,滑 澤 、

周 縁 正 圓、 規 則 正 シ。 エ ニと 染 色 ニ チハ 、 青 柴

ス ル多 形 性 ノ穎粒
、 球 菌 、 隻 球 菌 テ認 ム。 ペ ト

ロ ッ フニ移 植 シタル モ ノハ
、 梢 く隆 起 シテ 中心

部 二膀 ラ作 り漁 潤 ニ シテ光輝 ア リ、 固 形 ニ シテ

粘 稠 性 デ アル。 淡 薄 色 テ呈 ス。15日 目 ニ チー ル

染 色 テ行 フ ー、 多 形 性 ノ穎 粒 、 球 菌 、 隻 球 菌 テ

混 在 シ、大 分 八 音染 ス ル モ、 少 数 ノ・抗 酸 性 ノモ

ノテ認 ム。 補 膿結 合 性 能 働 力(7/1。)。
1

此 ノ株 ト近 似 ノモ ノ此 ノ他 二2株 ア リ。 何 レモ

ペ トロ⊥ エ ニ累 代 培 養 テ行 フ時 ハ
、 次 第 二登 育

緩 徐 トナ リ、 途 ニ ハ殆 ド登 育 セ ザ ル ニ至 ル。

第35例 ■ ♂39Llj.診 断 、 混 合 型 南

側 性肺 結 核 、 喀 疾 内結 核 菌G.IV.

試 験 日時 及 用 量 、193630/VIrス タ ア リン」0 .5

GC筋 肉 内注 射(「ス タ ア リン」ハ 第34例 二同 ジ)
。

48時 間後 二、培 地 面 上 二1個 ノ小 集 落 テ認 ム
。

淡 黄 白 色・ 漁 性 ・ 滑 澤 、 中央 部 ハ肥 厚 シ、 縁 邊

部 ハ菲 薄 デ梢 ヒ不 正 鋸 歯 状 テ呈 シ、 多 少 ヲ'散髪

認 ム・乏 二Zヒ トテ へ 殆 ド一 定 セル青 柴 球 菌 デ

ァ ル。 之 テ 「グ リセ リ ン
、 アル カ リ」卵 黄 水 二移

植 シテ1週 日 目 ノモ ノハ 、良 ク畿 育 シ
t管 底 二

Z・・glearmassテ 形 成 ス
.チ ー ル ニ テへ 青

,染ス ル大 小 不 同 ノ穎 粒 、球 菌 及 醗 母苗 標 ノ大 ナ

ル詠 歌 菌 テ認 ム。神 髄 結 合 性能 働 力(1/、。)。

第36例 ■30:Lj.診 臨 滲 出 型 両 側 性 肺

結 核 、 喀 疾1内結 核 菌G.VII.

試 験:日時及 用 量 、193630/V1「 ス タ ア リ ン」0 .7

qc筋 肉 内注 射 、「ス タ ア リ ン」ハ、第29例 二同 乳
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4日 目 マ デ ニ、 培 地面 上 二2個 ノ小 集 落 テ形 成

ス。 何 レモ 同様 ニ テ、1熱性、 滑 澤 殆 ド扁 平 、 正

圓 、 周 縁 部 ハ正 シ ク明瞭 、 淡 紅1!・'1色テ帯 ブ.テ

ー ル染 色 上
、 青柴 スル 「テ トラグー ヌ ス」デ、 稀

レー、 抗 酸 性 「ヂ プロ コ 、クス」テ認 ム(附 圖IV

g)。 之 テペ トロ リ フ培 地 二移 植 シテ、1ケ 月 牛

テ経 過 シタ ル テ ノハ、各 「コ ロ ニー」相 融 合 シテ

培 地 面 テZF等 二蔽 ヒ、1無性 ニ シテ豚 脂 様 光澤 テ

有 シ、 淡 黄 紅 色 テ呈 ス。 テー ル染 色 上 、 極 微 細

ナル穎 粒 が大 部 テ占 ノ、其 他 二、穎 粒 状 桿 菌 、

大 小 、繊 、肥 極 メテ不 同 、 或 ハ稀 レニ長 続 状 ト

ナ リテ分 枝 テ有 ス ル モ ノガ アル。 其 他 、 極 少撒

二 「テ トラゲー ヌ ス」及 「ヂ プロ コ。ケ ン」テ認 ム。

其 ノ他 、 類 固形 ノ両 極 二濃 染 部 テ有 スル モ ノ、

或 ハ濃染 部 テ有 セズ、 唯 空 虚 ナル米 粒 二似 タル

モ ノ ア リ。大 多 数 八 音染 スル モ、 少 数 ノ抗 酸

性 及 弱抗 酸 性 テ呈 スル モ ノ が 混 在 ス(附 圖IV

h)。 「グ リセ リ ン、 アル カ リ」卵 黄 水 培 地 ノ モ

ノ・・、良 ク獲 育 シ、管 底 二Zoo91earmassテ 作

り、 淡 黄 色 テ呈 ス。 培 地 テ凝 固 セ シノ ズ。 多 形

性穎 粒 及 球 菌 ニ テ、 殆 ド大 多 数 青柴 セ ラル、睾

レニ抗 酸 性 ノモ ノ ア リ。 此 ノ外 二、卵 圓形 状 テ

ナ シ、 両 極 二 濃 染 ス ル 青色 ノ極 テ有 ス ル モ ノ

ト、 然 うザ ル モ ノ トガ ア ル。 コ ノモ ノハ大 多 数

弱 抗 酸 性 テ呈 ス1附 圖IVi)。 本 菌 株 テ海狸 二

注 射 スル ニ第 一代 二於 テ、 局 所 ノ淋 巴 腺 腫 大 シ

テ、抗 酸 性 拉 二非 抗 酸 性穎 粒 及 「コ。ケ ン」ヲ認 ム。

本 例 ハ 累 代 通 過 テ 行 ハ ズ。補 禮 結 合 性 能 働 力

く5ん)。本 株 二類 似 ノモ ノ他 ニ一 株 ア リ。

第37例 ■36Lj.診 断、右側嚢状滲出性

肋膜炎及左側下葉肺浸潤、喀疾内結核菌陰性、

滲出液 内抗酸性菌極睾 レニ存 ス。補膣結合反慮

中等度陽性。本例ハ、甚ダ珍奇ナルモノデ、且

ツ臨休的ニモ、相當仔細 二観察 セルモノナルが

故二、弦 二實験 ノ経過 テ重田株 ト同様、比較的

詳細二記載 シテ、識者 ノ明確 ナル判断 ノ資料 ト

ナサントスルモ ノデアル。

本例患者ハ、生来虚弱蒲柳 ノ質ニ シテ、3名 ノ

弟妹 アリ.悉 ク肋膜炎二罹 リ、内1名 ハ肋膜炎

ノ後 二肺結核 トナ リ、i途二間 モナク鬼籍 二人

ル。他 ノ2名 ハ、肋膜炎治癒後現在健康 デ ア

ル。本患者ハ、特 二生來胃腸系統 ノ抵抗極 メテ

薄弱ニ シテ、軽微 ノ登熟 二封 シテモ、頑強ナル

嘔吐テ催 スガ如 キ特異的髄質 ヲ有 ス。

昭和3年 右側漁性肋膜炎二罹 リ、約2ケ 月間入

院治療 ノ結果治癒 シタ。次 デ、昭和11年2月

寒冒 ノ気味アリ、當時咳漱頻瑳 シ、馨療 テ乞 フ。

此 ノ際 「レ ン トゲ ン」寡 眞 ニ ヨ リテ・ 右 側 嚢 毬

肋 膜 炎 ト診 断 セ ラ レ、X線 深 部 療 法 、10数 回 二

及 ブモ、 毫 モ嚢 内浸 出 液 ノ減 弱 ス ル模 様 テ認 メ

ズ。 弦 二於 テ、某 主 治 馨 ガ、 止 ム テ得 ズ、 穿 刺

一 ヨ リテ機 械 的 二滲 出 液 ノ 排 除 テ 計 う ン ト欲

シ、 之 テ行 フrト 数 度 二五 ル モ、滲 出 液 ハ排 除

後 、 間 モ無 ク、 以 前 二等 シ ク 新 タ ニ 潴 溜 シ來

リ、 全 ク消 失 ノ見 込 立 タズ 、途 三余 ノ外 來 テ訪

レル ニ至 ツ タモ ノデ ア ル。

當 時 ノ所 見 ハ、 右 側 胸 部 、 約 下部 牛 分 二亙 ツテ 　 '

前 後 共 二、 強 濁 音 テ呈 シ、 甚 ダ シキ抵 抗 感 ラ示

ス。 呼 吸 音 及 音 聲 震 額 等 全 ク鋏 如 ス。 左側 下部

二輕 短縮 音 テ 示 シ、 僅 少 ノ 「パ イ フー,ン」及 「ギ

ー メ ン」等 テ蕪 取 ス
。 試 験 穿 刺 テ行 フニ、途 中肋

膜 肥 厚 ノ爲 二甚 ダ シキ抵 抗 テ感 ズ。 針 端 嚢 内 二

連 ス レバ、 相 當粘 稠 ナ ル滲 出 液 ガ、 極 メ テ容 易

二採 取 スル コ トが出 来 ル。 液 ハ暗 赤 色 、 梢 ≧肉

汁 ノ如 キ観 ガ ア ル。 之 テ遠 心 分 離 ス ル ニ、 上 清

ハ黄 褐 色 飴色 状 テ呈 シ、 沈 澱 物 ハ 殆 ド悉 ク赤 血

球 デ アル。 故 二、 滲 出液 ノ着 色 ハ、 溶 血 セル

「ヘ モ グ ロ ビ ン」二由 ル モ ノニ非 ズ シテ,「イ ンタ

ク ト」ノ赤 血 球 ノ爲 デ ア ル コ ト が 分 ル。 以 前 某

醤 家 ガ、 数 回試 ミタル穿 刺 ノ爲 二、 器 械 的 二血

管 テ破 綻 セ シメ テ、 斯 ク ノ如 ク「イ ン タ リ ト」ノ

赤 血 球 が滲 出 液 二混 在 スル モ ノデ アル カ、 或 ハ

病 患 ノ爲 二、 自然 的 二血 管 外 二湧 出 シ タル モ ノ

ナ ル カ、枇 ノ邊 ハ充 分 二解 ラヌ。

試 験 前滲 出 液 及 血 液 寒 天 培 養 上、 全 ク 「コ ロ ニ

ー 」テ褒 生 セズ。

193622/V昭 和8年 市 販 鮫 肝 油 テ過 熱 蒸:溜法 ニ

ヨ リテ 「ス タア リ ン」ラ分 取 シ、 此 ノモ ノテ、更
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二 眞 空 減 歴 蒸 溜 法 テ 行 ヒ
、 此 ノ 「ス ク ア リン」

ラ、 更 二 活性 炭 末 ラ 加 ヘ テ、 濾過 精 製 セル ぞ

ノテ肋 膜 嚢 内 二注 入 ス。 此 ノ「ス ク ア リ ン」ノ比

重d:'20.8656、 屈 折 李 瑠1.4970テ 示 ス。

193623/V及193625/V/2同 二亙 リテ滲 出 液

寒 天培 養 ヲ行 ヒ、163624/V二 血 液 寒 天 培 養 テ

施 シタ ル モ、 何 レモ結 果 ハ悉 ク陰 性 テ示 シ タ。

193628/V更 二、前 記 ト同様 ノ「ス クア リ ン」1.O

caテ 肋膜 腔 内 二注 入 ス。 次 デ、19362/VI昭 和

8年 市 販 鮫 肝 油減 墜 再 蒸 溜 ノモ ノニ活 性 炭 末 テ

混 ジテ濾 過 セル 「ス ク ア リ ン」テ肋膜 嚢 内 二注 入

ス。19363/VIマ デ ニ前 後3同 二亙 ツテ穿 刺 ニ

ヨ ツ テ滲 出液 テ排 除 シタ ル 全 量 、 約1300c・c・デ

アル。 更 二、19362/VI二 穿 束鰯ス ル モ、 僅 カ ニ

60c・c・テ得 タル ノ ミ。 滲 出 液 ノ新 タニ瀦 溜 シ來 ル

形 跡 テ認 メズ。 患 者 一 般 状 態 頗 ル 良好 ナ ル ガ故

二、 日ナ ラズ退 院 ノ可 能 ナ ル 可 キ コ トテ傳 ヘ

テ、 患者 及 家 族 ノ者 モ欣 然 トシテ希 望 二燃 ヘ テ

居 タ.然 ル ニ、越 ヘ テ19364/VI午 後3時 頃 ヨ

リ激 シキ悪 寒 テ件 ヒ、 嚢 熱39度 二及 ビ、1從 前

ノ罷 温 最 高37.4度)嘔 吐 頻 リニ襲 來 、 咳漱 又頻

一登 ス。顔 面 蒼 白、 季 肋 部 及 肝 臓 部 、脾 部 等 二 自

然 痛 及 墜痛 テ訴 フ.即 チ、 一般 状 態 カ ラ見 テ、

極 メテ重 篤 ナ ル症 駄 ラ呈 ス。 越 ヘ テ19366/VI

滲 出液 寒 天 培 養 ラ試 ム。 ニ ツ ノ扁 卒板 培 地面 上

二24時 間後 、 無 撒 ノ粟 粒 大 黄 色 集 落 テ登 生 ス、

軍 レニ深 部 二登 育 セル モ ノモ アル。 此 ノ場 合 ノ

血 液 寒 天培 地 ノ モ ノハ、 僅 カ ニ同様 ノ 「コ ロ ニ

ー」ラ2個 生 ぜ ル ノ ミデ アル
。 滲 出液 寒 天 培 地

ト血 液 寒 天培 地 ノモ ノハ全 ク圓 形 デ アル。 滲 出
ト

ー液 寒 天 「コロ ニー」テ普 通 寒 天 二移 シテ3日 目 二

観 察 スル ニ、鮮 黄色 、中央 梢 ㌃隆 起 肥厚 シ、 周縁

部 ハ正 圓規 則 正 シ、i熱性 ニ テ滑 澤豚 脂 檬 光輝 ア

リ。 チー ル染 色 上検 鏡 ス ル ニ、 大 多 撒 ハ、 大 小

不 同 ノ青染 スル穎 粒 或 ハ 「ミク ロ コ ジクス」デ、
一窄 レ

ニ抗 酸 性 ノ穎 粒 テ散 見 ス(附 圖IVb) 、 此

ノ當 時 ノ滲 出液 テ蓮 心 シテ、 其 ノ残 渣 テ チー ル

ニ テ染色 検 鏡 スル時 ハ、 眞 二驚 ク可 キ多 形 性 テ

示 シ、 抗 酸 性及 非 抗 酸 性 ノ モ ノ テ 混 在 ス。 球

菌 、 穎 粒 状 菌、隻 球 菌 、 四 聯 球 菌 状 、 八 聯 球 菌

状 、 短 連 鎖状 菌 等 テ認 ム ル モ、 青 染 セ ラル ・桿

菌 ハ殆 ド認 メ ズ。 抗 酸 性 テ呈 ス ル モ ノ ・内 ニ

ハ、 少数 ノ桿 菌 テ認 ム ル モ、 著 シ ク轡 曲、 或 ハ

小 細片 状 テ呈 シ、 一 見 「イ ンボ ル チ オ ン」形 ノ観

ガ アル(附 圖IVc)。 更 二、 前 記寒 天培 地 ノ モ

ノテ、 ペ トロ ッフ ニ移植 スル ニ、 相 當 良 ク襲 育

シ、 各 「コ ロ ニー 」相 融 合 シテ、 「アズ キ」色 テ呈

ス。 次 第 二培 地 二亀 裂 テ生 ジ、 液 化 ス ル傾 向 ガ

アル。 宛 モ腐 敗 性菌 ノ如 キ観 ラ呈 ス。 然 ル ニ、

≦ 」コ旦⊥Z3代 目縫 植 テ経 タル モ ノハ、 培 地 二

覇 裂 テ生 ジ、 液 化 スル ガ如 キ コ トナ ク、 着 色 性

ガ次 第 二減 退 シテ、 梢 、典 型 的 結 核 菌 ノ褒 育 二

類 似 シテ來 ル ガ、5代 目以 後 縫 植 登 育 頗 ル不 良

デ アル。ペ ト旦⊥Z3代 目移 植 ノモ ノ ・30日 後

ノ乏二 と染 色 上 ノ所 見 へ 「プ ロ トプ ラス マ」ガ

相 融 合(L6hnisノ 唱 ヘルSymplasmaノ 如 キモ

ノ ～)セ ル ガ 如 キ、 等 質 性物 質 ノ内 二、大 小 不 同

ノ青 ク濃染 ス ル穎 粒 ガ雑然 トシテ存 在 ス(附 圖

IVd)。 「グ リセ リ ン、ア リカ リ」卵 黄 水 二螢 育 セ

ル モ ノテ ペ トロ ー・)フ培 地 二移 シテ5日 目 ノ所 見

ハ、 「コ ロニ ー」相 融 合 シテ著 シ ク漁潤 デ、「アズ

キ」色 ヲ呈 シ滑 澤 デ アル。

チー ル染 色 上 デハ、 前 ト同様 、 共 通 的 ノ原 形 質

(此 ノ揚 合 ニ ハ弱 抗 酸 性 テ呈 ス)檬 物 質 内 二、 青

染 スル 大 小 不 同穎 粒 テ認 ム(附 圖IVe)。 此 レ

ヨ リ、 更 二、 「グ リセ リ ン、 アル ゐ リ」卵 黄 水 二

移 植 シタル モ ノハ、 頗 ル良 ク登 育 シ、 管 底 二

Zoo91earmassテ 形 成 ス。 其 ノ4日 目 ノモ ノニ

チー ル染 色 テ行 フー、 青 染 ス ル大 小 不 同 ノ穎 粒

或 ハ球 菌 デ アル(附 圖IVf)。 此 ノモ ノ ラ、 補

禮 結 合反 慮抗 元 トシテ實 験 ス ル ニ、 自家 抑 制 僅

微 ニ シテ、 極 メ テ優 秀 ナル能 働 力 テ備 へS.T;菌

株 ニ ヨル モ ノニ比 較 シテ殆 ド甲乙 ガ ナ ィ。 但 シ

斯 カル 菌株 二於 テ モ、 尚 ホ徽 毒 患者 血 清 二陽 性

テ現 ハ ス。

以 上述 プ ル ガ如 ク、 本菌 株 ノ如 キ ヘ ペ トロ.

Z培 地2代 目位 マ デハ 、培 地 テ液 化分 解 シテ亀

裂 テ生 ゼ シムル コ ト、宛 モ腐 敗 性 雑 菌 ノ如 キ観
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ガアルガ、縫植 ニ ヨ ツ テ、此 ノ性状ガ清失 ス

ル。攣異 セル結核菌ハ、一種 ノ死物寄生性 ノモ

ノトナレルガ故 二、或ル場合 二於 テハ、培地上

二腐敗菌類似 ノ状態 テ現 ハシタカラト云ツテ別

二不思議 ハナカラウ。寧 ロ當然 デアラウ。

本攣異性結核菌株 テ、培地上 二於 テ毒力 テ還元

セシメテ原結核菌 トナサ シムルコ トハ中々容易

ナ ラズ、或 ハ絶封二不可能ナルヤモ知 レズ。弦

二於 テ、余等ハ其 ノ還元性 テ從來 ノ實験 二於 ケ

ルガ如 ク、海狼累代通過ニヨツテ解決 セント試

乏タ。其 ノ實験 ノ大要ハ次 ノ通 リデァル。

第一次接種試験 日時193617/VI(海 猿3匹 使用、

高澤攣異結核菌株普通寒天培養3日 目ノモノテ

ヲ1。mg宛 、右側腹部皮下注射)。

海狽第1225號'、321瓦 。

次第二清耗削痩 シテ193614/V皿 発死ス。注射

部位 二、小指頭大 ノ繊維素性硬結 テ認 ム。化膿

及乾酪攣性 テ認 メズ。局所 ノ淋巴腺2、3個 輕

度 二腫大 シテ充血性デアル。結締組織様 デ中心

部 二化膿或ハ乾酪攣性等ナシ。塗抹標本 テチー

ルニテ染色 スルニ、少激 ノ青染或ハ 「フクシノ

フイル」ノ穎粒テ認ム。脾臓 ハ約2倍 大 二腫大

シ、充血性デアルガ、肉眼的二其他 ノ特異 ノ攣

化 ガナィ。検鏡上菌膿 テ認 メズ。其他 ノ臓器 二

著慶 ガナィ。

海猿第1226號 、醒重342瓦 。

次第二消耗削痩 シテ19368/V『 膿重248瓦 トナ

ル。撲殺。接種部位 ニハ、廣汎ナル範園 二亙 ツ

テ結締組織様物質 ノ檜殖 テ示 シ、充血著明。局

所淋巴腺2、3個 小豆大 二腫大 シ、充血性 デ、

淋巴腺ハ髄檬 デアル。中心部 二化膿及乾酪攣性

等テ認メズ。塗抹標本 ニテハ、青染 スル穎粒 ラ

認ム。窄 レニ抗酸性 ノモノアリ。脾臓ハ約6倍

大 二腫大 シ充血著明デ急性傳染性脾炎ノ像 テ呈

ス。検鏡上、青染 スル穎粒 テ少撒二認 ム。其他

ノ部位 ニハ著攣ナ シ。此 ノ脾臓、淋巴腺 ノー部

テ トリテ、乳鉢ニテ摺 リ潰 シテ、食鞭水ニテ「ヱ

ムルヂオン」トナ シ、濾紙 ニテ濾過 シテ、其 ノ濾

液 テ第二次通過實験 二供 ス。

海 狸 第1227號 、293瓦 。

19366/V皿 清 耗 削 痩 ノ極 発 死 ス。盟 重170瓦 。局

所 ノ淋 巴 腺2,3個 輕 度 二腫 大 ス。充 血 テ認 メ ズ・

化 膿 及 乾 酪 攣 性 ナ シ.塗 抹 標 本 テ チー ノレ染 色 ニ

テ検 鏡 スル ニ、 抗 酸 性及 非 抗 酸 性穎 粒 「コ ・ケ

ン」等 多 形 性 ノモ ノガ多数 一 認 メ ラル。 脾 臓 ハ

多 少腫 大 セ ル モ菌 罷 ラ認 メズ。 其 他 ノ臓 器 二著

攣 ナ シ。

第 二次 通 過 、 試 験 日時19368/V皿 海 狸 第1226;

號 ヨ リ(海 狽2匹 使 用 、右 側 腹 部 皮 下 注 射)。

海 狸 第1228號 、377瓦 。

19366/V皿 稽 ㌃衰 弱 シテ艶 死 ス。 輕 重323瓦 、

接 種 部 位 ヨ リ鼠 踵部 二亙 リテ充 血著 明 。 局 所 淋

巴腺 磯 赤 腫 脹 ス。 化 膿 及 乾 酪 攣 性 テ認 メズ。 塗

抹 標 本 ニ テ ハ、 青染 スル モ ノテ殆 ド認 メズ。 抗

酸 性 ノ穎 粒 「コ,ケ ン」或 ハ肥 大 セ ル短 桿 菌 等 テ

認 ム。 肝 臓 ハ 、 著 シ ク鰐 血 性 デ、 所 々 二微 小 ナ

ル化 膿 竈 ノ集 合 セ ル ガ 如 キ攣 化 テ認 ム。 但 シ、

該 部 ニハ 青染 ス ル穎 粒 ヲ認 メ、抗 酸 性 菌 テ認 メ

ズ。 脾 臓 ニハ著 攣 ナ シ。 肺 臓 ハ、 左 肺 上葉 全 般

二亙 リテ肺 炎状 テ呈 シ、 該 部 二結 節 様 ノモ ノテ

2個 認 ムル モ、 典 型 的 結 節 ノ歌 態 トハ梢R異 ナ

ル。 塗 抹 標 本 上 少 撒 ノ抗 酸 性 穎 粒 テ認 ム。

海 猿 第1229號 、373瓦 。

次 第 二禮 重 減 少 シテ19368/V皿302瓦 トナル、

僕 殺 、 此 ノ所 見 ハ大 膿 海 猿 第1228號 二類 似 ス。

此 ノ局 所 ノ淋 巴腺 、病 攣 部 ト思 ハ ル ・肺 及 肝 臓

ノー一部 テ混 ジテ、 乳 鉢 ニ テ 摺 リ潰 シ、 「ヱ ム ル

ヂ オ ン」トナ シ、 濾 紙 ニ テ 濾 過 シテ第 三 次 動 物

通 過 二供 ス。

第 三次 海猿 通 過 實 験 、 試 験 日時19368/V皿(海

猿3匹 テ使 用 ス、 右 側 腹 部 皮 下 注 射)。

海猿 第1234號 、271瓦 。

極 度 二削 痩 シテ19362/」X艶 死 ス。禮 重163瓦 。

局所 ノ淋 巴腺 輕 度 二腫大 スル モ、 充 血著 明 ナ ラ

ズ。 塗 抹標 本 上 、 抗 酸 陞穎 粒 及 短 桿 菌 、 或 ハ

Chromaticmetamorphosis-=vaレ ノレ穎 粒 「コ"t

ケ ン」等 テ認 ム。 脾 臓 ハ 多 少 腫 大 シテ、 極 微 細

ナ ル結節 檬 ノモ ノテ多 数 二認 ム ル モ、 典 型 的 ノ
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像 トハ相異ス。 塗抹標本 ニ テハ、抗酸性或ハ

Chromaticmetamorphosisテ ト レル穎粒及

「コツクン」テ認ム。肝臓 ニハ微細ナル化膿竈ノ

集合セルガ如キ場所ガアル。塗抹標本デハ、青

染 スル穎粒及少撒 ノ抗酸性穎粒 ラ認 ム(附 圖V

a》。

組織學的所見

肺臓。結節 ハ、第1236號 二比較 シ テi遙カニ僅

少 デアルガ、其 ノ構造ハ、全 ク第1236號 海猿

トー致 シテ居ル。亘大細胞 ノ現出ハ本例 二於 テ

ハ、特 二多 ク、乾酪化膿 ノ周園 二於 ケルモノ

ハ、定型的ノラングハ ンスノ亘大細胞 ノ像 テ示

スモ、其他二、不定形的 ノ亘大細胞 ガ壌死竈 ノ

ー部 二相集籏 シテ、他種細胞 ノ殆 ド認メ難 キ所

アリ。 チール,ネ ールゼン染色ニテ抗酸性長桿

菌 テ認 ム。

脾臓。濾胞 二芽中心 テ認ム。淋巴球 ノ排列齪 レ

テ、全禮 トシ汽 縮小セル感ガアル。髄質 ノ細

胞性檜生及繊維 ノ輕度 ノ壇殖 ラ認 ムルモ結節ラ

認 メズ。

オ毎5.冥1235號、274瓦 。

次第二滑耗鳳痩 シテ19369/IX発 死 ス。 禮重

173瓦 。

肺臓。全禮 トシテ暗赤色血量二富ム。特二右下

葉下部3分 ノ2ト 右中葉下部二於テ、硬結高度

デアル。此 ノ部ハ組織學的二肺炎状テ呈 シ、犬

軍核細胞及組織球 テ肺胞内二多数二認 ム。小圓

形細胞、特二淋巴球 ノ浸潤遊走 アリ。多核性白

血球 ノ浸潤ハ砂 シ。間質 ノ構造ハぜ全 ク認 メラ

レズ、大軍核、圓形細胞及組織球拉 二小圓形細

胞 ガ密二集籏スル病竈 テ示 ス。其 ノ大 サバ大ナ

ルハ撒個 ノ細葉 二亙 リ、血管 ノ進入テ認 メズ。

小血管 ノ周園ニー致 シテ形成 セラル結節ハ、定

型的結核結節 ノ像 テ呈 ス。 チール、ネールゼン

法 ニヨリ抗酸性長桿菌 ノ存在 テ是等結節内二認

メタリ。

肝臓。肝小葉周邊部及葉間結締織 中二 「グラヌ

ロー ム」様小結節 ラ認ムルモ、壌死竈及亘大細

胞 ノ出現 テ認 メズ。血管系二著攣 ナシ。

脾臓。暗赤色、輕度腫大、組織粥 テ擦取ス。組

綴學的 二濾胞ハ潰失 シ、或 ハ殆 ド正常 ノ濾胞像

テ鋏 グ。濾胞 ニー致 シテ大小不同 ノ結節形成 ア

リ。主 トシテ、大淋巴檬細胞 ト其 ノ周邊テ続 リ

テ、圓形細胞層ソ浸潤 テ認 ム。寳内被 ハ、不規

則 二併 ピ、寳内二大喰細胞 ノ遊走テ見ル。賓外

ニモ、斯 カル大輩核細胞 ノ遊走浸潤 テ見、脾細

胞 ノ壇殖モ著明デアル。

海猿1236號 、263瓦 。

193626/V皿 全 ク騒痩、滑耗 ノ極艶死 ス。胸、腹

腔内一出血及滲出液等 ラ認 メズ。大網膜ハ胃 ノ

大轡曲部子滑 ヒテ癒着 シ、棒歌 テナ シ、其 ノ尖

端ハ脾臓 ノ外被 ト融合ス。網膜ニハ粟粒性結節'

多歎二登赤 シ、黄 白色 テ呈 シ、組織學的検査 ノ

結果、典型的結核病攣 ノ像 テ呈 シ,乾 酪攣性 テ

示 セルモノ多 シ。抗酸性桿菌陽性 テ呈 ス。

淋巴腺。鼠践腺黄白色二腫大 シ、肝門腺輕度二

腫大 シ、肺臓暗赤色血量二富ム。

組織學的検査

肺臓。充血高度、毛細管 二充血甚 ダシク、蛇行

歌 テ呈 シ。但 シ、出血及水腫ハ認 メズ。小血管

及氣管枝周園 ノ結締組織中二小圓形細胞、大淋

巴様細胞 ノ浸潤 ラ認 ム。2、3個 ノ「アチヌス」

ニー致 シテ小圓形細胞(主 トシテ淋巴球)上皮様

細胞及大軍核細胞 ノ浸潤集籏 セル病竈 ラ認 ムル

モ、未ダ血管 ノ消失 二至 ラザルモノ多 シ。

肝臓 暗赤色テ呈ス。黄白色 ノ斑貼、特 二重聲

セル上葉表面二多 ク存在 ス。

組織學的検査上ハ、血管系 一著明 ノ充盈 ガア

ル。粟粒結節 テ多褒 シ、中心静脈 二近キ中心帯

及周縁部葉間結締組織二近接 スルモ ノ等ガァツ

テ、位置 ノ關係ハ全 ラ不定 デアル。結節 ノ構造

ハ、全 ク定型的 ノモノデ、 中心部乾酪攣性、之

テ園続 シテ上皮檬細胞及大淋巴球檬細胞 テ認

メ、外層ニハ小圓形細胞 ノ浸潤 テ認 メ、又 ラン

∠ハ ンスノ互大細胞 ノ出現多数 テ認ム。斯 カ

ル、結節 ニテハ、格子状縷維 ノ断裂破壌 ノ状モ

高度ニテ、全 ク潰失 シテ中心部二其 ノ片影 テモ

認 メ得ザルモ ノ多 シ。是等 ノ結節 ニヘ チール、
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ネー ル」里 ≧ニ ヨル抗 酸 性桿 菌 陽 性。

脾 臓 。 約3倍 大 二 腫 大 ス。 被 膜 ハ 灰 白 色肥 厚

ス。 割 面 ニ テ、 髄 質 ハ泥 状 組 織 粥 ラ擦 取 ス ル コ

トガ出 來 ル。

組 織 學 的 所 見 ハ濾 胞 ハ潰 失 シ、 結 核 結 節 前 駈 的

所 見 テ呈 スル モ ノ多 シ、淋 巴球 ハ殆 ド消 失 シ「プ

ラス マ」細 胞 及 上皮 様 細 胞浸 潤 テ認 ム。 斯 カル

攣 化 ニ アル結 節 ノ縁 邊 部 ハ、 薄 キ淋 巴球 、 繊 維

芽 細胞 ノ浸 潤 層 ヨ リナ ル。 髄 質 二於 テハ、 脾 髄

細 胞 ノ檜 殖 及 「プ ラスマ」細 胞 、 「ジー ヌ ス」内被

細 胞 ノ増 植 ヲ示 シ、 又 細 胞 核 ノ分 裂 破 壌 テ随 所

二認 ム。 定 型 的 乾 酪 墜 性 テ件 フ結 節 モ多撒 二散

'在 シ
、 亘 大 細胞 モ亦 多 撒 二認 メ ラル(附 圖Vb、

c、d、el。

本 患 者 ハ其 後19368/VI肋 膜 嚢 内 二 「トリパ フ

ラ ビ ン」1%水 溶 液10c.c.テ 注 入 ス。 翌 日其 ノ滲

出液 子培 養 ス ル ニ前 記 ト同様 ノ「コ ロ ニー 」テ無

藪 二瑳 生 ス。193610/VI-「 トリパ フ ラ ピ ン」

0.5%水 溶 液 ニ テ嚢 内 テ洗 條、 可 及 的 二其 ノ液

テ排 除 ス。其 ノ翌 朝 、 滲 出液 テ培 養 スル ニ、 全

クー ツ ノ「コ ロニ ー」テモ登 生 セズ。 然 ル ニ、 其

後 、 患 者 ハ先 天 的 ナ ル特 異禮 質 ノ爲 力嘔 吐 盆 亙

頻 綾 シ、 「トリパ フ ラ ビ ン」ノ中毒 症 状 ノ爲 力、

全 身 ノ筋 肉及 關節 等 二及 ブ疹 痛 テ訴 へ 容 易 二

恢 復 セ ズ困難 ス。 其 後 、 徐 々 二諸 種 ノ症 状 緩 解

シ テ、 良 好 ノ経 過 ラ示 セ ル モ、 爾 ホ、 念 ノ爲 、

其 後 撒 同 二亙 リテ、 滲 出 液 ノ 培 養 テ 試 ミタル

モ、 毎 同 少 敷 乍 ラ、當 初 二培 養 セル ト同様 ノ「コ

ロ ニー 」テ培 養 シ得 タ リ.弦 二於 テ、此 ノ嚢 内 二

残 存 ス ル 攣 異 性 結 核 菌 ノ絶 滅 テ 計 ラ ン ト欲 シ

テ、1%ノ 「マー キ レ イ」水溶 液 テ嚢 内 二注 入 シ

テ之 ラ洗 條 シ、 可 及 的 二其 ノ液 テ排 除 シタ。 然

ル ニ此 ノ揚 合 二於 テ モ、 患者 ハ特 異 的 ノ禮 質1

爲 力、 強 度 ノ副 作 用 テ惹 起 シ、 悪 寒 戦 懊 テ以 テ

禮 温 上 昇 シ、 咳 轍 、 嘔 吐頻 嚢 シ、 再 ピ危 篤 歌 態

二陥 リ、i途 二其 後 頑 強 ナ ル嘔 吐畿 作 ノ爲 二何 物

テ モ囁i取 スル能 ハ ズ、 途 二193629/V皿 「イナ ニ

チ オ ン」死 ノ状 態 ノ下 二鬼 籍 二入 ル。

但 シ、 死 前 二於 テ撮 影 セル 「レ ン トゲ ン」爲 眞 三

テ ハ襲 内 ノ滲 出 液 殆 ド全 ク潰 失 セ ル テ認 ム(附

圖VI)。 結 核 患 者 二、 「ス ク ア リ ン」テ注 射 シテ

慶 異 性結 核 菌 テ生 ズ ル モ、 夫 レ等 ノモ ノ・・、 悉

久 殆 ド病 原 性 ノナ キ無 毒性 ノモ ノ トナ リ・ 極

メテ抵 抗 薄 弱 デ ア ツ テ 「ス ク ア リ ン」注 射 後 数10

時 間 テ経 過 ス レバ、 最 早 流 血 中 ヨ リ培 養 ハ全 ク

不 可 能 トナ ル。 即 チ、 血 液 淋 巴液 等 ノ完 全 二循

覆 セ ラル ・場 所 二於 テ ハ、 其 ノ生 化 學 的 作 用 ノ

威 力 ノ爲 二、 久 シク攣 異 性 菌 ガ其 ノ生 命 テ存 在

シ得 ザ ル モ ノデ生 活 セル人 盟 内 二於 テ増 殖 スル

ト云 フ コ トハ絶 封 二不 可能 デア ル。 本 例 ノ如 キ

へ 偶 々陳 菖 ナ ル肋 膜 嚢 内 二瀦 溜 セル滲 出液 ナ

ル ガ爲 二充 分 二完 全 ナ ル個 罷 二有 スル生 化 學 的

威 力 ノ恩 恵 二浴 スル能 ハ ズ、 極 端 二謂 ヘ バ殆 ド

死 物 二近 キ存 在 ナ ル ガ爲 一、 斯 ク ノ如 キ無 抵 抗

的 無毒 性 ノ攣 異 菌 ス ラモ其 ノ或 ル モ ノハ嚢 壁 二

残 リ生命 テ保 チ テ遺 存 シ、 或 ハ檜 殖 可 能 トナ リ

得 ル モ ノ ト考 ヘ ネバ ナ ラヌ。 其 ノ謹 縁 トシテハ

血 液 寒 天 培 地 上 ニ ハ 當 初 僅 カ ニ2個 ノ「コロ ニ

ー 」テ生 ゼル バ ニ テ
、 其 後 ハ 全 ク培 養 出來 ナ

カ ツ タ コ トカ ラ見 テ モ分 ル。 因 二、 高 澤 株 ハ試

験 管 内 二於 テ ハ、 「トリパ フ ラピ ン」テ以 テ セル
　

實験 ニ ヨ レバ、 其 ノ1萬 分 ノ1ノ 稀 繹 二於 テb

完 全 二殺 菌 セ ラル ・モ ノデ アル コ トラ確 實 ニ シ

タn余 等 ハ、 從 來 、7年 間 二亙 ツテ、 肋 膜 腔 内

二 「ス ク ア リ ン」テ注 入 シタル例 ハ、20婁 交例 二達

シテ居 ル ガ、 斯 カル異 例 二遭遇 ヒル コ ト1例 モ

ナ シ。 攣 異 性 結 核 菌 テ 「ス ク ア リ ン」注 入 ノ爲 二

生 ズ ル モ、 永 ク其 ノ腔 内滲 出液 二於 テ存 綾 スル

ラ得 ズ シテ死 滅 スル。 且 ツ、 攣 異 性 菌 ノ登 生 陽

性 トナ リタル モ ノへ 殆 ド悉 ク、極 メ テ迅 速 二

滲 出液 ガ吸 牧 浦 失 セ ラル ・ガ常 デ ァル。

高 澤 菌 株 ノ濾 過 性病 原 膿 二就 イ テ

前 述 セル高 澤 菌 株 ノ「グ リセ リ ン」肉il培 養5日

目 ノモ ノテ、 「シヤ ンペ ラ ン」L3ニ テ濾過 セ ル.

濾 液 テ海猿 二注 射 シテ、 之 テ直 接 累 代 通 過 テ経

タル ニ、 大 禮 前 記 ノ菌 株 其 ノモ ノ ・累 代 通 過 ト

同様 ノ過 程 テ踏 ン気 第 三次 通 過 ノ海 狽 中 二、

典型 的 結 核病 憂 テ認 メ、 且 ツ典型 的抗 酸 性 桿 菌
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テ謹 明 スル コ トが出来 タ。 但 シ、 此 ノ場 合 ノ濾

液 テ ペ トロ.フ 培 地 二培 養 實 験 ヲ行 ツ タが陰 性

デ ア ツ タ。 ペ トロ.フ ニ代 ユ ル ニ普 通 寒 天 ノ如

キ モ ノナ レバ1或 ハ培 養 可能 デ アツ タ カ モ知 レ

第9表

ヌo

以 上37例 二 至 ル マ デ ノ モ ノへ 第9表 二概 括

的 二表 示 シタ.

附 記 、 結 核 二罹 患 セ シメ タ ル家 兎 二於 テ、「ス ク

「ス タア リソ」注射後血液寒天扁平板培養 ヨ リ得 タ ル攣異性結 核菌株 ノ分離當時

ノ性状 ト海狸累代通過質駒及補饅結 合性能働 カ ノ結果
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ア リ ン」注 射 後t時 間 的 二数 回 二五 ツ テ、(1時

間 日、3時 間、5時 間 、8時 間 、12時 間、24時

間等)採 血 培 養 テ行 ヘ ル 實 験(例 数9頭)一 ヨル

ニ、3時 間 目 二於 テ攣 異 性 結 核 菌 ノ「コロ ニー 」

陽性 テ呈 ス ル ガ、24時 間 後 二於 テ ハ、 陰 性 ナ ル

モ ノガ アル 。 又 或 ハ、3時 間 、5時 間 、8時 間

等 ニハ悉 ク「コ ロ ニー」陽 性 テ呈 シテ、12時 間後

二八陰 性 ナ ル モ ノガ アル。 或 ハ之 二反 シテ、24

時 間 以前 ノモ ノニ ハ、 「つロ ニー 」凡 ベ テ陰 性 デ

24時 間後 ノモ ノ一八 陽性 テ示 ス ガ如 キ コ トモ ア

ル。 結 局 、 斯 カ ル攣 異 性 結 核 菌 テ血 液 寒 天 培 地

上 二獲 生 セ シム ル ト云 フ コ トハ、 或 ル 「デ リケ

ー ト」ナ要 約 ノ完 備 セ ラ レ タ 場 合 ニ ノミ形 成 セ

ラ レル モ ノデ ア ツテ、 ソ レへ 動 物 ノ個 性 、 結

核 ノ病 型 、 菌 株 ノ如 何 、 「ス タ ア リ ン」ノ量 的 關

係 、 其 他 尚 ホ吾 人 ノ知 ル コ トノ出來 ナ ィ微 妙 ナ

ル要 約 ノ下 二、 色 々 相 異 テ起 シテ來 ル モ ノデ ア

ル カ ラ、24時 間 後 ノ血 液 寒 天 培 地 上 一 於 ケ ル
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「コ ロニー」陰 性 テ示 シ タカ ラ ト云 ツ テ
、 必 ズ シ

モ、 其 ノ個 艦 内 二、 「ス クア リ シ」ニ ヨ ッテ攣 異

性 結 核菌 ヲ 認 メ得 ナ カ ツタ ト断 言 出來 ヌ。 異 ナ

ル時 間 的 關 係 二於 ラ バ陽 性 テ示 シタ カ モ知 レナ

ィ・ 唯 ・ 吾 人 ノ實験.L、 悉 久 時 間 的経 過 テ追

ツ テ、 数 同 ノ實 験 テ繰 リ返 ス ト云 フ コ トハ、 容

易 ナ ラザ ル繁 雑 ナ 「 トデ、 到 底 街 頭 二立 ッー 臨

躰 留 家 トシテ實施 シ得 可 キ コ トデハ ナ ィ カ ラ、

止 ム テ得 ズ、 注射 後20時 間乃 至24時 間 ト限 定

シテ其 ノ成 績 ラ纏 メル コ ト ・ シタ ノデ アル。

一 般 二人 爲 的 二感 染罹 患 セ シ メ タル家 兎 二於 テ

ハ、 人 類 二於 ケ ル 自然感 染 二由 ル結 核 二比 較 シ

テ、 以 上 ノ方 法 二依 ツ テ攣 異性 結 核 菌 株 テ得 ル

コ トハ困難 デ アル。 余 等 ハ、 當 初 数100匹 ノ海

猿 テ使 用 シテ攣 異 菌 テ得 ン ト試 ミタガ、 海 猿 ニ

へ 往 々,他 菌 ニ ヨル 自然 的 菌 血症 テ起 ス コ ト

ア リテ、 實 験 ノ結 果 テ甚 ダ シ ク撹 衝Lセ ラル ・ガ

爲 ㌦ 不 適 當 ノモ ノ ト シ テ 途 中 二於 テ絶 止 シ

タ。但 シ、 「ス ク ア リン」テ注射 セル 海猿 二於 テ

モ、斯 カル攣 異 菌 ラ流 血 中 ヨ リ培 養 出 來 、 且 ツ

其 ノ臓 器 ヨ リモ培 養 出 來 得 ル コ トハ確 實 デ アル

ト云 フ コ トハ、 余 等 ハ幾 度 力経験 ラ シテ居 ル。

結 核 罹 患者 或 ハ結 核 二罹 患 セ シメ タ ル家 兎 ヨ リ

「ス クア リン」注 射 ニ ヨ ツ テ
、 流血 中 ヨ リ攣 異 セ

ル結 核 菌 テ培 養 スル場 合 ノ 「コロ=-Jハ 、1個

乃 至8個 デ、 ソ レ以 上 ノ「コ ロ ニー」テ 生 ジ タ場

合 ハ、 余 等 ノ未 グ経 験 セ ザル庭 デ アル。 尤 モ肋

膜 滲 出液 培 養 デハ 「コ ロニー 」テ多 ク登 生 スル コ

トガ アル特 二前 例 高 澤 ノ如 キハ無 撒 二培 養 出來

タ。1個 以 上 テ生 ジ タ ル 場合 ハ、 多 クハ各 「コ

ロ ニー」ノ性 状 類似 セル モ、 時 トシテ、甚 ダ シ ク

相 異 セ ル コ トモ アル。 同一 例 二、 撒 個 ノ「コ ロ

ニー」ラ登 牛 セ ル モ ノノ・、 止 ム テ得 ズ、 其 ノ内

ノ1乃 至2個 テ選 ン デ 實 験 テ 経 タ例 モ砂 クナ

イ。 又、 瑳 生 シタル 「コ ロ ニー」中、 一 見 シデ雑

菌 ノ迷 入 セ ル モ ノ ト思 ハ ル ・モ ノ、 或 ハ血 清 學

的特 異 性能 ノ皆無 ナ ル ガ如 キ モ ノハ、 假 令 、 其

ノ本 態 ガ、 結 核 菌 ノ攣 異 セル モ ノ トス ル モ、 目

下 ノ塵 、 確 カ ニ是 レナ リ ト,断 定 スベ キ論 檬 ト

ナ ル可 キ適 當 ナ 乃怯 ガ ナ ィカ ラ、 斯 カ ル モ ノ

ハ、 雑 株菌 トシテ、 陽 性成 績 外 ト シテ取 リ除 ク

コ ト ・シタ。

叉 、 血 液 寒 天 培 地 ノ如 キモ ノニ於 テ ハ、相 常 二

雑 菌 ノ混 入 テ豫 想 スル者 ア ラ ン者 、 嚴 密 二行 ヘ

ル操 作 ノ下 ニ ノ・、 雑 菌 ノ混 入 ナ ドハ、 甚 ダ宰 レ

ナ ル モ ノデ、其 ノ謹 嫁 ニ ハ、 全 ク 健 康 ナル モ

人 或 ハ健 康 家 兎、 或 ハ比 較 的 生 物學 的 二無 作

用 性 デ ァル 「ス クア リン」テ汀射 シタ結 核 患 者 ナ

ドノ血 液 寒 天培 地 二於 テ ハ 、殆 ド悉 ク、「コ ロ ニ

ー」テ畿生 ス ル コ トガ ナ ィ コ トテ 見 テモ 分 ル
。

假 令 、 萬 一 雑 菌 ガ混 入 シタ場 合 ニ モ、 一 見 シテ

俗 二云 フ「カ ビ」ノ如 ク螢 育 ス ル コ トガ多 イ。 然

ラザ ル場 合 二於 テ モ、 特 異 性 血 清學 的 鑑 別 法 テ

施 セ バ、雑 菌 力否 カ ハ多 ク ノ揚 合 二容 易 二臨 別

スル コ トガ出來 ル。

第九章 攣異性結核菌ヲ生ズル機韓二就テ

凡 ベ テ細 菌 ノ攣 異 テ生 ズ ル原 因 ハ、 細 菌 ノ生 活

二不適 當 ナル要 約 ノ登 生 シタル 場合
、 帥 チ環 境

ノ慶 移 二随 件 シテ起 ル可 キモ ノ ト認 メ ラ レル。

誘 登 攣 異 ニ セ ヨ、 偶 然 攣 異 ニ セ ヨ 皆 然 リ デ ア

ル。 唯 、 交 配 攣 異 ナ ル形 式 ハ、 之 テ認 ム ル學者

モ アル ガ、 細 菌 ノ増 殖 法 ナ ル モ ノガ、 根抵 カ ラ

攣 改 セ ラ レナ ィ以 上 ハ、現 時 ニ ア リテハ、 術 ホ

ー 般 的 ニ ハ認 メ ラル可 キ モ ノデノ・ナ ィ
。 攣 異 二

ヨッ テ細 菌 膿 ハ、其 ノ種 屡 ノ安 定 テ保 タ ン トス

ル、生 物 一 般 二共 通 セ ル性 能 ノ登 露 二過 ギナ イ
。

余 等 ノ方 法 二 依 ツテ、 結 核菌 ガ 生 物 禮 内 二於

テ、 斯 ク ノ如 キ攣 異 性 テ示 ス ニ至 ル其 ノ機 轄 二

關 シ テへ 更 二次 報 二於 テ詳 設 セ ン トスル庭 デ

アル ガ、 順 序 トシテ、 今 弦 二、 簡 輩 二其 ノー 端

二關 スル余 等 ノ考 察 的論 旨 テ 掲 ゲ テ置 ク
。 由

來 ・ 試 験 管 内 二於 テ結 核 菌 ヲ攣 異 セ シムル手 段
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及 方 法 ハ数 多 ク報 告 セ ラ レ居 ル コ トハ 既 二述 べ

タ如 クデ アル ガ、 結 核 菌 二封 シテ還 元 的 二作 用

ス ル モ ノハ、 其 ノ穎 粒 攣 性 ラ惹 起 セ シムル ト云

フコ トハ或 ル先 進 學 者 ノ認 ムル塵 デ アル。 余 等

ノ實 験 二於 テ、 「ス ク ア リ ン」ノ試 験 管 内 二於 ケ

ル還 元 性 及 生 髄 二注 射 セル揚 合 二其 ノ前 後 二於

ケ ル血 液 及 尿;現 ハ ル ・著 明 ナ ルpHノ 移 動 等

ヨ リ観 察 シテ、 攣 異 テ起 ス圭要 ナ ル原 因 へ 「ス

ク ア リ ン」二 有 スル、 特 異 性還 元 性 能 ニ ヨル モ

ノ ト論 断 シテ可 ナ リ ト信 ズ 。 即 チ、 生 禮 内 二注

射 セ ラ レタル 「ス ク ア リ ン」ハ、 良 ク其 ノ微 量 二

於 テ、 注射 後 短 時 間 二於 テ、 強 力 ナ ル還 元 作 用

テ惹起 シ、 其 ノ結 果 トシテ、 生 禮 内 二於 テ・ 結

核 菌 ガ死 滅 乃 至極 メ テ弱 毒 ナ ル 毛 ノニ攣 異 ヤ ラ

レ其 ノ結 果 トシテ斯 カ ル攣 異 性 菌 株 ノ培 養 ガ可

能 トナル モ ノ ト考 ヘ ラ レル。 且 ツ、 注 射 後 ・ 死

滅 乃 至弱 毒 性 トナ レル結 核 菌 ガ流 血 中 内 二移 入

セ ラル ・…現象 ハ、 ヌ、、rス ク ア リ ン」沮=射ニ ヨ リ

テ、 血 管 壁 ノ透 過 性 ヲ 高 ム ル ト同時 二・ 「ス ク

ア リン」ナ ル モ ノガ、 結 核 菌 二封 シ テ 特 異 的 二

親 和 力 ノ張 イ、BakteriotropischeWirkung

テ有 シ、 恰 モChemotaxisノ 如 キ 作 用 テ螢 ム

ガ爲 二非 ザ ル カ ト思 惟 ス。

第十章 攣異性結核菌二關スル検討

以 上記 述 シタ ル文 献 拉 二余 等 ノ行 ヘ ル實 験 的結

果 ヨ リ観 テ、弦 二攣 異 性 結 核 菌 二關 スル縮 括 的

考 察 テ述 べ、 柳 力、 之 二就 イテ検 討 テ試 ミ ン ト

欲 ス。

文 献 上 二現 ハ レ タル、 諸 家 ノ業 績 二徴 スル モ、

余 等 ノ行 ヘ ル實 験 ノ結 果 二於 テ見 ル モ、 結 核 菌

ノ攣 異 性 ト云 フ コ トハ、 最 早 、 一 歩 モ呵 責 テ許

サヌ、 疑 義 テ 容 ル ・一 寸毫 ノ 鹸 地 モ ナ イ・、 明

々、 白 々 ノ實 相 デ アル ト観 ゼザ ル テ得 ナ イ。 由

來 、 細 菌 學 二於 テハ、PleomorphistトMono-

morphistト ガ、互 二鏑 ヲ削 ツ テ論 職 二火 花 テ散

ラ シタ。 多形 論 者 ノ先 駈 テ ナ セ ル モ ノ ニ、Nae-

geli,HuepPe,Kruse,Gruber等 ノ諸 家 ガ ア

ル。 然 ル ニ、 之 二抗 シテ、 過 去 幾 星 霜 ノ永 キ ニ

亙 ツ テ、 嚴 然 タ ル不 攣 論 ノ揺 ガ ザ ル金 城 ヲ築 キ

上 グ テ、 我物 顔 二活 歩 シテ、 何 人 モ之 テ怪 マザ

ル ガ如 キ、 地 歩 テ 占 ム ル ニ 至 ツタ ノ・・、Cohn-

Koch,Migla等 テ本 奪 ト ス ル、 細 菌 學 二關 ス

ル不 攣 的 観 察 ノ飴 光 ニ アル ト看倣 シテ差 支 ヘ ガ

ァル マ イ。 細 菌 學 ガ、胚 胎 シテ ヨ リ以 來 、 掲 リ

細 菌 ノ形 態 ハ不 攣 デ ア ル ト云 フ、 即 チ細菌 軍 一

読 ガ、 恰 モ金 科 玉 條 ノ鐵 則 ト シテ、 細 菌 學 者 ノ

磯裡 二刻 走込 マ レテ來 タ ノデ アル ガ、 何 ガ彼 等

テ ソ ウサ セ タ カ?ソ レハ畢 寛 、Cohn-Kochガ

其 ノ當 時 二於 テ、 鹸 リニ モ偉 大 ナ ル存在 デ アツ

タ コ トガ4三因 テ 構 成 シ テ 居 ル ト云 ツ テ ヨカ ラ

ゥ。 偉 大 ナル 存在 ナ ル ガ爲 二、 彼 等 ニ ヨツ テ殆

ド掲 断 的 二押 シ樹 テ ラ レタ學 設 ガ、 次 第 二盲 目

的 二、 因襲 的 二違 守 セ ラ レ、 途 ニ ハ隈 固 タル傳

統 的 ノ學 派 テ成 ス ニ及 ンダ 串 ガ、 抑 々、 吾 人 ノ

眼界 、 判 断 力 テ暗 晦 ナ ラ シムル コ トニ封 シテ、

悪 イ因縁 ラ持 ツ タ ノデ ア ル。 爾 來 、 幾 星 霜 ノ

間、 斯 カ ル趨 勢 ノ下 二、 細 菌 軍 一不 攣 論 ナ ル モ

ノガ、 隠 然 ト シテ其 ノ勢 力 テ保 持 シテ貧 乏 揺 ギ

モ シナ カ ツ タ。 偶 々、Koch學 派 ノ不 慶 論 者 二

於 テ モ、 細 菌 ノ攣 異 ト云 フ コ トニ 關 シテハ 、事

實 二於 テ認 ムル コ トア ル モ、 殆 ド之 テ問題 睨 シ

ナ イ。 或 ハ簡 軍 二 之 テ 「コ ンタ ミネ ー シヨ ン」

トシテ片 附 ケ ル、 或 ハ 「デ ゲ ネ ラチ オ ン」乃 至 ハ

「イ ンボ ル チ オ ン」現 象 二基 ク モ ノ ト認 メテ、 多

形 論 者 ノ言葉 二封 シテ ハ、 … 向 馬 耳 東 風 、 超 然

トシテ過 シ テ來 タ ノ デ アル。 然 シ乍 ラ、「コ ンタ

こネー シヨ ン」ガ常 ニー 定 シ テ 規 則 正 シ ク繰 リ

返 シテ行 ハ レ、 且 ツ此 ノ モ ノガ、 原形 二 「先 組

蹄 リ」テス ル ト云 フ筈 ハ、 絶 封 二有 リ得 ベ カ ラ

ザ ル コ トデ ァル。 死 後 攣 性 ノモ ノ ガ、 再 ピ活物

テ生 ジテ次 々 二登 育 ヲ逡 グ ル ト云 フ不 合 理 ナ話

ハ ナ ィ。 若 シ斯 カル 事 實 ガ ア リ得 ル ナ ラバ、 ソ
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レハ所 謂 、「妙 リ豆 二花 、 書 二書 イ タ達 磨 ガ踊 リ

出 ス、」ト云 ッ タ諺 二等 シイ不 都 合 ナ條 理 ガ成 リ

立 ヅ ト云 フ結 論 ニ ナ ル デハ ナ イ カ。斯 ク1如 キ

否 定 ノ言葉 テ、 現 在 二於 テモ筒 ホ放 言 ス ル モ,

ガ ア レバ、 ソ レハ 「引 カ レ者 ノ小 唄」 「員 ケ惜 シ

ミ」二類 シタ詣 言 トシ カ 思 ハ レナ ィ。 認 識不 足

テ超越 シタ言葉 デ アル。 一禮 、 細 菌學 ト云 フモ

ノハ、 生物 學 上 カ ラ見 レバ、 誠 二微 々 タ ルー小

分 科 二過 ギ ナ ィ、 ソ ノ内 二屡 スル病 原 細 菌學 ナ

ル モ ノハ、 爾更 、 範 園 ガ狭 イ、 更 二此 ノ内 ノ、

結 核病 原 罷 二至 ツ テハ、 實 二狭隆 ナ ルー 小範 園

デ、 謂 ハ ・"砂蒼 海 ノー粟 、 猫 ノ額 二類 シタ モ ノ

デ アル。 斯 カルー 小 範 園 二立 テ籠 レル者 ノ見界

ハ トカ ク 「井 底 ノ蛙 」トナ リ勝 チ デ ア ル。蘇 ツ

テ、 弦 二、生物 界 ノー般 二就 イ テ考 ヘ テ見 ル ニ、

凡 ベ テ ノ生物 ハ或 ル原 始 的 生 物 ヨ リ旋 生 シ タモ

ノデ アル コ トハ、 推 測 上疑 フ コ ト ノ出 來 ヌ問題

デ アル。 而 シテ、 此 ノ原 始 生物 カ ラ出畿 シテ原

生動 物 、 原 生 植 物 ト分 レ、 更 二進 化 テ極 メ テ、

現 代 二於 ケ ル ガ如 キ、 各 檬 各種 ノ生物 禮 ラ現 出

スル ニ至 ツ タモ ノデ アル。 而 シテ、 細 菌 盟 ナル

モ ノハ、 此 ノ原 生 植物 ノ部 門 二屡 スル モ ノ トス

レバ、 此 ノモ ノガ環 境 ノ如何 二慮 ジテ時 トシテ

之 二近 接 スル動 植物 界 ノ相 二似 タル攣 異 ノ形 テ

ト リ得 ル コ トハ至極 合 法 的 二考 へ得 ラル ・當然

ノ出來 事 ト云 ハ ナケ レバ ナ ラヌ。斯 ク攣 異 ス ル

コ トハ、 帥 チDarwinノ 所 謂Strugglefor

existence,Spencerノ 構 ス ノレSurvivalofthe

fittestノ 法則 二適 合 セ ン ト ス ル 生 物 一 般 ノ適

鷹 性 ノ嚢 露 二過 ギ ヌ ト云 ヘ ル。 又 、 凡ベ テ ノ生

物 ガ攣 異 ス ル ト云 フ コ ト且 ツ攣 異 セ ル モ ノガ時

ト シテ其 ノ原 型 二還 元 スル ト云 フ コ トモDarw-

inismus,Mendelismus二 順 慮 セ ン トス ル、 生

物共 通 ノ性 能 デ アル。 細 菌 膿 モー種 ノ生物 デ ア

ル以 上 ハ、 是等 ノ法 則 二從 ツ テ憂 異 テ生 ズル ト

云 フ 「 トハ、寧 ロ當 然 デ漿 異 セ ヌ ト云 フ コ ト

ハ、 不 自然 デ モ ア リ、 不 合 理 デ ア ラ ネバ ナ ラ

ヌ。 細 菌 膿 攣 異 二就 イテ ハ、掲 リ結 核 菌 ノ ミナ

ラズ、從 來 各種 ノ細 菌 二就 イ テ行 ハ レテ居 ル。

例 ヘ バ、Neisseru.Massiniハ 大 腸 菌 、Ark。

wrightハ 種 々 ナル腸 炎菌 、MUIIeru.Penfold

ハ 「コ リ、チ フス、ヂ ゼ ンテ リー 」族 ハWeilu.

FelixハB.Proteus×19,Baerthleinハ14株

ノ普 通 細菌 、Cowanハ 「ス トレ フ●トコ ッケ ン」

Griffithハ 肺 炎球 菌 、Topleyu.Aryton・ ・腸

炎 菌 、Reimann,Amossハ 肺 炎 菌 、Bergstrand

ハ 「ヂ フ テ リー」菌,且ortハ 流 行 性 磯 脊 髄 膜 炎

二於 ケ ル 「メ ニ ンゴ コ ノケ ン」等 二就 イテ各 々細

菌 ノ攣 異 二關 ス ル業績 テ公 ニ シ タ。 之 二類 似 セ

ル業 績 へ 爾 ホ東 西 二 亙 ツ テ、 他 二 甚 ダ数 多

イ。 結 核 菌 モー 病 原 性細 菌 デ ア ル カ ラ、 此 ノモ

ノガ、 叉 色 々 ナル攣 異 テ起 シ得 ル モ ノナ ル へ

何 等 不 思 議 トスル ニ足 ラ ヌ コ トデ アル。 而 シ

テ、 從 來 行 ハ レタル諸 家 ノ實 験 ヨ リ総 合 シテ批

判 ス レバ、 結 核 菌 ナル モ ノハ、 「ア クチ ノ ミー

チェス」或 ハ 「ス トレ プ トリック ス」族 、 或 ハ 備 ホ

ー 層 廣 汎 ナ ル意 味 テ含 マ ス レバ、 或 種 ノ 「ピル

ツ」乃 至Fungiヨ リ出 畿 セ ル モ ノデ ア ル ト考

ヘ ル コ トガ、 最 モ合 理 的 デ アル ト思 フ。 蓋 シ、

Fungi或 ハPilzナ ル モ ノハ、1種 ノ死 物 寄 生

性 ノモ ノデ アル ガ、 此 ノモ ノガ生 物 寄 生 性 ノモ

ノ ト シテ、 其 ノ命 脈 テ存 績 セ シメ ンガ爲 二、 次

第 二攣 異 セ ラ レ、 且 ツ其 ノ性 歌 ガ固 定 セ ラ レ、

成 熟 ノ域 二到 達 シ タルー ツ ノ抵 抗 性 形 態 ガ、 所

謂 典 型 的 コ ッホ桿 菌 トナ ツテ現 バ レル ニ至 ル モ

ノデ アル ガ、 此 ノモ ノガ、 一 旦 環境 ノ攣 異 ニ ヨ

ル種 々 ナ ル脅 威 二遭 遇 シテ、 最 早 生 物 寄 生 ト シ

テ ノ生 存 力 テ剥 奪 セ ラ レ ン トスル危 殆 二瀕 スル

場 合 二於 テ ハ、 再 ビ、 止 ム テ得 ズ、 自然 界 二 自

由 二生 活 テ螢 ミ得 ル死 物 寄 生 性 ノモ ノ ト攣 異 シ

テ、 其 ノ子 孫 ノ維 滅 テ防 禦 シ ヤ ウ トス ルモ ノ

デ、 是 レ蓋 シ、適 者 生存 ノ法 則 二從 ツテ、 其 ノ

子 孫 ノ永綾 テ計 ラ ン トス ル、 生 物 共 有 ノ本 能 ノ

褒 露 二過 ギ ナ ィ。

由來 、 細 菌 不 攣 學 者 ノ行 ヘ ル方 法 へ 悉 ク各 細

菌 二封 シテ特 異 ノ培 地 テ撰 ビ、 且 ツ之 テー 定 ノ

温 度 二保 チ、培 養 ノ比較 的 幼若 ナ ル モ ノ ・ ミテ

観 察 シ テ來 タ ノデ アル ガ、斯 カ ル方 法 へ 決 シ
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テ 自然 界 二起 ル現 象 ラ ヨ ク模 倣 シ得 タモ ノデ ア

ル トハ決 シテ云 ヘ ナ ィ ノ ミナ ラズ、 反 封 二斯 カ

ル 方 法 ハ、 殊 更 二、 人 爲 的 二、 極 力 攣 異 ノ度 テ

阻 止 セ ン トスル モ ノ デ アル。 斯 カル要 約 ノ下 二

於 テ、 即 チ 自 己 ノ生 存 二適 合 スル 條件 ノ下 二於

テ、 良 ク繁 殖 シ、 且 ツ容 易 二存 績 シテ其 ノ子 孫

ラ傳 へ得 ル ガ如 キ歌 態 ニ ア リテハ 、 生物 學 上 ノ

理 論 カ ラ見 ル モ、 左 程 攣 異 テ生 ズ ル必 要 テ認 メ

得 ナ イ ト云 フ結 論 トナ ツ テ來 ル。

殊 更 二漿 異 テ起 シ得 ザ ル ガ如 キ方 法 テ行 ヒ ツ ・

攣 異 ラ起 サ ズ ト唱 ヘ ル ガ、 誠 二其 ノ云 フ塵 二於

テ ハ、 虚 リガ ナ ィ ノデ ア ル ガ、斯 カ ル方 法 二依

ツテ ハ、 未 ダ細 菌膿 生 活 ノ全 般 テ解 シ得 タル モ

ノ トハ云 ヘ ナ ィ。 寧 ロ、 入爲 的 二比 較 的 攣 異 セ

ザ ル要 約 ラ撰 ンデ ナ セル、 最 モ限 局 セ ル、 … ツ

ノ観 察 方 法 二過 ギ ナ ィ6試 験 管 内 二於 ケ ル實 瞼

一 ア リテ モ、 今 若 シ、 培 地 テ種 々 二攣 更 シ、 或

ハ室 温 二培 養 シ、 或 ハ陳 藷 ナ ル培 養 菌 等 ラ選 ン

デ行 ヘ バ、 各種 ノ細 菌 二、 千差 萬 態 ノ異 形 テ登

生 シ來 ル モ ノナル コ トハ 、 既述 ノ文 献 二徴 スル

モ 明 白 デ アル。 試 験 管 内 一 於 テ モ 然 リ、 況 ン

ヤ、 生 膿 内 二於 テハ、 更 二各種 ノ生物 學 的 作 用

ガ之 二加 味 サ ラル ・コ ト ・ナ ル カ ラ、 一 朝 生 艦

内 二何等 カ ノ攣 動 ガ惹起 セ ラ レテ、 結 核 菌 ガ其

ノ生 存 二不 都 合 ナ ル要 約 ガ獲 生 ス レバ、 此 ノ際

三於 テ之 二合 適 ス ル ヤ ウ、 各 檬 ノi愛異 形 テ現 出

スル モ ノデ アル コ トハ、 想 像 二絵 リ ノアル コ ト

テ ア ル。

余 等 ノ「ス ク ア リ ン」注 射後 二於 ケ ル、 生 罷 内結

核 菌 ノ攣 異 性 二關 ス ル實 験 へ 即 チ前 述 セル ガ

如 キ、 法理 的推 論 テ如 實 二展 開 シ得 タモ ノデ ア

ル ト云 ヒ得 ル。 余 等 ハ、 實 験 上 ヨ リ得 タル各 方

面 ヨ リ ノ 合 法 的 ナ ル 結 論 テ基 調 トシ テ、所 謂

コ 。ホ結 核 桿菌 ナ ル モ ノハ、 生物 禮 寄 生 性 病 原

禮 トシテ ノ、 生 活環 二於 ケ ル 或 ル ー ツ ノ「ス テ

ー ジ」二過 ギヌ モ ノデ、 活物 寄 生 ノ 或 ル 時期 二

於 テヘ コ ッホ桿 菌 トシテ現 ハ ル ・モ、 自然 界

二 自由 二存 績 シ得 ル死 物 寄 生 性 歌 態 二立 チ蹄 ツ

タ場 合 ニ ハ、 種 々雑 多 ノ異 形 テ呈 シテ來 ル。 所

謂 、 「ア ク チ ノ シー チエ ス」属 ノ細 菌 … 時 トシ

テ、 穎粒 歌 或 ハ 球 菌 駄 等 様 々 ノ 形 態 攣異 ヲ示

シ、或 ル時 期 二於 テ ハ濾 過 性 病 原 罷 テ モ認 ム ル

モ ノナ ル コ トハ、 諸 學 者 ノ唱 ヘ ラル ・庭 デ アル

ガ、 結 核 菌 ガ、 「ア クチ ノ ミー一チ エ ス」屡 ヨ リ出

螢 セ ル モ ノ トス レバ、 其 ノ死 物 寄 生 性 状 態 二立

チ蹄 ツタ時 二於 テハ、 又 同様 二多 形 性 攣 異 テ示

シ得 ル モ ノナ ル ハ 當然 デ ァル。Ohlsenノ 如 キ

ハ 、 結 核 菌 ノ始 原 ハ 自然 界 ニ ア リテ ハ結 局所 謂

「家 菌 」ノー 種 トシ テ生 存 スル モ ノデ アル ト推 論

シ、Lehmannu.Neumannノ 如 キモ、結 核 菌

ハ、 自然 界 二 自由 二生 活 シ得 ル死 物 寄 生 性 ノモ

ノヨ リ生 ジ タ ル モ ノナ ル カ、 或 ハ現 在 二於 テ

モ、 斯 カル攣 化 ニ ヨ リテ生 ジ ツ ・アル モ ノナル

ヤモ計 ラ レズ ト、 疑 ツ テ居 ル。 余 等 ハ 、實 験 上

ノ結 果 カ ラ見 テ、 是 等 先 進 諸 家 ノ推 論 ガ全 ク眞

理 デ ア ツ タ ト云 フ コ トテ確 ク信 ズ ル。 又 、 一般

牛物 學 上 ノ 理論 カ ラ 考 ヘ テモ、 コ レガ合 法 的

デ、 眞 理 二近 イモ ノ ト認 メザ ル ラ得 ナ ィ。 結核

菌 ノ感 染 二・・,典 型 的 コ ッホ桿 菌 二因 ル モ ノモ

勿 論 アル ガ、 又 他 面 二於 テハ、 自然 界 二 自由 二

生存 シ得 ル、 殆 ド死 物 寄 生 ノ如 ク攣 異 セ ラ レタ

ル結 核 菌 屡 ノ細 菌 ガ、 生 物 禮 内 二侵 入 シテ 、 一

定 期 間 内其 ノ淋 巴 腺 系 統 二漕 伏 シ、弦 二所 謂 漕

伏 性 結 核 獣 態 テ呈 シテ存 在 シ、 次 第 二要 約 ノ相

異 ニ ヨ リ、 機 會 二乗 ジテ長 年 月 間 ノ内 一、 徐 々

二典型 的 コ ッホ桿 菌 ノ如 キ モ ノニ移 行 シテ、 典

型 的結 核 病 攣 テ現 出 スル ト云 フ形 式 モ考 ヘ ネバ

ナ ラヌ。 余 等 ハ、 海猿 ノ實 験 上 二於 テ、 斯 ク ノ

如 キ結 核 病 ノ成 立 様 式 ノ存 在 スル モ ノ ナル コ ト

テ立 謹 シ得 タ リ ト信 ズ,

要 ス ル ニ、 結 核 菌 ナ ル モ ノハ、 要 約 、 環 境 ノ攣

移 二慮 ジテ、 種 々 様 々 ナ ル攣 異 相 テ現 出 シ得 ル

モ ノ デ アル コ トハ 、 最 早 動 カ ス可 カ ラザ ル確 事

ナ ル事 實 デ アル ト、 余等 ハ鉱 二各 方 面 ヨ リ ノ事

實 ヲ蹄 納 シタル 上 二、 検 討 ヲ加 ヘ ル モ ノ デ ア

ノレo

尚 ホ、生禮内ヨリ直接斯 カル方法二依ツテ、攣

異性結核菌 テ培養 シタルへ 余等 ヲ以 テ噛矢 ト
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スル ガ、 近 時 レ,.ウ.ン ス タ イ ン等 ニ ヨ ツテ提 唱

セ ラル ・流 血 中 二於 ケ ル結核 菌 培 養 法 ニ ヨ リ、

種 々、 愛 異 セル菌 株 培 養 テ報 告 セ ラル ・モ ノ績

々 ト現 レ、 此 ノモ ノテ、 全 ク結 梅 菌 ト無 關係 ノ

モ ノ ・如 クニ論 断 セ ラル ・二至 ツ テ、 漸 ヤ 久

レェウヱンス タ ィ ン等 ノ培 養 法 ガ、 其 ノ名 聲 テ失

墜 セ ン トス ル破 目 二瀕 シテ居 ル カ ノ観 ガ アル。

然 レ ドモ、余 等 ノ観察 スル塵 デハ恐 ラク、 同 氏

等 ノ方 法 二依 ッ テ得 タル、 斯 ク ノ如 キ攣 異 性菌

株 ナル モ ノハ、 結 核 菌 ト無 關 係 ノモ ノニ非 ズ シ

テ其 ノ多 撒 ノモ ノハー 種 ノ攣 異 性 結核 菌 株 デ ア

ル ト思 惟 入ル。 叉 、近 時駄 醤 學 者 ノ方 面 カ ラ「ッ

ベ ル ク リン」反 慮 陽性 テ呈 スル家 畜 テ撲 殺 シテ
、

其 ノ皮 膚 或 ハ淋 巴 腺 等 ヨ リ檬 々 ナ ル攣 異 菌 テ得

テ居 ル。 例 ヘ バ、Dainesu.Austin等 デ ァル

ガ、彼 等 へ 是等 ノ菌 株 ガ、 果 シテ何 者 デ アル

カ、 判断 二苦 シ ンデ居 ル。 或 ハ、 從 來 記 載 セ ラ

レタ或 ル菌 株 ニー 致 スル モ ノナ ル カ、或 ハ又、未

登 見 ノ新 菌 株 デ アル カ ラ決 定 スル ニ躊 躇 シテ居

ル。 余 等 ノ從 來 行 ツ タ實 験 ノ結果 カ ラ見 テ、 是

等 ノモ ノモ、恐 ラ ク其 ノ大 多 撒 ハ、latenteInf-

ektion二 於 ケ ル 家 畜 ノー種 ノ攣 異 性結 核 菌 株

二過 ギ ヌ モ ノデ アル ト思 バ レル。

更 二、 細菌 龍 ノ檜 殖 二關 シテモ、 無 性 的 分 裂 檜

殖 ノ外 三、 近 時 有 性 的 檜 殖 法 テ張 調 スル モ ノガ

アル、 或 ハ、 細 菌 膿 二核 ノ存 在 テ設 クモ ノガ ア

ル ガ、 是 等 へ 未 ダ確 然 タル實 謹 テ鋏 ゲル コ ト

デ、推 理 的 、 哲學 論 ノ如 キ モ ノガ多 イ ノデ アル

ガ、 或 ハ斯 カル コ トモ、 眞 實 デ ア リ得 ル カ モ知

レヌ ガ、 目下 ノ腱 デハ此 ノ邊 ノ事 實 ハ余 等 ニハ

分 ラナ ィ叉 容 啄 ス 可 キ 問 題 デ モ ナ イ。Hadley

ハ其 ノ著 ノ結 論 二於 テ、次 ノ如 ク述 べ テ居 ル。

「自 由 二生 活 セル微 生物 ハ、 百 色 「メガ ネ」(Kaレ

eidoscOP)的 ノモ ノデ、 環 境 ノ攣 化 二 慮 ジテ、

巧 妙 二其 ノ状 態 テ攣 化 スル。 形 態 的 ニ モ、 生 化

學 的 ニ モ、 起 ツテ來 ル。 更 二進 ンデハ、 他 ノモ

ノテ残 シテ、 一 層 安 定 ナ ル 株 トナ サ ンガ爲 二

・・、 必 要 二磨 ジテ 自潰 自滅 テ起 ス コ トモ アル。」

ト、 余 等 モ亦 、實 二然 リ ト信 ズb但 シ、 讐 學 ハ

ー ツ ノ實 験 科 學 デ ア ツ テ見 レバ
、 ドコ迄 モ、 實

験 テ基 調 トシテ立 ツ可 キ モ ノデ、珍 奇 ナ ル現 象

テ提 ゲ テ、 之 テ想 像 ト推 論 二任 セ テ解 決 セ ン ト

ス ル コ トハ、 既 二醤 學 ノ将 テ越 ヘ タ哲 學 的 ノ仕

業 デ ア ツテ、 斯 ク ノ如 キ コ トハ忌 避 ス可 キ デ ア

ラ ウ。 細 菌 多 形論 ノー人 者 トシ テ名 聲 噴 々 タル

Almquist・ ・、次 ノ如 キ言 テ ナ シテ居 ル。"Was

istnunzutun?WirmifssendieNaturob-

jektivuntersuchenunddieTatsachenunt-

erordnen"實 二然 リ ト信 ズ。事 實 テ直 観 シテ、

之 テ有 艦 二克 明 二記 載 スル コ トガ、 吾 々 ノ仕事
コ

デ アル。一 旦積 極 的方 法 デMutationニ ヨ ツ テ

攣 異 セル モ ノ テ、 更 二清 極 的 ノ方 法 テ講 ジ テ、

之 テ「先 程 蹄 リ」スル ヤ否 ヤ ノ問 題 テ解 決 スル揚

合 二於 テ モ、 要 ハ、 根 氣 ノ問 題 デ アル。 余 等 ハ

陽 性 成績 ラ得 ル マ デ ニ海狸 五代 ノ累 代 通 過 テ経

タ モ ノガ アル。 余 等 ノ 此 ノ 實 験 ノ 過 程 二 封 シ

テ、 何 等 力 否定 ノ言 ラ敢 テ セ ン トスル篤 學 者 ガ

ァ レバ、 砂 ク トモ、 余 等 ノ取 リ來 レル ト同等 ノ

努 力 ト熱 心 ト執 着 性 トテ兼 ネ備 ヘ タ上 二余 等 ノ

行 ヘ ル ト同 様 ノ歳 月 及 四 時 的 攣 化 テ逡 リ迎 ヘ タ

上 句 二非 ザ レバ、 余 等 ハ、 断 ジテ其 者 等 ノ言 僻

二封 シテ、 耳 テ借 ス慣値 テ認 メ得 ザ ル モ ノデ ア

ル ト断 ツ テ置 ク.

第十一章 攣異性結核菌二關スル結論 卜論議

以 上記 載 セル文 献 及 余 等 ノ實 験 テ総 合 シテ舷 二

其 ノ結 論 ト論 議 テ掲 ゲ ン。

第一一二、 余 等 ハ 余 等 ノ方 法 ニ ヨ ツテ得 タ ル菌株

ラ、 何 故 二攣 異 性 結核 菌 デ アル ト論 断 シタ カ ト

云 フ問 題 デ アル ガ、 其 ノ理 由 ハ 、大 罷 結 論 ト シ

テ次 ノ通 リ、 必 要 ニ シテ且 ッ充 分 ナル 要 項 テ具

備 シテ居 ル カ ラデ アル。

(1)非 結 核 性 ノ人 及 健 康 家 兎等 二於 テハ 、 注 射

前 及 「ス ク ア リ ン」注 射 後 二於 ケル血 液 寒 天培 地

二於 テ、 何 レ ノ場 合 ニモ
、 斯 カル攣 異 性 菌 株 ノ



62 鴻 上 外 六 氏=Squaleneヲ 生 牝 學 的 二活 性 化 セ ルSqualin二 關 ス ル留 學 的研 究 【第10巻

登 生 テ認 メナ ィ。 結 核 患 者 及 結 核 罹 患 動 物 二於

テ ノ ミ、 斯 カル菌 株 テ登 育 ス ル コ トハ、 本 菌 株

ハ、 直 接 結 核 菌 ト關 係 テ有 スル モ ノ、 即 チ其 ノ

憂 異 性 菌 株 デ アル コ トテ護 シテ絵 リ アル コ ト。

(2)其 ノ能 働 力 二於 テ、 多 少 ノ相 異 アル モ、 攣

異 菌 株 ハ悉 ク、 特 異 性 血清 免 疫 學 的 反 慮 陽 性 デ

アル コ ト。

(3)海 狼 二直 接 累 代 通 過 法 ニ ヨ リテ、 典 型 的 抗

酸 性 菌 テ生 ズ ル ニ至 リ、 且 ツ、 同 時 二典 型 的 結

核 病 攣 テモ諸 臓 器 二登 生 スル、 即 チ、本 菌株 ハ、

原 型 二Reversion可 能 ナ ル 攣 異 性 菌株 ナ ル コ

トテ實 謹 シ得 ル コ ト。

k4)試 験 管 内 二於 テ モ、 多撒 ノ菌 株 二於 テ、 適

當 ナ ル培 地 二移 植 セ シ ムル コ トー ヨ ッテ、 非 抗

酸 性 穎 粒 或 ハ球 菌 等 ヨ リ次 第 二抗 酸 性 トナ リ、

i途二、 抗 酸 性 桿 菌 二還 元 スル コ ト.但 シ、 試 験

管 内 二於 テ ハ、 菌 型 及 染 色駄 態 ガ、 典 型 的 結核

菌 二酷 似 セル モ ノモ、 海 狽 一 代通 過 ニ ヨ ツテ、

典 型 的 結 核 病 攣 テ起 ス モ ノテ殆 ド認 メズ。 即 チ

試 験 管 内 二於 テハ、 完 全 ナ ル毒 力 ノ復 活 ハ得 ラ

レナ ィ。

15)「 ス ク ア リ ン」注 射 後、 血液 寒 天培 養 二愛 異

性 結 核 菌 テ得 ル場 合 二、 軍 二血 液 寒 天 培 養 上 二

「コ ロ ニー 戸 得 ル ニ止 マ ラズ、 此 ノ場 合 二於 テ

ハ、既 二其 ノ血 液 内 二抗 酸 性 薄 弱 ナ ル桿 菌、或 ハ

穎 粒 、 球 菌 状 或 ハChromaticmetan.orphosis

テ起 セル攣 異 菌 テ検 鏡 上 二認 ム ル ト同時 二、 注

射 後 ノ尿 中 二於 テ モ亦 、 同檬 ノ攣 異 セル抗 酸 性

菌 ラ認 ム。 而 シテ、 「ス クア リ ン」注 射 後 二血 液

及 尿 中 二排 出 セ ラル ・抗 酸 性 菌 其 ノモ ノハ、 既

二死 滅 乃 至極 メ テ弱 毒 トナ レル モ ノデ、 斯 カ ル

状 態 ニ アル或 ル 細 菌 膿 ヨ リ血液 寒 天 培 地 二 「コ

ロ ニー」テ作 ル ニ至 レル モ ノナ ル コ トハ,火 テ見
ゐ

ル ヨ リモ明 白 ナ ル 事 實 デ アル。 而 シテ、 「ス ク

ア リ ン」注 射 後 、 血 液 及尿 中 轟 排 出 セ ラル ・抗

酸 性 菌 ハ、 死 滅 乃 至 死 滅 二近 ク弱 毒 トナ レル モ

ノナ ル詮 嫁 ハ、 「ス ク ア リ ン」注 射 後許 多 二流 血

中 二抗 酸 性 菌 テ排 出 セル者 ノ血 液 テ其 儘 、 海 猿

二注 射 スル ニ、 海狽 ノ盟 重 盆 」 曾加 シテ元 氣 旺

盛 ナルコ ト、却 ツテ封照獣二優ル。但 シ此 ノ場

合 二於 テ、海狼 テ剖見 スル時へ 必・ズ局所 ノ淋

巴腺 ノ腫脹 テ認 ムルモ、抗酸性桿菌 ラ認 メナ

イ。其他 ノ諸臓器ニハ全 ク病攣 テ認 メヌ。腫大

セル淋巴腺 ヨリハ血管培養上得 タルガ如キ、攣

異性結核菌株 ノ培養ガ陽性 デアル。斯 クノ如キ

海猿 ノ状態ハ、人類 ノ所謂潜伏結核 二一一致 スル

モ ノ ア アル 。

(6)結 核 二罹 患 セ シメタ ル 家 兎 二於 テ 「ス ク ア

リ ン」注 射 テ行 ヘ ル モ ノ ・臓 器 二 於 テ、 往 々、

血液 寒 天培 養 上 二得 ラル ・ガ如 キ攣 異 セ ル抗 酸

性 及 非抗 酸 性 桿 菌 、 穎 粒 球 菌 等 ラ認 ム ル コ ト。

以 上述 ブル6項 ニ ヨ ツ テ、 何 人 モ是 ガ攣 異 性結

核 菌 デ アル ト云 フ コ トニ封 シテ、 異 存 ガ ア リ得

ナ イ ト思 フ.

Plaハ 、 氏 ノ所 謂Angriffsformニ ー致 スル

攣 異 性 結 核 菌 ハ、 再 ビ之 ラ實 験 室 裡 二於 テ、 原

結 核 菌 二還 元 セ シム ル コ トガ甚 ダ容 易 デ ナ イ ト

唱 ヘ タ ガ、AlmeidaMagelhais・ ・、 還 元 二成

功 シテ居 ル 。Fontesハ 、Ultravirusノ 海猿 實

験 二於 テ、 ヨ ク還 元 ス ル コ トテ報 ジタ。 矢 部 等

ハ 「サボ ニ ン」培 養 二因 ル攣 異 性 結 核 菌 テ、試 験

管 内 二於 テ、 毒 力 ノ復 活 二成 功.シ タ。 一 般 的 二

云 ヘ バ、 試 験 管 内 二 於 テ 攣 異 セ ラ レタ ル モ ノ

ハ、 熱 心 ナル 努 力 二依 ツ テ、 又試 験 管 内 二於 テ

原 型 二還 元 シ得 ル コ トア ラ ンモ、 余 等 ノ如 ク、

生 物 膿 内 二於 テ攣 異 セ ラ レタ ル モ ノハ、 同 ジ ク

漿 異 性菌 ト稻 ス ル モ、 之 テ試 験 管 内 二於 テ完 全

ナル毒 力 ノ復 活 テ計 ル コ ト甚 ダ容 易 ナ ラズ、 多

クハ海狽 ノ累 代 通 過 法 二依 ラ ネ バ ナ ラメ。 是

ハ、 試 験 管 ト生 物 禮 内 トニ於 ケ ル作 用 ノ相 異 ス

ル コ トガ原 因 シテ居 ル カ ラ デ ア ラゥ。

次 二 「ス ク ァ リ ン」注 射 後 ノ血 液 寒 天 培 地 ヨ リ、

凡 ソ如 何 程 ノ%二 於 テ、 結核 性 疾 患 二攣 異 結 核

菌 ガ陽 性 二出 ル カ ト云 フ問題 デ アル ガ、 ソ レハ

既 二詳 述 セ ンガ如 ク、 「ス ク ア リ ン」ノ性 歌 如何

ニ ヨ ツ テ甚 ダ相 異 シテ來 ル。 即 チ殆 ド100%ヨ

リ零%ノ 間 テ動 揺 スル。

次 二、 結 核 患 者 ノ流 血 中 ヨ リハ、 「ス ク ア リ ン」
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テ以 テ塵 置 セザ ル モ ノニ於 テ モ、 時 トシテ血 液

寒 天 培 地 上 二同檬 ノ攣 異 性 結 核 菌 株 テ作 ル コ ト

ガ アル。 其 ノ割 合 ハ、 余等 ノ経 験 セル範 園 内 ニ

テ ハ、 結 核 患 者 ノ 約5%陽 性 一 現 ハ レル。 是

ハ、 生 膿 内 二 自然 二起 ル要 約 ノ攣 化 二際 シテ生

ぜル攣 異 株 デ ア ツテ、 カ ・ル攣 化 ガ、 窄 レニ 自

然 的 ニ モ生 禮 内 二起 リ得 ル ト云 フ コ トハ、 至 極

當 然 ト思 バ レル。 唯、 「ス ク ア リ ン」ガ、 斯 カル

攣 異 性結 核 菌 テ作 ル コ トニ封 シテ極 メテ特 異 的

ナ ル性能 テ具 有 シテ居 ル ト云 フニ過 ギ ナ ィ。

次 二、 攣 異 性 結 核 菌 ノ比 較 的特 異 トスル諸 貼 テ

述 べ テ見 ル。

'多 撒 ハ極 メテ多 形 性 デ アル
。 即 チ、 孤 立 セル

輩 掲 ノ「コ ロ ニー」テ塗抹 標 本 ト シ テ 検 鏡 スル

ー、 球 菌 、桿 菌 、穎 粒 ノ如 キ各型 ガ雑 然 ト シテ

混 棲 シテ居 ル。 又、 同 一球 菌 トスル モ、 其 ノ大

小 ガ極 メテ不 同 デ アツ テ、 染 色状 態 二於 テモ、

濃淡 張 弱 或 ハChromaticmetamorphosisテ

起 セル モ ノ等、 是 レ又、 極 メ テ多 様 デ アル。 分

離 當 時 ハ 、墜 球 菌状 テ呈 スル モ、 培 地 ラ代 ヘ テ

移 植 ス レバ、 忽 然 トシテ球 菌 状 或 ハ短 連 鎖 状 墜

球 菌 ノ如 キ モ ノニ攣 化 スル コ トガ多 イ。 即 チ菌

形 ハ極 メ テ攣 化 二富 ンダ 「ラ ビー ル」ナ性 質 テ備

ヘ テ居 ル。 眞 二端 院 ス可 カ ラズ ト云 フ形 容詞 ガ

此 ノ揚 合 二適 當 シ テ居 ル。 次 二攣 異 性結核 菌株

ハ適 當 ナ ル培 地 二纏 植 ス レバ、 孜 第 轟其 ノ大 多

数 二於 テ抗 酸 性 テ呈 ス ル ニ至 ル、 尤 モ文献 二見

ル ニ、Bienstocku.Gottstein,Campbell(145)

ノ如 キノ・普 通 ノ非 抗 酸 性菌 ニ テ モ、 「バ タ」、 脂

肱 蜂 臓 質 ノ如 キ モ ノニ富 メ ル培 地 二移 植 スル

時 へ 次 第 二抗 酸 性質 テ備 ヘ テ來 ル ト唱 ヘ テ居

ル ガ、 斯 カ ル コ トガ、眞 實 トス レバ、 非抗 酸 性

ト抗 酸 性 ト云 フ塵 別 ハ全 ク暫 定 的 ノモ ノデ、 環

境 ニ ヨ ル相 違 デ何 等 根 本 的 二塵 別 ノ出來 ヌ コ ト

トナ ル。 余 等 ・・、Campbellナ ドノ唱 ヘ ラル ・

普 通 ノ細 菌 ナル モ ノガ、 如何 ナル モ ノデ ア ツ タ

ガ或 ハ ソ レハ、 偶 然 ニモ 自然 界 二於 テ斯 カ ル形

態 テ トレル結 核 菌 ノ成 レノ果 ノ姿 デ ア ツ タ ノカ

モ知 レヌ ト想 像 出來 ヌ デモ ナ ィ。 果 シテ、培 地

上 二於 テ抗 酸 性 ヲ獲 得 シ得 タ リ トス レバ、 之 テ

海 狽 累 代通 過 法 ニ ヨ ツテ試 験 テ経 タナ レバ、 或

ハ途 ニハ、 典型 的 結 核 病 攣 テ惹起 スル モ ノ トナ

ツ タ ノカモ計 リ知 ラ レナ イ。 斯 カル實 験 ガ、 繰

リ返 シ テ出來 ル トス レバ、 結 核 菌 ナル モ ノ、 自

然 界 二於 ケル攣 異 ノ歌 モ、 軍 二從 來 ノ如 ク法 理

上 ノ推 論 二止 マ ラズ シテ、 實 謹 出來 ル澤 ケ トナ

ル ノ デ アル。 斯 カル實 験 モ根 氣 ヨ ク行 ヘ バ可 能

デ アル筈 デ アル。

次 二、 動 物 ノ累 代 通 過 ニ ヨル原 型 ヘ ノRevers-

ionノ 實 験 ハ、 最 モ結核 菌 ノ攣 異様 デ アル ト云

フ コ トテ 實 謹 スル 特 性 デ アル ガ、 殊 二 第 一 代

海 狽 通 過 ニ ヨ ツテ、 局所 ノ淋 巴 腺 ガ腫 脹 シテ、

弦 二抗 酸 性穎 粒 ラ認 ム ル ガ如 キモ ノハ、 殆 ド悉

ク攣 異 性結 核 菌 株 デ アル ト論 断 シテ ヨカ ラ ウ。

斯 カ ル モ ノハ、 累代 通 過 ニ ヨツ テ、 次 第 二典型

的抗 酸 性 桿 菌 及病 攣 テ 惹 起 スル_至 ル モ ノデ

ル。 又攣 異 結核 菌 ノ特 長 ハ、 多 少 ノ相 異 コ ソ ア

レ、殆 ド悉 ク、 特 異 性 血 清免 疫 學 的反 磨 二封 ス

ル抗 元 性 テ備 ヘ テ居 ル。

攣 異 性結核 菌 ハ、 之 テ長 時培 地 二登 育 セ シム ル

時 ハ、 次 第 二着 色1生テ示 ス モ ノガ多 イ。 最 モ多

イモ ノへ 淡 黄 乃 至燈 黄 色 デ ア ル ガ、 此 ノ外

二、淡 褐 、 暗 褐 、 煉 瓦色 、 桑實 様 灰 白、暗 灰 色 、

灰 紫 色、 淡 紅 、 紅 色、 緑 青 色 等 種 々 ナル複 雑 ナ

ル 色 ヲ呈 スル コ トが アル。 多激 ノモ ノへ 根 氣

ヨ ク績 行 ス レバ、 「グ リセ リ ン」肉 汁培 地 表 面 二

被 膜 テ形 成 スル。

大 多 数 ノモ ノハS型 デR型 ハ僅 少 デ アル。 火 娼

中 一 テ爆 音 ラ登 スル モ ノ ガ 多 イ。卵 黄 「アル カ

リ」水 ノ如 キ モ ノニ登 育 セ シムル時 ハ、所 謂Zo-

oglearmaSSテ 形 成 スル モ ノ ガ多 イ。 叉 短 時 日

内 一、 之 テ凝 固 スル ガ如 キ モ ノハ殆 ドナ ィ。 殆

ド悉 ク典型 的結 核 菌 二近 似 ノ特 有 ナル 香氣 ガ ア

ル、 不 快 ナル酸 臭 テ登 ス ル モ ノハ ナ ィ
。

自働 蓮 動 性 ハ、 登 育 ノ或 ル 時期 二認 メ ラル ・モ

ノガ多 イ。但 シ、 液 膿 培 地 ノ新 鮮 ナ モ ノニ多

久 固形 培 地 ノモ ノハ訣 如 スル カ著 明 デ ナ ィ。

同時 二鞭 毛 ノ如 キ モ ノテ認 ムル コ トモ窄 レ.』ア
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ノレo

次 二、 攣 異 性 結 核 菌 ノ梢 特 異 ト認 メ ラ ル ・黙

ハ、 種 々 ナ ル培 地 テ用 ヒテ培 養 ラ行 フ途 中 二於

テ、 類 圓 形 乃 至 ハ鞘 碗 豆 二類 似 シタ モ ノデ、 雨

端 二濃 染 ス ル雨 極 テ有 ス ル膨 大 ナル桿 菌 歌 ノモ

ノガ出現 スル コ トデ アル。

攣 異 性 結 核 菌 ノ形 態 へ 血 液 寒 天 獲 生 當 時 ノモ

ノハ、 穎 粒 乃 至球 菌 ノ混 在 セル モ ノガ多 イ。 穎

粒 、 球 菌 、 桿 菌 、 墜 球 菌、 四聯 球 菌、 八 聯 球 菌

ノ如 キモ ノ ガ、 同 一 ノ「コ ロニー 」二混 在 シテ、

恰 モ細 菌 ノ「レヴ ュー 」ノ如 キ モ ノモ アル。 其 他

統球 菌 歌 ノモ ノモ窄 レニ生 ズ ル コ トガ アル。 培

養 中 ニ ハ、 醸 母菌 状 ノ モ ノ テ 登 生 ス ル コ トモ

屡 ㌃ アル。 染 色状 態 モ分 離 當 時 二於 テハ全 ク非

抗 酸 二青 染 セ ラル ・モ ノ ト、 「フ ク シ ノ ブ イル」

ノモ ノ ト混 在 ス ル モ ノ、 或 ハ殆 ド悉 ク抗 酸 性乃

至非 抗 酸 性 テ示 ス モ ノ、 時 トシ テ複 雑 ナ ルCh-

romaticmetamorphosisテ 記 セル モ ノ等 ガ ア

ル。 グ ラム陽性 ナ ル モ ノガ多 イガ、 初 メ陰 性 ナ

ル モ ノ.或 ハ陽性 菌 ト陰 性菌 混 在 ス ル コ トモ ア

ノレo

次 二、 結 核 菌 ノ登 育 環 二就 イ テ ハ、 既 二論 述 セ

ル ガ如 ク、 諸 家 ガ様 々 ノ形 式 テ想 定 セ ラ レテ居

ル ガ、 其 ノ何 レガ眞 二近 キ モ ノナル カ、 余 等 ハ

判 断 二 ぎfシム塵 デ アル ガ、 恐 ラ ク、Kahn,Pla

等 ノ此 ノ貼 二關 ス ル概 念 ハ、 當 ヲ得 タ モ ノデ ハ

ナ イカ ト思 バ レル。 余 等 へ 多 撒 ノ菌 株 二於 ケ

ル試 験 管 内及 動 物實 験 等 ノ経 過 カ ラ見 ル モ、「プ

リ ミチー フ」ナ穎 粒 状 ノモ ノカ ラ、 次 第 二球 菌 、

短 桿 菌 、 定 型 的桿 菌 ノ如 ク移動 シテ行 ク塵 カ ラ

考 察 シテ、 非 抗 酸 性穎 粒 或 ハ、 球 菌 状 ノ モ ノ

・・、 檜 殖 ノ中心 デ ア リ、軍 位 デ アツ テ、 生 活 環

二於 ク ル 出登 鮎 ト看 倣 ス可 キ デ ア ラウ ト思 フ.

試 ミニ次 ノ如 キ形 式 デ、 結 核 菌 及 其 ノ攣 異 性 菌

株 ノ磯 育 環 テ推 定 シテモ大 シタ誤 リデハ ナ カ ラ

ウ。

グ ラム陰 性 非 抗 酸 性穎 粒 → グ ラム陽 性 非抗 酸 性

穎 粒 → グ ラム陽 性 抗 酸 性穎 粒 → グ ラム陰 性 非抗

酸 性桿 菌 → グ ラム陽 性 非 抗 酸 性 桿 菌 → グ ラム陽

グラム陰性非抗酸性穎粒

騰 朧 《多{講講 灘 粒

但 シ、斯 ク ノ如 キ登 育環 ノ間 二於 テ、 種 々 ナ ル

異 則 的畿 育 法 ノ起 リ得 ル ゴ トハ勿 論 デ アル。 次

三、 攣 異 シタル結 核 菌 ハ叉 其 ノ攣異 シタル 歌 態

二於 テ、 固 定 セ ラ レテ同様 ノ髪 育 環 ヲ壷 イテ生

存 シ得 ル モ ノ ト思 バ レル カ ラ、 軍 二抗 酸 性桿 菌

トスル モ、 其 ノ攣 異 ノ相 ノ異 ナ レル モ ノカ ラ輩

生 シ タモ ノデハ、 其 ノ生物 學 的 作 用 、 性 状 等 二

於 テ、 甚 ダ シ ク相 異 テ示 ス モ ノデ アル コ トハ 想

像 二難 クナ ィ。

故 二、 今 假 リー、 結 核 菌 ガ取 リ得 ル攣 異 ノ相 テ

十種 類 ア リ ト シ、 登 育 環 二於 テ取 リ得 ベ キ菌 ノ

形 態 テ5種 アル モ ノ トス レバ、 結 核 菌 乃 至夫 レ

ヨ リ攣 異 セ ル モ ノ ・取 リ得 ル相 ハ五+種 類 テ示

ス ト云 フ繹 ケ デ、 顯 微 鏡 下 二於 テ、 同 ジ ク穎 粒

ト唱 ヘ ラル ・モ ノモ、 其 ノ各 々 ノ生 物 學 的 作 用

等 二於 テハ 、 甚 グ シク相 異 セル モ ノ ・アル コ ト

ハ、 先 進 諸 家 モ唱 ヘ ラ レテ居 ラル ・コ トデ アル

ガ,ソ レハ勿 論 起 リ得 ル筈 ノ コ トデ アル。軍 二、

穎 粒 、 或 ハ球 菌 ナ ド ・唱 フル モ、 其 ノ生 物 學 的

性 状 二至 ツ テ ハ、 實 二雲 泥屑 壌 ノ相 異 ガ アル モ

ノ ト思 バ レル。 叉 、穎 粒 ト唱 ヘ ル モ、試 験 管 内

ニ テ褒 生 セ シメ タ モ ノ ト、 生 禮 内 二於 テ生 ジタ

モ ノ トノ間 ニハ、 其 ノ性 質 ガ恐 ラ ク相 異 ス ル モ

ノデ ア ラ ウ。

次 二tFontes等 ニ ヨ ツ テ 唱 ヘ ラ レタル、 濾 過

性病 原 膿 ナ ル モ ノモ、生 活 環 ノ或 ル 時期 二於 テ、

余 等 ハ攣 移 性 結 核 菌 二 於 テ 確 カ ニ之 ラ認 ム。

唯 、 濾 過 性病 原 盟 ナ ル モ ノへ 菌 株 ニ モ依 ル ト

思 バ レル ガ、 其 ノ生 活 環 ノ時 期 ニ ョ ツテ有 リ得

ル コ ト ・然 ラザ ル コ ト ・ガ起 ツ テ來 ル。 叉 培 地

ニ ョル相 異 モ ア リ得 ル コ ト ・思 バ レル。

家 兎 二攣 異 性 結 核 菌 ノ死 滅 セル モ ノラ注 射 ス ル

コ トニ ヨ ツ テ、 特 異 性 補 農 結 合 性 物 質 テ多少 二

拘 ラズ其 ノ血 清 内 二産 生 スル。 重 田菌 株 類 似 ノ

モ ノー テ ハ、 血 清 稀 稗300乃 至600倍 二於 テ 陽

性 テ示 ス コ ト稀 レナ ラズ。 之 ト同時 二、 攣 異 菌
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株 ニ ヨッ テ 結 核 性 抗 罷 ノ吸 着 實 験 ガ可 能 デ ア

ル。 尤 モ、 攣 異 相 ニ ヨ ツテ、 其 ノ強 弱 ノ程 度 二

相 異 ノ アル コ トハ勿 論 デ アル。 攣 異 性 結 核 菌 株

テ海猿 二注 射 スル モ、 初 代 二於 テ ハ レー メル反

慮 陰 性 デ アル ガ、 次 第 二累 代 通 過 テ経 テ、 毒 力

∫曾進 スル ニ連 レテ、弱 陽 性 テ呈 スル モ ノガ屡 ≧

ア ル 。

攣 異 結 核 菌 株 ノ海 狼 二封 スル毒 性 力 ハ 、實 二檬

檬 デ、 或 ハ殆 ド無 毒状 ト見 ル可 キ モ ノカ ラ、 典

型 的 結 核病 漿 ハ第一 代 二於 テハ起 サ ヌガ、 動 物

ハ次 第 二衰 弱 シテ死 亡 スル黒占カ ラ見 テ
、 相 當 ノ

毒 性 力 テ備 ヘ タ モ ノ ト云 ツテ ヨ イヤ ウナ モ ノモ

ア ル。 或 へ 時 トシテハ 、 菌 血症 ノ 如 キ 状 態

デ、 激 日間 内 二艶 死 セ シ ム ル ガ 如 キ モ ノモ ア

ル。 元 來 、 海狼 ナ ル モ ノハ、抵 抗 ノ甚 ダ簿 弱 或

ハ殆 ド皆 無 二近 イモ ノデ アル カ ラ
、斯 ク攣 異 セ

ル菌 株 二於 テ モ、 時 トシテ毒 性 テ示 ス ニ至 ル モ

ノデ アル ガ、 家 兎或 ハ人 類 ノ如 キ モ ノ ニ テハ
、

自然 二具 備 セ ラル ・抵 抗 力 ノ爲 と、 殆 ド悉 ク無

毒 性 トナ リテ絶 滅 シ蓋 サ ル可 キ モ ノデ ァル。

次 二・ 生物 ノVariation(攣 異)ナ ル モ ノニ封 シ

テ・ 生 物 學 上 二是 等 ノモ ノテ、Modification(誘

登攣 異或 ・・彷 復 攣 異)Mutation(偶 然 或 ・・突 然

攣 化)Combinetion(交 配攣 異)等 ヲ唾 別 シテ居

ル ガ、 果 シ テ余 等 ノ憂 異 性 結 核 菌 ナ ル モ ノガ
、

如 何 ナ ル モ ノニ該 當 ス ル モ ノデ アル カ、弦 二聯

力語 義 ノ追 究 テ試 ミテ見 ル。

從 來 、 細 菌 ノ攣 異 二關 スル使 用 術 語 ハ甚 ダ塵 々

デ限 定 セ ラ レタ秩 序 的 ナ言 葉 ト云 フモ ノハ登 見

セ ラ レナ ィ。 或 ル モ ノハ、 唯 漠 然 ト、Variant

ト唱 へ、 或 ル モ ノ・・、Mutantト 唱 へ
、 或 ル者

ハModificationト 唱 へ
、 且adleyノ 如 キ ハ

Dissociationナ ル言 葉 テ 使 用 シテ 居 ル
。Mu.

tantト 云 フ言 葉 ハ、還 元 不 能 ノ攣 異 テ意 味 スル

ト云 フ意 見 ノ下 二、斯 カ ル言 葉 テ便宜 上使 用 シ

テ居 ル細 菌學 者 ハ多 イ ノデ アル ガ、 生物 學 上 ノ

言葉 ト シテ ハ・Reversion可 能 ノ突 然 攣 化 トセ

ラ レテ居 ル。Neisseru.Massini等 ノ意 見 デ

へMutantナ ル モ ノへ 「わ レガ ニ ス ムス 」ガ

檜 殖 二於 テ、 有 性 的 生 殖 テ螢 ム ダ結 果 デ ナ クテ

ハ生 ジナ イ トノ意 見 デ アル。L・ehmann氏 ノ・、

斯 カル モ ノ ニ封 シテ、果 シ テMutantナ ル名 テ

附 スル コ トガ適 切 デ アル カ否 力 ・徹 底 シテ居 ラ

ヌ ト唱 へ、 又 、 或 ル者 ハ、 培 養 上 二認 メ ラル ・

多数 ノAlterationテMutationト 解 シテ居 ル

モ ノモ歎 多 イ ヤ ウ デ ア ル。又 、Reversion(Ata-

vism)ノ ナ ィ永 久 攣 異(Dauermodifikation)ナ

ル モ ノハ、Combinationニ ヨ ル 漿 異 、 即 チ混

種(且ybrid)デ ア ル トノ意 見 ガ多 イ。 兎 モ角 モ、

如 何 ナ ル慶 化 ガ、 如 何 ナル言 葉 二適 當 シテ居 ル

モ ノデ アル カ、 議 論 ノ多 イ未 グ ニ統 一 セ ラ レヌ

事 柄 デ アル ガ、 余 等 ノ攣 異 ガ、Mutantト 呼 プ

ガ適 切 力或 ハModificationト 唱 ヘ ル ガ當 レル

カ、 元 々、 根 本 的 ノ語 義 ガ不 確 實 デ ァ ル カ ラ、

使 用 ス ル術 語 二於 テモ、 甚 グ困 難 スル ガ、 突 登

的 二人 爲 的 二生 禮 内 二 攣 動 テ 惹 起 セ シメ タ結

果 、 生 ジ テ來 ル モ ノ デ、此 ノモ ノガ、Reversion

可能 トス レバ、從 來 ノ廣 イ生 物 學 上 ノ語 義 カ ラ

云 ヘ バ 、Mutantト 唱 ヘ テ差 支 ヘ ガ ナ イ ト思 ハ

レル。 又、 環 境 ノ攣 化 二因 ツ テ誘 登 セ ラ レタ モ

ノァ ァル カ ラ、 之 ラModificationト 唱 ヘ テ モ

悪 クハ ナ イ ト思 バ レル。 但 シ、 誘 叢 攣 異 ナル モ

ノガ 「徐 々 二起 ル」ト云 フ條 件 ガ ア レバ
、 此 ノモ

ノハ噺 然 「ム タ チ オ ン」二属 ス可 キ デ アル
。 而 シ

乍 ラ、 「ム タチ オ ン」ナ ル モ ノガ、 有 性 生 殖 ノ結

果 トシテ生 ズ ル モ ノ トノ定 義 ガ ア レバ、 細 菌 盟

二・ 未 ダ有 性 的増 殖 法 ノ公認 セ ラ レザ ル現 今 二

於 デ ハ、 用 語 上 甚 グ シキ矛 盾 テ感 ゼザ ル ラ得 ナ

イ。 「ム タ ン ト」ナ ル語 ヘ ー 般 二永 久 攣 異 テ意

味 シテ居 ツ テ、Devriesノ 意 見 デ・・,有 性 生 殖

ノ結 果 トシテ生 ジタ モ ノ デ、 雨 親 ノ性 質 ヲ清 失

シテ原 型 二復 シナ イ モ ノ ト解 繹 セ ラ レテ居 ル

ガ、 大 艦 、 細 菌 學 二於 テ、 有 性 生 殖 ガ認 メ ラ レ

テ居 ナ ィ現 代 二於 テ、Devriesノ 意 味 二於 ケル

Mutantナ ル言 ガ使 用 出 來 ル カ ドウカ甚 ・タ怪 マ

レル 。根 本 ノ語 義 カ ラ見 レバ、 唯 今 ノ庭 デ ハ、

細 菌盟 二Mutantナ ル言 葉 ハ 使 用 出來 ヌ コ ト

トナ リハ セ ヌ カ。 今 少 シク撞 着 シナ イ確 然 トシ
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タ便 宜 上 ノ言 葉 ガ欲 シ イ。 故 二、Lehmannノ

如 キハ 、細 菌 二Mutationナ ル用 語 ハ 避 ク可

キ デ、 少 シ迂 遠 グ ガraschentstehehdedauer

Modifikationト 構 ス可 キ デ アル1・。

Jolles・ ・特 二BakterienMutationナ ル念 ノ

入 ツ タ言 葉 テ使 用 シテ居 ル。結 局 、 言 葉 ガ簡 軍

デ アル カ ラ言 義 ラ詮 索 シ ナ ィ デ、 從 來 何 デ モ

Mutationナ ル言 葉 テ使 用 シタ者 モ アル ガ甚 グ

面 白 クナ イ ト思 フ。Lehmann氏 へ 現 今 二於

テ ハ、DauermodifikationトMutationト テ随

別 ス ル方 法 ガ ナ イ ト云 ツテ 居 ル。 唯迅 速 二登 來

ス レバ ス ル程、 「ム タ チ オ ン」ノ意義 二合 フ・ル コ

ト ・ナ ル ト。 結 局 、 細 菌禮 ヨ リモ高 等 デ アル植

物 界 二於 テ、 其 ノ壇 殖 的作 用 二於 テ モ、 相 異 セ

ル モ ノ ト思 ハ ル ・モ ノニ封 ス ル術 語 テ、 直 チ ニ

細 菌 盟 二引 用 シテ來 ル コ トガ混齪 テ起 シ、 撞 着

ラ生 ズ ル原 因 トナ ル。 攣 異 セ ル細 菌 ナ レバ、 之

ラー般 二Variantト 唱 ヘ デ、 ソ ノモ ノガ還 元 ス

ル カ否 カ ラ附 記 ス レバ ソ レデー 番 明確 デ結 構 デ

ア ル ト∂思 フ。

煎 ジ詰 メ レバ、 言 葉 ノ追 究 ナ ドハ無 意 義 ノ コ ト

デ アル、 細 菌 禮 二有 性 生殖 ガ可 能 デ ア ル カ否 カ

ガ解 決 スル マ デ ハ余 等 へ 暫 時 只 軍 二是等 ノモ

ノテ、Variantト 概 樗 シテ置 ク。 ソ レハ、退 行

1攣性 デ ア ラ ウ ト、 進 行 性 攣 性 デ ア ラウ ト、 老 巧

性 慶 形 デ ア ラ ウ ト、 死 後 攣 形 デ ア ラ ウ ト、「ム タ

チ オ ン〕デ ア ラ ウ ト、「モ ヂ ヒ カ チ オ ンJデ ア ラ ウ

ト、 「コ ン ピ ネ ー シ ヨ ン」デ ア ラ ウ ト、 凡 ベ テ此

ノ内 二包 合 セ ラ レ テ 居 ル モ ノ ト見 テ ヨ イ 。 從 來

唱 ヘ ラル ・塵 デ ハ 、 培 養 上 二於 ケ ル 攣 異 ハ 、 主

ト シ テModi丘cationナ ル モ ノ ガ 多 イ。 最 後

一 、 用 語 上 ノ問 題 二 就 テ 此 ノ際 尚 ホ 少 シ附 記 シ

テ 置 ク ガ、 軍 二 細 菌 ノ 「攣 異 」二 關 ス ル術 語 計 リ

デ ハ ナ へ 其 他 ノ モ ノ モ 、 極 メ テ不 統 一 ナ 塵 ガ

ア ル 。 例 ヘ バ 、AlmquistハConidiaト 云 ヒ、

L6hnis,EnderleinハGonidia,Mellonハ 時

ト シテConidiaト 唱 へ 時 ト シ テexosporeト

呼 ブ.Enderleinハ 男 性 ノモ ノテSpermitト

云 ヒ、AlmquistハAntheridienト 唱 フ。

Almquistハ 不 規 則 ナ ル、 「ア ミー バ 」状 ノ軍 細

胞 テplasmodienト 云 ヒ」 コ レ ハ、L6hnis/

Symplasma二 相 當 ス ル。Mellon・ ・原 形 質 ノ

Connectingfnamentト 構 シ、Myerハplasmo-

desmidsト 云rフ.Melldnハ 、Chlamydospore,

arthrospore,dauerzellen,GonidienZygosp-

oreテ 根 本 的 二 同 ジ 種 類 ノ 如 ク使 用 セ ル ナ ド

デ、 言 葉 ハ 極 メ テ 不 明 瞭 デ 面 白 ク ナ ィ。 徒 ラ

ニ 、 多 岐 二亙 ツ テ 亡 羊 ノ歎 ラ深 カ ラ シ ム ル バ

デ ア ル 、 今 少 シ ク統 一 ス 可 キ デ アル 。

綜 括

余 等 ハ、 余 等 ノ方 法 ニ ヨツ テ得 タル攣 異 性 結 核

菌 株102例 二關 スル詳 細 ナ ル實 験 ノ結 果 二基 イ

テ、 其 ノ内容 テ概 括 的 二述 ベ テ見 ル ト大 艦 次 ノ

如 クナ ル。

(1)結 核 二罹 患 セル生 物 膿 二、「ス ク ア リ ン」(生

化 學 的 活 性 「ス ク ア レン」)テ 注 射 ス ル コ ト三因

ツ テ、 其 ノ流 血 中 ヨ リ直接 、 血液 寒 天 扁 李 板 培

地 二、 各 種 各 様 ノ攣 異 性 結 核 菌 株 テ培 養 分 離 ス

ル コ トガ出 來 ル。 睾 レニ、 「ス ク ア リ ン」注 射 前

ノ結 核 患 者 ノ血 液 寒 天 培 養 二於 テ モ攣 異 性 結 核

菌 ノ「コ ロ ニー」テ生 ズ ル コ トガ アル。

(2)「 ス ク ア リ ン」注 射 二因 ツテ、 結 核 罹 患個 盟

ヨ リ攣 異 セル結 核 菌 テ褒 生 セ シメ得 ル比 卒 ハ、

殆 ド100%ヨ リ零%ノ 間 テ動 揺 スル。 其 ノ原 因

ハ、 使 用 ス ル 「ス ク ア リン」二甚 ダ シ ク生 化 學 的

作 用 ノ貼 二於 テ相 異 テ 示 ス 爲 デ アルδ 此 ノ故

一、 余 等 ハ、 所 謂 「ス ク ア レ ン」ナ ル モ ノニ、 生

化 學 的 活 性 デ アル モ ノ ト、 殆 ド生化 學 的 非 活 性

デ ァル モ ノ トテ塵 別 シ、 前 者 テ便 宜 上 、「ス ク ア

リ ン」ト"昌ヘ ル。

(3)「 ス ク ア リン」注 射 二 因 ツ テ 得 ラル ・攣 異

性 結 核 菌 ハ・ 形 態 的 二見 テ、 極 メ テ多 様 性 ラ示
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久。 穎 粒 、,球 菌{愛 球 菌 、 聯 球 菌 状 、 聯 球 菌

状 、 短 連 鎖 歌 菌(球 菌 或 ハ隻 球 菌 連鎖)、 繊 肥 、

短 長、 穎 粒 状 或 ハ無 穎 粒 状 等 千差 萬別 ノ形 態 的

異 形 テ示 ス桿 菌、 醸 母菌 歌 大 球 菌 、 統 状 或 ハ毛

様 菌様 テナ シ分 枝 テ有 ス ル モ ノ、 或 ハ之 テ鋏 グ

モ ノ等 ガ認 メ ラ レル。 即 チ、 攣 異 性 結 核 菌 ノ形

態 ハ、 細 菌 盟 ノ殆 ド各 形 テ網 羅 シテ居 ル ト謂 ヒ

得 ル。 又、 往 々、無 構 造 的物 質 、 塵 様 盟 乃 至 ハ

残 渣 ノ如 キ像 テ呈 ス ル コ トモ アル。 球 菌 及穎 粒

歌 ノモ ノモ甚 ダ シク大 小不 同 デ アル。

(4)攣 異 性 結 核 菌 殊 ノ形 態 ハ、 甚 ダ移動 性 デ、

攣 化 シ易 イ、 特 二分離 當初 二於 テ、 此 ノ傾 向 ガ

著 明 デ アル。 印 ザ穎 粒 ガ球 菌 ト ナ リ桿 菌 ト攣

ジ、 或 へ 桿 菌 ガ球 菌 乃 至穎 粒 状 二縛 ズ ル、 統

状 菌 様 ノモ ノガ、 桿 菌 、 球 菌 、穎 粒 形 等 二轄 向

スル ナ ドノ事 實 ハ、 凡庸 ナ ル茶 飯 事 二屡 ス ル。

(5)攣 異 性 結 核 菌株 ハ、 其 ノ大 多 数 二於 テ、分

離 後 、是 等 ノモ ノデ適 當 ナ ル2種 ノ培 地 間 二交

互 的 二纏 植 ス ル コ トニ ヨ ツテ、 途 二攣 異 セ ラ レ

タル状 態 二於 テ其 ノ性 状 テ固 定 セ シム ル コ トガ

出 來 ル。

(6)攣 異 性 結 核 菌 株 ノ染 色 状態 モ亦 、 極 メ テ多

様 性 デ アル。 チー ル染 色 上 、殆 ド不 染 色状 テ示

ス モ ノ、 或 ハ弱 抗 酸 性 乃 至 牛抗 酸 性、 抗 酸 性、

或 ハ非 抗 酸 性、 或 ハ抗酸 性 ト非 抗 酸 性 トガ混 在

スル モ ノ、或 ハSchroen等 ノ唱 ヘ ルChrom-

aticmetamorphosis二 陥 レル モ ノナ ドガ認 メ

ラ レル。分 離 當 時 二於 テ、 非抗 酸 性 ノモ ノモ、

之 ラ適 切 ナ ル培 地 二纏 植 ス レバ、 次 第 二抗 酸 性

テ帯 ピテ來 ル コ トガ多 イ。

`7)攣 異 性結 核 菌株 ノ海 瞑 二封 スル毒 性 力 二於

テ モ種 々 デ アル。 殆 ド無 毒 性 ノモ ノ或 ハ菌 血 様

症 状 ノ下 二、撒 日間 内 二試 獣 テ蜷 死 セ シム ル モ

ノモ アル。 但 シ、 何 レ ノ株 二於 テモ、 海猿 二封

シ,一 代 接 種 ノ ミニ依 リテハ、 其 ノ臓 器 二
、 典

型 的 結核 病 攣 テ惹 起 セ シメ得 タル モ ノハ ナ イ。

印 チ、 或 ル意 味 カ ラ 云 ヘ バ 悉 ク非病 原 性 デ ア

ノレo

〈8》攣異性結核菌株ハ、海猿 ノ累代的直接通過

法 ニヨツテ、典型 的結核病攣 テ諸臓器 二形成 ス

ルニ至 リ、且 ツ典型 的抗酸匪桿菌 テ患部 二謹明

スルコトガ出來ル。

(9)攣 異性結核菌株 テ海猿二接種 スルニ、第1

代二於テハ、悉 ク局所 ノ淋巴腺腫脹 ノミ屯止マ

ル。此 ノ状態へ 宛モ人類 二於ケル潜伏性結核

二該當スルモノデアル。

(10)攣異性結核菌株 テ海猿 二累代接種 シテ原結

核菌 二還元 スル場合二於テハ、其 ノ還元 ノ過程

ハ、極 メテ自然的二規律的デアル。印チ、穎粒

→球菌→短桿菌→典型 的桿菌 ノ如キ形式 テ踏 ン

デ徐 々二還元ヘ ノ道程 テ辿ルモ ノデアル。

(11)結核家兎二「スクアリン」テ注射 セル場合 二

於 テ、屡 ヒ、形態的及染色的 二、各種 ノ攣異性

結核菌テ諸臓器 ノ切片標本上二認 ムルコ トガア

ノレo

(12)「ス ク ア リ ン」チ注 射 セル結 核 罹 患 個 盟 二於

テ ハ、 其 ノ流 血 中 ヨ リ攣 異 セ ラ レ タル結 核 菌 テ

得 ラル ・ ノ ミナ ラズ、 其 ノ血 液 及 尿 或 ハ糞 便 等

二於 テ、 検 鏡 上 、 著 シク攣 異 セ ラ レ タル結 核 菌

テ謹 明 ス ル コ トガ 出來 ル。

(13)「ス ク ア リ ン」テ健 康 人 及 健 康 家 兎 二注 射 ス

ル モ、 其 ノ流 血 中 ヨ リ憂 異 性 結核 菌 テ得 ル ガ如

キ コ トハ繕 封 二・ナ ィ。

(14》攣 異 性 結核 菌 株 ハ、 悉 ク其 ノ程 度 二強弱 ノ

差 ガ アル ガ、 特 異 的補 盟 結 合 反 慮 ハ交錯 的 二陽

性 テ示 シ、 抗 農 ノ吸 若 實 験 モ亦 同檬 二逡行 出 來

ル。 皮 膚 過 敏 反慮 モ次 第 二病 原 性 テ復 活 ス ル ニ

從 ツ テ陽 性 テ呈 ス ル ニ至 ル。

(15)攣 異 性結 核 菌株 ハ、 其 ノ培 養 ノ時期 ニ ヨ ツ

テ ノ・、 濾 過 性 病 原禮 テ認 ム。 且 ツ時 トシテ ハ濾

液 ヨ リ培 養 モ可 能 デ アル。

(16)攣 異 性結 核 菌 株 ノ或 ル モ ノハ、 時期 ニ ヨ ツ

テ著 明 ナ ル 自働 蓮 動 テ示 ス コ トガ アル。 叉 、 雫

レニ鞭 毛 テ備 ヘ タ、ル モ ノモ認 メ ラル ・コ トガ ア

ノレo
,.

(17)攣 異 性結 核 菌 ノ培 地 上 二於 ケ ル細 菌 學 的 外

観 ハ、 千差 萬 別 デ「バ リ アー ベ ル」デ、'是等 ノモ

ノヴ 、 一 概 二統括 ス ル ト云 フ コ トハ不 可能 デ モ
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ア リ、 且 ツ無 意 義 ノ観 ガ アル。

(18)攣 異 性 結 核 菌 株 ハ、 一 般 二典 型 的 結 椀 菌 二

比 較 シテ熱 及 各 種 ノ化 學 藥 品 二封 ス ル抵 抗 ガ薄

弱 デ アル。

(19)各 種 ノ細 菌 學 的 検 査法 中、 特 異 的 補 禮 結 合

反 磨 、抗 罷 ノ吸 着 法 及 海 狸 二於 ケ ル累 代 通 過 法

ニ ヨル原 菌 型 ヘ ノ還 元 法 ノ三者 ラ除 キ テ ハ、 他

二攣 異 性結 核 菌 ナル コ トテ断 定 シ得 ル ニ足 ル 方

法 ハ 目下 ノ塵 デハ認 メ得 ナ イ。

(20)攣 異 性 結 核 菌 株 テ各 方 面 ヨ リ實験 観 察 シタ

ル結 果 、 結 核 菌 ノ始 原 、 登 群 ハ 「ア ク チ ノ ミー

チ エ ス」或 ハ 「ス トレプ ト トリックス」乃 至 ハ 「ピ

ル ツ」「フ ンギー 」属 デ アル ト看 倣 ス コ トガ、最 モ

合 法 的 、妥 當 ノ見 解 ト思 惟 スル。

(21)結 核 菌 二於 ケ ル、 牛 型 、 鳥 型 、 人 型 ナ ル モ

ノ或 ハ 自然 界 二死 物 寄 生 ノ歌 態 二於 テ生 活 セル

所 謂 非病 原 性抗 酸 性菌 ナ ル モ ノ等 二封 ス ル從 來

ノ見 解 二封 シテハ、 大 ナ ル改攣 ノ加 ヘ ラル可 キ

秋 ガ來 ラザ ル テ得 ナ イ。

(22)余 等 へ 實 験 ノ結 果 テ基 調 トシテ、 結 椀 菌

及 其 ノ攣異 菌 株 二於 テ、 一 定 セル生 活 環 ナ ル モ

ノ テ、 確 認 ス ル。 此 ノ生 活 環 内 二於 テ、 種 々 ナ

ル攣 異 相 テ呈 シテ存綾 スル モ ノデ、 所 謂 コ ッホ

桿 菌 ナ ル モ ノハ、 結 核 菌 ガ活物 寄 生 性 ノモ ノ ト

シテ トレル 成熟 セ ル最後 的 ノ抵 抗 形 ノー ツ ノ型

二過 ギ ナ ィ。

(23)結 核 菌 ハ、 自然 界 二 自由 二棲 息 ス ル死 物 寄

生 性 ノ状 態 二於 テハ 、各 様 二憂 異 セ ラ レテ存在

ス ル モ ノデ アル コ トハ、 余 等 ノ實 験 二徴 シテ明

白 ナ コ トデ アル。斯 ク ノ如 ク、 死 物 寄 生 性 トナ

レル疑 異 性 結 核 菌 株 ガ、 或 ル機 會 二再 ビ生 物 膣

内 二移 入 セ ラ レ、 長 年 月 ノ間 二、 其 ノ要 約 ノ攣

遷 二連 レテ、 次 第 二生物 禮 内 二於 テ毒力 ノ還 元

テ ナ シ,潜 伏 的 結 核 ヨ リ逡 二本 格 的 ノ結 核病 ラ

惹起 ス ル ニ至 ル ガ如 キ コ トモ、 甚 ダ多 イ モ ノデ

アル ト看 徹 ス 可 キ ガ 至 當 デ ァル。 帥 チ、結 核

病 テ惹 起 スル コ トハ、 輩 二典 型 的 コ ッホ桿 菌 ノ

ミニ因 ル モ ノニ非 ズ ト論 断 スル。

(24)攣 異 性 結 核 菌 株 ハ、 其 ノ攣 異 ノ程 度 二從 ツ

テ、 各 々病 理 解 剖 學 的 所 見 二於 テ モ、 典 型 的結

核 菌 ニ ヨル モ ノ ト相 違 シテ來 ル。 典型 的 結 核 病

攣 へ 唯 典型 的 結 核 菌 二因 ツ テ ノ ミ認 ノ ラ レ

ル。 典 型 的 結核 病 攣 テ登 來 セザ ル結 核 感 染 ノ存

在 セル モ ノナル コ トヲ'余等 ハ確 認 ス ル。

(25)余 等 ノ方 法 ニ ョ ツ テ攣 異 性 結 核 菌 テ生 ズ ル

機 轄 テ考 察 スル ニ、 其 ノ圭 ナ ル モ ノノ・、 「ス ク

ア リ ン」二有 スル特 異 的 ニ シ テ 偉 大 ナ ル生 禮 内

二於 ケル還 元作 用 二基 クモ ノニ シテ、其 ノ他 二
、

「ス ク ア リ ン」ガ血 管 壁 ノ透 過 性 ラ高 メ、 且 ツ結

核 病 原 燈 二封 シテハ 、 特 別 ナ ル親 和 性 テ有 シ、

「バ クテ リオ トロー プ」ノ作 用 ノ甚 大 デ アル コ ト

モ考 慮 ス可 キ因子 デ ア ラウ.

(26)以 上列 記 シ タ ル 結 論 ノ各 條 項 テ照鑑 ス レ

バ、 余 等 ノ攣 異 性結 核 菌 ナル モ ノニ封 シテ、 是

ガ 「攣 異 性 菌 ナ リ謄 云 フ.必 要 ニ シテ且 ツ充 分

ナル實 験 的過 程 テ備 ヘ テ居 ル。 徒 ラニ、 余 等 ハ

大 言 肚 語 シテ荒 唐 無稽 ノ巷 設 テ ナ ス モ ノデ ハ断

然 更 ニ ナ ィ。 ・

(27)從 來 、 斯 學 界 ノ定 詮 ノ如 ク認 メ ラ レタ ル、

誤 マ レル細 菌 不 攣 軍 一設 テ形 成 スル ニ至 ツ タ原

因 ハ、 種 々 アル ト思 ハ レル ガ、 就 中、 特 筆 大 書

ス可 キー 因 子 ハ、 各 細 菌 二封 シテ、 登 育 二良 ク

合 適 シ タル培 地 ガ、 各 々選 定 セ ラ レ、 且 ツ此 ノ

合 適 シタル培 地 上 二、 登 育 セ ル比較 的 幼 若 ナル

細 菌 ノ ミテ観 取 シ來 レ ル コ トデ ア ラ ウ。 今 若

シ、 幼若 ナ ル培 養 菌 テ古 キ ニ換 へ 合 適 セ ル培

地 テ、 不 適 ノモ ノニ於 テ観 察 テ行 ヘ バ、 培 地 上

二於 テ モ、 各 種 ノ攣 異 性 細 菌膿 ジ 認 メ得 ル コ ト

ハ必 定 デ アル。 殊 更 二、人 工 的 二攣 異 テ起 サ シ

メザ ル ガ如 キ方 法 テ 適 用 シテ、 「細 菌 二攣 異 ナ

シ」 ト唱 フ ル ハ、其 ノ言 フ塵 二 於 テ誤 リガ ナ ィ

デ ア ラ ウガ、 斯 カル方 法 ニ ヨ ツ テ へ 細 菌 膣 ノ

自然 界 二於 ケ ル 凡 ベ テ ノ實 相 テ究 メ蓋 シ得 タ リ

トハ更 二云 ヘ ナ ィ、 寧 ロ、 極 メ テ不 自然 ナ ル狭

隆 ナル ー槻 取 法 二過 ギ ナ ィ、 余 等 ハ從 來 ノ方 法

ラ細 菌 二封 ス ル 「固 定 的」嚇 癖 的 」観 察 法 デ アル

ト唱 ヘ ル。

(28)古 來 ・ 細 菌 墨 ニハ、 所 謂 多 形 學 派 ト不 攣 軍
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一 學 派 トガ相 封 峙 シテ錦 テ削 ツ タ ノデ アル ガ、

逡 二 久 シ クCohn-Koch,Migla等 ニ ヨ ツテ建

設 セ ラ レ タル、 細 菌 軍 一學 派 ガ意 外 ニモ其 ノ名

聲 テ保 チ、 過 去 幾 星 霜 二亙 ツテ、 嚴 然 タル其 ノ

牙 城 テ守 ツテー 歩 モ譲 ラナ カ ツ タ。 何 ガ彼 等 テ

ソ ウ サ セ タP畢 寛 、Cohn-Kochガ,其 ノ當 時 二

於 テ、 絵 リニ モ偉 大 ナル存 在 ナ リ シコ トガ其 ノ

圭 因 テ ナ シテ居 ル。 斯 ク シテ、 次 第 二抜 ク可 カ

ラザ ル因 襲 トナ リ、傳 統 トナ リ、所 謂 随 固 タ ル

系統 的 細 菌 學 派 ノ金 城 湯 池 テ形 成 スル ニ至 ツ タ

モ ノデ アル。現 今 二於 テ ハ、 斯 カ ル、 輩 一 學 設

ハ、 最 早 恐 ラ ク、 過 去 二於 ケ ル歴 史的 遺 物 トシ

テ敬 意 テ捧 グル程 度 ノモ ノ デ ア ラ ウ。 印 チ、 余

等 ハ、 確 乎 タル實 験 的 ノ論 稼 二基 イテ、Cohn-

Koch二 依 ツテ嘗 テ建 テ ラ レ、 今 尚 ホ、 掲 裁 的

二横 行 活 歩 シツ ・アル 「モ ノモ ル ヒス ム ス」二封

シテ、往 時 、Naegeli,且uepPe,Gruber,Kruse

等 ガ提 唱 シ、無 悪 ナル 、不 攣 學 徒 ノ爲 二、 理 不

蓋 ニモ撃退 セラレ不遇 ノ下 一沈倫 セル「プレオ

モルヒスムス」ガ動ス可カラザ ル 眞理 デアツタ

コトテ、勘 ク驚モ余等ハ、結核病原禮 二於テ、

弦 二明白二樹立、立謹 シ得 タリト確信 スルモノ

デアル。

稿 テ終ルニ痘 ミテ、油脂化學上二關スル問題二

就 テハ直接間接甚深 ナル御蓋力テ賜 リシ、東京

工業試験所囑託辻本満丸博士及東京合同油脂株

式會肚技師木村包介氏虹 二本業績 ラ公表 スルコ

トニ封 シテ終始、種々ナル便宜 ト、御厚意テ恭

クシタル東京市療養所長 田澤鐙二博士、'又攣異

性結核菌 テ分離培養 スルコトニ封 シテ、種々ナ　

ル便宜 ト御援助 テ蒙 リタル、東京浄風園長加藤

三郎博士及同所醤局員中井毅學士等二封 シテ、

弦 二謹 ミテ感侃 ノ謝意テ披涯 スル次第デアル。

最後 二印刷上 ノ繁雑テ思 ヒ凡ベテ氏名 ノ敬稻げ

省略 シタコ トテ併 セテ、謹謝 シテ置 ク。

(昭和11年10月5日 了稿)
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